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三

凡
例

一
、
本
書
は
、
国
史
跡
「
金
沢
城
跡
」
を
対
象
に
、
関
連
す
る
文
献
史
料
等
を
編
年
集
成
し
た
『
金
沢
城
編
年
史
料
』

の
第
三
巻
（
近
世
三
）
で
あ
る
。
史
料
の
収
録
範
囲
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
か
ら
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
で

あ
る
。
な
お
、
標
題
に
「
近
世
」
の
語
を
掲
げ
た
の
は
、
本
叢
書
が
明
治
以
降
の
史
料
も
対
象
（
掲
載
・
刊
行

予
定
）
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

二
、
本
書
に
掲
げ
た
項
目
は
、
既
刊
の
『
金
沢
城
総
合
年
表

後
編
』
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
し
た
。
配
列
は
年
月
日

順
で
あ
る
（
す
べ
て
和
暦
。
年
次
を
推
定
し
た
場
合
は
月
日
の
上
に
「
＊
」
を
付
す
）。
各
項
目
に
対
応
す
る
史
料
の
配

列
は
、
信
頼
の
置
け
る
史
料
、
ま
た
は
見
出
し
文
と
関
係
の
深
い
史
料
の
順
に
掲
げ
た
。
な
お
、『
金
沢
城
総

合
年
表

後
編
』
刊
行
後
の
調
査
等
に
よ
り
、
同
書
に
掲
げ
た
典
拠
史
料
と
は
異
な
る
史
料
を
掲
げ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。

三
、
写
本
が
複
数
存
在
す
る
史
料
の
場
合
は
、
も
っ
と
も
原
本
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
史
料
に
拠
っ
た
。
典
拠
や
校

合
に
刊
本
を
利
用
し
た
場
合
は
、
刊
本
名
を
『

』
で
示
し
た
。

け
つ
じ

へ
い
し
ゅ
つ

四
、
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
史
料
原
本
に
拠
っ
た
場
合
、
闕
字
・
平
出
は
で
き
る
限
り
残
し

た
。
ま
た
、
文
書
史
料
に
つ
い
て
は
、
年
月
日
・
発
給
者
（
差
出
人
）
・
受
給
者
（
宛
所
）
の
位
置
は
、
原
本
の

体
裁
を
尊
重
す
る
範
囲
で
統
一
し
た
。

五
、
史
料
に
は
適
宜
校
訂
者
に
よ
っ
て
読
点
（
、）、
並
列
点
（
・
）、
注
記
（
括
弧
（

）
を
付
す
）
を
付
し
た
。

六
、
注
記
・
朱
書
等
に
つ
い
て
は
「

」
で
括
り
、
そ
れ
ぞ
れ
傍
注
を
付
し
た
。



四

七
、
欠
損
・
判
読
不
明
で
、
字
数
が
推
定
可
能
な
場
合
は
□
□
□
、
字
数
が
推
定
不
可
能
な
場
合
は

で
示
し

た
。
ま
た
、
文
字
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
場
合
は
〻
を
左
傍
に
を
付
し
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
を
右
傍
に
記
し
た
。

九
、
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
身
分
差
別
に
関
わ
る
用
語
・
表
現
も
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
こ
れ
は

差
別
の
歴
史
を
認
識
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
で
、
こ
れ
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

一
〇

、
本
書
の
編
集
・
執
筆
に
は
、
主
に
石
野
友
康
・
大
西
泰
正
・
川
名
俊
が
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
校
正
な
ど
に
池
田

仁
子
の
協
力
を
得
た
。

金
沢
城
調
査
研
究
編
年
史
料
専
門
委
員
会

木
越
隆
三
石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課

近
世
史
料
編
さ
ん
室
長

鷲
澤
淑
子
石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課

近
世
史
料
編
さ
ん
室
主
幹

小
西
昌
志
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
史
料
係
長

竹
松
幸
香
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
副
館
長

協
力
い
た
だ
い
た
主
な
機
関
等
（
順
不
同
）

（
公
財
）
前
田
育
徳
会

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

前
田
土
佐
守
家
資
料
館

国
立
公
文
書
館

横
山
隆
昭
氏



宝
暦
九
年

五

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

四
月
一
〇
日

金
沢
に
大
火
あ
り
。
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
等
、
城
内
の

建
物
の
大
部
分
が
焼
失
す
る
。
翌
日
、
加
賀
藩
、
金
沢

城
焼
失
の
た
め
、
御
用
部
屋
を
長
連
起
（
九
郎
左
衛
門
）

宅
に
移
す
。

１
「
宝
暦
加
州
火
事
之
記
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
表
紙
）

「
宝
暦
加
州
火
事
之
記
」

（
舜
）

四
月
十
日
昼
七
時
過
、才
川
真
昌
寺
門
前
ゟ
出
火
、彼
辺
不
残
、龍

円
寺
ゟ
上
ノ
方
ハ
残
ル
、泉
野
寺
町
極
楽
寺
ゟ
末
両
向
寺
方
等
焼
、

（
正
条
）

十
三
軒
町
川
除
へ
飛
、彼
地
不
残
焼
、竪
町
中
村
勘
次
ハ
残
ル
、夫

（
本
多
政
行
）

（

貴

道

）

ゟ
百
姓
町
、遠
江
守
殿
家
中
、但
、富
田
九
郎
右
衛
門
ハ
残
ル
、本
多

（
政
恒
）

（
政
良
）

図
書
殿
ハ
残
り
申
候
、本
多
右
門
ゟ
安
房
坂
ノ
下
、仙
石
町
辺
不
残
、

両
堂
形
御
蔵
茂
焼
申
候
、遠
江
守
殿
上
屋
敷
出
羽
町
二
丁
不
残
、原

（

元

成

）

（

種

親

）

（
前
田
利
実
）

五
郎
左
衛
門
ゟ
高
田
吉
郎
左
衛
門
辺
迄
ハ
残
リ
申
候
、喜
六
郎
殿

（
奥
村
栄
輇
）

（
孝
覩
）

御
屋
敷
・
助
右
衛
門
殿
・
前
田
兵
庫
殿
・
宝
円
寺
・
八
坂
・
小
姓
町
・
味

（
正
従
）

（
横
山
隆
達
）

（
孝
起
）

噌
蔵
丁
・
材
木
町
・
天
神
町
・
横
山
蔵
人
殿
・
山
城
守
殿
・
前
田
兵
部

（
明
教
）

殿
辺
、母
衣
町
・
新
町
・
尾
張
町
・
西
尾
隼
人
殿
、馬
場
ハ
二
番
丁
切
、

卯
辰
観
音
・
卯
辰
寺
へ
、即
日
、高
井
辺
迄
焼
失
、

一
、
御
城
不
残
、御
土
蔵
も
多
分
ハ
火
入
候
哉
、表
御
納
戸
御
土
蔵

乾
場
へ
、御
土
蔵
御
作
事
ハ
焼
候
得
共
、御
土
蔵
一
ツ
残
ル
、

越
後
屋
敷
御
土
蔵
残
ル
、割
場
下
御
台
所
・
会
所
・
西
丁
御
門

（
多
脱
カ
）

ハ
残
ル
、七
十
間
・
金
谷

御
殿
御
門
・
鼠
御
門
・
権
現
堂
・

（
前
田
孝
昌
）

（
正
昭
）

（
秀
昶
）

神
護
寺
ハ
残
り
申
候
、駿
河
守
殿
・
津
田
玄
蕃
・
寺
西
弾
正
・
松

（
康
済
）

（
篠
原
保
之
）

（
修
和
）

平
玄
蕃
殿
袖
辺
不
残
、御
算
用
場
・
笹
原
弥
助
・
富
田
蔵
人
ハ

残
り
申
候
、公
事
場
ハ
焼
申
候
、御
番
所
ニ
て
残
り
候
ハ
七
十

間
御
長
屋
御
門
、薪
御
丸
ハ
残
り
申
候
、

一
、
同
役
ニ
而
類
焼
、

（
治
兵
衛
貞
長
）

（

信

哉

）

（
守
周
）

（
敬
方
）

九
里
次
兵
衛
・
勝
尾
半
左
衛
門
・
神
谷
蔵
人
・
不
破
忠
大
夫
・

（

元

龍

）

高
山
善
左
衛
門
、

（
カ
）

一
、
組
々
八
十
人
程
宛
類
焼
、御
用
方
組
も
十
一
人
、高
山
組
拾
人
、

（
保
之
）

御
用
番
支
配
後
藤
又
助
・
江
上
杢
兵
衛
焼
申
候
、御
小
将
ハ
六
組

ニ
て
四
十
八
人
計
類
焼
と
承
申
候
、未
委
細
之
義
ハ
承
不
申
候
、

頭
分
以
上
類
焼
之
人
々

本
多
遠
江
守

前
田
駿
河
守

（
隆
振
）

横
山
々
城
守

奥
村
主
水



六

奥
村
助
右
衛
門

横
山
蔵
人

（
正
昭
）

（
道
柯
）

津
田
内
記

前
田
左
膳

（
当
昆
）

成
瀬
主
計

寺
西
弾
正

（
矩
豊
）

前
田
兵
部

前
田
式
部

多
賀
内
匠

西
尾
隼
人

（
昌
行
）

松
平
玄
蕃

横
山
外
記

（
武
申
）

（
廉
清
）

品
川
蔵
人

多
賀
典
膳

（
一
公
）

本
多
右
門

篠
原
帯
刀

（
一
通
）

上
坂
両
左
衛
門

岡
島
市
正

（

庸

貞

）

（
正
順
）

津
田
源
右
衛
門

成
瀬
監
物

（
氏
展
）

奥
野
外
記

富
田
次
大
夫

（
従
本
）

（
昌
陽
）

横
山
斎
宮

葛
巻
頼
母

（
安
貞
）

（
直
之
）

藤
田
弾
正

奥
村
兵
庫

（
克
成
）

（
察
孝
）

大
野
木
弾
正

庄
田
左
文
太

（

一

親

）

（

勝

如

）

松
原
善
右
衛
門

坂
野
帯
刀
左
衛
門

（
直
貞
）

（
守
興
）

和
田
権
五
郎

吉
田
茂
平

（

近

信

）

（
孝
成
）

津
田
平
次
右
衛
門

庄
田
主
税

（
方
副
）

（
一
元
）

戸
田
斎
宮

富
田
弥
兵
衛

（
直
行
）

（

好

次

）

水
野
勝
介

斎
藤
三
左
衛
門

奥
村
五
左
衛
門

宮
井
彦
兵
衛

（

政

行

）

林
源
太
左
衛
門

寺
西
勘
五
右
衛
門

（
勝
久
）

秋
元
喜
左
衛
門

由
比
庄
兵
衛

（
永
起
）

（

正

高

）

茨
木
六
丞

中
村
次
右
衛
門

（
守
一
）

（
勝
久
）

杉
浦
権
佐

多
胡
嘉
藤
次

（
昌
雄
）

矢
部
権
佐

帰
山
太
次
兵
衛

（

善

継

）

（
胤
興
）

神
保
新
五
左
衛
門

広
瀬
武
大
夫

（
秀
武
）

（
師
貞
）

木
村
平
大
夫

岡
田
主
税

（
昌
信
）

（

住

守

）

野
村
源
兵
衛

横
山
三
郎
右
衛
門

（
賢
顕
）

（
因
信
）

芝
山
杢
兵
衛

野
村
七
兵
衛

（

安

貞

）

（

貞

正

）

岡
田
伊
右
衛
門

九
里
覚
右
衛
門

（
直
礼
）

（

有

政

）

駒
井
与
兵
衛

沢
田
伊
佐
右
衛
門

（
孝
寧
）

前
田
主
馬

（
允
明
）

三
輪
藤
兵
衛
組
類
焼
人

（

近

久

）

児
玉
弥
藤
次

津
田
十
郎
兵
衛

（
包
教
）

（

安

頼

）

古
屋
孫
市

大
島
三
郎
左
衛
門

（

親

賢

）

多
賀
安
左
衛
門

永
原
藤
左
衛
門

（

定

道

）

山
内
七
郎
左
衛
門

木
村
新
右
衛
門

（

氏

教

）

（
由
清
）

山
田
覚
左
衛
門

鶴
見
和
大
夫



宝
暦
九
年

七

山
口
次
郎
左
衛
門

高
山
善
左
衛
門
組
同
断

（

敬

忠

）

岡
島
八
郎
左
衛
門

堀
久
五
郎

（
正
昌
）

（
政
敏
）

津
田
織
人

佃
久
大
夫

神
尾
源
左
衛
門

村
井
次
郎
左
衛
門

（

正

隣

）

（

明

久

）

国
沢
太
次
兵
衛

横
地
弥
右
衛
門

毛
利
三
郎
大
夫

古
市
林
左
衛
門
宅
ニ

山
田
五
左
衛
門
罷
在
候
趣
、
暮
無
事
立
退
候
、

一
、
同
役
中
類
焼
ニ
付
当
分
組
用

戸
田
一
木

組
支
配

青
木
勘
十
郎

（

信

成

）

不
破
神
谷

組

篠
原
六
郎
左
衛
門

九
里
高
山

組

三
輪
藤
兵
衛

右
之
通
相
勤
申
候
、

一
、
昨
十
二
日
、
駿
河
守
殿
被
仰
渡
、
橋
爪
御
門
番
人
尾
坂
門
可

為
致
勤
番
旨
被
仰
渡
申
渡
候
、
足
軽
も
右
御
門
ヲ
右
組
足
軽

指
添
申
候
、
仮
御
番
所
も
建
申
筈
ニ
候
、

（

連

起

）

一
、
十
一
日
ゟ
年
寄
中
等
、
長
九
郎
左
衛
門
殿
宅
ニ
御
寄
合
候
、

御
用
所
・
御
倹
約
所
・
御
縮
同
所
・
宗
門
所
も
右
宅
屋
敷
之

内
、
夫
々
相
極
申
候
、

一
、
十
日
夜
も
火
事
之
由
、
是
ハ
七
十
間
松
ノ
木
等
焼
申
候
而
、

（
鼓
）

小
屋
中
も
出
申
候
、
十
一
日
・
十
二
日
も
同
事
、
又
々
太
コ

（
カ
）

も
打
、
火
消
中
茂
七
十
間
へ
出
申
候
て
ミ
レ
ハ
木
ヲ
切
倒
シ

事
済
申
候
、

一
、
山
城
守
殿
抔
ハ
十
三
之
土
蔵
皆
々
火
入
、
指
替
も
無
之
躰
、

火
事
装
束
之
侭
ニ
候
由
、
上
地
ノ
屋
敷
へ
御
越
候
、
主
水
殿

両
屋
敷
焼
、
長
殿
へ
居
住
、
駿
河
守
殿
ハ
村
井
殿
江
居
住
、

遠
江
守
殿
ハ
本
多
図
書
殿
へ
居
住
ノ
由
ニ
御
座
候
、

一
、
勝
尾
氏
・
高
山
氏
も
土
蔵
焼
申
候
、と
か
く
不
足
御
座
候
、右

七
人
へ
も
未
遂
名
申
候
、離
々
何
と
も
心
得
旁
、其
節
な
か
ら

当
月
上
ノ
御
用
番
一
向
今
夜
寸
暇
奉
存
候
、昨
夜
、漸
火
事
羽

織
ヲ
ぬ
き
申
候
、右
紙
面
御
披
見
相
済
候
ハ
ヽ
、其
儀
聞
越
候
、

御
見
セ
可
申
越
候
、あ
ら
〳
〵
書
調
に
て
御
伺
申
候
、以
上
、

四
月
十
三
日
昼

三
輪
藤
兵
衛

一
木
様

高
田
様

２
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
四
月
一
〇
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
申
刻
、泉
野
玉
龍
寺
塔
頭
舜
昌
寺
ゟ
出
火
、西
下
リ
ノ
風
ニ
而



八

（
笹
下
）

サ
ヽ
カ
町
後
ゟ
野
田
寺
町
江
出
、妙
典
寺
ゟ
十
三
間
町
江
飛
、

段
々
大
火
ニ
相
成
、御
本
丸
江
火
移
、御
城
不
残
焼
失
、翌
十

（
辰
カ
）

一
日
、
□
ノ
下
刻
、大
衆
免
辺
ニ
而
鎮
、委
曲
別
冊
ニ
有
之
、

（
放
生
）

実
成
院
様
広
岡
法
性
寺
江
御
立
退
、
翌
日
金
谷
江
御
移
、

（
前
田
利
実
）

（

愛

定

）

喜
六
郎
殿
御
附
頭
馬
渕
嘉
右
衛
門
宅
江
御
立
退
、
翌
日
金
谷

江
御
移
、

（

定

明

）

夫
ゟ
小
堀
牛
右
衛
門
宅
江
重
而
御
移
、

（
浄
）

八
十
五
郎
殿
大
豆
田
常
住
寺
江
御
立
退
、
翌
日
金
谷
江
御
移
、

（

定

位

）

追
而
高
畠
直
右
衛
門
宅
江
御
移
、

（
保
之
）

御
作
事
、
篠
原
弥
助
方
ニ
相
立
、

御
普
請
会
所
、
高
畠
直
右
衛
門
方
ニ
相
立
、

（
朱
書
）

（

雅

智

）

「
追
而
本
保
十
郎
左
衛
門
揚
屋
敷
、

重
而
村
井
（
長
穹
）

靱
負
殿
」

（
里
長
）

（
朱
書
）

御
細
工
所
、加
藤
図
書
方
ニ
相
立
、「
従
是
前
暫
、神
護
寺
地
内
」

（

連

起

）

年
寄
中
等
席
々
ハ
、
長
九
郎
左
衛
門
宅
ニ
而
相
勤
、
朔
望
嘉

節
ハ
人
持
組
頭
五
時
、
新
番
頭
以
下
四
時
揃
之
事
、

公
事
場
ハ
町
会
所
ニ
相
立
、

３
「
留
帳
鈔
録
」
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

宝
暦
九
年
四
月
十
一
日

御
在
府

（

連

起

）

一
、
御
城
御
類
焼
ニ
付
、
今
日
ゟ
当
分
長
九
郎
左
衛
門
宅
へ
老
中

等
罷
出
、
御
用
相
勤
候
事
、

同
月
十
五
日

一
、
出
仕
之
面
々
、
九
郎
左
衛
門
宅
江
罷
出
、
年
寄
中
等
謁
候
事
、

明
日
、各
九
郎
左
衛
門
宅
江
罷
出
候
節
、途
中
者
御
家
来
共
ニ

火
事
装
束
出
仕
之
節
迄
、上
下
ニ
相
改
出
仕
相
済
、又
火
事
装

束
ニ
相
改
候
筈
ニ
御
座
候
、当
分
ハ
何
茂
火
事
装
束
ニ
而
罷
出

候
筈
ニ
只
今
相
極
り
申
候
、為
御
承
知
如
此
御
座
候
、以
上
、

（
孝
起
）

（
政
恒
）

四
月
十
四
日

前
田
兵
部

本
多
図
書
等
五
人
様

四
月
十
九
日

（

識

行

）

一
、
火
事
ニ
付
而
、
江
戸
表
ゟ
早
打
御
使
志
村
五
郎
左
衛
門
被
遣
、

今
日
到
着
、
九
郎
左
衛
門
宅
ニ
お
ゐ
て
年
寄
中
を
初
、

御

意
之
趣
申
述
候
、
御
口
上
書
等
若
年
寄
方
ニ
記
候
、
図
書
気

（
横
山
正
従
）

滞
不
罷
出
、
蔵
人
義
押
而
罷
出
ル
、
人
持
頭
分
江
御
意
之

趣
、
廿
日
、
申
聞
有
之
候
事
、

〇
年
寄
中
等
御
請
廿
一
日
申
述
ル
、
年
寄
中
・
御
家
老
一
列
、
九

（
津
田
正
昭
）

郎
左
衛
門
等
三
人
、
玄
蕃
一
列
、
類
焼
之
人
々
御
請
一
列
也
、

４
「
長
家
譜
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

宝
暦
九
年
四
月
十
日
、
泉
野
寺
町
舜
昌
寺
ゟ
出
火
之
砌
、
及
大
火
、



宝
暦
九
年

九

所
々
江
罷
出
、
火
を
防
申
候
、
其
節

御
城
内
茂
御
類
焼
に
付
、

於
私
宅
年
寄
中
・
御
家
老
中
・
若
年
寄
中
席
并
御
類
焼
跡
御
普
請

方
主
付
役
・
御
倹
約
所
并
頭
中
溜
・
御
奏
者
所
・
御
小
将
横
目
・

御
徒
横
目
、
且
朔
望
・
端
午
之
御
祝
詞
、
出
仕
之
人
々
等
集
所
、

其
外
詰
足
軽
ニ
至
迄
、
同
十
一
日
ゟ
五
月
十
六
日
迄
、
夫
々
相
詰
、

御
用
方
相
唀
申
候
、
金
谷
御
屋
鋪
御
普
請
出
来
ニ
付
而
、
十
七
日

ゟ
年
寄
中
初
、
右
諸
役
方
引
移
申
候
、

５
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
四
月
）

十
五
日
、
朝
六
時
、
去
十
日
夜
亥
ノ
刻
、
金
沢
立
之
早
飛
脚
来
着
、

（
斗
）

去
十
日
申
刻
前
、
金
沢
六
塔
林
舜
昌
寺
門
前
ゟ
出
火
之
処
、

南
風
烈
ク
、
寺
町
妙
典
寺
辺
ヨ
リ
大
川
を
越
、
十
三
間
町
江

（
政
行
）

飛
、
竪
町
江
移
、
本
多
遠
江
守
屋
敷
ゟ
御
城
江
も
火
移
、
夫

ゟ
釼
先
ヶ
辻
・
材
木
町
・
静
明
寺
辺
河
原
江
通
、
卯
辰
江
飛

ひ
、観
音
院
辺
最
中
燃
候
、委
細
者
未
相
知
、
実
成
院
様
・

（
前
田
利
実
）

喜
六
郎
殿
ニ
も
御
立
退
之
由
申
来
ニ
付
、
為
御
見
廻
以
早
飛

脚
御
書

被
進
、
巳
之
中
刻
江
戸
出
立
、

一
、
十
日
夜
丑
之
刻
立
之
早
飛
脚
、
今
十
五
日
午
ノ
刻
着
、
前
田

（
孝
昌
）

駿
河
守
宅
江
も
火
移
、卯
辰
山
不
残
、小
立
野
口
も
火
口
所
々
ニ

（
式
脱
）

而
中
々
急
ニ
可
鎮
躰
見
江
不
申
、二
之
御
丸
御
広
も
就
御
類
焼
ニ
、

（
口
）

実
成
院
様
宮
腰
中
中
橋
放
生
寺
江
御
立
退
、御
近
習
頭
河
内
山

（

喬

昌

）

（

清

安

）

七
左
衛
門
・
賀
古
勝
右
衛
門
者
、御
城
御
類
焼
後
実
成
院
様
御
供

仕
、御
縮
申
談
候
由
、喜
六
郎
殿
者
御
居
宅
御
類
焼
ニ
付
、二
御
丸

（

愛

定

）

江
御
立
退
之
処
、二
御
丸
も
就
御
類
焼
ニ
、馬
渕
嘉
右
衛
門
宅
江

御
立
退
、八
十
五
郎
殿
者
大
豆
田
浄
住
寺
江
御
立
退
之
由
、年
寄

中
并
御
附
之
人
々
ゟ
言
上
、附
、馬
渕
者
御
附
頭
也
、

右
ニ
付
、
年
寄
中
江
早
打
御
使
可
被
遣
旨
被

仰
出
、
御
近

（

識

行

）

習
御
使
番
志
村
五
郎
左
衛
門
江
被
仰
渡
、
今
十
五
日
夜
子
ノ

上
刻
江
戸
発
出
、
同
十
九
日
金
沢
着
、
廿
一
日
申
刻
金
沢
発
、

廿
五
日
江
戸
江
帰
府
、

（
凉
朝
）

一
、
右
二
度
目
之
早
飛
脚
到
来
之
上
、
御
用
番
并
秋
元
但
馬
守
殿

江
左
之
通
御
届
、

加
州
金
沢
城
下
、
今
月
十
日
申
ノ
刻
、
才
川
寺
町
ゟ
出
火
、

風
烈
敷
及
大
火
、
同
夜
居
城
本
丸
・
二
丸
焼
失
仕
候
、
城

内
焼
失
之
様
子
并
城
下
家
数
等
相
知
不
申
候
、
追
而
委
細

之
儀
御
届
可
仕
候
、
先
右
之
趣
御
届
申
上
候
、
以
上
、

四
月
十
五
日

御
名

一
、
三
度
目
早
飛
脚
、
十
一
日
未
之
刻
金
沢
出
足
、
今
十
五
日
夜

子
ノ
上
刻
着
、
十
一
日
巳
之
刻
火
鎮
候
由
言
上
、
御
用
之
品



一
〇

駿
河
守
宅
ニ
而
取
唀
候
処
、
是
も
類
焼
ニ
付
、暫
栂
（三
郎
昭左
）衛

（

連

起

）

門
宅
ニ
而
取
唀
、
夫
よ
り
長
九
郎
左
衛
門
宅
ニ
而
取
唀
候
由

申
来
、
但
、
越
後
屋
敷
焼
失
仕
ニ
付
而
也
、

（
四
月
）

（

温

純

）

十
六
日
、従
金
沢
早
打
御
大
小
将
神
戸
清
左
衛
門
を
以
年
寄
中
ゟ

言
上
、十
一
日
申
ノ
刻
発
出
、今
暁
七
時
頃
江
戸
江
参
着
、火

鎮
候
ニ
付
、年
寄
中
等
申
談
、御
城
中
見
分
之
処
、御
櫓
・
御
土

蔵
等
過
半
焼
失
、定
火
消
者
勿
論
、奉
書
火
消
も
申
談
候
得
共
、

風
も
有
之
一
向
難
防
、右
之
通
ニ
候
由
、
御
城
就
御
類
焼
、

（
恵
迪
）

為
御
縮
（
江
沼
郡
）

大
聖
寺
御
関
所
江
物
頭
寺
島
左
大
夫
御
先
手
也
足
軽

（
義
一
）

召
連
罷
越
、（
越
中
国
）
境
御
関
所
江
割
場
奉
行
栂
内
蔵
太
同
趣
ニ
而
罷

越
候
様
申
渡
候
旨
言
上
、御
城
内
相
残
候
所
々
左
之
通
、

（
多
脱
カ
）

金
谷
御
広
式

鼠
門

七
拾
間
御
門

七
疋
建
御
厩

金
谷

御
門
并
同
所
御
文
庫

堂
形
御
馬
場

玉
泉
院
様
丸

御
文

庫
乾
場

薪
丸
御
土
蔵
二
ツ
并
同
番
所

石
川
柵
門

越
後

屋
敷
土
蔵
二

会
所
下
御
台
所

御
算
用
場

御
宮
并
甚
右

衛
門
坂

御
宮
坂

右
之
通
相
残
申
候
、

（
酒
井
忠
寄
）

同
日
、
御
用
番
并
秋
元
殿
・
左
衛
門
尉
様
江
左
之
通
御
届
、

先
達
而
御
届
申
候
通
、
去
十
日
金
沢
城
下
出
火
之
処
、
居
城

不
残
焼
失
、
翌
十
一
日
巳
之
后
刻
火
鎮
申
候
、
城
下
過
半
焼

失
之
躰
、
家
数
等
之
儀
者
未
相
知
不
申
候
、
此
段
無
急
度
各

様
迄
相
達
置
候
様
被
申
付
候
、
以
上
、

（

方

矩

）

四
月
十
六
日

御
名
内

伴
源
太
左
衛
門

同
日
、
神
戸
清
左
衛
門
儀
、
於
御
居
間
書
院

御
前
江
被
為

召
、

御
人
払
ニ
而
御
尋
之
趣
共
有
之
、御
請
申
上
退
候
後
、表
向

御
目
見
被

仰
付
、
白
銀
五
枚
拝
領
、
御
年
寄
衆
江
之
御
用

之
品
々
御
渡
、
其
外
御
城
代
并
御
横
目
中
江
之
御
親
翰
も
御

伝
附
、
暮
前
江
戸
発
、
早
打
ニ
而
帰
、

附
、御
使
番
を
以
可
有
言
上
候
処
、指
支
候
ニ
付
、御
大
小
将
也
、

於
金
沢
発
出
前
、路
用
金
百
両
御
渡
之
義
、頭
ゟ
御
達
申
ニ
付
、

則
会
所
奉
行
江
被
仰
渡
候
処
、小
払
奉
行
両
人
共
、類
焼
其
上
道

筋
火
勢
強
く
、使
遣
候
事
も
難
成
旨
及
御
断
候
ニ
付
、御
算
用
場

奉
行
江
被
仰
渡
、漸
金
子
渡
方
訳
立
、頭
仮
切
手
改
作
奉
行
中
江

相
達
、清
左
衛
門
於
御
算
用
場
直
ニ
受
取
之
、且
清
左
衛
門（
河
北
郡
）

津
幡

迄
持
出
人
足
指
支
候
ニ
付
、乗
物
等
自
分
家
来
ニ
為
持
、先
達
而

津
幡
江
迄
遣
之
置
、右
駅
迄
者
早
馬
ニ
而
参
候
様
頭
等
ゟ
申
談
、

（
康
済
）

于
時
持
馬
煩
ニ
付
、御
貸
馬
之
義
、松
平
玄
蕃
若
年
寄
江
相
達
、則

御
申
渡
有
之
候
処
、堂
形
御
厩
危
候
ニ
付
、御
馬
共
宮
腰
口
江
引



宝
暦
九
年

一
一

退
有
之
候
ニ
付
、急
ニ
難
渡
由
ニ
候
得
共
、外
ニ
致
方
無
之
候
ニ

付
、強
而
早
速
清
左
衛
門
宅
迄
御
馬
指
向
候
様
、頭
ゟ
及
御
達
、

（
所
）

（
秀
貞
）

漸
ニ
牽
来
、境
御
関
書
過
書
、頭
窪
田
主
馬
ゟ
相
渡
之
、于
時
御

（

元

成

）

城
中
跡
火
も
薄
ク
成
候
ニ
付
、御
小
将
頭
原
五
郎
左
衛
門
江
清
左

衛
門
ニ
指
添
、御
城
内
焼
跡
見
分
為
仕
候
様
、年
寄
衆
被
仰
渡
、

（

昌

富

）

御
横
目
中
在
合
無
之
ニ
付
、御
番
頭
入
江
治
左
衛
門
も
同
道
可

仕
旨
、五
郎
左
衛
門
ゟ
及
御
達
、長
九
郎
左
衛
門
役
宅
ゟ
三
人
同

道
、
御
城
中
見
分
、焼
残
候
所
々
清
左
衛
門
覚
書
ニ
調
、江
戸
江

持
参
之
筈
、右
見
分
済
、長
殿
宅
江
罷
帰
候
処
、御
用
番
横
山

（
隆
達
）

山
城
守
御
使
被
申
渡
、御
家
老
衆
江
之
紙
面
被
相
渡
之
、申
ノ
下

刻
早
馬
ニ
而
右
役
宅
ゟ
直
ニ
発
出
、

十
七
日
、
去
十
二
日
夜
戌
之
刻
立
之
早
飛
脚
、
江
戸
江
来
着
、

実
成
院
様
・
喜
六
郎
殿
、
金
谷
御
殿
江
被
遊
御
移
候
由
申
来
、

【
解
説
】
四
月
一
〇
日
、金
沢
泉
野
寺
町
よ
り
出
火
、才
川（
犀
川
）を
越
え
て

金
沢
城
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し
た
、い
わ
ゆ
る
宝
暦
の
大
火
に
関
す
る
史

料
を
右
に
掲
げ
た
。「
政
隣
記
」以
外
は
新
出
史
料
。金
沢
城
内
の
被
災
箇
所

に
つ
い
て
は「
金
沢
城
類
焼
後
御
普
請
等
被
仰
付
候
絵
図
」（
金
沢
市
立
玉

川
図
書
館
加
越
能
文
庫
）に
も
詳
し
い
。藩
主
前
田
重
教
は
当
時
在
府
。二

ノ
丸
御
殿
焼
失
の
た
め
、加
賀
藩
年
寄
ら
は
翌
四
月
一
一
日
、御
用
部
屋
を

長
連
起
宅
へ
移
し
、被
災
対
応
を
開
始
し
た
。な
お
、『
加
賀
藩
史
料
』第
八

編（
八
六
頁
）の
掲
げ
る
、火
災
後
の
四
月
一
三
日
、三
ノ
丸
の
時
鐘
が
城
内

の
東
照
宮
に
お
い
て
撞
か
れ
た
と
の
記
事
は
、典
拠
史
料（
片
岡
孫
作
蔵
文

書
）の
所
在
が
確
認
で
き
ず
、真
偽
不
明
で
あ
る（
時
鐘
の
焼
失
は
後
掲
１４４

「
泰
雲
公
御
年
譜
」を
参
照
）。

四
月
二
二
日

徳
川
家
重
、
金
沢
城
焼
失
に
つ
き
、
奏
者
番
内
藤
頼
由

（
大
和
守
）
を
も
っ
て
慰
問
す
る
。

６
「
江
戸
幕
府
日
記
」
宝
暦
九
年
四
月
二
二
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
頼
由
）

上
使
内
藤
大
和
守（

前
田
重
教
）

松
平
加
賀
守

右
者
居
城
焼
失
ニ
付
、
為
御
尋
被
遣
之
、
為
御
礼
登
城
、
於
御

（
忠
意
）

白
書
院
縁
頬
謁
鳥
居
伊
賀
守
、

７
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
四
月
二
二
日
）

（
頼
由
）

同
日
、
今
度
御
居
城
就
焼
失
ニ

上
使
御
奏
者
番
内
藤
大
和
守
殿

を
以
御
懇
之
被
為
蒙

上
意
従

（
徳
川
家
治
）

大
納
言
様
も
被
為
蒙

上
意
、如
御
例
敷
附
迄
御
出
向
、御
大

書
院
江
御
誘
引
、
上
意
御
演
述
之
上
、前
々
之
通
少
御
下
座
御



一
二

（
長
泰
）

挨
拶
有
之
、御
前
御
退
之
上
、前
田
信
濃
守
殿
御
挨
拶
、御
熨
斗

出
之
御
小
書
院
江
御
誘
引
、御
菓
子
等
出
之
、御
酒
・
御
肴

御

前
御
引
御
土
器
出
御
始
メ
、
上
使
ニ
而
御
詰
、又
御
前
江
被
進

之
御
納
、御
請
被

仰
上
御
退
出
、
而
両
御
丸
江
御
登

城
、

御
老
中
方
御
勤
其
外
御
使
者
遣
之
、且
夫
々
御
吹
聴
有
之
、（

長
穹
）

廿
三
日
、右
火
事
ニ
付
、金
沢
年
寄
中
等
ゟ
為
伺
御
機
嫌
村
井
靱
負

ゟ
惣
代
之
飛
脚
去
十
四
日
発
、
今
日
到
着
、

四
月
二
九
日

金
沢
城
代
本
多
政
行
（
遠
江
守
）
・
前
田
孝
昌
（
駿
河
守
）

ら
、
金
沢
城
内
の
焼
跡
を
見
分
す
る
。
ま
た
、
加
賀
藩
、

同
日
以
前
に
金
谷
御
殿
の
普
請
を
開
始
す
る
。

８
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
二
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
本
多
政
行
）

（
前
田
孝
昌
）

（

貞

固

）

一
、
同
日
朝
五
時
過
ゟ
遠
江
守
殿
・
駿
河
守
殿
・
青
木
与
右
衛
門
、

御
城
中
焼
跡
見
分
、
九
時
前
、
順
見
相
済
候
、
今
般
御
城
御

類
焼
ニ
付
、
御
帰
国
之
節
、
金
谷
御
殿
江
被
為
入
旨
ニ
而
、
弐

百
坪
御
作
事
有
之
由
ニ
而
、
七
拾
間
御
長
屋
御
厩
之
跡
ニ
御

作
事
小
屋
三
間
梁
拾
九
間
相
立
、
夥
敷
材
木
持
運
、
木
挽
等

入
込
、
御
番
所
前
ニ
而
挽
申
候
、

五
月
九
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
再
建
の
御
用
主
附
に
前
田
孝
起
・
三

輪
允
明
・
馬
渕
愛
定
・
本
保
昌
隆
、
お
よ
び
作
事
奉
行

本
保
以
守
を
任
命
す
る
。

９
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
五
月
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
般

御
城
焼
跡
、
御
普
請
所
多
ク
候
ニ
付
、
御
家
老
前
田

（
孝
起
）

（
允
明
）

（

愛

定

）

兵
部
、御
馬
廻
頭
三
輪
藤
兵
衛
、定
番
頭
番
頭
馬
渕
嘉
右
衛
門
、

（
昌
隆
）

（
朱
書
）

（
以
守
）

御
横
目
本
保
平
大
夫
、「
御
作
事
奉
行
本
保
十
大
夫
」被
仰
渡
、

１０
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
二
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
五
月
一
〇
日
条
）

（
孝
起
）

（
允
明
）

一
、
御
城
御
普
請
御
用
主
附
、
前
田
兵
部
・
三
輪
藤
兵
衛
・
馬
渕

（

愛

定

）

（
昌
隆
）

嘉
右
衛
門
・
本
保
平
大
夫
被
仰
渡
、

１１
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」秩
五
〇
五（
本
保
正
徳
）
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
曽
祖
父

本
保
故
孫
八
郎
平
昌
隆

（
中
略
）（

宝
暦
九
年
）

同
年
四
月
、

御
城
御
造
営
方
御
用
主
附
兼
役
被
仰
渡
相
勤

罷
在
候
（
下
略
）



宝
暦
九
年

一
三

１２
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」秩
五
〇
五（
本
保
令
儀
）
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
曽
祖
父

本
保
先
故
十
大
夫
平
以（
守
）□

（
中
略
）（

宝
暦
八
年
）

同
年
六
月
、
御
作
事
奉
行
被

仰
付
、
同
九
年
四
月
、
御
城

御
類
焼
□
御
造
営
方
御
用
主
附
被

仰
付
相
勤
罷
在
候
処
、

勤
方
之
儀
ニ
付
、明
和
八
年
十
月
七
日
、右
御
用
□
除
遠
慮
被

仰
付
置
候
処
、安
永
五
年
四
月
、御
免
被

仰
付
、（
下
略
）

五
月
一
二
日

前
田
重
教
（
重
基
）、
金
沢
城
・
城
下
の
火
災
被
害
を
幕

府
に
報
告
す
る
。

１３
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
五
月
）

十
二
日
、
当
四
月
十
日
金
沢
火
災
、
委
細
之
御
届
書
、
左
之
通
今

（

武

元

）

（
酒
井
忠
寄
）

日
御
用
番
松
平
右
近
将
監
殿
江
被
指
出
、
左
衛
門
尉
様
江
も

御
写
被
遣
之
、

加
州
金
沢
城
中
焼
失
之
覚

一
、
本
丸

同
所
屋
形

同
所
三
階
櫓
壱
ヶ
所

同
所
長
屋
壱
ヶ
所

同
所
二
階
櫓
四
ヶ
所

同
所
中
櫓
四
ヶ
所

同
所
土
蔵
三

ヶ
所

同
所
門
五
ヶ
所

同
所
橋
壱
ヶ
所

一
、
二
之
丸

同
所
屋
形

同
所
二
階
櫓
四
ヶ
所

同
所
長
屋
五
ヶ
所

同
所
土
蔵
九
ヶ
所

同
所
門
十
一
ヶ
所

一
、
三
之
丸

同
所
続
玉
泉
院
丸

同
所
二
階
櫓
三
ヶ
所

同
所
長
屋
五

ヶ
所

同
所
土
蔵
五
ヶ
所

同
所
門
拾
二
ヶ
所

同
所
橋

壱
ヶ
所

一
、
大
手
門

壱
ヶ
所

同
所
二
階
櫓
壱
ヶ
所

同
所
櫓
三
ヶ
所

同
所
長
屋
三
ヶ
所

一
、
城
外
惣
門
八
ヶ
所

一
、
米
蔵
屋
敷
弐
ヶ
所

但
、
弐
拾
三
筋

一
、
同
屋
敷

拾
弐
ヶ
所

相
残
候
分
左
之
通

一
、
玉
泉
院
丸
之
内
西
之
方
入
口
櫓
門
壱
ヶ
所

同
所
土
蔵
弐

ヶ
所

一
、
西
北
之
方
城
外
惣
門
三
ヶ
所



一
四

右
門
内
花
畑
小
屋
敷
壱
ヶ
所

御
宮
并
指
続
候
所
用
屋
敷
三
ヶ
所

一
、
城
下
焼
失
家
数
壱
万
五
百
八
軒

内

四
千
五
百
軒

侍
并
歩
足
軽
小
者
、
曁

家
来
召
仕
之
者
家

九
拾
九
軒

寺
社

四
千
七
百
七
拾
五
軒

町
家

千
五
百
六
軒

寺
社
門
前
并
百
姓
地

弐
拾
三
軒

毀
家

一
、
百
拾
六
ヶ
所

番
所

内

壱
ヶ
所
毀
番
所

一
、
弐
ヶ
所

弓
足
軽
稽
古
所

一
、
六
拾
壱
ヶ
所

木
戸

内

四
ヶ
所

毀
木
戸

一
、
弐
百
八
拾
三

土
蔵

一
、
壱
ヶ
所

制
札
場

一
、
壱
ヶ
所

嘱
託
札
場

一
、
弐
拾
八
ヶ
所

橋

内

壱
ヶ
所

大
橋

一
、
弐
拾
六
人

焼
死
候
者

内

十
一
人

女

右
、前
月
十
日
申
之
刻
、寺
方
ゟ
出
火
、翌
十
一
日
巳
之
后
刻
、

火
鎮
リ
申
候
、風
烈
敷
候
而
、書
面
之
通
焼
失
仕
候
、以
上
、

卯
五
月
十
一
日

御
名

（
宝
暦
一
〇
年
）

翌
庚
辰
歳
六
月
、御
城
御
造
営
之
儀
、御
絵
図
等
被
指
出
置
候

（
正
亮
）

処
、八
月
廿
三
日
、堀
田
相
模
守
殿
江
聞
番
被
召
呼
、如
元
以

連
々
御
普
請
有
之
趣
、御
老
中
方
御
連
判
之
御
奉
書
御
渡
也
、

猶
以
若
病
気
ニ
候
者
、
名
代
可
被
指
出
候
、
以
上
、

御
用
之
儀
候
間
、明
廿
二
日
四
時
可
有
御
登

城
候
、以
上
、

（

輝

高

）

（
忠
尚
）

五
月
廿
一
日

松
平
右
京
大
夫

西
尾
隠
岐
守

松
平
右
近
将
監

堀
田
相
模
守

御
名
殿

右
、御
用
番
右
近
将
監
殿
ゟ
到
来
ニ
付
、為
御
知

預
玄
院
様
・

（
金
昌
）

浄
珠
院
様
江
者
以
御
近
習
頭
、
御
前
様
方
江
者
富
永
数
馬
等

（
徳
川
宗
将
）

奉
札
、
（
紀
）記州
様
江
者
御
双
方
方
御
家
老
奉
書
、左
衛
門
尉
様

江
者
聞
番
言
上
、其
外
御
一
門
様
方
江
者
聞
番
ゟ
奉
札
、

五
月
二
二
日

幕
府
、
加
賀
藩
に
金
沢
城
の
再
建
費
用
と
し
て
金
五
万



宝
暦
九
年

一
五

両
を
貸
与
す
る
。

１４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
宝
暦
九
年
五
月
二
二
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

松
平
加
賀
守

右
者
居
城
焼
失
ニ
付
、
可
為
難
儀
与
思
召
候
付
、
金
五
万
両
拝

（
松
平
武
元
）

借
被

仰
付
旨
、
於
御
黒
書
院
溜
、
老
中
列
座
右
近
将
監
申
渡

之
、

１５

前
田
貞
一
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
宝
暦
九
年
）

一
、
同
五
月
廿
二
日
、
御
登
城
、
御
黒
書
院
次
之
間
ニ
而
、
此
度

御
居
城
御
焼
失
ニ
付
、
御
拝
借
被

仰
付
候
段
、
御
老
中
方

（

武

元

）

御
列
座
、
左
之
趣
御
用
番
松
平
右
近
将
監
殿
御
演
述
、
御
請

被
仰
上
御
退
出
、
直
ニ
為
御
礼
西
丸
へ
も
御
登
城
、
御
老
中

（
朱
書
）

（
前
田
重
教
）

方
・
若
年
寄
中
御
勤
、
「
是
よ
り
改
而
可
書
」
松
平
加
賀
守

此
度
居
城
焼
失
ニ
付
、可
為
難
義
与
被

思
召
候
、依
之
金

五
万
両
拝
借
被

仰
付
候
、上
納
之
義
ハ
御
勘
定
奉
行
可
被

談
候
、

一
、
御
か
ね
御
証
文
左
之
通
、

請
取
申
銀
子
之
事

合
銀
三
千
五
拾
五
貫
目

此
金

五
万
両

但

金
壱
両
ニ
付

六
拾
壱
匁
壱
分
替

右
、是
者
居
城
焼
失
ニ
付
、拝
借
被

仰
付
候
、返
納
之
義
者

（
宝
暦
一
一
年
）

来
々
巳
年
ゟ
酉
年
迄
五
ヶ
年
賦
之
積
り
、上
納
可
申
所
如
件
、

宝
暦
九
卯
年
六
月

御
名

（
盛
美
）

久
間
佐
兵
衛
殿

（
護
都
）

臼
井
吉
之
丞
殿

（
師
秀
）

村
上
善
五
郎
殿

（
孝
助
）

久
野
平
四
郎
殿

右
、御
直
印
之
御
証
文
と
申
義
、御
例
無
之
、段
々
御
僉
義
有
之
処
、

右
之
通
ニ
無
之
候
而
者
難
成
由
ニ
て

御
直
印
之
御
証
文
ニ
相
成
候

由
、

１６
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
五
月
二
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
江
戸
表
ゟ
早
飛
脚
到
来
、
左
之
通
申
来
候
、

今
日
御
登

城
被
成
候
様
、
御
老
中
方
御
連
名
之
御
奉
書
到

来
、
則

御
登

城
被
遊
候
所
、
御
黒
書
院
於
御
次
間
、
此

度
御
居
城
焼
失
、
御
難
儀
可
被
成
旨
被

思
召
候
、
仍
之
金

五
万
両
拝
借
被

仰
付
候
旨
、
御
老
中
方
御
列
座
、
御
用
番

（
松
平
武
元
）

右
近
将
監
殿
被
仰
渡
候
、

思
召
掛
も
無
御
座
、
御
懇
之
御

儀
難
有
被

思
召
候
、
此
段
何
茂
可
申
聞
旨
御
意
候
、

（
朱
書
）

（
朱
書
）
（
前
田
重
教
）

「
被
仰
渡
候
御
書
立
写
」「
松
平
加
賀
守
」



一
六

五
月
廿
二
日（

朱
書
）

「
此
度
居
城
焼
失
ニ
付
、
可
為
難
儀
与
被

思
召
候
、
依
之
金
五

万
両
拝
借
被

仰
付
候
、上
納
之
儀
ハ
御
勘
定
奉
行
可
申
談
候
」

右
為
御
礼
西
丸
御
登

城
、御
老
中
・
若
年
寄
不
残
御
勤
被
遊
候
、

１７
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
五
月
）

廿
二
日
、右
依
御
奉
書
五
半
時
御
登

城
之
処
、御
黒
書
院
御
勝
手
之

（
松
平
武
元
）

方
ニ
而
御
老
中
方
御
列
座
、御
用
番
右
近
将
監
殿
左
之
通
被
仰
渡
、

御
名

此
度
居
城
焼
失
ニ
付
、可
為
難
儀
与
被
思
召
候
、依
之
金
五
万

両
拝
借
被

仰
付
候
、上
納
之
儀
ハ
御
勘
定
奉
行
可
被
請
候
、

（
忠
光
）

右
為
御
礼
、
御
老
中
方
・
大
岡
出
雲
守
殿
・
若
年
寄
衆
御
勤
、

御
側
衆
御
使
者
被
遣
之
、
広
徳
寺
江
御
名
代
御
家
老

預
玄

院
様
等
御
近
習
頭
御
使
、

御
前
様
江
者
、

（
政
沆
）

御
勘
定
奉
行
御
用
番
一
色
安
芸
守
殿
江
も
御
普
為
聴
旁
聞
番

被
遣
之
、

一
、
御
帰
舘
後
、
於
御
居
間
書
院
御
家
老
被
為
召
、
今
日
之
様
子

被

仰
聞
、
頭
共
江
も
可
申
聞
旨

御
意
、
金
沢
年
寄
中
江

（
前
田
利
幸
）

（
前
田
利
道
）

御
書
ニ
而
被
仰
下
、
出
雲
守
様
・
備
後
守
様
江
も
御
飛
札
被

進
之
、
今
夜
早
飛
脚
ニ
而
夫
々
被
遣
之
、

六
月
二
日

加
賀
藩
、
こ
の
日
か
ら
同
月
四
日
に
か
け
、
金
沢
城
二

ノ
丸
の
焼
跡
に
お
い
て
焼
金
具
の
拾
い
集
め
を
行
う
。

１８
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
六
月
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
ゟ
二

御
丸
金
具
拾
相
始
ル
、
七
手
組
頭
衆
并
長

（

連

起

）

（

栄

輇

）

（
長
穹
）

九
郎
左
衛
門
殿
・
奥
村
助
右
衛
門
殿
・
村
井
靱
負
殿
ニ
御
家

来
被
指
出
、
尤
自
分
ニ
も
被
罷
出
候
、
人
々
場
所
有
之
、
御

城
代
ハ
両
度
充
御
見
廻
り
候
、
縄
張
之
分
左
ニ
記
、

（
直
躬
）

（
政
行
）

前
田
土
佐
守
組

本
多
遠
江
守
組

（
孝
昌
）

（
隆
達
）

（
隆
振
）

前
田
駿
河
守
組

横
山
々
城
守
組

奥
村
主
水
組

（
修
古
）

（
長
堅
）

奥
村
丹
後
守
跡
組

村
井
豊
後
守
跡
組

長
九
郎
左
衛
門

奥
村
助
右
衛
門

村
井
靱
負

一
、
一
組
切
之
組
合
左
之
通
、
尤
毎
日
罷
出
候
、

朝
六
半
時
ゟ
四
時
迄

同
時
ゟ
九
半
時
迄

九
半
時
ゟ
七
時
迄

（
政
恒
）（
朱
書
）

（
直
廉
）

（
孝
乗
）

二
日

本
多
図
書「
御
用
番
ニ
付
断
」
不
破
彦
三

永
原
平
兵
衛

（
保
之
）

（
従
本
）

篠
原
弥
助

横
山
斎
宮

（
安
貞
）

同
断

同
断

藤
田
弾
正

不
破
彦
三

永
原
平
兵
衛

同
断



宝
暦
九
年

一
七

三
日

篠
原
弥
助

横
山
斎
宮

本
多
図
書

同
断

藤
田
弾
正

永
原
平
兵
衛

同
断

同
断

四
日

横
山
斎
宮

本
多
図
書

不
破
彦
三

藤
田
弾
正

篠
原
弥
助

１９
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
六
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
二

御
丸
金
具
拾
、
今
日
ニ
而
相
済
候
、

２０
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
六
月
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
定
番
御
馬
廻
相
願
、
今
日
ゟ
金
具
拾
罷
出
候
、
但
、
帰
山

（

尚

与

）

（

応

澄

）

太
次
兵
衛
・
飯
田
勝
左
衛
門
組
ハ
不
残
出
候
、若
党
召
連
候
儀

不
相
成
、草
履
取
ハ
召
連
可
申
候
、且
せ
か
れ
名
代
等
ニ
指
出

候
儀
相
成
不
申
由
被
仰
渡
候
、左
之
所
々
焼
跡
江
罷
出
候
、

薪
丸
坂
上
御
櫓
并
小
櫓
共

東
丸
御
門
台
左
右

東
丸
御
番
所
跡

同
丑
寅
御
櫓

【
解
説
】
あ
わ
せ
て
六
月
九
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
金
沢
城
薪
丸
・
東
丸
に
お

け
る
焼
金
具
の
拾
い
集
め
に
関
す
る
史
料
も
掲
出
す
る
。

七
月
一
四
日

金
谷
御
殿
の
普
請
が
完
了
す
る
。

２１
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
二
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
七
月
）

一
、
同
十
四
日
、金
谷
御
殿
御
普
請
出
来
ニ
付
、御
作
事
方
ゟ
御
城

代
方
江
引
渡
相
済
候
由
、七
拾
間
御
長
屋
御
門
御
番
所
も
、只

今
迄
之
番
所
ハ
御
倹
約
所
ニ
相
成
、新
御
番
所
ハ
只
今
迄
足
軽

番
所
之
所
、御
長
屋
広
く
成
、御
番
所
三
間
四
方
、御
床
二
間
、

（
連
子
）

次
ノ
間
弐
間
四
方
、御
門
下
之
方
江
中
れ
ん
し
付
、い
ろ
り
ハ

御
床
之
方
、次
之
間
ニ
方
隅
、次
ノ
間
入
口
六
尺
弐
枚
、雪
隠
ハ

御
番
所
向
候
而
左
之
方
、水
遣
所
共
土
縁
之
内
相
立
候
、今
日

ゟ
御
番
人
、右
新
番
所
江
勤
番
也
、火
事
以
後
段
々
御
普
請
有

之
、御
門
前
町
堀
端
鹿
垣
結
、足
軽
番
所
四
ヶ
所
致
出
来
候
、金

谷
御
門
脇
一
ヶ
所
、仙
石
町
出
廉
一
ヶ
所
、乾
屋
辻
見
付
一
ヶ

所
、不
明
門
橋
爪
、不
明
門
之
内
今
井
屋
敷
之
内
下
馬
腰
懸
出

来
、行
馬
門
出
来
、足
軽
番
所
・
与
力
番
所
出
来
、甚
右
衛
門
坂

下
石
垣
脇
御
馬
廻
番
所
出
来
、津
田
寿
軒
前
行
馬
門
・
与
力
番

所
・
足
軽
番
所
出
来
、金
谷
御
文
庫
之
近
所
侍
番
所
致
出
来
候
、

七
月
一
七
日

年
寄
役
、
こ
の
日
以
降
、
金
谷
御
殿
に
て
政
務
を
執
る
。

２２
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
七
月
一
七
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵



一
八

一
、
今
日
ゟ
金
谷

御
殿
ニ
而
年
寄
中
御
用
可
相
勤
候
、
且
亦
諸

番
所
常
服
ニ
而
御
番
可
相
勤
旨
被
仰
渡
、
火
事
以
後
御
帳
附

御
帳
面
ニ
判
形
取
不
申
所
、
今
日
ゟ
御
帳
面
ニ
判
形
仕
候
事
、

七
月
二
七
日

前
田
重
教
（
重
基
）、
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
同
月
二
八

日
、江
戸
城
に
登
る
。次
い
で
閏
七
月
二
日
に
江
戸
を
発

し
、同
月
一
五
日
、金
沢
に
到
着
、金
谷
御
殿
に
入
る
。

２３
「
江
戸
幕
府
日
記
」
宝
暦
九
年
七
月
二
七
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（

輝

高

）

上
使
松
平
右
京
大
夫

（
前
田
重
教
）

巻
物
三
十

銀
百
枚

松
平
加
賀
守

右
、
就
御
暇
被

仰
出
候
被
遣
之
、

２４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
宝
暦
九
年
七
月
二
九
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

御
黒
書
院

御
暇

（
前
田
重
教
）

御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

一
、
巳
后
刻
、
御
白
書
院

（
徳
川
家
重
）

（
徳
川
家
治
）

公
方
様
・

大
納
言
様

出
御
、

月
次
四
品
已
上
御
礼

而

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来

乀

（
孝
覩
）

煩

前
田
兵
庫

（
明
教
）

巻
物
五

西
尾
隼
人

２５
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
閏
七
月
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（

輝

高

）

一
、
前
月
廿
七
日
、
御
国
許
江
之
御
暇
、
松
平
右
京
大
夫
殿
、
西

（
凉
朝
）

丸
ゟ
秋
元
但
馬
守
殿
を
以
、
御
例
之
通
御
拝
領
物
等
有
之
旨
、

今
日
御
飛
脚
を
以
到
来
、

（
中
略
）

一
、
前
月
廿
八
日
、御
帰
国

御
暇
之

御
礼
被

仰
上
、尤
如

（
明
教
）

（
孝
覩
）

御
例
御
拝
領
物
有
之
、御
供
御
家
老
西
尾
隼
人
、前
田
兵
庫
儀

ハ
病
気
ニ
付
御
断
申
上
候
、

２６
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
九
年
閏
七
月
一
五
日
条
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

十
五
日
（
中
略
）

一
、
去
二
日
、
江
戸
表
御
発
駕
、

同
日

（
朱
書
）

一
、
今
日
七
時
頃
、
御
機
嫌
能
金
谷
御
殿
江

御
着
、「
姫
川
満
水
ニ

（
直
郷
）

而
（
越
後
国
）

糸
井
川
二
日
逗
留
」、為
御
礼
今
枝
織
人
江
戸
表
江
発
足
、



宝
暦
九
年

一
九

２７
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
七
月
）

（

輝

高

）

廿
七
日
、今
日
御
帰
国
御
暇
之

上
使
松
平
右
京
大
夫
殿
を
以
被
蒙

上
意
、御
拝
領
物
等
都
而
御
作
法
等
、去
々
年
七
月
廿
七
日
之

通
、但
、此
度
再
御
暇
ニ
付
、
上
使
江
御
刀
者
不
被
進
之
、

一
、
為
御
礼
明
廿
八
日
御
登

城
、
其
節
御
家
来
両
人
可
被
召
連

之
旨
、
右
京
大
夫
殿
御
演
述
、
依
之
両
人
交
名
書
、
御
用
番

（
忠
尚
）

（
前
田
貞
方
）

西
尾
隠
岐
守
殿
江
以
聞
番
被
遣
之
、
其
後
兵
庫
病
気
ニ
付
、

（
西
尾
明
教
）

難
罷
出
候
ニ
付
、
隼
人
壱
人
被

召
連
候
段
、
重
而
御
届
書

（
酒
井
忠
寄
）

被
指
出
、
左
衛
門
尉
様
江
も
被

仰
進
、

廿
八
日
、
今
日
御
暇
為
御
礼
御
登

城
、
御
鷹
・
御
馬
・
御
手
熨

斗
御
頂
戴
等
、
都
而
去
々
年
之
通
、
但
、
此
度
再
御
暇
ニ
付
、

御
刀
御
拝
領
者
無
之
、

（
中
略
）

（
閏
七
月
）

（
酒
井
忠
宜
）

二
日
、暁
八
半
時
御
目
覚
、七
時
頃
御
膳
被
召
上
、阿
波
守
様
初
御

見
立
之
御
客
段
々
御
出
ニ
付
、六
時
過
御
対
顔
、夫
ヨ
リ
御
内

証
江
被
為
入
、浄
珠
院
様
初
御
盃
事
、
而
御
旅
装
束
ニ
被
召

替
、重
而
御
内
証
江
被
為
入
、夫
ヨ
リ
御
客
衆
ヘ
御
対
顔
、追
付

（
注
記
）

御
発
駕
、
御
供
御
家
老
前
田
兵
庫
「
病
気
依
願
御
先
江
帰
、

御
道
中
御
供
隼
人
壱
人
也
」
・
西
尾
隼
人
、
御
道
中
奉
行
青

（
知
儀
）

（

孟

甫

）

木
儀
兵
衛
・
水
越
八
郎
左
衛
門
、
右
之
外
御
作
法
去
々
年
之

通
、
今
夜（
武
蔵
国
）

桶
川
駅
御
泊
、
御
昼
休
ハ
（
同
上
）

大
宮
也
、

（
中
略
）

十
五
日
、
暁
八
時
、
御
供
揃
ニ
而（
越
中
国
）

高
岡
御
発
、
御
昼
休
（
同
上
）

今
石
動
、

御
中
休（
河
北
郡
）

津
幡
ニ
而
、
夕
七
時
金
谷
御
殿
江
御
着
、
御
式
台
ゟ

（
前
田
利
実
）

被
為
入
、
喜
六
郎
殿
鏡
板
御
右
之
方
江
御
出
向
、
御
城
代

（
前
田
孝
昌
）

駿
河
守
も
出
、
御
左
之
方
江
者
御
家
老
中
・
若
年
寄
中
出
、

（

喬

昌

）

（

清

安

）

敷
附
江
河
内
山
七
左
衛
門
・
賀
古
勝
右
衛
門
出
有
之
御
供
仕
、

（
康
済
）
（
注
記
）

御
先
立
ハ
松
平
玄
蕃
「
若
年
寄
」、御
奥
書
院
通
、御
居
間
江

（
金
昌
）

被
為
入
、御
杉
戸
辺
ゟ
御
先
立
富
永
数
馬
仕
、御
居
間
御
着
座

之
上
、御
熨
斗
御
奥
小
将
持
出
上
之
、
喜
六
郎
殿
者
御
跡
ゟ

御
溜
江
御
越
、御
祝
詞
数
馬
を
以
被

仰
上
、其
以
後
於
御
居

間
御
対
顔
、夫
ゟ
御
内
証
江
被
為
入
、
実
成
院
様
御
対
顔
、

追
付
於
御
居
間
書
院
年
寄
中
・
御
家
老
役
・
若
年
寄
迄
三
切
ニ

被
為
召
、御
意
有
之
、
而
御
布
上
下
ニ
被
召
替
、御
帰
国
之

（
直
郷
）

（
本
多
政
行
）

御
礼
御
使
、人
持
組
今
枝
内
記
被
為
召
、遠
江
守
誘
引
之
処
、

御
意
有
之
、御
羽
織
壱
・
巻
物
二
被
下
之
、広
蓋
御
表
小
将
持

（
頂
脱
カ
）

出
帰
、
戴
之
御
礼
申
上
、遠
江
守
御
取
合
申
上
退
去
、



二
〇

閏
七
月
一
九
日

前
田
重
教
（
重
基
）、
こ
の
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
金
沢

城
内
を
見
分
す
る
。
八
月
七
日
、
同
一
九
日
に
も
同
じ

く
金
沢
城
内
を
見
分
す
る
。

２８
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
九
年
閏
七
月
一
九
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、

御
城
中
焼
跡

御
巡
見
被
遊
候
、

２９
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
閏
七
月
）

（
金
昌
）

（

貞

幹

）

十
九
日
、
今
日
富
永
数
馬
等
三
人
并
有
沢
才
右
衛
門
も
御
供
被

仰
付
、
御
城
中
焼
跡
御
覧
、
翌
廿
日
・
八
月
七
日
ニ
も
同
断

御
巡
見
、
十
九
日
も
同
断
、

閏
七
月
二
一
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
河
北
門
・
石
川
門
等
に
設
置
の
番
所

を
撤
去
す
る
。

３０
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
九
年
閏
七
月
二
一
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
カ
）

一
、
今
日
ゟ
尾
坂
之
守
并
石
川
・
河
北
御
門
張
番
相
止
候
様
被
仰
渡
、

宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）

五
月盛

岡
藩
主
南
部
利
雄
、
加
賀
藩
に
金
沢
城
造
営
の
た
め

の
材
木
五
千
本
を
贈
与
す
る
。

３１
「
雑
書
」
宝
暦
一
〇
年
二
月
一
四
日
条

盛
岡
市
教
育
委
員
会
他
編

『
雑
書
』
二
四

（
前
田
重
教
）

一
、
松
平
加
賀
守
様
御
在
所
加
州
金
沢
御
居
城
、去
春
御
焼
失
ニ
付
、

田
名
部
御
山
ニ
て
檜
木
御
材
木
五
千
本
為
御
取
可
被
遊
旨
被

仰
出
候
間
、其
節
所
御
給
人
之
内
御
使
者
壱
人
・
御
与
力
弐
人
・

御
同
心
三
人
附
、為
御
登
被
成
候
間
、右
御
用
可
相
勤
者
尤
船

ニ
酔
不
申
様
成
も
の
遂
吟
味
申
出
候
様
、御
目
付
を
以
御
代
官

へ
為
申
渡
候
処
、為
遂
吟
味
目
論
見
書
左
之
通
被

仰
付
、

一
、

田
名
部
御
給
人

菊
池
宇
左
衛
門

同
所
御
与
力
下
司

新
谷
弥
平
太

坂
井
平
左
衛
門

宰
領
御
同
心



宝
暦
九
年
〜
宝
暦
一
〇
年

二
一

弥
右
衛
門

文
右
衛
門

久
右
衛
門

一
、
支
度
金
五
両

菊
池
宇
左
衛
門

上
下
四
人

内
若
党
壱
人
は
所
御
同
心
之
内
鑓
持
壱
人
手
前
ニ
て
召
抱

候
様
御
代
物
弐
貫
文
被
下
、
草
履
取
手
前
人
、

右
者
加
州
へ
御
使
者
被

仰
付
候
間
、
御
与
力
・
御
同
心
共
差
図

加
、
御
材
木
麁
末
無
之
万
端
心
ヲ
用
相
勤
可
申
候
、
尤
御
材
木
船

毎
ニ
御
与
力
・
御
同
心
相
添
置
候
様
可
仕
候
事
、

一
、
同
金
弐
両
宛

新
谷
弥
平
太

上
下
弐
人
宛

坂
井
平
右
衛
門

召
仕
壱
人
ニ
付
、
代
物
弐
貫
文
宛
被
下
候
、
手
前
召
抱
候

様
被

仰
付
、
宇
左
衛
門
得
差
図
、
舟
中
并
加
州
於
宮
越

御
材
木
引
渡
并
万
端
見
計
相
勤
可
申
事
、

一
、
同
三
歩
宛

宰
領
御
同
心

弥
右
衛
門

文
右
衛
門

久
右
衛
門

宇
右
衛
門
并
御
与
力
共
得
差
図
、
舟
中
加
州
於
宮
越
御
材
木
引
渡

等
之
節
、
万
事
無
油
断
見
廻
相
勤
可
申
事
、

右
之
通
為
申
渡
候
様
、
御
目
付
を
以
御
代
官
へ
申
達
之
、

（
宝
暦
九
年
）

一
、
御
材
木
船
五
艘
能
州
福
浦
湊
五
月
十
六
日
申
刻
出
船
、翌
十

七
日
辰
刻
加
州
宮
腰
へ
五
艘
共
引
続
入
津
仕
、右
五
艘
御
材

木
水
揚
相
済
、加
州
御
材
木
方
服
部
太
左
衛
門
・
小
川
林
太
夫

両
人
へ
弥
平
太
・
平
右
衛
門
両
人
罷
出
、当
分
御
材
木
預
手
形

（
併
カ
）

請
取
渡
相
済
、
拼
立
之
儀
兼
て
被

仰
付
候
由
ニ
て
、彼
地

御
材
木
方
御
役
人
宮
腰
御
町
奉
行
・
舟
手
奉
行
兼
帯
佐
藤

（

直

之

）

半
五
右
衛
門
、加
州
郡
奉
行
兼
帯
不
破
（
像
明
）

伊
織
、御
材
木
方
下
役

小
川
林
太
夫
・
服
部
太
左
衛
門
、船
手
足
軽
裁
許
人
米
原
源
太

（
併
カ
）

夫
・
木
村
丹
蔵
引
請
拼
立
被
致
候
事
故
、此
方
よ
り
附
被
遣
候

（
併
カ
）

之
者
共
不
罷
出
、右
御
材
木
水
揚
拼
立
共
十
七
日
巳
刻
よ
り
十

九
日
未
下
刻
迄
相
済
、宇
左
衛
門
持
参
之
御
目
録
之
外
、御
材

木
員
数
印
形
書
付
右
御
目
録
へ
相
添
請
取
申
度
段
、右
懸
り
御

役
人
中
被
申
候
付
、御
双
方
様
よ
り
左
之
通
取
遣
候
写
、

覚

一
、
千
本
檜

弐
間
七
寸
角

一
、
千
本
同

同
断
六
寸
角



二
二

一
、
三
千
本
同

同
断
五
寸
角

〆
五
千
本

（
南
部
利
雄
）

右
者
先
達
て
於
江
戸
表
従
大
膳
太
夫
以
使
者
申
上
候
、
領
内
材
木

此
度
別
紙
目
録
之
通
宮
腰
浜
ニ
て
無
相
違
引
渡
申
候
、
以
上
、

宝
暦
十
年
五
月

南
部
大
膳
大
夫
内

菊
池
与
左
衛
門
印

松
平
加
賀
守
様
御
内

佐
藤
半
五
右
衛
門
殿

覚

一
、
千
本
檜

弐
間
七
寸
角

一
、
千
本
同

同
断
六
寸
角

一
、
三
千
本
同

同
断
五
寸
角

〆
五
千
本（大）

右
従

大
膳
太
夫
様
被
進
候
御
材
木
御
別
紙
御
目
録
之
通
於
宮
腰

浜
被
引
渡
、
無
相
違
請
取
申
所
如
件
、

宝
暦
十
年
五
月

松
平
加
賀
守
内

佐
藤
半
五
右
衛
門
印

南
部
大
膳
大
夫
様
御
内

菊
池
宇
左
衛
門
殿

右
之
通
首
尾
好
相
済
候
処
ニ
て
、
宿
々
之
者
を
以
廿
日

公
義
御

精
進
日
故
、
廿
二
日
御
料
理
可
被
下
候
、
其
節
御
役
人
中
よ
り
兼

て
被

仰
付
置
候
間
夫
迄
逗
留
致
候
様
ニ
と
申
来
、
廿
一
日
ニ

銘
々
於
旅
宿
御
料
理
被
下
、
相
済
候
処
ニ
て
宇
左
衛
門
旅
宿
へ
弥

平
太
・
平
右
衛
門
両
人
相
指
候
処
へ
半
五
右
衛
門
被
参
、
此
度
海

上
遠
路
御
材
木
ニ
附
被
遣
候
付
、
附
参
候
段
別
て
太
儀
被
思
召
、

御
目
録
之
通
被
下
置
候
旨
銘
々
被
申
聞
左
之
通
、

の
し
白
木
八
寸

一
、
銀

五
枚

菊
池
宇
左
衛
門

同一
、
同

三
枚
宛

新
谷
弥
平
太

坂
井
平
右
衛
門

右
之
通
被
下
、
畢
て
不
破
伊
織
罷
出
、
右
三
人
此
度
御
材
木
御
用

相
済
、
陸
路
御
戻
候
付
、
酷
暑
之
砌
遠
境
別
て
太
儀
ニ
被
召
置
、

依
之
別
紙
目
録
之
通
被
下
候
段
銘
々
へ
被
申
聞
左
之
通
、

一
、
金

三
両

菊
池
宇
左
衛
門

一
、
同

弐
両
宛

新
谷
弥
平
太

坂
井
平
右
衛
門

一
、
三
百
疋
宛

上
乗
御
同
心
三
人
へ



宝
暦
一
〇
年

二
三

右
者
海
上
御
材
木
へ
附
参
、
太
儀
仕
候
付
被
下
置
候
、
右
覚
書
半

五
右
衛
門
よ
り
宇
左
衛
門
へ
被
相
渡
也
、

一
、
弐
百
疋
宛

御
同
心
三
人
へ

右
御
用
相
済
、陸
路
戻
候
日
長
途
太
儀
ニ
付
被
下
置
旨
、半
五
右
衛
門
・

宇
左
衛
門
へ
被
申
聞
之
御
請
之
儀
は
則
席
申
上
之
、五
月
廿
二
日

宮
腰
出
立
候
付
、全
躰
御
取
扱
之
委
細
別
帳
ニ
有
之
候
付
略
之
、

３２
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
五
月
）

（
利
雄
）

廿
二
日
、
去
年
御
城
就
御
類
焼
、
従
南
部
殿
材
木
五
千
本
被
進
、

七
寸
角
千
本
、
六
寸
角
千
本
、
五
寸
角
三
千
本
也
、
舟
積
ニ

而
此
間
宮
腰
浦
江
着
岸
、
尤
指
添
来
候
人
々
江
被
下
者
有
之
、

六
月前

田
重
教
（
重
基
）、
幕
府
に
金
沢
城
の
再
建
を
出
願
し
、

八
月
二
三
日
、
許
可
さ
れ
る
。

３３
「
政
隣
記
」
一
〇

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
九
・
記
録
拾
』

（
六
月
）

十
四
日
、
御
城
御
修
覆
御
願
御
絵
図
等
出
来
ニ
付
、
今
日
之
町
飛

脚
を
以
被
指
出
、
不
遅
様
江
戸
着
之
義
申
渡
、
到
着
之
上
、

則
被
指
出
之
、

（
正
亮
）

一
、
八
月
廿
三
日
、
堀
田
相
模
守
殿
江
聞
番
被
召
呼
、
左
之
御
奉

書
御
渡
、
翌
廿
四
日
、
町
飛
脚
ニ
伝
附
上
之
、
九
月
二
日
到

来
、
御
請
御
書
同
四
日
出
ニ
被
差
出
、

以
上

加
賀
国
金
沢
城
火
事
之
節
、本
丸
・
二
丸
家
作
不
残
、本
丸
三
重

櫓
壱
ヶ
所
、同
所
二
重
櫓
四
ヶ
所
―
―
―
塀
下
石
垣
長
延
千
百

拾
間
余
焼
損
シ
候
所
々
築
直
等
之
儀
、絵
図
朱
引
之
趣
得
其
意

候
、願
之
通
以
連
々
如
元
普
請
可
被
申
付
候
、恐
々
謹
言
、

宝
暦
十
辰

八
月
廿
三
日

堀
田
相
模
守

秋
元
但
馬
守

（
亮
）

正
斉

凉
朝

松
平
右
近
将
監

酒
井
左
衛
門
尉

武
元

忠
寄

御
名
殿

各
判

七
月
二
一
日

加
賀
藩
、
普
請
奉
行
羽
田
正
遠
・
菊
池
仍
隆
を
こ
の
年

の
「
御
城
御
普
請
方
」
に
任
命
す
る
。

３４
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
〇
年
七
月
二
一
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
正
遠
）

（
仍
隆
）

一
、
御
普
請
奉
行
羽
田
伝
大
夫
義
、
菊
池
弥
四
郎
同
事
、
御
城
御



二
四

普
請
方
被
仰
渡
、

【
解
説
】『
金
沢
城
総
合
年
表

後
編
』
で
は
七
月
一
一
日
と
し
た
が
、
右
の

通
り
こ
れ
を
七
月
二
一
日
と
訂
正
す
る
。

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
橋
爪
足
軽
番
所
横
切
合
石
垣
の
修
復

を
行
う
。

こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
加
賀
藩
、
金
沢
城
河
北

門
櫓
門
台
石
垣
の
修
復
を
行
う
。

３５
「
御
城
高
石
垣
之
事
等
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
金
沢

城
郭
史
料
』

（
宝
暦
）

宝
暦
十
年
、
橋
爪
足
軽
番
所
横
切
合
御
石
垣
繕
リ
、
同
十
年
ゟ
河

北
御
門
台
両
方
積
直
、
十
一
年
出
来
、

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）

二
月
二
一
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
の
再
建
に
つ
き
、
手
斧

始
・
地
鎮
祈
祷
を
行
う
。

３６
「
年
寄
席
日
記
」宝
暦
一
一
年
正
月
一
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
二
之
御
丸

裏
御
式
台

御
台
所

柳
之
間

波
之
間

御
居
間
書
院
ゟ

御
居
間
并
奥
向
最
前
之
通

右
、
御
造
営
被

仰
付
候
ニ
付
、
来
月
中
木
作
り
初
相
済
、

右
之
ケ
所
御
普
請
可
被

仰
付
之
旨
被

仰
出
候
旨
、
御
城

代
ゟ
被
差
出
候
覚
書
、

３７
「
年
寄
席
日
記
」宝
暦
一
一
年
二
月
二
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
規
）

一
、
今
日
、

御
城
木
作
初
御
矩
式
ニ
付
、
若
年
寄
迄
一
座
以
御

近
習
頭
恐
悦
申
上
ル
処
、
追
而
以
同
人

御
意
有
之
、

但
、
布
上
下
相
改
ル
、
且
又
不
有
合
人
々
ハ
以
紙
面
申
上

之
、
御
城
代
両
人
并
御
普
請
方
主
付
、
御
家
老
中
両
人

者
、
先
達
而
別
ニ
申
上
相
済
、
四
時
過
退
出
、

３８
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
一
年
二
月
二
一
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵



宝
暦
一
〇
年
〜
宝
暦
一
一
年

二
五

一
、
今
日
、
御
城
御
造
営
木
作
初
御
規
式
有
之
候
、委
曲
別
冊
ニ
記
、

３９
「
毎
日
帳
書
抜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

宝
暦
十
一
年
二
月
廿
一
日

一
、
御
城
御
造
営
木
作
り
初
之
御
規
式
ニ
付
、

（
本
多
政
行
）

（
前
田
孝
昌
）

（
津
田
正
昭
）

（
前
田
孝
起
）

御
城
代
遠
江
守
・
駿
河
守
并
御
造
営
方
御
用
玄
蕃
・
兵
部
義
、

右
御
規
式
之
場
所
へ
罷
出
、御
規
式
相
済
、遠
江
守
等

御
殿

（
横
山
隆
達
）

へ
出
席
、
御
祝
詞
并
頂
戴
物
之
御
礼
申
上
、
山
城
守
初
御
家

老
中
等
も
御
祝
詞
申
上
、

４０
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
二
月
）

十
八
日
、
二

御
丸
御
造
営
木
作
初
地
鎮
御
祈
祷
、波
着
寺
・
八
幡

神
主
勤
之
、廿
一
日
、御
規
式
有
之
、卯
刻
ゟ
御
城
代
并
御
城

附
御
役
人
・
表
向
御
役
人
等
罷
出
、四
時
過
御
首
尾
能
相
済
、

４１
「
筒
井
旧
記
」
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

今
般
御
城
御
造
営
ニ
付
、当
廿
一
日
、木
作
始
御
規
式
就
被
仰
付
候
、

御
城
御
類
焼
之
節
、御
支
配
之
内
ゟ
材
木
等
献
上
仕
候
者
共
、今
般

名
欤

御
規
式
拝
見
御
祝
被
下
筈
ニ
候
間
、交
察
御
出
記
可
被
遣
候
、以
上
、

（
宝
暦
）

（
以
守
）

同
十
一
年

二
月
十
七
日

本
保
十
太
夫

（
包
教
）

古
屋
孫
市

（
明
允
）

長
屋
多
七
郎

（

正

房

）

武
部
四
郎
兵
衛
様

（
以
正
）

村
上
釆
女
様

４２
「
御
年
表
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
マ
マ
）

一
、
二
月
十
八
日
、二
之
御
丸
御
造
営
木
作
始
、地
鎮
御
祈
祷
波
着
寺

八
幡
神
主
、

四
月
一
五
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
の
再
建
に
つ
き
、
柱
建

を
行
う
。

４３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

四
月
十
五
日
、
御
城
二
之
御
丸
御
柱
立
御
規
式
有
之
、

四
月
一
九
日

幕
府
の
巡
見
上
使
依
田
恒
信
・
前
田
玄
昌
・
松
浦
備
、
金

沢
に
到
着
す
る
。

４４
「
御
年
表
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
恒
信
）

一
、
四
月
十
九
日
、
廻
国
巡
見
上
使
依
田
金
十
郎
御
使
番
弐

千
弐
百
石
・
前

（
玄
昌
）

（

備

）

田
半
十
郎
殿
御
書
院
番

千
九
百
石
・
松
浦
猪
右
衛
門
殿
御
小
将
組

千
五
百
石
、

御
小
将
頭
ゟ
上
使
江
指
出
ス
写
、

覚



二
六

一
、
百
弐
丁

金
沢
町
数

一
、
壱
万
三
千
七
百
五
拾
壱
軒

同

家
数

一
、
三
万
五
千
三
十
五
人

内
男
女
十
五
才
以
上
、

内
壱
万
八
千
弐
百
弐
十
七
人

男

壱
万
六
千
八
百
八
人

女

右
之
通
ニ
御
座
候
、

（
宝
暦
一
一
年
）

辛
巳
四
月

加
州
金
沢
町
年
寄

中
屋
彦
右
衛
門

本
吉
屋
宗
右
衛
門

九
月
六
日

加
賀
藩
、前
田
重
教（
重
基
）金
沢
出
立
後
の
金
沢
城
内「
西

柵
御
門
」・「
見
付
御
番
所
」等
の
撤
去
を
指
示
す
る
。

４５
「
御
触
并
御
返
書
留
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

御
発
駕
後
、西
柵
御
門
并
見
付
御
番
所
等
も
御
取
払
ニ
付
、右
御
門

跡
ニ
軽
ク
駒
寄
被

仰
付
、佳
節
朔
望
曁
平
日
共
ニ
、七
拾
間
御
門

前
狭
ク
候
間
、右
駒
寄
之
前
下
馬
下
乗
ニ
候
条
、尤
七
拾
間
御
門
ゟ

内
ハ
、只
今
迄
之
通
相
心
得
、挟
箱
等
右
御
門
外
腰
懸
溜
、従
者
之

儀
ハ
両
駒
寄
之
外
腰
懸
ニ
溜
可
申
候
、尤
警
固
出
置
候
得
共
、猥
之

趣
無
之
様
家
来
末
々
迄
急
度
申
渡
候
様
、夫
々
可
被
申
談
事
、

九
月
六
日

九
月
一
六
日

前
田
重
教
（
重
基
）、
金
沢
を
発
し
、
同
月
二
九
日
、
江

戸
に
到
着
、
一
一
月
一
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤
の

挨
拶
を
す
る
。

４６

前
田
貞
一
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
宝
暦
十
一
辛
巳
、
御
痛
所
被
為
在
、
御
参
勤
御
時
節
御
延
引
、

九
月
十
六
日
、
金
沢

御
発
駕
、
同
廿
九
日
、
江
戸
御
着
、

（
中
略
）

一
、
同
十
一
月
朔
日
、
御
参
勤
之
御
礼
、

４７
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
九
月
）

十
六
日
、
五
半
時
、
御
機
嫌
克
金
谷
御
殿
ヨ
リ

御
発
駕
、
前
日

頭
分
以
上
四
時
ヨ
リ
九
時
迄
之
内
、

御
殿
江
出
、
御
機
嫌

相
伺
御
帳
ニ
附
、
且
い
ま
た
御
忌
中
ニ
候
得
共
、
御
見
立
ニ

罷
出
候
人
々
、
前
々
之
通
布
上
下
着
用
、

御
発
駕
後
、
御

（
村
井
長
穹
）

用
番
又
兵
衛
殿
江
恐
悦
申
述
候
儀
も
如
前
々
ニ
候
事
、

（
中
略
）

（
九
月
二
九
日
）

同
日
、
夕
、
江
戸

御
着
、
御
痛
御
勝
レ
不
遊
ニ
付
、
御
老
中
方

江
も
御
勤
無
御
座
、
以
御
使
者
夫
々
被

仰
遣
、



宝
暦
一
一
年

二
七

（
中
略
）

十
一
月
朔
日
、
御
登

城
、
御
参
勤
之
御
礼
被

仰
出
、

４８
「
御
年
表
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
九
月
十
六
日
、
金
沢
御
発
駕
、
於
御
途
中
御
忌
明
、（
越
後
国
）

高
田
駅

（

貞

固

）

ゟ
御
奉
書
之
御
礼
使
青
木
与
右
衛
門
御
小
将
頭
、
同
所
ゟ
御

（
有
裕
）

参
勤
御
延
御
聞
届
也
、
御
礼
使
不
破
半
蔵
御
小
将
頭
、
同
所

（

正

秀

）

ゟ
紀
州
様
御
礼
使
青
木
治
右
衛
門
御
番
頭
、

（
中
略
）（

九
月
二
九
日
）

同
日
夕
、
江
戸
御
着
府
、
御
痛
御
勝
レ
不
被
遊
候
所
、
御
老

中
方
御
勤
無
之
、
御
参
勤
ニ
付
而
之
上
使
も
無
之
、

（
中
略
）

一
、
十
一
月
朔
日
、
御
参
勤
之
御
礼
、

一
一
月
二
七
日

江
戸
の
前
田
重
教
（
重
基
）、
寿
光
院
（
勝
。
紀
伊
藩
主
徳

川
宗
将
の
娘
）
を
娶
る
。

４９
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
一
一
年
一
二
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
十
一
月
廿
七
日
、快
晴
、昼
九
ツ
時
、
御
入
輿
、御
迎
大
久
保

（

忠

興

）

（
定
賢
）

大
蔵
大
輔
殿
、御
送
松
平
越
中
守
殿
、御
首
尾
能
相
済
候
事
、

５０
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
一
一
月
）

（

忠

興

）

廿
七
日
、
御
婚
礼
御
整
、
御
迎
大
久
保
大
蔵
太
輔
殿
、
御
送
松
平

（
定
賢
）

越
中
守
殿
、
其
外
御
一
門
様
方
々
為
入
待
、
御
上
臈
松
平

（
忠
刻
）

下
総
守
殿
御
内
様
、

一
二
月
四
日

加
賀
藩
、
扶
持
人
石
切
正
木
甚
左
衛
門
を
穴
生
に
、
二

十
人
石
切
の
四
郎
兵
衛
・
八
兵
衛
を
扶
持
人
石
切
に
取

り
立
て
る
。

５１
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
一
年
一
二
月
四
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
左
之
通
被

仰
渡
、

金
沢
御
広
式
御
用
達

御
馬
廻笹
井
藤
七
郎

定
番
御
馬
廻

豊
島
権
之
丞

御
引
足
拾
俵

都
合
三
拾
俵

御
扶
持
人
石
切

正
木
甚
左
衛
門

右
御
歩
並
穴
生
ニ
被

仰
付
、

御
給
銀
百
目
御
増

坂
井
源
三
郎

二
十
人
石
切
ゟ
四
郎
兵
衛

八
兵
衛



二
八

右
両
人
御
扶
持
人
石
切
被

仰
付
、

宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）

三
月
二
日

金
沢
城
東
ノ
丸
の
番
所
が
竣
工
す
る
。

５２
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
一
二
年
三
月
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
東
之
御
丸
御
番
所
出
来
、
今
日
ゟ
組
外
相
勤
、

四
月
一
六
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
の
上
棟
式
を
行
う
。

５３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
四
月
）

十
六
日
、
金
沢

御
城
二

御
丸
御
上
棟
御
規
式
有
之
、

５４
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
金
沢
市

史
』
資
料
編
三

（
四
月
）

一
、
同
十
六
日
、二
之
御
丸
御
造
営
御
棟
上
御
規
式
被

仰
付
、御

間
之
向
ニ
檀
を
餝
、四
隅
ニ
青
竹
之
葉
付
を
立
、但
方
三
尺
ニ

高
く
し
て
、階
ニ
而
致
上
下
、下
ハ
八
寸
角
計
之
柱
ニ
白
布
之

綱
二
筋
、棟
よ
り
一
筋
、御
間
之
内
ゟ
一
筋
右
之
柱
ニ
結
ひ
付
、

中
程
ニ
鈴
五
つ
附
有
之
、御
棟
上
之
御
間
ニ
壱
斗
入
計
之
樽
、

蕨
綱
結
、木
具
折
ニ
帯
二
筋
・
同
白
絹
拾
三
包
・
同
熨
斗
・
同
大

根
・
同
昆
布
、米
十
三
俵
杉
形
ニ
積
有
之
、
交
之
御
幕
・
御
紋

付
之
御
幕
等
、役
所
々
ニ
張
有
之
、右
御
祝
ニ
付
、諸
役
人
朝
六

時
ゟ
罷
出
候
、御
城
代
・
定
番
頭
・
同
御
番
頭
・
御
留
守
居
・
御

普
請
方
懸
り
之
頭
・
諸
役
人
、何
茂
熨
斗
目
・
布
上
下
着
用
、右

御
上
棟
御
規
式
御
餝
之
品
々
、宝
鏡
六
面

但
丸
鏡
台
居

銚
子
提
二
対

但
糸
花
餝

瓶
子
二
対

御
酒
磁
缶
九
対

但
包
熨
斗

木
地
三
方
土
器
八
餝
、四
方
洗
米
土
器
二
餝

神
酒
三
方
六
餝

拾
弐
巻
充

白
紗
綾
巻
物
二
十
四
巻

台

居

純
子
帯
四
筋

二
筋
充
台
居

真
綿
二
十
四
把

十
二

宛
台
居

麻
苧
廿
四
把
二
餝

同
断

昆
布
廿
四
餝

同

断

萊
菔
二
餝

台
居

雉
子
二
餝

二
ツ
充
台
居

鯉
魚

二
餝

二
喉
充
同
断

米
弐
斗
俵

廿
六
俵
杉
形

青
銅
三

十
二
貫
二
餝

上
下

蒔
餅
八
餝

箱
入
五
千
六
百
弐
合
五

勺
取

鏡
餅
六
餝

御
樽
二
荷

蕨
縄
結

御
幣
十
四
本

振
御
幣
二
本

木
槌
十
三
本

紺
青
を
以
宝
珠
を
画

御
餝

弓
矢
弐
張

随
身
弓
矢
二
張

御
棟
札
一
枚

真
鍮
鈴
六



宝
暦
一
一
年
〜
宝
暦
一
二
年

二
九

つ

千
曳
柱
一
本

白
布
縄
二
筋

千
引
柱
ニ
結
付
上
下

已
上
、

右
、
御
用
相
務
候
大
工
役
付
、

一
、
祭
主

布
衣
御
大
工
田
辺
八
丞
、
一
、
諸
事
指
引
役

長
袴
御

大
工
西
田
清
丞
・
同
清
水
平
兵
衛
・
同
竹
内
六
郎
右
衛
門
、
一
、

随
身

素
袍
棟
梁
右
平
次
・
同
清
兵
衛
、
一
、
助
行

素
袍
御

扶
持
方
大
工
井
上
彦
作
、
一
、
中
ノ
槌

素
袍
同
石
黒
半
七
、

左
櫃

同
同
安
田
宇
三
郎
、
右
槌

同
同
水
島
権
之
介
、
左
角

槌

熨
斗
目
長
袴
棟
梁
五
郎
兵
衛
、
右
角
槌

同
彦
四
郎
、
左

後
槌
・
右
後
槌
等
都
合
三
十
六
人
交
名
略
之
、

一
、
御
屋
根

之
上
、
祭
主

布
衣
御
大
工
藤
岡
庄
左
衛
門
、
一
、
諸
事
指
引

役

熨
斗
目
長
袴
御
大
工
羽
田
与
三
右
衛
門
・
湯
浅
太
左
衛
門
・

松
波
源
右
衛
門
、
一
、
左
柱
下
槌

素
袍
御
扶
持
方
大
工
松
島

与
三
右
衛
門
、
一
、
右
柱
下
槌

素
袍
同
牧
作
左
衛
門
、
一
、

（

友

守

）

誦
文
唱
役

同
山
本
九
郎
大
夫
、
一
、
見
分
通
役

熨
斗
目
長

袴
渡
辺
武
左
衛
門
、
一
、
左
角
柱
下
槌
役
等
以
下

熨
斗
目
長

袴
棟
梁
大
工
三
十
五
人
交
名
略
之
、
右
之
通
、
祭
主
ハ
布
衣
其

外
素
袍
・
烏
帽
子
・
少
サ
刀
・
熨
斗
目
長
袴
也
、
初
六
半
時
頃
、

御
餝
之
諸
色
ハ
相
済
候
上
、
御
大
工
江
被
下
、
外
ニ
金

両

宛
被
下
、
其
外
役
懸
り
之
大
工
江
ハ
金
百
匹
・
弐
百
匹
宛
、
其

役
ニ
依
而
有
差
、
拝
見
人
江
ハ
何
茂
餅
一
重
宛
弐
合
半
取
・
御

酒
壱
合
宛
被
下
候
由
、
御
用
懸
り
之
諸
役
人
江
ハ
、
御
吸
物
・

御
酒
被
下
候
、
右
、
御
用
餅
米
三
拾
五
石
鏡
餅
出
来
之
由
、

一
、
右
御
棟
上
之
節
、
御
壁
方
・
御
畳
指
等
拝
見
ニ
罷
出
、
御
屋

根
方
之
者
ハ
先
達
而
御
作
事
奉
行
迄
度
々
相
願
候
得
共
、
御

格
無
之
由
ニ
而
相
叶
不
申
候
、
段
々
相
願
、
漸
棟
梁
四
、
五

人
罷
出
候
筈
之
所
、
此
者
共
之
内
一
両
人
罷
出
候
、

一
、
御
棟
札
ハ
御
大
工
藤
岡
庄
左
衛
門
相
調
候
由
、幅
弐
尺
五
寸

計
、長
五
尺
計
、厚
六
七
部
計
、上
ニ
梵
字
、其
下
五
言
四
句
計

字
有
、其
外
真
中

御
名
、夫
ゟ
御
城
代
両
人
姓
名
并
右
御
用

懸
り
之
姓
名
・
御
大
工
之
姓
名
何
茂
仮
名
・
実
名

迄
書
記
候
由

、

一
、
千
曳
柱
も
右
同
人
相
調
候
、
是
ハ
六
寸
角
ニ
而
年
号
月
日
、

四
方
ニ
玄
武
・
朱
雀
等
之
四
神
之
名
号
を
記
た
り
、
松
梅
之

草
花
も
庄
左
衛
門
細
工
之
由
、
千
曳
柱
ニ
結
付
有
之
鈴
ハ
、

規
式
之
相
図
を
上
下
へ
為
知
候
鈴
之
由
、

一
、
蒔
餅
ハ
四
方
へ
二
つ
充
、
以
上
八
つ
蒔
候
由
、
上
下
之
作
法

無
遅
速
、
一
度
ニ
相
揃
候
様
仕
た
る
物
之
由
、



三
〇

七
月
三
日

金
沢
城
造
営
の
大
工
、
作
料
渡
方
に
つ
い
て
抗
議
す
る
。

５５
「
袖
裏
雑
記
」
一
九
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
宝
暦
一
二
年
）

〇
七
月
三
日
朝
、

御
城
御
造
営
ニ
付
、
大
工
五
百
人
計
御
作
事

所
前
日
帳
所
へ
集
、
如
例
御
門
通
札
渡
之
名
前
相
尋
候
処
、
作

料
渡
方
不
承
候
而
ハ
名
前
難
申
旨
、
其
儀
者
不
相
知
候
間
、
先

丁
場
へ
罷
出
候
様
申
渡
候
へ
と
も
承
知
不
仕
、
日
帳
所
之
辺
ニ

屯
仕
罷
在
、
其
段
御
用
番
等
へ
も
相
達
、
内
作
事
奉
行
ゟ
肝
煎

を
以
、
名
前
承
之
相
返
、
其
段
暮
前
御
用
番
へ
相
達
候
趣
、
委

細
江
戸
へ
申
上
候
、
紙
面
之
留
ア
リ
、

八
月
四
日

こ
の
日
以
前
、
金
沢
城
の
河
北
門
台
が
竣
工
す
る
。
次

い
で
加
賀
藩
、
石
川
門
の
普
請
開
始
に
と
も
な
い
、
付

近
の
往
来
を
禁
止
す
る
。

５６
「
御
触
并
御
返
書
留
」
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

河
北
御
門
台
御
普
請
出
来
ニ
付
、来
月
四
日
ゟ
往
来
之
筈
ニ
候
、且
又

石
川
御
門
台
御
石
垣
築
直
就
被

仰
付
候
、同
日
ゟ
往
来
指
留
候
条
、

御
城
中
江
就
御
用
罷
出
候
人
々
、河
北
御
門
ゟ
往
来
、若
火
事
之
節
、

急
ニ
罷
出
候
刻
者
、石
川
御
門
往
来
不
指
支
候
条
、夫
々
可
被
申
談
事
、

七
月
廿
八
日

九
月
六
日

金
沢
城
橋
爪
門
・
番
所
が
竣
工
す
る
。

５７
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
一
二
年
九
月
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
橋
爪
御
門
并
御
番
所
出
来
ニ
付
、今
日
ゟ
御
番
人
勤
番
ニ
候
事
、

九
月
八
日

加
賀
藩
、
こ
の
日
を
も
っ
て
「
金
谷
御
番
所
」
を
廃
止

す
る
。

５８
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
一
二
年
九
月
八
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、
金
谷
御
番
所
相
止
、
二
之
御
丸
ニ
定
番
御
馬
廻
勤
番

ニ
候
事
、

一
二
月
八
日

こ
の
日
以
前
、金
沢
城
の
二
ノ
丸
御
殿
が
竣
工
す
る
。加

賀
藩
、来
年
以
降
の
年
頭
御
礼
に
つ
き
藩
士
に
通
達
す
る
。

５９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵



宝
暦
一
二
年

三
一

御
城
御
普
請
被

仰
付
、

御
殿
致
出
来
候
付
、
来
正
月
元
日
、

頭
分
以
上
登

城
、
年
頭
御
祝
詞
申
上
、
夫
ゟ
佳
節
朔
望
等
出
仕

之
面
々
、
最
前
之
通
登

城
可
仕
候
、
且
又
御
射
初
を
初
、
御
規

式
も
於

二
御
丸
可
被

仰
付
旨
被

仰
出
候
事
、

一
、
金
谷

御
殿
御
手
狭
ニ
而
指
支
候
に
付
、当
分
年
頭
御
礼
等
長
袴

着
用
之
儀
被

指
止
、将
又
類
焼
之
人
々
茂
多
ク
候
付
、熨
斗
目

暫
之
内
被
指
止
、年
寄
中
を
初
、服
紗
小
袖
半
袴
着
用
可
仕
旨
、

宝
暦
九
年
被

仰
出
候
得
共
、来
年
頭
ゟ
登

城
茂
仕
候
事
、旁

一
統
熨
斗
目
着
用
仕
、以
後
年
頭
御
礼
之
節
等
、長
袴
着
用
之
義

も
、最
前
之
通
可
相
心
得
候
、乍
然
時
節
柄
勝
手
難
渋
之
義
ニ
候

得
者
、類
焼
後
熨
斗
目
拵
不
申
面
々
も
多
ク
可
有
之
候
、其
上
来

年
頭
迄
ハ
最
早
日
間
も
無
之
事
ニ
候
間
、所
持
無
之
人
々
ハ
尤

服
紗
小
袖
并
綿
衣
勝
手
次
第
着
用
可
仕
旨
被

仰
出
候
事
、

右
之
通
、
被
得
其
意
、
組
支
配
之
面
々
江
可
被
申
渡
候
、
組
等
之

内
裁
許
有
之
人
々
者
、
其
支
配
江
も
相
達
候
様
被
申
聞
、
尤
同
役

中
可
有
伝
達
事
、

右
之
通
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
隆
達
）

十
二
月
八
日

横
山
々
城
守

６０
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
一
二
月
）

八
日
、金
沢
御
城
二
御
丸
御
殿
出
来
ニ
付
、来
正
月
元
日
頭
分
以

上
登

城
、年
頭
御
祝
儀
申
上
、夫
ヨ
リ
佳
節
・
朔
望
等
出
仕

も
最
前
之
通
登

城
可
仕
、且
又
御
射
初
を
初
、御
規
式
も
於

二
御
丸
被

仰
付
、猶
又
金
谷

御
殿
御
間
狭
ニ
付
、当
分
年

頭
御
礼
等
長
袴
着
用
之
儀
被
指
止
、類
焼
之
人
々
も
多
候
ニ

付
、暫
之
内
熨
斗
目
も
被
指
止
、年
寄
中
を
初
服
紗
小
袖
・
半

袴
着
用
可
仕
旨
、宝
暦
九
年
被

仰
出
候
得
共
、来
年
頭
ゟ
登

城
も
仕
候
事
旁
、一
統
熨
斗
目
着
用
、以
後
年
頭
御
礼
等
長

袴
着
用
之
儀
も
最
前
之
通
可
相
心
得
候
、乍
然
時
節
柄
勝
手

難
渋
、類
焼
後
熨
斗
目
拵
不
申
人
々
も
多
可
有
之
候
間
、所
持

無
之
人
々
ハ
尤
服
紗
小
袖
・
綿
衣
勝
手
次
第
与
被

仰
出
候

（
隆
達
）

段
、今
日
御
用
番
横
山
山
城
守
殿
ゟ
被
御
触
出
有
之
、

一
二
月
三
〇
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
七
十
間
長
屋
門
外
の
「
両
駒
寄
」
を

撤
去
す
る
。

６１
「
御
触
并
御
返
書
留
」
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
宝
暦
一
二
年
一
二
月
三
〇
日
）

七
拾
間
御
長
屋
御
門
外
両
駒
寄
、
当
晦
日
取
払
候
様
申
渡
候
、
依

之
最
前
之
通
、
右
御
門
前
ニ
而
下
馬
下
乗
ニ
候
条
、
不
明
門
往
来



三
二

之
儀
も
前
々
之
通
相
心
得
候
様
、
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

こ
の
年

加
賀
藩
、
河
北
郡
中
山
村
の
貯
石
を
、
初
め
て
地
車
に

よ
っ
て
石
引
し
、
金
沢
城
へ
搬
入
す
る
。

６２
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

地
車
起
本
之
事

一
、
御
扶
持
人
石
切
正
木
甚
左
衛
門
義
者
功
者
成
者
ニ
而
、御
絵
図
茂

（
者
）

達
達
ニ
仕
候
ニ
付
、宝
暦
五
年
御
絵
図
書
ニ
被

仰
付
、御
焼
失

御
絵
図
茂
相
調
申
候
、同
十
一
年
穴
生
ニ
被

仰
付
候
、然
処
、御

石
引
地
車
与
申
道
具
、御
手
木
小
頭
関
口
喜
大
夫
等
四
人
工
夫
仕
、

弁
利
之
趣
甚
左
衛
門
江
委
申
入
候
処
、甚
左
衛
門
段
々
相
尋
承
候

処
、弁
利
至
極
之
道
具
老
若
打
交
り
候
而
茂
綱
手
引
候
得
者
、石

釣
与
違
、丈
夫
成
者
撰
ニ
茂
お
よ
ひ
不
申
、御
石
引
に
者
無
類
之
道

具
ニ
付
、御
奉
行
中
江
得
御
内
談
候
処
、御
益
之
道
具
ニ
候
間
、

御
城
方
江
御
達
可
申
上
候
間
、木
図
ヲ
拵
運
方
等
試
ニ
申
度
旨
ニ

付
、則
木
図
ニ
取
懸
、右
之
趣
御
達
申
上
候
処
、御
聞
届
、木
図
出

来
候
上
、
御
城
方
江
指
上
、弥
御
聞
届
ニ
付
、犀
川
於
定
小
屋
引

（
河
北
郡
）

綱
等
御
手
木
小
頭
以
下
茂
打
懸
り
、同
十
二
年
中
山
ゟ
初
而
引
出

釣
石
与
ハ
弁
利
ニ
相
聞
江
申
候
、右
之
節
手
木
小
頭
等
指
添
、御

用
両
年
相
勤
申
候
、然
処
御
扶
持
人
石
切
等
悉
ク
手
馴
候
ニ
付
、

手
木
小
頭
等
御
用
無
之
ニ
付
、罷
出
不
申
候
、長
ク
右
御
用
相
勤

候
所
存
ニ
候
所
、右
之
趣
ニ
付
大
キ
ニ
残
念
か
り
申
よ
し
、尤
ニ
相

聞
江
申
候
、

宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）

三
月
六
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
「
石
川
縦
柵
御
門
」（
石
川
門
）
の
普

請
完
了
に
と
も
な
い
、
こ
の
日
以
降
、
同
所
の
往
来
を

許
可
す
る
。

６３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
宝
暦
一
三
年
三
月
）

石
川
段
柵
御
門
出
来
、
当
月
六
日
ゟ
一
統
往
来
之
事
、

三
月
一
三
日

前
田
重
教
（
重
基
）、
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
同
月
一
五

日
、
江
戸
城
に
登
る
。
次
い
で
同
月
二
六
日
、
江
戸
を



宝
暦
一
二
年
〜
宝
暦
一
三
年

三
三

発
し
、
四
月
七
日
、
金
沢
城
に
到
着
、
新
造
の
二
ノ
丸

御
殿
に
入
る
。

６４
「
江
戸
幕
府
日
記
」宝
暦
一
三
年
三
月
一
三
日
条

国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

（
凉
朝
）

上
使
秋
元
但
馬
守（

前
田
重
教
）

（
銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

右
、
御
暇
被

仰
付
候
ニ
付
被
遣
之
、

６５
「
江
戸
幕
府
日
記
」宝
暦
一
三
年
三
月
一
五
日
条

国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

御
暇

（
前
田
重
教
）

御
鷹
御
馬
被
下
之

松
平
加
賀
守

右
、
相
済
御
白
書
院
江

渡
御
、
月
並
之
御
礼

而
、

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（直

廉
）

巻
物
五

不
破
彦
三

（
康
済
）

同

松
平
大
弐

６６
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
三
年
三
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
凉
朝
）

一
、
三
月
十
三
日
、
御
国
江
之
御
暇

上
使
秋
元
但
馬
守
殿
を
以

（
康
福
）

被
進
、西

御
丸
よ
り
松
平
周
防
守
殿
御
出
、如
御
例
相
済
候
、

（
中
略
）

一
、
同
十
五
日
、
為
御
礼
御
登
城
、
御
拝
領
物
等
如
御
例
、
御
供

（
直
廉
）

（
康
済
）

御
家
老
不
破
彦
三
・
松
平
大
弐

御
目
見
被

仰
付
候
、

６７
「
年
寄
席
日
記
」
宝
暦
一
三
年
四
月
七
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
未
ノ
下
刻
、
益
御
機
嫌
克
御
着
城
、

（
中
略
）

一
、
御
着
城
之
節
、
尤
前
々
之
通
、
橋
爪
御
門
外
橋
之
辺
江
年
寄

中
罷
出
、

御
意
有
之
、
筆
頭
御
請
申
上
ル
、

（
前
田
孝
昌
）

〇
御
城
代
主
付
ハ
御
式
台
へ
罷
出
、
駿
州
也
、

（
前
田
利
実
）

〇
喜
六
郎
殿
御
式
台
へ
罷
出
、

〇
御
家
老
中
罷
出
、

但
、
表
御
式
台
い
ま
た
出
来
不
致
ニ
付
、
裏
御
式
台
也
、

６８
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」宝
暦
一
三
年
四
月
七
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
夜
前（
越
中
国
）

高
岡
御
泊
り
ニ
而
、八
ツ
半
過
、御
機
嫌
克
御
着
城
被
遊
候
、

６９
「
毎
日
帳
書
抜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
宝
暦
）

同
十
三
年
四
月
七
日

一
、
御
着
城
御
新
殿
江
御
移
徙
之
事
、

７０
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
三
月
）

（
凉
朝
）

十
三
日
、
御
帰
国
御
暇
之

上
使
御
老
中
秋
元
但
馬
守
殿
を
以
、

（
康
福
）

縮
緬
三
十
巻
・
白
銀
百
枚
、
従
西
御
丸
同
断
松
平
周
防
守
殿



三
四

（
正
隣
）

を
以
、紗
綾
二
十
巻
御
拝
領
、従

御
台
様
御
使
加
藤
丹
波
守

殿
を
以
、
縮
緬
五
巻
御
拝
受
、

十
五
日
、
御
登

城
、
御
暇
之
御
礼
被

仰
上
、
御
家
老
不
破

（
直
廉
）

（
明
教
）

彦
三
・
西
尾
隼
人
御
目
見
、

（
中
略
）

廿
六
日
、
江
戸

御
発
駕
、

（
中
略
）

（
四
月
）

（
前
田
利
実
）

（
鏡
）

七
日
、
八
半
時
過
、
御
着
城
、

喜
六
郎
殿
御
式
台
鑑
板
江
御
出

（
孝
昌
）

（
金
昌
）

向
并
御
城
代
前
田
駿
河
守
等
階
上
江
、
富
永
数
馬
・
小
堀

（
永
頼
）

牛
山
其
外
前
々
之
通
罷
出
、
夫
々
御
例
之
通

御
意
有
之
、

御
先
立
西
尾
隼
人
、

六
月
二
五
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
五
十
間
長
屋
下
石
垣
の
修
復
を
開
始

す
る
（
同
年
内
に
完
了
）。

７１
「
年
寄
席
日
記
」宝
暦
一
三
年
六
月
二
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、
御
鍬
初
ニ
付
、
御
祝
事
有
之
候
へ
と
も
、
木
作
初
御

棟
上
ニ
者
御
祝
詞
申
上
候
得
と
も
、
御
柱
建
之
節
ハ
其
儀
無

之
ニ
依
テ
、
此
度
も
御
祝
詞
不
申
上
事
、

（
津
田
正
昭
）
（
前
田
孝
起
）

但
、
御
城
代
御
普
請
懸
り
御
家
老
玄
蕃
・
兵
部
ゟ
ハ
御
祝

詞
申
上
候
事
、

７２
「
鍬
始
石
」
石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所
蔵

（
表
面
）

（
裏
面
）

（
南
石
）「
宝
暦
十
三
癸
未
年

「
鋤
始
」

鍬
始

六
月
廿
五
日
」

（
表
面
）

（
裏
面
）

（
北
石
）「
宝
暦
十
三
癸
未
年

「
鍬
始
」

鋤
始

六
月
廿
五
日
」

７３
「
金
沢
城
御
造
営
御
鍬
初
神
具
机
」
波
自
加
弥
神
社
蔵

『
波
自
加
弥
神

社
誌
』

出
越
茂
和
「
金
沢
城
五
十

間
長
屋
石
垣
鍬
初
に
係
る
神
具
机
に
つ
い
て
」

奉
納
北
加
州
河
北
郡
田
近
郷

八
幡
村
二
日
市
村

（
正
八
幡
）

波
自
加
美
神
社
□
□
□
宮
宝
前

加
陽
金
沢
城
御
経
営
御
鍬
初

神
具
机

宝
暦
十
三
癸
未
天
六
月
廿
五
日
辰
ノ
剋

正
木
甚
左
衛
門
定
信

祭
主

坂
井
孫
三
郎
政
之



宝
暦
一
三
年

三
五

穴
生
組
石
工
弐
十
余
人

石
川
郡
金
浦
郷
田
井
村

（
マ
マ
）

高
井
大
輔
隠
岐
藤
長
興

天
満
宮
神
主

奉
之

７４
「
御
城
高
石
垣
之
事
等
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
金
沢

城
郭
史
料
』

（
宝
暦
）

同
十
二
年
、
五
拾
間
御
長
屋
下
石
垣
崩
御
普
請
、
同
十
三
年
出
来
、

八
月加

賀
藩
、
金
沢
城
五
十
間
長
屋
下
の
石
垣
普
請
人
足
を
、

前
田
重
教
（
重
基
）
の
経
費
半
減
の
指
示
に
よ
っ
て
縮
減

す
る
。

７５
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

御
城
中
御
石
垣
御
入
用
定
銀
起
本
并
増
減
等
之

御
城
方
ゟ

被

仰
渡
候
、
都
而
御
押
之
事
、
但
、
此
御
達
宝
暦
十
三
年
、

御
石
垣
御
普
請
、当
時
五
拾
間
御
長
屋
下
御
修
復
取
懸
居
申
所
、先
日

半
減
ニ
仕
候
様
被

仰
渡
候
ニ
付
、先
人
懸
方
相
減
シ
置
申
候
、御
道

具
等
者
損
物
得
与
相
し
ら
べ
さ
せ
す
候
ハ
て
ハ
難
申
上
奉
存
候
、然

処
、格
段
ニ
何
卒
御
普
請
之
致
様
茂
可
有
之
哉
之
旨
被

仰
渡
候
ニ
付
、

役
人
共
江
申
渡
、詮
義
之
上
致
様
之
趣
、別
紙
面
之
通
御
座
候
、来
年

（
河
北
郡
）

ゟ
定
御
普
請
ニ
相
極
メ
、御
普
請
人
中
山
丁
場
共
、人
数
一
日
百
四
拾

人
充
請
取
、御
道
具
之
分
ハ
二
之

御
丸
以
来
上
刃
手
入
古
道
具
修

復
申
付
、不
足
之
分
者
新
出
来
等
申
付
候
而
、定
銀
年
中
四
拾
貫
目（
マ
マ
）
ニ

之
図
相
極
申
候
、年
切
上
り
役
銀
之
内
、四
拾
貫
目
ニ
而
之
図
、坪
高

出
来
可
仕
候
ケ
所
、広
キ
御
普
請
所
者
翌
年
江
懸
り
、夫
々
可
申
付
候

段
、来
申
二
月
上
旬
ゟ
外
御
石
垣
積
方
ニ
取
懸
候
節
者
、丁
場
山
ノ
手

共
両
所
ニ
而
、一
日
百
四
拾
人
充
召
仕
、残
人
割
場
ニ
相
残
諸
手
合
江

相
懸
候
得
者
、日
用
銀
年
中
三
拾
貫
目
余
御
益
相
成
申
候
、惣
而
御
石

垣
古
来
与
違
、万
事
々
軽
ニ
仕
置
候
得
共
、猶
更
此
度
悉
ク
詮
義
仕
、

別
紙
帳
面
上
之
申
候
、被
仰
渡
次
第
夫
々
可
申
付
与
奉
存
候
、以
上
、

（
宝
暦
一
三
年
）

（
直
孝
）

未
八
月

菊
池
弥
四
郎

（

平

明

）

山
崎
小
右
衛
門

（
正
延
）

羽
田
伝
大
夫

（
政
行
）

本
多
安
房
守
様

（
孝
昌
）

前
田
駿
河
守
様

一
〇
月
一
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
（
二
ノ
丸
御
殿
等
）
造
営
に
つ
き
、
担

当
者
ら
を
褒
賞
す
る
。



三
六

７６
「
年
寄
席
日
記
」宝
暦
一
三
年
一
〇
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
本
多
政
行
）

（
前
田
孝
昌
）

一
、
今
般
御
城
御
造
営

一
先
相
済
ニ
付
、
安
房
守
・
駿
河
守
於

御
居
間
書
院

御
前
江
被
召
、
紗
綾
五
巻
宛
被
下
候
事
、

（
津
田
正
昭
）
（
前
田
孝
起
）

一
、
玄
蕃
・
兵
部
儀
、
右
同
断
、
紗
綾
三
巻
宛
被
下
候
事
、

但
、
誘
引
な
し

（
允
明
）

一
、
右

而
、
御
造
営
方
相
勤
候
御
役
人
、
三
輪
藤
兵
衛
・
馬
渕

（

愛

定

）

（

政

布

）

（
昌
隆
）

嘉
右
衛
門
・
小
堀
金
五
右
衛
門
・
本
保
平
大
夫
、
御
城
代
誘

引
、
御
前
へ
被
召
、

御
意
有
之
事
、

但
、
拝
領
物
ハ
先
達
而
御
城
代
ゟ
相
渡
候
事
、

右
委
細
、
御
城
方
ニ
有
之
略
、

７７
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
三
年
一
〇
月
朔
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、

御
城
御
普
請
為
御
祝
被
下
候
人
々
、
左
ニ
記
、

（
政
行
）

（
孝
昌
）

紗
綾
五
巻
宛

本
多
安
房
守

前
田
駿
河
守

（
正
昭
）

（
孝
起
）

同

三
巻
宛

津
田
玄
蕃

前
田
兵
部

（
允
明
）

（

愛

定

）

絹

三
疋
宛

三
輪
藤
兵
衛

馬
渕
嘉
右
衛
門

（

政

布

）

（
昌
隆
）

小
堀
金
五
右
衛
門

本
保
平
大
夫

（

孟

甫

）

（
種
賢
）

染
物
五
端
宛

水
越
八
郎
左
衛
門

高
田
次
大
夫

（
仍
隆
）

（

平

明

）

御
普
請
奉
行
菊
池
弥
四
郎

同
山
崎
小
右
衛
門

（
正
遠
）

（
以
守
）

絹

弐
疋
宛

同
羽
田
伝
大
夫

御
作
事
奉
行
本
保
十
大
夫

（
明
允
）

（
倫
郷
）

同
長
屋
多
七
郎

同
浅
加
九
兵
衛

（

忠

休

）

（

方

守

）

染
物
弐
端
宛

御
作
事
横
目
中
川
七
郎
右
衛
門
同
中
村
九
郎
右
衛
門

（
方
成
）

（
守
彬
）

内
作
事
奉
行
大
橋
助
三

同
吉
田
清
大
夫

（
方
英
）

（

豊

強

）

同

二
端
宛

同
行
山
吉
兵
衛

同
沢
田
弥
左
衛
門

白
銀
壱
枚
宛

与
力
森
島
彦
右
衛
門

同
渡
辺
嘉
大
夫

与
力
近
藤
和
平
太

同
佐
々
木
園
右
衛
門

白
銀
壱
枚
宛

御
算
用
者斎
藤
弥
藤
太

白
銀
壱
枚
宛

与
力
中
村
小
大
夫

同
二
宮
源
次
郎

与
力
山
形
善
大
夫

同
渡
辺
清
大
夫

金
弐
百
疋
宛

同
本
橋
勇
左
衛
門

金
弐
百
疋
宛

御
算
用
者早
川
武
左
衛
門

同
瀬
尾
新
蔵

金
弐
百
疋
宛

同
木
村
太
左
衛
門

同
木
崎
甚
左
衛
門

穴
生
奥
源
右
衛
門

同
後
藤
杢
兵
衛

白
銀
壱
枚
宛

同
後
藤
勘
右
衛
門

同
正
木
甚
左
衛
門

白
銀
弐
両
宛

御
扶
持
人
石
切

坂
井
孫
三
郎

同
浅
野
四
兵
衛

同
宮
川
八
兵
衛

鳥
目
三
貫
文

弐
十
人
石
切
弐
十
人

白
銀
五
両

御
普
請
会
所
留
書
足
軽

弐
人



宝
暦
一
三
年
〜
明
和
元
年
（
宝
暦
一
四
年
）

三
七

御
大
工西
田
清
之
丞

岡
辺
久
烝

白
銀
壱
枚
宛

同
藤
岡
庄
左
衛
門
壁
塗
堀
内
吉
左
衛
門

壁
塗
堀
越
源
右
衛
門

御
大
工月
田
与
三
右
衛
門

御
大
工松
波
源
右
衛
門

同
清
水
多
十
郎

同
土
田
吉
四
郎

竹
内
六
郎
右
衛
門

金
弐
百
疋
宛

同
清
水
平
烝

壁
塗
笹
田
七
兵
衛

壁
塗
堀
越
源
兵
衛

同
堀
越
嘉
源

同
堀
越
市
右
衛
門

同
堀
越
吉
右
衛
門

金
百
疋

御
大
工清
水
左
吉

金
三
百
疋

紙
細
工
足
軽
弐
人

御
作
事
留
書
足
軽
弐
人

金
三
百
疋

三
輪
藤
兵
衛
手
合
留
書
足
軽

四
人

小
判
壱
両

御
扶
持
方
大
工
九
人

鳥
目
三
拾
貫
文

御
作
事
定
小
遣
九
人

諸
棟
梁
肝
煎
日
用
頭

以
上

等
百
九
十
一
人

御
内
々
ニ
而

白
銀
拾
枚

三
輪
藤
兵
衛

馬
渕
嘉
右
衛
門

染
物
三
端
宛

本
保
平
大
夫

（
録
）

御
目
六

但
、
藤
兵
衛
儀
ハ
御
広
蓋
ニ
而
被
下
候
ニ
付

御
目
録
無
之
、

白
銀
五
枚
絹

弐
疋

宛

水
越
八
郎
左
衛
門

高
田
治
大
夫

於

御
前
被
下
候

白
銀
拾
枚
宛

御
目
六

菊
池
弥
四
郎

本
保
十
大
夫

以
上

一
、
頭
分

御
前
江
被

召
出
、

御
城
御
普
請
方
御
用
、
永
々

情
ニ
入
相
勤
候
由
、

御
意
在
之
候
、

明
和
元
年
（
宝
暦
一
四
年
。
一
七
六
四
）

三
月
二
八
日

前
田
重
教
（
重
基
）、
金
沢
を
発
し
、
四
月
九
日
、
江
戸

に
到
着
す
る
。
次
い
で
同
月
一
五
日
、
江
戸
城
に
登
り
、

参
勤
の
挨
拶
を
す
る
。

７８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
ハ
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

当
廿
八
日
、

御
発
駕
之
筈
ニ
候
条
、
廿
七
日
四
時
頃
ゟ
九
時
頃

迄
之
内
、
登

城
可
被
相
窺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
、
御

用
番
宅
使
者
を
以
可
被
申
越
候
、
以
上
、



三
八

（
長
穹
）

三
月
廿
五
日

村
井
又
兵
衛

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

（
勇
次
）

青
山
将
監
殿

―
―
―
―
―

―
―
―
―
―

―
―
―
―
―

―
―
―
―
―

７９
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
四
年
三
月
二
八
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
朝
五
半
過
、
御
機
嫌
好
御
発
駕
被
遊
候
、

８０
「
江
戸
幕
府
日
記
」宝
暦
一
四
年
四
月
一
五
日
条

国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

一
、
今
巳
下
刻
、
御
黒
書
院

出
御
、

参
勤

（
前
田
重
教
）

銀
五
十
枚

巻
物
二
十

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（正

昭
）

手
綱
二
十
筋

銀
馬
代

津
田
玄
蕃

（
方
穀
）

同

伴

八
矢

８１
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
四
年
四
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
四
月
九
日
四
ツ
半
頃
、
御
機
嫌
能
御
着
府
、
十
三
日
、

上

（

輝

高

）

使
松
平
右
京
太
夫
殿
御
出
、
十
五
日
、
御
参
府
之
御
礼
被

（
正
昭
）

（
方
穀
）

仰
上
、
御
家
老
津
田
玄
蕃
・
伴
八
矢

御
目
見
被

仰
付
候
、

８２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

（
四
月
）

中
将
様
御
途
中
無
御
滞
当
九
日
、
被
成
御
着
府
候
処
、
同
十
三
日
、

以

（

輝

高

）

上
使
松
平
右
京
大
夫
殿
被
為
蒙

上
意
、
且
又
十
五
日
、
於

御

黒
書
院
御
参
勤
之
御
礼
被

仰
上
、
殊

御
懇
之

上
意
、
津
田

（
正
昭
）

（
方
穀
）

玄
蕃
・
伴
八
矢
御
目
見
被

仰
付
、
重
畳
難
有
御
仕
合
候
、
此
段

何
茂
へ
可
申
聞
旨
、
以

御
書
被

仰
下
候
事
、

８３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
三
月
）

（
正
昭
）

（
方
穀
）

廿
八
日
、朝
五
時
過
、
御
発
駕
、御
供
御
家
老
津
田
玄
蕃
・
伴
八
矢
、

（

輝

高

）

四
月
九
日
、
御
着
府
、
十
三
日
、

上
使
御
老
中
松
平
右
京
大
夫

殿
、
十
五
日
、
御
登
城
、
御
参
勤
御
礼
、
玄
蕃
・
八
矢

御

目
見
如
前
々
、
御
帰
館
後
御
弘
有
之
、

五
月
二
二
日

加
賀
藩
、
遠
田
自
邇
・
佐
藤
直
寛
を
金
沢
城
河
北
門
普

請
の
御
用
主
付
に
任
命
す
る
。



明
和
元
年
（
宝
暦
一
四
年
）
〜
明
和
二
年

三
九

８４
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
宝
暦
一
四
年
五
月
二
二
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（

自

邇

）

一
、
河
北
御
門
御
普
請
主
付
、
御
小
将
頭
遠
田
三
郎
太
夫
、
組
外

（
直
寛
）

御
番
頭
佐
藤
勘
兵
衛
被

仰
渡
候
、
御
横
目
ハ
申
談
相
廻
り

候
様
ニ
被

仰
渡
ル
、

こ
の
年

河
北
郡
中
山
村
か
ら
戸
室
山
ま
で
の
「
上
之
道
」、
修
繕

さ
れ
る
と
い
う
。

８５
「
戸
室
山
初
年
号
等
留
帳
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
戸

室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報
告
書
』
Ⅰ

（
河
北
郡
）

明
和
元
年
、
中
山
ゟ
戸
室
山
上
之
道
繕
惣
御
入
用
、
銀
弐
拾
弐
貫

目
余
之
図
、
尤
道
幅
五
間
之
図
ニ
候
、

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
の
石
垣
普
請
を
こ
の
年
以
降
、
定
普

請
と
す
る
。
年
間
の
入
用
銀
を
四
〇
貫
目
、
役
小
者
を

一
四
〇
人
、
面
積
を
九
〇
坪
と
定
め
る
。

８６
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

（
宝
暦
一
三
年
）

定
銀
始
四
拾
貫
目
之
御
押
左
之
通
、
右
同
年
也
、

付
札
御
普
請
奉
行
江

（
明
和
元
年
）

御
城
中
御
石
垣
、
来
年
ゟ
定
御
普
請
之
儀
、各
詮
義
之
趣
達

御

聴
候
処
、右
之
通
可
申
渡
旨
被

仰
出
候
条
、可
被
得
其
意
候
事
、

（
宝
暦
一
三
年
）

未
九
月
十
七
日

【
解
説
】
年
間
の
入
用
銀（
四
〇
貫
目
）・
役
小
者（
一
四
〇
人
）・
面
積（
九
〇
坪
）

の
定
め
に
つ
い
て
は
１３９「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）を
参
照
。

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

正
月
一
六
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
石
川
門
櫓
台
石
垣
の
修
復
に
つ
き
、
こ

の
日
以
降
、
石
川
門
の
往
来
を
禁
止
す
る
。

８７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

石
川
御
門
台
御
石
垣
築
直
就
被

仰
付
候
、
当
十
六
日
ゟ
往
来
指

留
候
条
、
御
城
中
御
番
人
、
且
又
就
御
用
罷
出
候
面
々
、
河
北
御

門
往
来
之
筈
ニ
候
、
尤
火
事
之
節
ハ
石
川
御
門
往
来
不
指
支
候
、

此
段
夫
々
一
統
不
相
洩
様
可
被
申
談
事
、

正
月
九
日



四
〇

８８
「
御
城
高
石
垣
之
事
等
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
金
沢

城
郭
史
料
』

明
和
年
中
、
石
川
御
門
台
左
右
御
長
屋
下
御
普
請
也
、
往
古
河
北

御
門
台
積
様
あ
ら
く
切
込
切
合
候
様
積
有
之
、
石
川
御
門
台
も
荒

ク
積
有
之
由
承
候
、

五
月
一
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
の
玉
泉
院
丸
門
外
の
橋
の
懸
直
し
を

始
め
、
こ
の
日
以
降
、
同
所
の
往
来
を
禁
止
す
る
。
次

い
で
修
復
完
了
に
つ
き
、
六
月
一
一
日
か
ら
同
所
の
往

来
を
許
可
す
る
。

８９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

玉
泉
院
様
丸
御
門
外
橋
懸
直
シ
被
就
仰
付
候
、
来
月
朔
日
ゟ
往
来

指
留
候
条
、
此
段
一
統
不
相
洩
様
可
被
申
談
候
事
、

四
月
廿
六
日

右
、
御
筆
頭
触
候
事
、

９０
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

玉
泉
院
様
丸
御
門
外
橋
致
出
来
、
明
日
ゟ
往
来
不
差
支
候
条
、
此

段
一
統
不
相
洩
様
可
被
申
談
候
事
、

六
月
十
日

右
、
御
筆
頭
触
候
事
、

９１
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

五
月
朔
日
、左
之
趣
御
横
目
廻
状
有
之
、并
六
月
二
日
、左
之
趣
同
断
、

玉
泉
院
様
丸
御
門
外
橋
懸
直
被

仰
付
候
ニ
付
、今
日
ゟ
往

来
留
、六
月
十
一
日
ヨ
リ
往
来
不
指
支
旨
、
御
城
代
被
仰
渡
、

六
月
九
日

前
田
重
教
（
重
基
）、
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
同
月
一
一

日
、
江
戸
城
に
登
る
。
次
い
で
八
月
二
一
日
、
江
戸
を

発
し
、
九
月
四
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

９２
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
二
年
六
月
九
日
条

国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
蔵

（
康
福
）

松
平
周
防
守

上
使

（
正
右
）

阿
部
伊
予
守（

前
田
重
教
）

銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

若
君
様
ゟ
巻
物
二
十

同

御
台
様
ゟ
巻
物
五

同
人

右
、
御
暇
被

仰
出
候
ニ
付
被
遣
之
、

９３
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
二
年
六
月
一
一
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

御
黒
書
院



明
和
二
年

四
一

御
暇

（
前
田
重
教
）

御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来

（
巻
物
）

（
正
昭
）

同
五

津
田
玄
蕃

（
方
穀
）

同

伴

八
矢

９４
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
六
月
）

（
康
福
）

前
月
九
日
、

上
使
松
平
周
防
守
殿
を
以
、
御
国
許
江
之
御
暇
被

進
、
白
銀
・
御
巻
物
御
拝
領
、
従

（
徳
川
家
基
）

（
正
右
）

若
君
様
阿
部
伊
予
守
殿
を
以
、
御
巻
物

御
拝
領
、
従

御
台
様

（
広
高
）

茂
建
部
山
城
守
殿
を
以
、
御
巻
物
御
拝
領
、
為
御
礼
同
十
一
日
、

御
登

城
被
遊
候
処
、
於
御
黒
書
院

御
礼
被
仰
上
、
御
懇
之

（
正
昭
）

（
方
穀
）

上
意
、
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、
津
田
玄
蕃
・
伴
八
矢
御
供
被

召

連
候
処
、
於

御
黒
書
院
御
目
見
被

仰
付
、
其
上
御
巻
物
拝
領

被

仰
付
候
段
、
拙
者
共
迄
以
御
書
被
仰
下
候
、

９５
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
ハ
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

来
月
四
日
、（
河
北
郡
）

津
幡
ゟ

御
着
之
筈
ニ
候
条
、

御
着
之
御
様
子
被

承
合
、
被
登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
若

御
着
七
時
以
後

候
者
、
同
六
日
四
時
頃
ゟ
九
時
頃
迄
之
内
可
被
罷
出
候
、
病
気
等

之
面
々
ハ
、
御
用
番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
三
〇
日
）

（
長
穹
）

八
月
晦
日

村
井
又
兵
衛

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

奉
得
其
意
候

―
―
―
―

９６
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

六
月
朔
日
、御
脚
痛
御
快
、御
登

城
、同
九
日
、御
暇
之

上
使
御
老

（
康
福
）

（
正
右
）

中
松
平
周
防
守
殿
、従
西
丸
同
断
阿
部
伊
予
守
殿
、平
川
ゟ
建
部

（
広
高
）

山
城
守
殿
を
以
、御
例
之
通
夫
々
御
拝
領
物
等
有
之
、同
十
一
日
、

（
正
昭
）

（
方
穀
）

御
登
城
御
暇
之
御
礼
、御
家
老
津
田
玄
蕃
・
伴
八
矢

御
目
見
、

且
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、御
懇
之

上
意
等
都
而
御
例
之
通
、

（
中
略
）

（
八
月
）

廿
一
日
、
江
戸
御
発
駕
、
九
月
四
日
、
金
沢

御
着
城
、

（
中
略
）

（
九
月
）

（
前
田
利
実
）

四
日
、夜
前
、（
河
北
郡
）

津
幡
御
泊
、今
日
九
時
過
、御
着
城
、
喜
六
郎
殿
鏡
板

江
御
出
迎
、其
外
前
々
之
通
、且

御
帰
国
御
礼
之
御
使
前
田

（
恒
箇
）

権
佐
、御
目
見
并
於
御
席
御
巻
物
・
御
羽
織
拝
領
等
も
如
前
々
、



四
二

六
月
二
〇
日

預
玄
院
（
前
田
吉
徳
の
生
母
）、
江
戸
に
て
没
す
る
。

９７
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
六
月
）

（
前
田
）

廿
日
、預
玄
院
様
、被
及
御
大
切
、未
上
刻
御
卒
去
、吉
徳
公
御
生
母

御
歳
九
十
八
、廿
八
日
、駒
込
長
元
寺
ニ
而
御
葬
式
、御
奉
行

（
方
穀
）

（

識

行

）

（

清

安

）

伴
八
矢
、御
用
主
付
志
村
五
郎
左
衛
門
・
賀
古
市
左
衛
門
、

君
上
御
続
、
実
御
父
方
御
祖
母
ニ
付
、
半
減
之
御
忌
服
、

七
月
八
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
外
紺
屋
坂
門
の
作
事
を
開
始
し
、
こ
の

日
以
降
、
同
所
の
往
来
を
禁
止
す
る
。
次
い
で
紺
屋
坂
門

竣
工
に
つ
き
、
八
月
四
日
か
ら
同
所
の
往
来
を
許
可
す
る
。

八
月
四
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
坂
下
門
の
作
事
を
開
始
し
、
こ
の
日

以
降
、
同
所
の
往
来
を
禁
止
す
る
。
次
い
で
作
事
完
了

に
つ
き
、
九
月
一
日
か
ら
同
所
の
往
来
を
許
可
す
る
。

八
月加

賀
藩
、石
垣
修
復
中
の
金
沢
城
石
川
門
に
つ
き
、前
田

重
教（
重
基
）の
帰
城
当
日
か
ら
の
往
来
許
可
を
通
達
す
る
。

９８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

紺
屋
坂
御
門
相
建
候
付
、
当
八
日
ゟ
往
来
指
留
候
条
、
此
段
一
統

不
相
洩
様
可
被
申
談
事
、

七
月

９９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

紺
屋
坂
御
門
致
出
来
候
ニ
付
、
明
四
日
ゟ
往
来
之
筈
候
、
且
又
坂

下
御
門
相
建
候
ニ
付
、
同
日
ゟ
往
来
差
留
候
条
、
此
段
一
統
不
相

洩
様
可
被
申
談
候
事
、

八
月
三
日

右
、
御
筆
頭
触
事
、

１００
「
御
触
并
御
返
書
留
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

松
坂
御
門
往
来
有
之
人
々
家
来
相
返
候
節
、
并
迎
ニ
呼
寄
候
時
分
、

右
御
門
ゟ
致
往
来
候
者
有
之
躰
ニ
候
、
主
人
不
召
連
家
来
ハ
、
相

通
不
申
筈
ニ
候
条
、
迎
等
ニ
呼
寄
申
候
節
ハ
、
河
北
・
石
川
両
御

門
相
通
リ
候
様
ニ
家
来
末
々
江
申
渡
候
様
、
一
統
可
被
申
談
候
、

一
、
石
川
御
門
御
石
垣
御
普
請
ニ
付
、
先
達
而
往
来
差
留
置
候
得

共
、
御
着

城
御
当
日
よ
り
往
来
、
且
坂
下
御
門
出
来
ニ
付
、

来
月
朔
日
ゟ
往
来
之
筈
候
条
、
一
統
可
被
申
談
候
事
、

八
月



明
和
二
年

四
三

＊
右
、
御
筆
頭
触
事
、

一
二
月
一
五
日

前
田
重
教（
重
基
）、
徳
川
家
治
の
嫡
男
家
基
を
憚
り
、
諱

を
重
基
か
ら
重
教
に
改
め
る
。

１０１
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
徳
川
）

十
二
月
朔
日
、

若
君
様
御
諱

家
基
公
与
被
称
、
依
之

君
上
重
基
公
ト
奉
称
候
処
、
重
教
公
ト
御
改
、

（
中
略
）

十
九
日
、（
中
略
）

君
上
御
実
名
、
当
十
五
日
ヨ
リ

重
教
公
ト
御
改
ニ
付
、
御
家
中

之
人
々
実
名
同
字
并
同
唱
有
之
候
ハ
改
可
申
旨
、
御
用
番

（
前
田
孝
昌
）

駿
河
守
殿
翌
十
六
日
御
覚
書
を
以
、
定
番
頭
江
被
仰
渡
、
如

例
定
番
頭
ゟ
廻
状
有
之
、

こ
の
年
以
前

加
賀
藩
、
石
引
道
の
付
替
の
主
付
に
穴
生
正
木
甚
左
衛

門
・
扶
持
人
石
切
宮
川
八
兵
衛
・
二
十
人
石
切
甚
之
丞

を
任
命
し
、
現
地
に
下
向
さ
せ
る
。

１０２
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵

『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査

報
告
書
』
Ⅰ

先
達
而
被

仰
出
候
戸
室
本
山
御
丁
場
ヲ
開
キ
、角
石
等
切
出
候
ニ

付
、道
作
り
之
儀
、右
主
付
穴
生
正
木
甚
左
衛
門
・
御
扶
持
人
石
切
宮

川
八
兵
衛
・
二
十
人
石
切
甚
之
丞
指
遣
シ
、数
日
詮
義
為
仕
、御
入
用

方
人
銀
共
悉
ク
為
指
詰
帳
面
、一
冊
上
之
申
候
、何
時
ニ
而
茂
右
之
者

共
江
被
仰
付
候
得
者
、指
支
申
義
無
御
座
候
、尤
甚
砌
ニ
至
、猶
更
詮

儀
仕
候
而
、段
々
手
馴
候
迄
者
、事
軽
ニ
出
来
可
仕
義
と
奉
存
候
、

一
、
於
戸
室
山
角
石
等
切
立
候
砌
、
先
二
十
人
石
切
少
人
ニ
而
為

切
立
可
申
候
、
此
義
者
当
時
手
初
御
座
候
間
、
大
人
数
ニ
而

者
御
不
益
之
儀
茂
可
有
御
座
候
、
御
丁
場
夫
々
形
付
候
上
者
、

追
々
人
数
増
可
申
候
、
然
者
御
道
具
茂
人
数
ニ
応
シ
候
故
、

先
者
古
物
修
復
、
石
割
道
具
等
不
足
之
分
者
、
其
節
ニ
至
、

段
々
可
申
付
候
、
尤
石
切
者
一
ケ
月
充
彼
所
ニ
而
替
々
止
宿

為
仕
可
申
候
、
泊
り
小
屋
者
道
作
り
之
砌
、
懸
置
候
間
、
此

分
直
ニ
用
ヒ
可
申
候
、
右
之
趣
ニ
仕
候
者
、
御
石
垣
積
方
御

石
引
方
茂
相
弁
シ
可
申
候
、
依
而
此
義
当
時
荒
増
僉
義
仕
置

候
、
猶
其
節
ニ
至
、
得
与
為
相
図
御
達
可
申
上
候
、
以
上
、

（
仍
隆
）

十
一
月

菊
池
弥
四
郎



四
四

（

平

明

）

山
崎
小
右
衛
門

（
正
延
）

羽
田
伝
太
夫

（
政
行
）

本
多
安
房
守
様

（
孝
昌
）

前
田
駿
河
守
様

（
朱
書
）

「
右
者
明
和
年
中
之
事
、
年
限
慥
成
事
、
相
知
レ
兼
、」

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

三
月
二
三
日

前
田
重
教
、
金
沢
を
発
し
、
四
月
五
日
、
江
戸
に
到
着

す
る
。
次
い
で
同
月
二
二
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤

の
挨
拶
を
す
る
。

１０３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
者
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

当
廿
三
日

御
発
駕
之
筈
ニ
候
条
、
廿
二
日
四
時
頃
ゟ
九
時
頃
迄

之
内
登

城
、
可
被

相
窺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
者
、
御

用
番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
隆
達
）

三
月
十
八
日

横
山
々
城
守

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

奉
得
其
意
候

（
勇
次
）

青
山
将
監
殿

（
秀
昶
）

寺
西
弾
正
殿

（
矩
豊
）

前
田
式
部
殿

（
定
昌
）

三
田
村
内
匠
殿

（
一
公
）

篠
原
帯
刀
殿

（
正
路
）

青
木
新
兵
衛
殿

（
保
和
）

津
田
外
記
殿

（

政

富

）

笠
間
宅
左
衛
門
殿

（

貞

幹

）

有
沢
才
右
衛
門
殿

１０４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
三
年
四
月
二
二
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

（
中
略
）

参
勤
之
御
礼（

前
田
重
教
）

銀
五
十
枚

巻
物
二
十

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（知

定
）

手
綱
二
十
筋

銀
馬
代

前
田
修
理

（
直
廉
）

同

不
破
彦
三

１０５
「
御
触
并
御
返
書
留
」
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵



明
和
二
年
〜
明
和
三
年

四
五

（
四
月
）

（
康
福
）

前
月
五
日
、
御
機
嫌
能

御
着
府
、
十
六
日
、
上
使
松
平
周
防
守

殿
を
以
、
被
為
蒙

上
意
、
廿
二
日
、

御
登

城
、
於
御
黒
書
院
御
礼
被

仰
上
、

殊
御
懇
之

（
前
田
知
定
）
（
不
破
直
廉
）

上
意
、
修
理
・
彦
三
御
目
見
被

仰
上
、
重
畳
難
有
被

思
召
候

由
、
以

御
書
被

仰
下
候
事
、

右
、
御
筆
頭
触
之
事
、

１０６
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
三
月
）

廿
三
日
、
四
半
時
、
御
発
駕
、
御
作
法
前
々
之
通
、
御
見
立
之
人
々

御
席
江
出
、
御
用
番
江
恐
悦
申
述
退
出
、

四
月
五
日
、
夕
、
江
戸

御
着
、

（
中
略
）

（
康
福
）

四
月
五
日
、
夕
、
江
戸

御
着
、
同
十
六
日
、
上
使
松
平
周
防
守

（
知
定
）

殿
、
同
廿
二
日
、
御
登

城
、
御
参
勤
之
御
礼
、
前
田
修
理
・

（
直
廉
）

不
破
彦
三

御
目
見
等
如
御
先
例
、

四
月
二
〇
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
本
丸
鉄
門
台
（
本
丸
鉄
門
台
、
戌
亥
櫓

西
面
）
の
石
垣
修
復
の
た
め
、
こ
の
日
以
降
、
同
所
の
往

来
を
禁
止
す
る
。
翌
年
八
月
一
八
日
、
修
復
完
了
に
つ

き
同
所
の
往
来
を
許
可
す
る
。

１０７
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
四
月
）

十
八
日
、御
本
丸
鉄
御
門
台
御
石
垣
積
直
被
仰
付
、当
廿
日
ゟ
往
来

留
、御
番
人
等
右
御
門
続
埋
御
門
ゟ
往
来
之
筈
ニ
候
旨
、御
城

代
被
仰
渡
候
由
、如
例
御
横
目
廻
状
有
之
、翌
年
八
月
十
八
日
ゟ

往
来
不
支
旨
触
有
、

五
月
二
二
日

前
田
利
実
（
前
田
吉
徳
の
九
男
。
重
教
の
弟
）、
金
沢
に
て

没
す
る
。

１０８
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」明
和
三
年
五
月
二
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
利
実
）

一
、
喜
六
郎
殿
当
正
月
ゟ
御
滞
候
処
不
被
宜
、
今
日
七
つ
時
、
御

死
去
、
御
歳
廿
四
歳
、

１０９
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
五
月
）

（
前
田
利
実
）

廿
二
日
、

喜
六
郎
殿
、
今
日
申
下
刻
御
死
去
、
依
之
為
伺
御
機

嫌
頭
分
以
上
御
用
番
宅
江
参
出
、
右
ニ
付
、
不
押
立
普
請
ハ

今
日
ゟ
明
後
廿
四
日
迄
三
日
、
諸
殺
生
・
鳴
物
ハ
来
月
朔
日

（
前
田
孝
昌
）

迄
十
日
遠
慮
之
旨
、
御
用
番
駿
河
守
殿
ゟ
御
廻
状
出
、



四
六

喜
六
郎
殿
御
歳
二
十
四
、
於
宝
円
寺
御
葬
式
、
六
月
五
日
、

御
中
陰
御
茶
湯
有
之
、
御
法
号

廓
諦
院
殿
、

六
月加

賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
「
御
裏
口
御
門
続
御
長
屋
」
造

営
の
た
め
、
木
谷
藤
右
衛
門
か
ら
材
木
を
買
い
上
げ
る
。

１１０
「
木
谷
藤
右
衛
門
家
文
書
」
二
〇
九
号
『
木
谷
藤
右
衛
門
家
文
書
』

覚

一
、
百
五
匁
八
分
四
厘

文
丁
銀

四
尺
切
木
五
十
四
丁
取

但
、
柾
橎
九
十
代

六
丁
ニ
而
柾
橎
壱
丁
形

但
、
壱
丁
ニ
付
壱
匁
九
分
六
厘
宛

右
、
明
和
三
年
戌
六
月
、
二
之
御
丸
御
裏
口
御
門
続
御
長
屋
相
建

申
為
御
用
、
内
作
事
方
江
持
届
売
上
申
御
材
木
直
段
之
儀
者
、
於

御
作
事
所
相
極
候
通
、
代
銀
請
取
申
所
如
件
、（

河
北
郡
）

安
永
四
年
五
月

粟
崎
村藤

右
衛
門

（
守
彬
）

吉
田
清
太
夫
殿

（
永
矩
）

山
岸
源
太
夫
殿

（

良

忠

）

山
本
久
右
衛
門
殿

（
政
次
）

高
畠
権
太
夫
殿

（
易
直
）

陸
田
孫
六
殿

一
一
月
二
九
日

金
沢
城
東
丸
の
大
銀
土
蔵
に
賊
が
入
り
、
金
銀
を
盗
ま

れ
る
。

１１１
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
明
和
三
年
一
一
月
二
九
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
十
一
月
廿
九
日
、
東
御
丸
御
土
蔵
江
賊
入
候
躰
見
付
、
相
改

候
所
、
左
之
通
金
銀
紛
失
之
旨
、

弐
拾
四
貫
三
百
目

封
銀

千
弐
百
七
拾
壱
両

金
子

内

六
百
両

小
判

弐
千
六
百
八
十
四
切

一
歩

右
、
惣
高
之
内
廿
一
両
通
用
金
、
残
金
ハ
正
金
ニ
而
当
時
通

用
無
之
金
子
之
由
、

十
一
月
廿
九
日
東
御
丸

組
外

丹
羽
直
記



明
和
三
年
〜
明
和
四
年

四
七

泊
番

小
原
八
郎
左
衛
門

１１２
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
一
一
月
）

一
、
同
二
十
九
日
、
今
夜
御
城
中
東
丸
大
銀
御
土
蔵
へ
賊
入
、
御

銀
弐
拾
貫
目
計
致
紛
失
候
由
、
御
作
事
方
棟
梁
ニ
候
哉
、
御

本
丸
辺
御
普
請
、
東
之
丸
へ
も
罷
出
候
ニ
付
、
御
土
蔵
之
前

鎖
損
居
申
義
見
付
、
御
番
所
へ
相
断
候
由
、
御
改
之
所
、
金

子
五
百
両
・
金
壱
歩
四
百
切
・
銀
弐
拾
三
貫
目
与
申
事
ニ
候
、

一
二
月

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
「
御
表
口
御
門
御
蔵
」
造
営

の
た
め
、
木
谷
藤
右
衛
門
か
ら
材
木
を
買
い
上
げ
る
。

１１３
「
木
谷
藤
右
衛
門
家
文
書
」
一
九
四
号
『
木
谷
藤
右
衛
門
家
文
書
』

覚

一
、
百
五
匁
八
分
四
厘

文
丁
銀

但
、
柾
橎
九
梃
代

但
、
壱
梃
ニ
付
拾
壱
匁
七
分
六
厘
宛

右
、二
之
御
丸
御
表
口
御
門
御
蔵
相
建
申
為
御
用
、明
和
三
年
十
二
月

売
上
申
直
段
之
儀
者
、於
御
作
事
所
相
極
候
通
、代
銀
請
取
申
所
如
件
、

（
河
北
郡
）

安
永
四
年
二
月

粟
崎

藤
右
衛
門

法
田
治
左
衛
門
殿

（
源
大
夫
永
矩
）

山
岸
源
左
衛
門
殿

（

良

忠

）

山
本
久
右
衛
門
殿

（
権
大
夫
政
次
）

高
畠
権
左
衛
門
殿

（
易
直
）

陸
田
孫
六
殿

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

四
月
一
五
日

前
田
重
教
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
同
月
一
八
日
、
江

戸
城
に
登
る
。
次
い
で
六
月
四
日
、
江
戸
を
発
し
、
同

月
一
六
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

１１４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
四
年
四
月
一
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（

輝

高

）

上
使
松
平
右
京
太
夫

（
前
田
重
教
）

銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

（
中
略
）右

、
御
暇
就
被

仰
出
候
被
遣
之
、

１１５
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
四
年
四
月
一
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵



四
八

御
黒
書
院

御
暇

（
前
田
重
教
）

御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来

（
巻
物
）

（
知
定
）

同

前
田
修
理

（
直
廉
）

同

不
破
彦
三

１１６
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」
明
和
四
年
四
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加

越
能
文
庫
蔵

一
、
四
月
十
五
日
、
御
国
元
江
之

御
暇
、
上
使
御
老
中
松
平

（

輝

高

）

右
京
大
夫
殿
を
以
被
進
、
白
銀
百
枚
・
紗
綾
三
十
巻
御
拝
領
、

（
徳
川
家
基
）

（
康
福
）

大
納
言
様
ゟ
松
平
周
防
守
殿
を
以
縮
緬
廿
巻
、

御
台
様
ゟ
縮
緬
五
巻
御
拝
領
、
十
八
日
、
為
御
礼

御
登
城
、

如
御
例
相
済
候
、
御
痛
所
御
座
候
ニ
付
、
御
用
番
迄
江
御
勤

（
前
田
利
道
）

外
、
御
老
中
江
者
為
御
名
代
備
後
守
様
御
勤
被
成
候
、

１１７
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」明
和
四
年
六
月
一
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵（カ

）

一
、
当
四
日
、
江
戸

御
発
駕
、
夜
前（
越
中
国
）

石
動
御
泊
ニ
而
、
今
日
四

つ
時
過
、

御
着
城
、

１１８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
九
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
マ
マ
）

当
十
七
日
、
（
越
中
国
）

今
石
動
ゟ
御
着
城
之
筈
候
条
、
御
着
之
御
様
子
被
承

合
登
城
、
可
伺
御
機
嫌
候
、
若
御
着
七
時
以
後
ニ
候
ハ
ヽ
、
翌
十

七
日
四
時
頃
ゟ
九
時
頃
迄
之
内
、
可
被
罷
出
候
、
病
気
等
之
面
々

者
、
御
用
番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
隆
達
）

六
月
十
四
日

横
山
々
城
守

御
同
組
様

奉
得
其
意
候

１１９
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
四
月
）

（

輝

高

）

十
五
日
、
上
使
御
老
中
松
平
右
京
大
夫
殿
を
以
、
御
国
許
江
之
御

（
康
福
）

暇
被
仰
出
、
従
西
御
丸
も
御
老
中
松
平
周
防
守
殿
、
従

（

マ

マ

）

御
台
様
も
御
使
森
山
城
守
殿
を
以
、
夫
々
御
例
之
通
御
拝
領

物
有
之
、

十
八
日
、
御
登

城
、
御
暇
之
御
礼
被

仰
上
、
御
懇
之

上
意
、

（
知
定
）

（
直
廉
）

御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、
御
家
老
両
人
前
田
修
理
・
不
破
彦
三

御
目
見
、
拝
領
物
等
都
而
如
御
先
例
ニ
候
事
、
于
時
御
痛
被

為
在
、
今
月
来
月

御
発
駕

御
延
引
、

六
月
四
日
、江
戸

御
発
駕
、十
六
日
夕
七
時
過
、
御
着
城
、但
、昨

（
政
賢
）

夜
（
越
中
国
）

今
石
動
御
泊
、御
礼
使
人
持
組
三
千
五
百
石
横
山
又
五
郎
、

御
目
見
并
御
拝
領
物
如
御
例
ニ
而
同
日
発
、廿
六
日
江
戸
着
、

（
中
略
）

十
七
日
、
昨
日

御
着
城
御
遅
ニ
付
、
今
日
四
時
ヨ
リ
九
時
迄
之



明
和
四
年
〜
明
和
六
年

四
九

内
、
頭
分
以
上
布
上
下
着
用
、
為
伺

御
機
嫌
登

城
、
御

帳
ニ
付
、
例
之
通
於
御
帳
前
火
事
御
定
書
披
見
、
退
出
、

閏
九
月
六
日

前
田
重
教
、
金
沢
を
発
し
、
同
月
一
八
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
（
参
勤
の
挨
拶
は
翌
年
六
月
一
日
に
行
う
）。

１２０
前
田
貞
一
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
明
和
四
丁
亥
、
御
痛
所
為
御
保
養
御
出
府
御
願
、
閏
九
月
六

日
、
金
沢

御
発
駕
、
同
十
八
日
、
江
戸
御
着
府
、

１２１
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」明
和
四
年
閏
九
月
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
カ
）

一
、
今
日
六
時
前
、
御
供
揃
ニ
而
五
つ
時
前
、
御
発
駕
被
遊
候
、

御
供
人
等
末
ニ
記
、

１２２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
九
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
ハ
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

（
閏
九
月
）

来
月
六
日
、

御
発
駕
之
筈
ニ
候
条
、
同
四
日
四
時
頃
ゟ
九
時
頃

迄
之
内
登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
御
用

番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
三
〇
日
）

（

連

起

）

九
月
晦
日

長
九
郎
左
衛
門

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

奉
得
其
意
候

―
―
―
―

―
―
―
―

１２３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
閏
九
月
）

六
日
、
五
時
前
、
御
機
嫌
克

御
発
駕
、
御
作
法
如
前
々
、
御

（
康
済
）

供
御
家
老
松
平
大
弐
、

十
八
日
、
江
戸

御
着
、
御
老
中
方
始
御
案
内
聞
番
被
遣
、
大
奥

江
ハ
七
時
後
ニ
成
候
故
、
翌
十
九
日
女
使
被
上
之
、

１２４
「
諸
事
被
仰
出
等
記
」明
和
五
年
六
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
於
江
戸
六
月
朔
日
、
御
病
後
之
後
御
参
勤
御
礼
御
登
城
、

チ

マ

同
日
、
御
前
様
御
名
、
今
日
ゟ
千
間
姫
様
ト
御
改
被
遊
、

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

正
月
二
九
日

還
俗
し
た
前
田
治
脩
（
時
次
郎
）、
越
中
国
勝
興
寺
よ
り

「
金
谷
御
居
所
」
に
移
る
。

１２５
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
六
年
正
月
二
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
今
日
、
古
国
府
表

時
次
郎
殿
御
発
足
、
今
日
、
金
谷
御
居



五
〇

所
江
御
移
被
遊
、

一
、
越
中
古
国
府
勝
興
寺
御
事

御
様
子
有
之
、御
帰
俗
之
儀
御

願
被
成
候
所
、御
願
之
通
就
被

仰
出
候
、今
般
御
引
取
被
成
、

前
田
時
次
郎
殿
与
被
称
候
、此
段
可
申
聞
旨
被
仰
出
候
事
、

１２６
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

二
月
朔
日
、四
半
時
過
、出
仕

而
居
残
、出
仕
以
下
之
頭
分
ハ
筆
頭

（
政
行
）

壱
人
宛
御
呼
出
、左
之
趣
御
用
番
本
多
安
房
守
殿
御
演
述
、今
日

不
罷
出
人
々
江
ハ
同
役
等
ゟ
伝
達
候
様
、御
横
目
を
以
被
仰
談
、

越
中
古
国
府
勝
興
寺
御
事
、御
養
子
有
之
、御
帰
俗
之
義
、御
願

被
成
候
処
、御
願
之
通
就
被

仰
出
候
、今
般
御
引
取
被
成
、

（
治
脩
）

前
田
時
次
郎
与
被
称
候
、此
段
可
申
聞
旨
被

仰
出
候
事
、

（
マ
マ
）

一
、
時
次
郎
殿
、
今
日
金
谷

御
屋
敷
江
御
引
移
被
成
候
事
、

同
日
、
左
之
通
例
文
之
趣
を
以
、
御
横
目
廻
状
有
之
、

越
中
国
府
勝
興
寺
御
事
、
御
養
子
有
之
、
御
帰
俗
之
義
御
願

被
成
候
処
、
御
願
之
通
就
被

仰
出
候
、
今
般
御
引
取
被
成
、

前
田
時
次
郎
殿
与
被
称
候
、
是
以
後
殿
付
ニ
唱
可
申
候
、
此

段
一
統
可
申
聞
旨
、
被

仰
出
候
事
、

右
之
趣
、頭
支
配
人
等
江
被
申
聞
、組
等
之
内
才
許
有
之
面
々

ハ
、
其
支
配
江
も
申
聞
候
様
、
可
被
申
談
候
事
、

一
、
右
之
趣
、同
月
九
日
、於
江
戸
表
夫
々
為
御
知
被
仰
遣
、且
又

時
次
郎
殿
御
年
齢
、
御
客
衆
等
被
尋
候
ハ
、
廿
七
歳
与
可
答

（
康
済
）

旨
、
松
平
大
弐
被
申
談
、

四
月
二
五
日

前
田
重
教
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
、
同
月
二
八
日
、
江
戸

城
に
登
る
。
次
い
で
五
月
六
日
、
江
戸
を
発
ち
、
同
月

一
九
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

１２７
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
六
年
四
月
二
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
正
右
）

上
使
阿
部
伊
予
守（

前
田
重
教
）

銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

（
中
略
）右

、
就
御
暇
被

仰
付
候
被
遣
之
、

１２８
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
六
年
四
月
二
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

御
暇

（
前
田
重
教
）

御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来



明
和
六
年

五
一

乀

（
康
済
）

煩

松
平
大
弐

（
厚
曹
）

巻
物
五

大
音
帯
刀

１２９
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
明
和
六
年
四
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加

越
能
文
庫
蔵

（
四
月
）

廿
五
日
於
江
戸
、

（
正
右
）

一
、
御
本
丸
ゟ
御
老
中
阿
部
伊
与
守
殿
、
西
ノ
丸
ゟ
御
老
中
板
倉

（
勝
清
）

（
実
久
）

佐
渡
守
殿
、
従

御
台
様
森
山
備
後
守
殿
を
以
、
御
国
許
江

御
暇
被
進
、
如
例
夫
々
御
拝
領
物
有
之
、
同
廿
八
日
、
御
登

（
厚
曹
）

城
、
御
礼
被
仰
上
、
御
家
老
大
音
帯
刀
御
礼
も
申
上
候
、
但
、

（
康
済
）

松
平
大
弐
当
病
也
、

１３０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
六
年
五
月
一
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
六
日
、
益
御
機
嫌
克
、
江
戸
御
発
駕
之
御
飛
脚
、
今
日
到
着
、

１３１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
六
年
五
月
一
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
八
半
時
、

御
帰
城
、
夜
前
（
越
中
国
）

今
石
動
御
泊
り
、
御
礼
之

（
勇
次
）

御
使
者
青
山
将
監
、
暮
時
発
足
、
但
、
御
供
人
左
ニ
記
、

（
下
略
）

１３２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
一
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

当
十
九
日
、
従（
河
北
郡
）

津
幡

御
着
城
之
筈
ニ
候
条
、

御
着
之
御
様
子
被
承
合
登

城
、
可
被

相
伺
御
機
嫌
候
、
若

御
着
七
時
以
後
ニ
候
ハ
ヽ
、
廿
一
日
四
時

ゟ
九
時
頃
迄
之
内
、
可
被
罷
出
候
、
且
又
病
気
等
之
面
々
者
、
御

用
番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（

連

起

）

五
月
十
六
日

長
九
郎
左
衛
門

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

奉
得
其
意
候

―
―
―
―

―
―
―
―

１３３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
四
月
）

（
正
右
）

廿
五
日
、

上
使
御
老
中
阿
部
伊
予
守
殿
を
以
、
御
国
許
江
之
御

暇
被

仰
出
、

（
徳
川
家
基
）

（
勝
清
）

大
納
言
様
ゟ
同
断
、
板
倉
佐
渡
守
殿
を
以
御
例
之
通
夫
々
御

拝
領
、

御
台
様
ゟ
も
同
断
、

（
中
略
）

廿
八
日
、
御
登

城
、
御
暇
之
御
礼
等
都
而
御
例
之
通
、
但
、
御

（

輝

高

）

痛
御
指
引
ニ
而
、
御
老
中
之
内
松
平
右
京
大
夫
殿
・
田
沼
（
意主

（
前
田
利
道
）

次
）
殿
頭
殿
迄
御
勤
、
其
余
ハ

御
名
代
備
後
守
様
、

（
中
略
）

（
五
月
）

六
日
、
江
戸

御
発
駕
、
十
四
日（
越
中
国
）
境

御
着
ニ
付
、
御
老
中
方
江

之

御
書
、
以
早
飛
脚
廿
日
江
戸
江
到
来
、
廿
一
日
朝
聞
番



五
二

持
参
之
、
大
奥
江
之
御
書
も
同
日
女
中
持
参
、

（
朱
書
）「
十
カ
」

廿
九
日
、
八
半
時
、
金
沢

御
着
城
、
昨
夜
（
越
中
国
）

今
石
動
御
泊
也
、
御

（
康
済
）

（
勇
次
）

供
御
家
老
役
松
平
大
弐
、
御
帰
国
御
礼
使
青
山
将
監
、

御

目
見
等
御
例
之
通
ニ
而
発
足
、
六
月
六
日
江
戸
着
、
十
一
日

登

城
、
廿
一
日
江
戸
発
、

五
月
二
六
日

前
田
重
教
、
こ
の
日
か
ら
七
月
三
日
に
か
け
て
、
浄
瑠

璃
を
嗜
む
町
人
を
金
沢
城
土
橋
広
式
に
招
く
。

１３４
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
土
橋
御
広
式
江
浄
瑠
璃
語
候
町
人
被
召
候
事
、
五
月
二
十
六

日
夜
ゟ
七
月
三
日
迄
、
追
々
罷
出
、
其
時
々
押
紙
面
を
以
相

通
候
、
尤
夜
中
罷
帰
候
由
、

九
月
二
三
日

前
田
重
教
、
金
沢
を
発
し
、
一
〇
月
六
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
。
参
勤
の
挨
拶
は
翌
年
四
月
一
五
日
に
行
う
。

１３５
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
一
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
者
、其
段
名
之
下
ニ
可
書
記
候
、以
上
、

（
ゟ
）

当
廿
三
日
、

御
発
駕
之
筈
ニ
候
条
、
廿
二
日
四
時
頃
□
九
時
頃

之
内
登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
、
病
気
等
之
面
々
ハ
御
用
番
宅

迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
隆
振
）

九
月
廿
日

奥
村
主
水

御
相
組
中
殿

奉
得
其
意
候

１３６
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
六
年
九
月
二
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

五
時

一
、
今
日
六
時
之
御
供
揃
ニ
而
、

御
機
嫌
克
御
発
駕
、

１３７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
明
和
六
年
一
〇
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

六
日
於
江
戸

一
、
申
ノ
刻
、
御
機
嫌
克
江
戸
御
上
屋
敷
御
着
之
段
、
十
六
日
御

飛
脚
到
着
、

１３８
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
九
月
）

廿
三
日
、
六
半
時
過
、
御
発
駕
、
御
作
法
都
而
前
々
之
通
、

（
中
略
）

（
一
〇
月
）

六
日
、
江
戸
御
上
邸
江
七
時
過
、

御
着
、
但
、
昨
夜
鴻
巣
御

泊
、
今
日
九
半
時
之
御
供
揃
ニ
而
、
御
下
邸
江
御
立
寄
、
御

（
明
教
）

（
厚
曹
）

供
御
家
老
西
尾
隼
人
・
大
音
帯
刀
、

（
中
略
）

（
明
和
七
年
四
月
）

十
五
日
、
御
登

城
、
御
参
勤
之
御
礼
被

仰
上
、
御
家
老
大
音



明
和
六
年
〜
明
和
七
年

五
三

帯
刀
・
西
尾
隼
人

御
目
見
等
如
例
、
但
、
御
痛
所
就
被
為

（
長
敦
）

在
候
、
御
老
中
御
勤
者

御
名
代
前
田
伊
豆
守
殿
、

一
二
月
四
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
石
垣
普
請
に
か
か
る
年
間
の
入
用
銀

四
〇
貫
目
等
に
つ
き
、
翌
年
以
降
の
半
減
を
決
定
す
る
。

１３９
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

付
札
御
普
請
奉
行
江

御
城
中
御
石
垣
御
普
請
方
、明
和
元
年
ゟ
定
御
普
請
申
渡
、年
中
御

入
用
銀
四
拾
貫
目
、役
小
者
百
四
十
人
ニ
相
極
メ
、坪
数
九
拾
坪
宛

致
出
来
候
図
り
申
渡
置
候
得
共
、詮
義
之
趣
有
之
候
条
、来
年
ゟ
右

（
速
）

御
入
用
銀
等
半
減
ニ
而
、
連
ニ
御
普
請
致
出
来
候
様
、夫
々
可
被
申

談
候
、右
相
減
シ
候
御
か
ね
者
、役
銀
之
内
を
以
除
置
可
被
申
事
、

（
明
和
六
年
）己
丑
十
二
月
四
日

但
、
明
和
六
年
被
仰
渡
也
、

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）

五
月
二
〇
日

こ
の
日
以
後
、
前
田
治
脩
（
時
次
郎
）、
金
沢
城
内
を
見

分
す
る
。

１４０
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
五
月
）

（
前
田
治
脩
）

一
、
前
月
廿
日
以
後
、江
戸
表
ゟ
申
来
候
由
ニ
而
、
時
次
郎
殿

御
城
内
御
順
見
被
遊
候
由
、且
又
江
戸
御
出
府
之
義
も
、来
春

雪
消
次
第
之
筈
、御
用
意
等
、御
細
工
所
之
分
者
不
残
出
来
也
、

閏
六
月
七
日

新
た
に
出
来
し
た
「
御
マ
リ
場
」（
江
戸
藩
邸
か
）
に
て

蹴
鞠
興
行
が
行
わ
れ
る
。

１４１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
明
和
七
年
閏
六
月
二
二
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
当
七
日
、
今
度
出
来
仕
候
御
マ
リ
場
ニ
而
、
蹴
鞠
御
興
行
、

エ
シ
ン

恵
深
与
申
一
向
宗
出
家
并
御
用
聞
町
人
岸
本
太
右
衛
門
等
四

五
人
罷
出
候
由
申
来
、



五
四

八
月
一
一
日

江
戸
深
川
の
加
賀
藩
米
蔵
、
焼
失
す
る
。

１４２
「
毎
日
帳
書
抜
」
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

明
和
七
年
八
月
十
二
日

毎
日
帳

府
一
、
深
川
筋
出
火
、
御
蔵
所
不
残
焼
失
、
御
米
も
千
八
拾
石
余

焼
失
之
事
、

１４３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

八
月
十
一
日
、
深
川
御
蔵
屋
敷
御
焼
失
、
依
而
御
届
有
之
、

九
月
四
日

時
鐘
の
鋳
直
し
が
完
了
す
る
。
次
い
で
同
月
九
日
、
金

沢
城
内
の
時
鐘
所
へ
設
置
さ
れ
る
。

１４４
「
泰
雲
公
御
年
譜
」
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
九
月
）

（
宝
暦
九
年
四
月
）

一
、
同
四
日
、
当
夏
御
城
中
時
鐘
、
先
年
焼
候
後
、
鶴
丸
早
鐘
を

時
鐘
ニ
被
用
候
所
、
鋳
替
出
来
、
今
日
九
時
過
、
車
ニ
而
時

鐘
所
へ
持
付
候
、

一
〇
月
一
四
日

加
賀
藩
江
戸
藩
邸
（
平
尾
邸
）
の
長
屋
等
、
失
火
に
よ
り

焼
失
す
る
。

１４５
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
一
〇
月
）

十
四
日
、
夜
五
半
時
頃
、
御
下
邸
詰
与
力
早
崎
作
助
ゟ
足
軽
使
を

以
て
御
近
習
頭
中
迄
、
御
下
邸
長
屋
ゟ
出
火
之
処
、
及
大
火
、

御
殿
も
危
く
候
段
注
進
ニ
付
、
物
頭
火
消
二
手
合
被
遣
之
図

ニ
候
処
、
重
而
作
助
ゟ
使
来
、
御
門
続
御
長
屋
作
助
御
小
屋

切
に
て
火
鎮
り
、

御
殿
御
別
条
無
之
段
注
進
ニ
付
、
物
頭

火
消
ハ
不
被
遣
之
、
右
ニ
付
公
辺
江

御
届
之
義
、
聞
番
之

内
御
下
邸
江
罷
越
、
火
事
所
等
委
細
見
届
、
宜
取
計
候
様
就

（

正

柄

）

被
仰
出
、
中
川
四
郎
左
衛
門
聞
番
見
習
也
罷
越
、
今
夜
中
御

届
有
之
、
当
座
ニ
御
指
扣
ニ
不
及
旨
、
御
差
図
相
済
候
得
者

其
通
、
若
当
座
ニ
御
挨
拶
無
之
候
得
者
、
御
差
図
有
之
迄
御

慎
之
趣
故
、
明
十
五
日
大
奥
江
女
中
御
使
之
義
否
、
御
広
式

御
用
人
江
委
細
御
用
人
ゟ
示
合
置
、
明
朝
尚
又
申
遣
筈
之
事
、

一
、
明
日
ハ
式
日
ニ
付
、
着
服
之
事
并
御
邸
中
慎
等
之
儀
、
御
用

番
御
老
中
御
指
図
相
待
候
而
ハ
夜
明
候
も
難
計
ニ
付
、
先

御
慎
之
趣
ニ
御
家
老
中
ゟ
夫
々
江
申
渡
、
右
御
届
書
左
之
通
、

拙
者
平
尾
下
屋
敷
南
之
下
長
屋
ゟ
今
酉
中
刻
致
出
火
、
二



明
和
七
年
〜
明
和
八
年

五
五

間
梁
ニ
廿
一
間
之
長
屋
二
筋
并
二
間
梁
ニ
六
間
計
之
物
置
、

九
尺
梁
ニ
四
間
計
之
賄
所
致
焼
失
、
戌
刻
火
鎮
申
候
、
尤

屋
敷
外
類
焼
等
無
御
座
候
、

右
御
届
申
達
候
、
以
上
、

十
月
十
四
日

御
名

拙
者
平
尾
下
屋
敷
之
内
、
今
夜
致
出
火
候
ニ
付
、
指
扣
申

候
而
可
有
御
座
候
哉
相
伺
申
候
、
以
上
、

十
月
十
四
日

御
名

（
前
田
吉
徳
）

享
保
十
年
正
月
廿
七
日
、
加
賀
守
平
尾
下
屋
敷
之
内
致
出

（
忠
之
）

火
候
ニ
付
、
其
節
御
用
番
水
野
和
泉
守
様
江
指
扣
之
儀
相

伺
候
処
、
下
屋
敷
之
儀
ニ
も
候
間
指
扣
ニ
不
及
旨
、
即
刻

御
指
図
相
済
申
候
、
以
上
、

（

正

諠

）

十
月
十
四
日

御
名
之
内

岡
田
太
郎
右
衛
門

（
勝
清
）

右
御
書
付
写
三
通
、
御
用
番
板
倉
佐
渡
守
殿
江
致
持
参
候
処
、

不
及
指
扣
候
旨
、
当
座
ニ
御
指
図
有
之
、

（
前
田
利
与
）

（
前
田
利
道
）

右
御
届
之
儀
、
出
雲
守
様
・
備
後
守
様
江
者
先
聞
番
ゟ
申
上
、

其
外
御
一
門
様
方
江
者
、
翌
十
五
日
聞
番
ゟ
無
急
度
御
留
守

居
ま
て
夫
々
申
遣
、

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

二
月
一
五
日

前
田
治
脩
（
利
有
）、
金
沢
を
発
し
、
同
月
二
七
日
、
江

戸
に
到
着
す
る
。
次
い
で
三
月
二
五
日
、
初
め
て
江
戸

城
に
登
り
、
徳
川
家
治
と
対
面
す
る
。

１４６
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
二
月
一
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
今
日
五
時
、
御
機
嫌
克

時
次
郎
殿

御
発
駕
被
遊
、（
越
中
国
）

高
岡

御
泊
り
、

１４７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
三
月
七
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
前
月
廿
七
日
夜
五
時
頃
、

時
次
郎
殿
御
儀
、
御
機
嫌
克
江

戸
御
上
屋
敷
江
御
着
被
遊
候
、
御
居
間
書
院
ニ
御
当
分
被
成

御
座
候
由
、
廿
九
日
出
町
飛
脚
秡
出
之
、
今
日
参
着
之
事
、

１４８
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
八
年
三
月
二
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

初
而

御
目
見
、

（
前
田
重
教
）

加
賀
守
実
弟
養
方
伯
父

（
前
田
治
脩
）

巻
物
五

金
馬
代

松
平
時
次
郎



五
六

１４９
「
前
田
貞
一
手
記
」
明
和
八
年
四
月
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
時
次
郎
様
、前
月
廿
五
日
、初
而

御
目
見
、御
首
尾
能
被

仰

（
カ
）

上
候
旨
、同
日
江
戸
発
足
町
飛
脚
抜
出
中
飛
脚
歩
ヲ
以
、（

大
音
厚
曹
）

帯
刀

等
ゟ
申
来
、今
日
到
着
之
由
、帯
刀
等
紙
面
写
等
、御
用
番
ゟ（

前
田市

季
陳
）

正
連
名
ニ
而
申
来
、下
書
相
調
、市
正
江
為
持
遣
之
事
、

１５０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
四
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、
頭
分
登

城
、
左
之
通
、

（
前
田
治
脩
）

時
次
郎
様
初
而

御
目
見
之
儀
、
御
願
置
被
成
候
所
、
前
月

廿
五
日
、
御
登
城
被
成
候
様
、
前
日
御
老
中
方
御
連
名
之
御

（
長
敦
）

奉
書
、
前
田
伊
豆
守
殿
御
同
道
御
登
城
、
於
御
黒
書
院

御
目
見
被
仰
上
、
殊
ニ
被
蒙

上
意
、
忝
御
仕
合

思
召
候
、

右
之
趣
、
可
申
聞
旨
被

仰
出
候
事
、

今
日
、御
弘
之
為
御
祝
儀
、今
日
中
、又
ハ
六
日
、御
用
番
宅
江

罷
出
可
申
候
、幼
少（

病
気
）

□
□
等
ニ
而
今
日
登
城
無
之
人
々
ハ
、向

寄
ゟ
伝
達
、
為
御
祝
儀
御
使
者
申
越
候
様
可
被
申
談
候
事
、

四
月
四
日

１５１
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

（
三
月
）

時
次
郎
様
初
而
御
目
見
之
儀
、御
願
置
被
成
候
処
、前
月
廿
五
日
、御

（
長
敦
）

登
城
被
成
候
様
、前
日
御
老
中
方
御
連
名
之
依
御
奉
書
、前
田
伊
豆
守

殿
御
同
道
ニ
而
御
登

城
、於
御
黒
書
院
御
目
見
被
仰
上
、殊
被
蒙
上

意
、忝
御
仕
合
被

思
召
候
、右
之
趣
可
申
聞
旨
被

仰
出
候
事
、

１５２
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
二
月
）

（
前
田
治
脩
）

十
五
日
、朝
六
半
時
、御
供
揃
ニ
而

時
次
郎
殿
御
発
駕
、御
供
御

（

貞

固

）

（

正

直

）

馬
廻
頭
青
木
与
右
衛
門
、御
小
将
頭
三
宅
権
右
衛
門
、御
先
筒

（

勝

周

）

（

清

行

）

頭
堀
孫
左
衛
門
、御
大
小
将
横
目
大
薮
勘
右
衛
門
、御
大
小
将

等
名
前
、旧
冬
廿
九
日
ニ
有
之
互
見
、廿
七
日
、江
戸

御
着
、

（
中
略
）

（
三
月
）

廿
五
日
、
時
次
郎
様
、
昨
日
御
老
中
方
御
連
名
之
依
御
奉
書
、
今

日
御
登
城
、
初
而
於
御
黒
書
院

御
目
見
、
被
蒙
上
意
、
但
、

（
長
敦
）

前
田
伊
豆
守
殿
御
同
道
ニ
而
御
登

城
之
事
、

四
月
二
三
日

前
田
治
脩（
利
有
）お
よ
び
前
田
重
教
の
名
代
、江
戸
城
に

登
り
、重
教
の
隠
居
と
治
脩
の
家
督
相
続
を
命
じ
ら
れ
る
。

１５３
「
太
梁
公
日
記
」明
和
八
年
四
月
二
三
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一



明
和
八
年

五
七



五
八

１５４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
八
年
四
月
二
三
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

松
平
加
賀
守（

頼
済
）

名
代
松
平
播
磨
守

実
弟
養
方
伯
父

（
前
田
治
脩
）

松
平
時
次
郎

右
、
被
為

召
、
加
賀
守
病
気
ニ
付
、
願
之
通
隠
居
被

仰

付
、
時
次
郎
江
家
督
相
続
被

仰
付
之
旨
、
於



明
和
八
年

五
九

御
前
御
懇
之

上
意
有
之
、

１５５
「
前
田
貞
一
手
記
」明
和
八
年
四
月
二
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
四
半
過
、
月
番
ゟ
紙
面
、
去
廿
三
日
江
戸
発
足
之
早
飛
脚
、

今
朝
到
来
、（

大
音
厚
曹
）

帯
刀
等
ゟ
申
来
候
趣
有
之
間
、
追
付
可
致
出
席

旨
申
来
、
及
返
書
、
追
付
金
谷
へ
出
席
、

（
前
田
重
教
）

一
、
中
将
様
御
隠
居
御
願
之
趣
、
先
達
而
御
願
置
被
成
候
処
、
去

（
頼
済
）

（
前
田
治
脩
）

廿
三
日
、
御
名
代
松
平
播
磨
守
殿
并

時
次
郎
様
御
登

城

被
成
候
様
、前
日
御
老
中
方
御
連
名
之
御
奉
書
到
来
、御
登

城
候
処
、
於

御
座
之
間
、
御
願
之
通
御
隠
居
、

時
次
郎

様
御
家
督
被

仰
出
、
段
々
御
懇
之

上
意
有
之
由
、
委
細

之
御
様
子
ハ
追
付
御
使
者
を
以
被

仰
遣
候
由
、
帯
刀
等
ゟ

之
来
状
、
月
番
披
見
候
様
被
申
聞
致
披
見
候
事
、

一
、
一
統
服
相
改
恐
悦
之
挨
拶
有
之
事
、

（
前
田
貞
一
）

但
、
図
書
儀
も
一
統
之
通
、
当
座
之
所
ニ
而
恐
悦
之
挨
拶
申

（
カ
）

達
候
、
且
又
右
紙
面
披
見
以
前
ニ
、
服
改
無
之
ニ
付
、
披
見

之
節
ハ
上
下
着
用
也
、
外
仲
間
衆
ハ
年
寄
中
一
統
披
見
後
披

見
有
之
、
常
服
之
侭
之
由
也
、
右
紙
面
披
見
ニ
付
而
、
改
候

ニ
而
ハ
無
之
、
恐
悦
之
挨
拶
可
申
た
め
迄
也
、

（
奥
村
尚
寛
）

（
前
田
直
方
）

（
本
多
政
行
）

一
、
橘
次
郎
殿
・
三
左
衛
門
ニ
も
被
罷
出
、
房
州
今
日
出
席
断

候
処
、
右
之
御
様
子
ニ
付
、
押
而
出
席
有
之
様
ニ
、
月
番
ゟ

申
参
り
、
出
席
之
事
、

一
、
来
状
左
之
通

（
前
田
直
躬
）

折
紙

猶
以
、
左
之
趣
、
土
佐
守
殿
・
橘
次
郎
殿
等
、
并
図

書
・
若
年
寄
中
ニ
も
御
伝
達
可
被
成
候
、
以
上
、

一
筆
致
啓
達
候
、今
廿
三
日
、
中
将
様
御
名
代
松
平
播

磨
守
殿
并

時
次
郎
様
ニ
も
御
登

城
被
成
候
様
、昨

日
御
老
中
方
御
連
名
之
御
奉
書
到
来
、則
今
日
、御
登

城
被
成
候
処
、於
御
座
之
間

中
将
様
御
願
之
通
、御
隠

居
、
時
次
郎
様
御
家
督
被

仰
出
、段
々

御
懇
之
被

為
蒙

上
意
、重
畳
難
有
御
仕
合
被

思
召
候
旨
、拙
者

共

中
将
様
御
前
江
被
為
召
候
而
、
御
意
ニ
御
座
候
、

且
又

時
次
郎
様
ニ
茂
御
前
江
被
召
、右
御
同
様
之
御

意
ニ
御
座
候
、先
以
重
畳
結
構
成
御
儀
、恐
悦
御
同
意
奉

存
候
、委
細
之
御
様
子
ハ
追
付
御
使
者
を
以
被

仰
遣

候
由
ニ
御
座
候
、右
之
御
様
子
、
御
姫
様
方
江
も
御
申

上
可
被
成
候
、為
其
以
早
飛
脚
申
進
候
、恐
惶
謹
言
、

（
明
教
）

四
月
廿
三
日

西
尾
隼
人

名
乗
判

大
音
帯
刀

同



六
〇

安
房
守
殿
初
十
人
様

１５６
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
四
月
二
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
当
廿
三
日
、前
日
御
老
中
方
御
連
名
依
御
奉
書
、
中
将
様

御

（
頼
済
）

（
前
田
治
脩
）

名
代
松
平
播
磨
守
殿
・
時
次
郎
様
御
登
城
之
処
、於
御
座
間
御

家
督
并
御
隠
居
御
願
之
通
被
仰
出
候
由
、今
暁
早
飛
脚
到
来
之
事
、

１５７
富
田
貞
直
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

五
月
朔
日

一
、
登
城
之
処
、
御
内
々
御
申
談
之
趣
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
先
年
御
大
病
御
煩
被
遊
候
以
後
、
今
以
御
不
出
成
被

為
在
候
に
付
、
御
医
師
中
誰
彼
御
薬
御
服
用
被
成
候
得
共
、

御
全
快
可
被
遊
御
様
子
無
御
座
候
、
依
之

御
隠
居
被
成
、

（
前
田
治
脩
）

時
次
郎
様
江
御
家
督
御
相
続
之
儀
、
御
願
被
成
候
処
、
依
御

奉
書
前
月
廿
三
日
、

（
頼
済
）

中
将
様
御
名
代
松
平
播
磨
守
殿
并

時
次
郎
様

御
登
城
候
処
、
於

御
座
之
間

中
将
様

御
願
之
通

御
隠
居
、

時
次
郎
様
江
御
家
督
被

仰
出
、
段
々
御
懇
之
被
為
蒙

上

意
之
旨
、
御
家
老
中
ゟ
早
飛
脚
を
以
申
述
候
、
先
以
恐
悦
之

御
儀
ニ
て
、
此
段
為
承
知
申
達
候
、
御
祝
詞
被
申
上
儀
ハ
、

追
而
委
曲
之
御
様
子
被
仰
下
候
上
ニ
而
可
申
達
候
、

１５８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
五
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（

喬

昌

）

一
、
今
朝
、従
江
戸
表

御
両
公
様
御
使
者
河
内
山
七
左
衛
門
御
近
習
頭

御
持
頭

本役
、
当
廿
五
日
、江
戸
発
足
、冨
山
江
之
御
使
相
勤
、夫
ゟ
年
寄
中

（
直
躬
）

江
之
御
使
相
勤
以
後
、御
広
式
江
罷
出
、夫
ゟ
前
田
土
佐
守
病
中
ニ

付
宅
江
罷
越
、御
使
相
勤
、尚
又
従

御
両
公
御
書
被
成
下
候
事
、

但
、
頭
分
以
上
今
四
日
、
追
付
熨
斗
目
上
下
着
用
登
城
、

左
之
通
御
弘
、

前
月
廿
二
日
、
依
御
老
中
方
御
奉
書
、
翌
廿
三
日
、

（
前
田
重
教
）

（
頼
済
）

中
将
様
御
名
代
松
平
播
磨
守
殿
并

（
前
田
治
脩
）

時
次
郎
様
御
登
城
被
成
候
処
、
於

御
座
之
間

中
将
様
御
隠
居
御
願
之
通
被

仰
出
、

御
家
督

時
次
郎
様
江
被
仰
付
候
旨
、
段
々

御
懇
之

上
意

重
畳
難
有
御
仕
合
被

思
召
候
、
右
之
趣
、
何
茂
召
寄

可
申
聞
旨
、
今
般
御
使
者
河
内
山
七
左
衛
門
を
以
、
従

御
両
殿
様
被

仰
下
、

御
書
茂
被

成
下
候
、
先
以

御
願
之
通
被

仰
出
、
目
出
度
御
儀
、
恐
悦
之
至
ニ
候
事
、

五
月
四
日

（
奥
村
隆
振
）

右
、
御
用
番
主
水
殿
、
於
柳
之
間
御
演
述
、
其
以
後
、
於
檜



明
和
八
年

六
一

垣
之
間
人
持
組
頭
・
物
頭
御
番
頭
以
下
、
四
切
ニ
被
召
呼
、

左
之
趣
重
而
御
演
述
、

１５９
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

五
月
朔
日
、申
達
候
儀
有
之
候
条
、今
日
五
時
過
可
有
登

城
旨
、昨

（
四
月
三
〇
日
）

（

連

起

）

晦
日
御
用
番
長
九
郎
左
衛
門
殿
依
御
廻
状
、頭
分
以
上
登

城
之

（
隆
振
）

処
、柳
之
御
間
列
居
、御
用
番
奥
村
主
水
殿
、左
之
通
御
演
述
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
、先
年
御
大
病
御
煩
被
遊
候
以
後
、今
以
御
出
来
御
不

出
来
被
為
在
候
ニ
付
、御
医
師
中
誰
彼
煎
薬
御
服
用
被
成
候
得

共
、御
全
快
可
被
遊
御
様
子
無
御
座
候
、依
之

御
隠
居
被
成
、

（
前
田
治
脩
）

時
次
郎
様
江
御
家
督
御
相
続
之
儀
、
御
願
被
成
候
処
、
依
御

奉
書
、
前
月
廿
三
日
、（

頼
済
）

中
将
様
御
名
代
松
平
播
磨
守
殿
并

時
次
郎
様
御
登

城
被
成
候
処
、
於

御
座
之
間

中
将
様
御
願
之
通
御
隠
居
、

時
次
郎
様
江
御
家
督
被

仰
出
、
段
々

御
懇
之
為
蒙

上

意
候
旨
、
御
家
老
中
ゟ
以
早
飛
脚
申
来
候
、
先
以
恐
悦
之
御

事
ニ
候
、
此
段
先
為
承
知
申
達
候
、
御
祝
詞
被
申
上
候
儀
ハ
、

追
而
委
細
之
御
様
子
被

仰
下
候
上
ニ
而
可
申
談
候
、

付
札
御
横
目
江

今
日
頭
分
以
上
江
申
聞
候
趣
、
当
病
等
ニ
而
不
罷
出
人
々
ヘ

ハ
筆
頭
、
又
ハ
向
寄
ゟ
伝
達
有
之
様
、
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

五
月
朔
日

四
月
二
七
日

前
藩
主
前
田
重
教
、
加
賀
守
か
ら
肥
前
守
に
改
め
る
。

１６０
「
前
田
貞
一
手
記
」
明
和
八
年
五
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
中
将
様
御
名

肥
前
守
様
与
御
改
被
成
度
旨
、
御
願
之
通
、

（
大
音
厚
曹
）

前
月
廿
七
日
ゟ
被
改
候
由
、
帯
刀
等
ゟ
申
来
候
事
、

１６１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
五
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
前
月
廿
七
日
ゟ

中
将
様
御
名

肥
前
守
様
与
御
改
被
遊
候
、

１６２
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
四
月
）

（
前
田
重
教
）

（
一
広
）

廿
六
日
、

中
将
様
御
名
替
之
儀

御
願
書
、
松
前
主
馬
殿
を
以

御
指
出
之
処
、
翌
廿
七
日
、

御
願
之
通
被

仰
出
、

肥
前
守
様
与
御
改
、右
御
礼
ハ
御
用
番
へ
迄
聞
番
被
遣
之
、残
ル

御
老
中
方
江
ハ
御
届
迄
有
之
、大
奥
江
も
女
中
文
ニ
而
被

仰
遣
、

六
月
二
五
日

前
田
治
脩
（
利
有
）、
江
戸
城
に
て
元
服
、
正
四
位
下
少



六
二

将
・
加
賀
守
に
叙
任
さ
れ
、
治
脩
と
改
め
る
。

１６３
「
太
梁
公
日
記
」明
和
八
年
六
月
二
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一



明
和
八
年

六
三

１６４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
八
年
六
月
二
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

金
五
枚

巻
物
十

元
服

御
馬
一
疋

御
刀
若
狭
国
冬
広

松
平
時
次
郎

代
金
十
五
枚

加
賀
守
治
脩
ト
改

右
、

御
一
字
被
下
、
被
任
正
四
位
下
少
将
、

御
盃
頂
戴
、
御
刀
備
前
雲
次
、
代
金
廿
枚
拝
領
之
、

１６５
「
留
帳
鈔
録
」
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

時
次
郎
様
前
月
廿
五
日
、

御
元
服
可
被
仰
付
候
条
、

御
登

城
被
成
候
様
、
前
日
御
老
中
方
御
連
名
之
御
奉
書
到
来
、
則

御

登

城
被
成
候
所
、
於

御
黒
書
院
御
目
見
被

仰
上
、

御
一

字

御
頂
戴
、
被
任
正
四
位
下
少
将
候
由
、
御
老
中
御
演
述
、
其

以
後

御
盃
・
御
肴
御
頂
戴
、
御
腰
物
御
拝
領
、
御
懇
之
被
蒙

上
意
、

御
名
を
も
加
賀
守
様
与
御
改
、
且
又

御
名
乗
字
も

ナ
カ

治
脩
様
与
被
称
候
旨
、
同
廿
六
日
、
江
戸
発
足
之
早
飛
脚
、
今
日

（
横
山
隆
達
）

到
着
、河
内
守
等
ゟ
申
来
候
ニ
付
、為
御
承
知
申
進
候
、先
以
段
々

結
構
之
御
様
子
、
恐
悦
御
同
意
ニ
御
座
候
、
以
上
、（

孝
昌
）

七
月
朔
日

前
田
駿
河
守

（
貞
一
）

前
田
図
書
様

１６６
「
前
田
貞
一
手
記
」
明
和
八
年
七
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
月
番
ゟ
紙
面
到
来
、
時
次
郎
様
、前
月
廿
五
日
、御
元
服
可

被
仰
付
候
条
、御
登

城
被
成
候
様
、前
日
御
老
中
方
御
連
名

御
奉
書
到
来
、則

御
登
城
被
成
候
処
、於
御
黒
書
院

御
目

見
、御
一
字
被
進
、被
任
正
四
位
下
少
将
候
由
、御
老
中
御
演

述
、其
以
後
御
盃
・
御
肴
御
頂
戴
、御
腰
物

御
拝
領
、御
懇

之

上
意
、
御
名
も

加
賀
守
様
与
御
改
、且
又
御
名
乗
字

ナ
カ

も

治
脩
様
与
被
称
候
旨
、同
廿
六
日
江
戸
発
足
之
早
飛
脚
、

（
横
山
隆
達
）

今
日
到
着
、河
内
守
殿
等
ゟ
申
来
旨
、談
候
而
及
返
書
候
事
、

１６７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
七
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、
御
弘
之
趣
為
御
祝
儀
、
今
日
・
明
後
日
中
年
寄
中
等

宅
江
可
相
勤
候
、
幼
少
・
病
気
等
ニ
而
今
日
登
城
無
之
面
々

者
、
御
弘
之
趣
、
向
後
ゟ
伝
達
、
為
御
祝
儀
御
用
番
宅
江
以



六
四

使
者
可
被
申
越
候
、
此
段
夫
々
可
被
申
談
事
、
左
之
通
演
述
、

前
月
廿
五
日
、
御
元
服
被

仰
付
候
条
、

御
登
城
被
成

候
様
、
前
日
御
老
中
方
御
連
名
依
御
奉
書
、
則
御
登
城
被

成
候
処
、
於

御
黒
書
院

御
目
見
被

仰
上
、

御
一

字
御
頂
戴
、
被
任
少
将
、
其
上
御
盃
・
御
肴
御
頂
戴
、
御

腰
物
御
拝
領
、
御
懇
之
被
為
蒙

上
意
、
御
名
を
も

加

賀
守
様
与
御
改
、
重
畳
難
有
御
仕
合
被
思
召
候
、
此
段
何

茂
可
申
聞
旨
、
拙
者
共
迄
以

御
書
被
仰
下
候
事
、

ナ
カ

一
、
御
一
字
御
拝
領
ニ
付
、

御
名
乗
字

治
脩
様
与
奉
称
候
、

御
家
中
之
人
々
、
実
名
同
字
有
之
候
者
、
相
改
可
申
候
、
文

字
違
候
而
も
唱
同
事
候
者
、
唱
替
可
申
事
、

七
月
四
日

１６８
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
六
月
）

廿
五
日
、
当
公
御
元
服
、
賜
御
字
、
御
名

ハ
ル
ナ
ガ

加
賀
守
様
与
御
改
、
御
諱

治
脩
公
与
被
称
、

七
月
二
五
日

前
田
治
脩
、
家
督
相
続
後
、
初
め
て
帰
国
を
許
可
さ
れ
、

同
月
二
八
日
、
江
戸
城
に
登
る
。
八
月
六
日
、
江
戸
を

発
し
、
同
月
一
八
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

１６９
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
八
年
七
月
二
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
康
福
）

上
使
松
平
周
防
守（

前
田
治
脩
）

銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

右
、
御
暇
ニ
付
被
遣
之
、

１７０
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
八
年
七
月
二
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

御
暇

（
前
田
治
脩
）

御
鷹

御
馬

御
刀

初
而

松
平
加
賀
守

備
前
国
康
光

代
金
廿
枚

一
、
御
白
書
院
江

渡
御
、
月
次
之
御
礼
四
品
已
上
、

而
、

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（

隆
達
）

巻
物
五

横
山
河
内
守

（
厚
曹
）

同

大
音
帯
刀

１７１
「
前
田
貞
一
手
記
」
明
和
八
年
八
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
前
月
廿
五
日
出
足
之
早
飛
脚
、今
日
到
着
、同
日
、
上
使
松
平

（
康
福
）

周
防
守
殿
を
以

御
国
許
へ
之
御
暇
被

仰
出
、御
拝
領
物
如

（
徳
川
家
基
）

（
正
允
）

御
例
、従

大
納
言
様
も
上
使
阿
部
豊
後
守
殿
を
以

御
拝
領



明
和
八
年

六
五

（
信
卿
）

物
有
之
、
御
台
様
ゟ
も
夏
目
但
馬
守
殿
を
以
御
拝
領
も
の
有

（
横
山
隆
達
）

之
候
旨
、河
内
守
殿
等
ゟ
申
来
、且
御
発
駕
弥
当
六
日
、十
八
日

御
着
城
可
被
成
旨
も
申
来
、右
紙
面
自
分
ニ
も
披
見
之
事
、

１７２
「
前
田
貞
一
手
記
」
明
和
八
年
八
月
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
月
番
ゟ
紙
面
、
前
月
廿
九
日
卯
之
刻
、
江
戸
発
出
早
飛
脚
、

昨
夜
到
着
、
同
廿
八
日
、
御
暇
被
進
候
御
礼
御
登

城
、
於

御
黒
書
院
御
礼
被

仰
上
、
御
懇
之

上
意
、
御
手
自
御
熨

（
横
山
隆
達
）

斗
蚫
御
頂
戴
、
御
腰
物
・
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、
河
内
守
・

（
大
音
厚
曹
）

帯
刀
御
目
見
、
御
巻
物
拝
領
之
段
申
来
候
、
仍
之
明
六
日
、

頭
分
以
上
御
弘
申
聞
候
ニ
付
、
五
時
過
可
致
登

城
旨
申
来
、

恐
悦
承
知
之
段
、
及
返
書
候
事
、

１７３
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
八
月
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
諸
頭
登
城
、
左
之
通
御
弘
、

（
康
福
）

前
月
廿
五
日
、
上
使
松
平
周
防
守
殿
を
以
、初
而
御
国
許
江

之
御
暇
被

仰
出
、白
銀
・
御
巻
物
御
拝
領
、従

（
徳
川
家
基
）

（
正
允
）

大
納
言
様
阿
部
豊
後
守
殿
を
以
、御
拝
領
物
有
之
、従
御
台
様

（
信
卿
）

茂
夏
目
但
馬
守
殿
を
以
、御
巻
物
御
拝
受
被
成
候
、右
為
御
礼
、

同
廿
八
日
、御
登
城
被
成
候
所
、於
御
黒
書
院

御
目
見
、御

懇
之

上
意
、殊
御
手
自
御
熨
斗
蚫
御
頂
戴
、其
上
御
腰
物
・

（
隆
達
）

（
厚
曹
）

御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、且
又
横
山
河
内
守
・
大
音
帯
刀

御
前

江
被
召
出
、御
巻
物
頂
戴
之
、重
畳
難
有
御
仕
合
被

思
召
候
、

右
之
趣
何
茂
江
可
申
聞
旨
、以

御
書
被

仰
下
候
事
、

１７４
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
七
月
）

（
康
福
）

前
月
廿
五
日
、
上
使
松
平
周
防
守
殿
を
以
、初
而
御
国
許
江
之
御

（
徳
川
家
基
）

（
正
允
）

暇
被
仰
出
、白
銀
・
御
巻
物
御
拝
領
、従
大
納
言
様
阿
部
豊
後
守
殿

（
信
卿
）

ヲ
以
御
拝
領
物
有
之
、従
御
台
様
茂
夏
目
但
馬
殿
を
以
御
巻
物
御

拝
受
被
成
候
、右
為
御
礼
同
廿
八
日
、御
登
城
被
成
候
処
、於
御
黒

書
院
御
目
見
、御
懇
之

上
意
、殊
御
手
自
御
熨
斗
蚫
御
頂
戴
、其

タ
カ

（
隆
達
）

（
厚
曹
）

上
御
腰
物
・
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、且
又
横
山
河
内
守
・
大
音
帯
刀

御
前
江
被

召
出
、御
巻
物
頂
戴
之
、重
畳
難
有
御
仕
合
被

思
召

候
、右
之
趣
何
茂
可
申
聞
旨
、以

御
書
被
仰
下
候
、

１７５
「
太
梁
公
日
記
」
明
和
八
年
八
月
六
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一



六
六

１７６
「
前
田
貞
一
手
記
」明
和
八
年
八
月
一
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
去
六
日
辰
ノ
后
刻
、御
機
嫌
能
御
発
駕
被
成
候
旨
、同
日
早
飛

（
前
田
知
定
）

脚
を
以
、
修
理
ゟ
申
来
、今
日
到
着
、右
紙
面
披
見
之
事
、

１７７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
八
月
一
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
六
日
弥
御
機
嫌
克
、
江
戸
御
発
駕
之
早
飛
脚
到
来
、

１７８
「
太
梁
公
日
記
」明
和
八
年
八
月
一
八
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一



明
和
八
年

六
七

１７９
「
前
田
貞
一
手
記
」明
和
八
年
八
月
一
八
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
六
半
時
、
半
上
下
着
用
、
出
宅
登
城
、

但
、
供
廻
常
之
通
、
中
小
将
両
人
上
下
供
、

一
、
九
時
過
、
大
樋
見
番
罷
越
、
年
寄
中
等
三
ノ
御
丸
橋
爪
へ
被

（
本
多
政
行
）

罷
出
、
大
橋
見
番
ニ
て

御
城
代
・
房
州
・
御
家
老
中
御
式

台
へ
罷
出
有
之
、
見
計
階
下
江
罷
出
、
房
州
ニ
ハ

御
前
之

（
前
田
貞
一
）

（
不
破
直
廉
）

御
右
之
方
江
召
出
、
図
書
等
ハ
御
左
之
方
江
列
居
、
彦
三
者

御
先
立
ニ
付
、
箱
段
際
ニ
伺
公
、
房
州
江

御
意
有
之
、
則

御
請
被
申
上
、
図
書
等
へ
も

御
意
有
之
、
被
為

入
、
房

州
等
御
跡
ゟ
御
供
ニ
而
罷
越
、
房
州
ニ
ハ
席
之
口
迄
御
供
、

図
書
等
ハ
御
居
間
書
院
取
附
之
御
廊
下
御
杉
戸
外
迄
御
供
也
、

（
カ
）

但
、
御
着
城
少
前
九
半
打
御
馬
也
、

一
、
御
着
城
追
付
檜
垣
之
間
上
ノ
間
ニ
年
寄
中
等
・
御
家
老
中
迄

（
録
）

列
座
、
初
て

御
着
城
、
御
祝
義
御
肴
代
目
六
ヲ
以
献
上
之
、

（

忠

郷

）

人
々
目
録
、
松
田
五
郎
左
衛
門
江
相
渡
上
之
候
事
、

１８０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
八
年
八
月
一
八
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
夜
前
、（
河
北
郡
）

津
幡
御
泊
、（
同
上
）

森
下
ニ
而
駒
御
覧
被
遊
、九
半
時
、
御
機

嫌
克
御
着
城
被
遊
、為
御
礼
江
戸
表
之
御
使
、御
家
老
前
田

（
貞
一
）

図
書
、七
半
時
発
足
之
事
、図
書
拝
領
物
紗
綾
二
巻
・
判
金
弐
枚
・
御
羽
織
一
被

下
、将
又
図
書
儀
、加
判
之
儀
於

御
前
被

仰
渡
、

１８１
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
七
月
）

（
康
福
）

廿
五
日
、

上
使
御
老
中
松
平
周
防
守
殿
を
以
、初
而
御
国
許
江
之

御
暇
被
進
、御
拝
領
物
等
御
前
例
之
通
、但
、八
月
六
日
互
見
、

（
中
略
）

（
八
月
）

（

連

起

）

六
日
、
昨
日
御
用
番
長
九
郎
左
衛
門
殿
依
御
廻
文
、
頭
分
以
上
布

上
下
着
用
、
今
日
五
時
登

城
、
御
帳
ニ
付
、
柳
之
御
間
ニ

列
居
之
処
、
左
之
通
九
郎
左
衛
門
殿
御
演
述
、
依
之
前
記
之

通
談
有
之
、
御
年
寄
衆
等
御
宅
江
参
出
、

前
月
廿
五
日
、

上
使
松
平
周
防
守
殿
を
以
、
初
而

御
国

許
江
之
御
暇
被

仰
出
、白
銀
・
御
巻
物
御
拝
領
、従

（
徳
川
家
基
）

（
正
允
）

大
納
言
様
阿
部
豊
後
守
殿
を
以
御
拝
領
物
有
之
、従

（
信
卿
）

御
台
様
も
夏
目
但
馬
守
殿
を
以
御
巻
物
御
拝
受
被
成
候
、為

御
礼
同
廿
八
日
、御
登
城
被
成
候
処
、於
御
黒
書
院

御
目
見
、

御
懇
之
上
意
、殊

御
手
自
御
熨
斗
蚫

御
頂
戴
、其
上
御
腰



六
八

（
隆
達
）

（
厚
曹
）

物
・
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、
且
又
横
山
河
内
守
・
大
音
帯
刀

御
前
江
被

召
出
頂
戴
物
被

仰
付
、重
畳
難
有
御
仕
合
被

思
召
候
、右
之
趣
、何
も
可
申
聞
旨
、以

御
書
被

仰
下
候
、

同
日
、
当
公
江
戸

御
発
駕
、
但
十
八
日
、

御
入
国
、
其

節
ニ
委
書
ス
、

（
中
略
）

（
八
月
）

十
八
日
、
昨
夜（
河
北
郡
）

津
幡
駅

御
泊
、
今
日
六
半
時
御
供
揃
ニ
而
、
同

刻
過
、

御
発
駕
、
九
半
時
頃
、
御
機
嫌
克

御
着
城
、
御

供
横
山
河
内
守
・
大
音
帯
刀
等
、
御
式
台
鑑
板
江

御
城
代

（
政
行
）

本
多
安
房
守
・
御
家
老
役
・
若
年
寄
中
罷
出
有
之
候
処
、

（
直
廉
）

御
着
有
之
、
御
先
立
不
破
彦
三
勤
之
、
階
上
御
大
小
将
御
番

頭
・
御
大
小
将
列
居
、
其
外
御
先
例
之
通
、

八
月
一
五
日

加
賀
藩
、江
戸
藩
邸（
本
郷
邸
）西
御
殿
の
斧
初
め
を
行
う
。

１８２
「
太
梁
公
日
記
」明
和
八
年
八
月
二
九
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一

１８３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
八
月
）

今
月
十
五
日
、
江
戸
御
上
邸

新
御
殿
斧
初
御
規
式
有
之
、

一
〇
月
二
七
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
内
を
見
分
す
る
。

１８４
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
一
〇
月
）

廿
七
日
、四
半
時
過
、奥
之
口
ゟ
被

御
出
、
御
城
中
御
巡
見
、八
時

（
本
多
政
行
）

（
前
田
孝
昌
）

頃
、同
断
ゟ

御
帰
殿
、御
城
代
安
房
守
・
駿
河
守
其
外
御
城
附

之
御
役
人
、前
々
之
通
罷
出
、御
歩
頭
ニ
付
、安
房
守
御
先
立
被

勤
之
折
ニ
小
雨
降
候
ニ
付
、御
供
建
之
外
ハ
安
房
守
等
初
何
も

手
傘
用
之
、且
御
供
建
御
近
習
ゟ
被

召
連
、御
通
行
之
節
御

玄
関
前
江
詰
番
之
人
々
罷
出
候
儀
等
、御
寺
御
参
詣
之
節
同
断
、

一
一
月
五
日

加
賀
藩
、
来
年
の
金
沢
城
石
垣
普
請
に
つ
き
、
辰
巳
櫓

の
崩
落
箇
所
か
ら
の
着
手
を
命
じ
る
。

１８５
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

付
札
御
普
請
奉
行
江

来
年
御
石
垣
御
普
請
之
儀
、
右
紙
面
を
以

相
伺
候
処
、
辰
巳

御
櫓
下
御
石
垣
崩
所
ゟ
早
速
御
普
請
取
掛
候
様
、
被

仰
出
候



明
和
八
年

六
九

＊

条
、
可
被
得
其
意
候
事
、

十
一
月
五
日

但
、
明
和
八
年
被
仰
渡
也
、

一
一
月

加
賀
藩
、
時
鐘
所
の
位
置
を
検
討
す
る
。

１８６
「
前
田
貞
一
手
記
」明
和
八
年
一
一
月
二
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

〇
去
夏
、時
鐘
鋳
直
出
来
之
砌
、当
時
之
時
鐘
所
へ
為
釣
可
然
と
遂
僉

義
候
所
、場
所
狭
ク
大
鐘
之
鐘
楼
者
難
相
建
様
、御
作
事
奉
行
本
保

（
以
守
）

十
太
夫
等
申
聞
候
ニ
付
、最
前
之
通
、越
後
屋
敷
ニ
鐘
楼
可
被
仰
付

哉
と
相
伺
候
所
、僉
義
之
通
与
被
仰
出
候
ニ
付
、御
入
用
之
義
遂
僉

義
候
所
、拾
貫
三
百
目
余
ニ
て
致
出
来
候
旨
申
聞
候
間
、過
分
之
御

入
用
故
、先
見
合
、当
時
之
時
鐘
所
、甚
右
衛
門
坂
御
門
脇
之
義
者
、

古
来
時
鐘
所
ニ
候
所
、何
頃
ニ
候
哉
、越
後
屋
敷
へ
被
遣
候
様
ニ
承

伝
候
間
、鐘
楼
建
直
候
者
、右
鐘
為
釣
申
義
可
相
成
と
、重
而
段
々

遂
僉
義
候
所
、右
之
通
被
仰
付
候
ヘ
ハ
不
指
支
、御
入
用
も
弐
貫
七

百
目
計
ニ
て
致
出
来
候
段
申
聞
候
間
、過
分
御
入
用
相
減
候
ニ
付
、

当
時
之
所
へ
被
遣
、只
今
迄
時
鐘
ニ
用
置
候
早
鐘
ハ
、最
前
之
通
三

（
前
田
治
脩
）

ノ
御
丸
へ
被
遣
置
可
然
旨
遂
僉
義
、
加
賀
守
様
へ
相
伺
候
所
、

伺
之
通
与
被

仰
出
候
、右
之
趣
ニ
付
、先
達
而
相
伺
候
趣
と
ハ
違

候
間
申
進
候
条
、以
御
序
可
被
達
御
聴
旨
、十
一
月
十
四
日
、

（
前
田
孝
昌
）

駿
河
守
状
両
人
充
所
、此
外
之
来
状
替
ル
品
無
之
、爰
ニ
略
ス
、

（
中
村
斉
）（
不
破
直
廉
）

右
紙
面
、以
万
右
衛
門
彦
三
入

御
覧
、

一
二
月
二
一
日

加
賀
藩
、江
戸
藩
邸（
本
郷
邸
）西
御
殿
の
上
棟
式
を
行
う
。

１８７
「
前
田
貞
一
手
記
」明
和
八
年
一
二
月
二
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
西
御
殿
御
上
棟
御
規
式
、
御
首
尾
能
被
為
済
候
旨
、
志
村

（

識

行

）

五
郎
左
衛
門
申
聞
候
事
、

１８８
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
一
二
月
）

廿
一
日
、
江
戸
新
御
殿
御
上
棟
御
規
式
有
之
、

明
和
年
間

戸
室
山
か
ら
の
石
材
調
達
に
関
係
し
て
、
石
川
郡
牛
坂

橋
の
高
山
の
内
に
仮
小
屋
が
建
設
さ
れ
た
と
い
う
。

１８９
「
戸
室
山
初
年
号
等
留
帳
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
戸

室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報
告
書
』
Ⅰ

明
和
年
中
ハ
橋
之
高
山
ノ
内
ニ
仮
小
屋
相
建
、
山
役
銀
相
渡
候
事

も
有
之
、



七
〇

安
永
元
年
（
明
和
九
年
。
一
七
七
二
）

二
月
一
六
日

甚
右
衛
門
坂
の
上
の
時
鐘
、一
時
的
に
鶴
丸
へ
移
さ
れ
る
。

１９０
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
二
月
一
六
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
甚
右
衛
門
坂
之
上
ニ
有
之
当
時
之
時
鐘
、
九
ツ
打
、
今
昼
直

ニ
鶴
の
御
丸
早
鐘
所
江
釣
、
八
時
よ
り
打
候
事
、
但
、
本
右

之
鐘
ハ
早
鐘
ニ
候
事
、

（
出
来
カ
）

但
、右
鐘
楼
出
来
次
第
、去
年
次
第
之
時
鐘
釣
申
筈
之
事
、

二
月
二
八
日

金
沢
城
会
所
付
近
の
長
屋
が
焼
失
す
る
。

１９１
「
太
梁
公
日
記
」明
和
九
年
二
月
二
八
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一

１９２
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
二
月
二
八
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
夜
四
時
過
、
会
所
御
宮
坂
之
方
長
屋
出
火
、
十
三
間
計
焼
失
、

九
時
前
鎮
、



安
永
元
年
（
明
和
九
年
）

七
一

（
前
田
孝
昌
）

右
火
事
ニ
付
、
駿
河
守
早
速
罷
出
、
彼
是
指
図
有
之
由
也
、

１９３
前
田
貞
一
「
覚
書
」明
和
九
年
三
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

〇
今
夜
亥
中
刻
、表
会
所
御
門
続
御
長
屋
出
火
之
処
、火
消
中
等
罷

出
火
防
、早
速
防
留
申
候
、右
出
火
之
様
子
、御
横
目
へ
申
渡
、相

糺
候
所
、御
長
屋
御
宮
坂
之
方
ゟ
十（
間
カ
）
軒
計
置
、此
方
物
置
ゟ
燃
出
、

御
門
之
方
八
、
九
軒
計
焼
失
仕
、外
ニ
会
所
役
所
御
土
蔵
等
、別

条
無
御
座
候
、右
之
処
者
常
々
人
無
之
候
ニ
付
、御
門
番
人
も
参

付
不
申
、外
ゟ
呼
候
而
聞
付
候
旨
ニ
御
座
候
、先
以
早
速
火
鎮
、

恐
悦
之
至
奉
存
候
、尤
拙
者
共
初
御
家
老
中
等
罷
出
、夫
々
及
指

図
申
候
、委
細
之
義
者
追
而
及
言
上
可
申
候
、右
之
趣
可
被
達

御
聴
候
、依
之
以
早
飛
脚
申
進
候
、以
上
、二
月
廿
八
日

（
横
山
隆
達
）

河
内
守
両
人
宛
所

追
而
宝
暦
七
年
正
月
八
日
夜
、越
後
屋
敷

御
長
屋
焼
失
之
節
、
公
儀
へ
御
届
無
之
様
子
ニ
相
見
へ
候
間
、

此
度
も
及
申
間
敷
と
存
候
、此
段
為
御
心
得
申
進
候
、以
上
、

〇
今
廿
八
日
夜
四
時
過
、
会
所
御
長
屋
御
宮
坂
之
方
よ
り
六
、
七

間
計
置
物
置
之
内
ゟ
燃
出
、
御
門
之
方
へ
八
、
九
間
計
焼
失
仕
、

四
ツ
半
時
過
、
消
留
申
候
、
即
刻
拙
者
共
罷
出
、
夫
々
縮
方
申

渡
候
、
会
所
之
内
等
相
違
之
義
無
御
座
候
、
委
細
御
用
番
ゟ
言

上
之
通
ニ
候
て
も
、尚
更
各
迄
申
達
候
条
、此
段
可
被
達

御（候
脱
カ
）
聴
、

（
本
多
政
行
）

以
上
、
二
月
廿
八
日

安
房
守
・
駿
河
守

両
人
宛
所

一
、
右
月
番
ゟ
之
状
、
聞
番
江
見
セ
御
届
ニ
不
及
趣
申
遣
候
旨
申

聞
候
へ
者
、
尤
御
届
ニ
及
不
申
義
ニ
候
由
申
聞
候
事
、

１９４
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
九
年
二
月
二
八
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
夜
四
時
、
会
所
御
長
屋
ゟ
出
火
、
御
長
屋
八
、
九
間
焼
失
、

外
御
別
条
無
御
座
事
、

二
月
二
九
日

加
賀
藩
江
戸
藩
邸
（
本
郷
邸
）
の
西
御
殿
が
類
焼
す
る
。

１９５
「
太
梁
公
日
記
」
明
和
九
年
三
月
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一



七
二

１９６
前
田
貞
一「
覚
書
」明
和
九
年
二
月
二
九
日
条
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

加
越
能
文
庫
蔵

一
、
昼
四
時
頃
ゟ
目
黒
行
人
坂
ゟ
出
火
之
所
、烈
風
段
々
及
大
火
候

内
、暮
合
頃
ゟ
丸
山
ゟ
出
火
、揃
拍
子
木
打
候
ニ
付
、即
刻
御
殿

へ
罷
出
候
所
、
山
辺
へ
罷
越
見
計
ヒ
、
手
勢
を
以
為
防
候
様
、

（
中
村
斉
）

（
万
カ
）
義
右
衛
門
を
以
被

仰
出
候
ニ
付
、奉
畏
ル
段
申
上
、追
付
山
辺

へ
罷
越
候
所
、無
心
元
義
も
無
之
ニ
付
、追
分
御
門
之
方
へ
見
廻

り
、西
御
殿
辺
ニ
扣
罷
在
、其
内
西
御
殿
へ
も
見
廻
り
候
所
、次

第
ニ
追
分
之
方
へ
焼
抜
候
ニ
付
、西
御
殿
往
来
之
方
角
之
御
土

蔵
辺
為
防
、危
キ
様
子
も
無
之
ニ
付
、一
先
御
殿
へ
立
帰
候
所
、

丸
山
之
方
跡
火
指
返
シ
、西
御
殿
甚
危
由
ニ
付
、又
西
ノ
御
殿
之

方
へ
罷
越
候
而
、火
之
粉
為
防
候
所
、火
之
粉
西
御
殿
屋
祢
裏
へ

吹
込
焼
出
、不
残
御
類
焼
、夫
ゟ
御
附
引
越
小
屋
等
、亭
・
御
土

蔵
其
外
下
長
屋
等
焼
失
、切
通
シ
之
高
与
力
小
屋
半
分
焼
失
、

（
徳
川
治
保
）

八
筋
之
方
ヘ
ハ
火
不
出
、水
戸
様
之
方
へ
焼
ぬ
け
候
事
、委
細
者

略
ス

一
、
右
行
人
坂
ゟ
出
火
之
火
ハ
、
千
住
之
方
へ
焼
貫
、
丸
之
内
御

老
中
方
初
、
御
大
名
衆
不
残
類
焼
、
御
城
ハ
無
御
別
事
、
此

火
翌
卅
日
昼
過
鎮
り
候
由
、
委
細
者
略
ス
、

（
前
田
治
脩
）

一
、
中
将
様
度
々
御
屋
敷
之
内

御
巡
見
御
出
馬
被
遊
候
事
、

一
、
西
御
殿
御
類
焼
之
義
、
先
火
事
最
中
丑
ノ
刻
、
御
国
江
以
早

飛
脚
申
遣
候
事
、

１９７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
九
年
三
月
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
前
月
廿
九
日
暮
六
時
、於
丸
山
田
町
ゟ
出
火
、烈
風
ニ
而
段
々

及
大
火
、
御
上
屋
敷
新
御
殿
御
類
火
、
夫
ゟ
北
御
櫓
并
御
前

（
前
田
重
教
）

様
付
御
小
屋
等
焼
失
、
御
屋
形
無
御
別
条
、

中
将
様
益
御

機
嫌
克
被
為
入
旨
、
今
日
四
半
時
過
、
早
飛
脚
到
来
、
依
之

公
辺
為
御
窺
御
使
番
石
黒
宇
兵
衛
早
打
御
使
被
仰
渡
、
同
日

七
前
発
足
之
事
、
同
月
十
七
日
帰
着
、

二
月
二
九
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
河
北
門
の
普
請
に
つ
き
、
往
来
を
禁



安
永
元
年
（
明
和
九
年
）

七
三

止
す
る
。

１９８
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
二
月
二
二
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

河
北
御
門
御
普
請
就
被
仰
付
候
、
当
廿
九
日
よ
り
往
来
指
留
候
条
、

御
城
中
御
番
人
、
且
又
就
御
用
罷
出
候
面
々
、
石
川
御
門
よ
り
往

来
之
筈
に
候
条
、
此
段
夫
々
一
統
不
相
洩
様
可
被
申
談
候
事
、

（
本
多
政
行
）

二
月
廿
一
日

御
城
代
安
房
守
よ
り
御
横
目
へ
渡
之
、

１９９
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
九
年
二
月
二
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
河
北
御
門
御
普
請
就
被

仰
付
、
当
廿
九
日
ゟ
往
来
指
留
候

条
、
御
城
中
御
番
人
、
且
又
御
用
ニ
付
罷
出
候
人
々
、
石
川

御
門
ゟ
往
来
之
筈
之
旨
、
今
日
被

仰
渡
、

２００
「
太
梁
公
日
記
」明
和
九
年
二
月
二
九
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一

二
月
二
九
日

甚
右
衛
門
坂
の
上
の
撞
鐘
堂
が
竣
工
す
る
。
次
い
で
三

月
二
日
か
ら
時
鐘
が
撞
か
れ
る
。

２０１
「
太
梁
公
日
記
」明
和
九
年
二
月
二
九
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一

（
三
〇
日
）

２０２
「
太
梁
公
日
記
」明
和
九
年
二
月
晦
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一

２０３
「
太
梁
公
日
記
」
明
和
九
年
三
月
二
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一

２０４
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
三
月
二
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
去
年
出
来
之
時
鐘
、
今
日
よ
り
甚
右
衛
門
坂
御
門
之
内
鐘
楼

就
出
来
、
右
鐘
を
釣
つ
き
候
事
、



七
四

四
月
一
〇
日

中
村
宇
右
衛
門
ら
、
金
沢
城
石
川
門
の
与
力
番
所
に
お

い
て
酒
宴
を
催
し
、
後
日
処
罰
さ
れ
る
。

２０５
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
四
月
二
〇
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
去
十
日
夜
、
石
川
御
門
与
力
番
所
江
料
理
屋
弁
当
取
寄
、
何

茂
振
廻
酒
盛
、
小
謡
も
諷
候
ニ
付
、
一
昨
朝
よ
り
右
与
力
共

（
秀
昶
）

寺
西
弾
正
宅
ニ
て
詮
儀
有
之
、
昨
夕
方
済
候
由
、
右
与
力
ハ

（
時
純
）

（
孝
倍
）

伊
藤
内
膳
与
力
中
村
宇
右
衛
門
、
永
原
将
監
与
力
小
原
守
右

衛
門
、
明
組
与
力
原
田
吉
郎
兵
衛
、
三
人
共
為
指
置
候
、

但
、
右
料
理
屋
ハ
才
川
橋
爪
中
屋
相
平
等
ハ
町
会
所
ニ
而

吟
味
有
之
、
組
預
り
ニ
成
候
由
、

六
月
二
八
日

こ
の
日
以
前
、
金
沢
城
河
北
門
が
竣
工
す
る
。
年
寄
役

本
多
政
行
（
安
房
守
）、
同
日
、
河
北
門
を
見
分
す
る
。

２０６
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
六
月
二
八
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
河
北
御
門
就
出
来
、今
日
御
城
代
見
分
有
之
ニ
付
、定
番
頭
・

（

元

成

）

（
孝
良
）

同
御
番
頭
主
附
頭
原
五
郎
左
衛
門
・
永
原
忠
兵
衛
、
御
作
事

奉
行
初
、
手
先
之
役
人
召
連
罷
出
候
、

一
、
右
御
門
就
出
来
、
来
月
朔
日
よ
り
往
来
相
成
候
由
、
御
横
目

中
よ
り
申
談
有
之
、

２０７
「
太
梁
公
日
記
」明
和
九
年
六
月
二
九
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
一

２０８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
明
和
九
年
七
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加

越
能
文
庫
蔵

一
、
今
般
河
北
御
門
御
普
請
出
来
ニ
付
、
為
御
祝
拝
領
物
覚

一
、
白
銀
五
枚

晒
布
三
疋

御
門
主
付
組
頭

原
五
郎
左
衛
門

（
孝
良
）

一
、
晒
布
三
疋

御
門
主
付
頭
分
永
原
忠
兵
衛

（

明

氏

）

（
直
秀
）

一
、
八
講
布
弐
疋
宛御
作
事
奉
行
土
方
勘
左
衛
門

同
上玉
井
舎
人

御
作
事
横
目
岡
田
平
丞

同
上清
水
八
右
衛
門

（

豊

強

）

（

良

忠

）

内
作
事
奉
行
沢
田
弥
左
衛
門

同
上山
本
久
右
衛
門

（
永
矩
）

（
方
副
）

同
上山
岸
源
大
夫

同
上河
島
吉
大
夫

外
作
事
奉
行
当
分
内
作
事
奉
行
兼
帯
高
畠

（
政
次
）

コ
ン権
大
夫

一
、
金
五
百
疋

御
門
方
主
付
山
上
杢
之
助

一
、
金
弐
両

御
門
方
主
付
清
水
次
左
衛
門

一
、
金
三
両

御
門
方
主
付
松
波
源
右
衛
門



安
永
元
年
（
明
和
九
年
）

七
五

一
、
金
三
百
疋
宛
同
壁
塗堀
越
源
右
衛
門

同
上堀
越
津
右
衛
門

同
上
堀
村
市
右
衛
門

一
、
金
二
百
疋

同
壁
塗堀
内
吉
右
衛
門

一
、
金
三
百
疋

同
御
扶
持
方
大
工

水
島
権
之
助

一
、
金
二
百
疋
宛
同
棟
梁
大
工
惣
四
郎

同
上善
次

一
、
金
百
疋

同
棟
梁
大
工
忠
右
衛
門

一
、
金
百
疋

同
屋
祢
吹
棟
梁

甚
左
衛
門

一
、
金
百
疋
宛

同
左
官
棟
梁
長
右
衛
門

善
次

一
、
白
銀
壱
枚
宛
御
大
工
棟
梁
西
田
清
之
丞

田
辺
久
丞

（
マ
マ
）

一
、
金
弐
百
疋
宛
御
扶
持
方
大
工

山
上
右
平
次

高
橋
見
右
衛
門

一
、
金
百
疋

御
扶
持
方
大
工

山
本
九
左
衛
門

一
、
金
七
百
疋

大
工
肝
煎
平
助

同
上武
右
衛
門

同
上助
左
衛
門

同
上庄
助

大
工
肝
煎
彦
助

棟
梁
大
工
七
丞

同
上与
助

同
上太
助

屋
祢
吹
棟
梁
九
右
衛
門

同
上惣
兵
衛

一
、
金
二
百
疋
宛
御
算
用
者
今
村
三
右
衛
門

同
上猪
山
左
内

一
、
金
三
百
疋

留
書
足
軽
弐
人

取
次
足
軽
弐
人

一
、
金
百
疋
宛

御
横
目
足
軽
六
人

一
、
金
五
百
疋

火
ノ
番
足
軽
六
人

一
、
金
弐
百
疋

入
口
番
足
軽
三
人

一
、
鳥
目
三
貫
文

小
遣
小
者
六
人

御
内
々
ニ
而
拝
領
物

一
、
御
紋
付
御
羽
織

一
、
白
銀
五
枚

土
方
勘
左
衛
門

一
、
金
五
百
疋
宛

沢
田
弥
左
衛
門

山
本
久
右
衛
門

山
岸
源
大
夫

以
上

２０９
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
七
月
）

七
日
、
河
北
御
門
御
普
請
出
来
、
当
月
朔
日
ゟ
往
来
不
指
支
、
依

之
今
日
右
御
用
懸
り
左
之
人
々
江
左
之
通
、

（

元

成

）

白
銀
五
枚

晒
布
三
疋

原
五
郎
左
衛
門

（
孝
良
）

晒
布
三
疋

永
原
忠
兵
衛

（

明

氏

）

同
二
疋
宛

御
作
事
奉
行

土
方
勘
左
衛
門

（
直
秀
）

玉
井
舎
人

八
講
布
二
疋
宛

内
作
事
奉
行
等
同
所
御
横
目
都
合
七
人

金
子
等

御
大
工
等
江

右
河
北
御
門
御
普
請
、
何
も
入
精
相
勤
候
ニ
付
致
出
来
、



七
六

御
喜
悦

思
召
候
、
依
之
御
祝
被
成
、
御
目
録
之
通
被
下
之
、

七
月
一
三
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
し
、
同
月
二
五
日
に
江
戸
に
到

着
す
る
。
同
月
二
八
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤
の
挨

拶
を
す
る
。

２１０
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
七
月
一
三
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
六
時
過
、
御
供
揃
ニ
而
五
時
前
、
御
発
駕
、

２１１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
九
年
七
月
一
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
六
時
過
之
御
供
揃
ニ
而
、五
時
、御
機
嫌
克
御
発
駕
被
遊
候
、

２１２
「
太
梁
公
日
記
」明
和
九
年
七
月
二
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
二

２１３
「
太
梁
公
日
記
」明
和
九
年
七
月
二
八
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
二

２１４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
明
和
九
年
七
月
二
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

参
勤

（
前
田
治
脩
）

銀
五
十
枚

巻
物
二
十

松
平
加
賀
守

御
白
書
院

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（貞

方
）

手
綱
廿
筋

銀
馬
代

前
田
兵
庫

（
康
済
）

同

松
平
大
弐

２１５
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
八
月
三
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
前
月
廿
五
日
、江
戸
発
足
之
中
飛
脚
、今
朝
到
着
、
加
賀
守

様
御
機
嫌
能
御
日
図
り
之
通
、
江
戸
御
着
府
之
旨
申
来
、

２１６
「
頭
書
日
記
」
明
和
九
年
八
月
七
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

（

輝

高

）

一
、
前
月
廿
七
日
、上
使
松
平
右
京
大
夫
殿
御
出
、同
廿
八
日
、御
登

城
、於
御
黒
書
院
御
参
勤
之
御
礼
、御
懇
之

上
意
、前
田

（
貞
方
）

（
康
済
）

兵
庫
・
松
平
大
弐

御
目
見
被
仰
付
候
由
、中
飛
脚
を
以
申
来
、

２１７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」明
和
九
年
八
月
一
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵



安
永
元
年
（
明
和
九
年
）

七
七

一
、
今
日
諸
頭
登

城
、
左
之
通
被

仰
渡
、

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
御
途
中

御
機
嫌
克
、前
月
廿
五
日
、
御
着
府

（

輝

高

）

被
遊
候
所
、同
廿
七
日
、以

上
使
松
平
右
京
大
夫
殿
被
為

蒙

上
意
、且
又
同
廿
八
日
、
御
登
城
被
遊
所
、於
御
黒
書

院

御
参
勤
之
御
礼
被
仰
上
、殊

御
懇
之

上
意
、前
田

（
貞
方
）

（
康
済
）

兵
庫
・
松
平
大
弐

御
目
見
被

仰
付
、重
畳
難
有
被

思

召
候
、此
段
何
茂
江
可
申
聞
旨
、以

御
書
被

仰
下
候
事
、

今
日
御
弘
之
趣
、
為
御
祝
儀
今
日
中
御
用
番
宅
江
可
被
相
勤

候
、
幼
少
・
病
気
等
ニ
て
今
日
登
城
無
之
人
々
ハ
、
同
役
又

ハ
向
寄
ゟ
伝
達
、
為
御
祝
儀
御
用
番
宅
江
以
使
者
可
申
越
候
、

（
奥
村
隆
振
）

右
之
趣
、
夫
々
可
申
談
旨
、
御
用
番
主
水
殿
被
仰
聞
候
事
、

八
月
十
一
日

２１８
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
七
月
）

十
三
日
、
五
時
、

御
発
駕
、
廿
四
日
、（
武
蔵
国
）
蕨

御
泊
、
廿
五
日
四

時
過
、

御
着
府
、
追
付
御
老
中
方
御
勤
、
若
御
年
寄
衆
江

ハ
御
使
者
被
進
之
、
其
外
八
月
十
一
日
ニ
有
互
見
、

（
中
略
）

（
隆
振
）

八
月
十
一
日
、当
八
日
、御
用
番
奥
村
主
水
殿
依
御
廻
文
、今
日
頭

分
以
上
登

城
之
処
、柳
之
御
間
ニ
而
左
之
通
御
用
番
被

仰
聞
、為
恐
悦
御
用
番
御
宅
江
参
出
、

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
、
御
途
中
御
機
嫌
克
前
月
廿
五
日

御
着
府
被
遊

（

輝

高

）

候
処
、
同
廿
七
日
、

上
使
松
平
右
京
大
夫
殿
を
以
被
為
蒙

上
意
、
且
又
同
廿
八
日
、
御
登

城
被
遊
候
処
、
於
御
黒

書
院
御
参
勤
御
礼
被

仰
上
、
殊
ニ
御
懇
之

上
意
、
前
田

（
貞
方
）

（
康
済
）

兵
庫
・
松
平
大
弐
御
目
見
被

仰
付
、
重
畳
難
有
被

思
召

候
、
此
段
何
も
江
可
申
聞
旨
、
以

御
書
被

仰
下
候
事
、

一
二
月
一
八
日

前
田
治
脩
、
左
近
衛
権
中
将
に
昇
任
す
る
。

２１９
「
太
梁
公
日
記
」安
永
元
年
一
二
月
一
八
日
条
前
田
育
徳
会
尊
経
閣

文
庫
蔵
『
太
梁
公
日

記
』
第
二



七
八

２２０
「
頭
書
日
記
」
安
永
元
年
一
二
月
二
七
日
条

前
田
土
佐
守
家
資
料

館
蔵

一
、
今
日
就
御
弘
、
頭
分
以
上
登
城
、
柳
之
御
間
列
居
、
年
寄
中

（
横
山
隆
達
）

等
出
席
、
河
内
守
左
之
通
演
説
、

当
月
十
八
日
、御
登
城
被
成
候
様
、前
日
御
老
中
方
御
連
名
之

御
奉
書
到
来
、則
御
登

城
被
成
候
処
、被
任
中
将
候
段
、御

（
康
福
）

老
中
方
御
列
座
、松
平
周
防
守
殿
被
仰
渡
、難
有
御
仕
合
被

思
召
候
、此
段
何
も
可
申
聞
旨
、以

御
書
被
仰
下
候
、

２２１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
安
永
元
年
一
二
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
一
二
月
）

十
八
日

一
、
叙
爵
被

仰
付
諸
大
名
衆
左
ニ
記
、

中
将

御
家

２２２
「
政
隣
記
」
一
一
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記
録

拾
壱
』

（
一
二
月
）

十
八
日
、
昨
日
御
用
候
条
、
御
登

城
之
儀
依
御
奉
書
、
今
日
御

登

城
之
処
、
於
御
白
書
院
御
老
中
方
御
列
座
、
被
任

中

（
康
福
）

将
候
段
、
松
平
周
防
守
殿
御
演
述
、
御
下
り
御
勤
等
之
義
、

宝
暦
五
年
御
転
任
御
例
之
通
、



安
永
元
年
（
明
和
九
年
）
〜
安
永
二
年

七
九

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

二
月
一
五
日

前
田
治
脩
、
本
多
政
行
（
安
房
守
）
・
前
田
孝
昌
（
駿
河

守
）
に
対
し
、
年
内
の
金
沢
城
二
ノ
丸
表
玄
関
・
虎
の
間

の
普
請
完
了
を
命
じ
、
村
井
長
穹
（
又
兵
衛
）
に
も
普
請

の
用
材
確
保
の
た
め
「
郭
内
外
植
物
」
伐
採
を
許
可
す
る
。

２２３
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
二
月
一
四
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
三

二
月
二
八
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
大
式
台
か
ら
虎
の
間
の
普
請

に
つ
き
、
年
寄
役
・
家
老
役
に
対
し
、
材
木
の
供
出
を

命
じ
る
。



八
〇

２２４
「
頭
書
日
記
」
安
永
二
年
二
月
二
八
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
二
之
御
丸
大
御
式
台
よ
り
虎
之
御
間
被
仰
付
筈
之
事
、

但
、右
就
御
用
、年
寄
中
・
御
家
老
役
中
、庭
之
大
木
も
み
・

つ
か
・
杉
御
用
ニ
付
、
指
上
候
由
之
事
、

三
月
五
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
竹
の
間
等
の
普
請
に
つ
き
、

村
井
長
穹
（
又
兵
衛
）
の
書
状
を
受
け
取
る
。

２２５
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
三
月
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
三

三
月
二
八
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
の
造
営
方
御
用
主
附
（
表
玄
関
・
表
式

台
・
虎
の
間
・
実
検
の
間
担
当
）に
湯
原
信
道
を
任
命
す
る
。

２２６
「
頭
書
日
記
」
安
永
二
年
三
月
二
八
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
御
大
式
台
并
虎
之
御
間
等
就
被
仰
付
候
、
御
普
請
方
御
用
主

（
信
道
）

附
湯
原
典
膳
御
馬
廻
頭

御
倹
約
奉
行
被
仰
渡
、

２２７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
二
年
三
月
二
八
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
信
道
）

一
、
御
城
御
造
営
方
御
用
主
付

湯
原
典
膳

但
、
表
御
玄
関
并
御
表
式
台

虎
ノ
間

実
検
ノ
間



安
永
二
年

八
一

閏
三
月
一
五
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
埋
門
の
普
請
に
つ
き
、
同
所
の
往
来

を
禁
止
す
る
。

２２８
「
頭
書
日
記
」
安
永
二
年
閏
三
月
一
三
日
条

前
田
土
佐
守
家
資
料

館
蔵

一
、
埋
御
門
之
橋
御
普
請
有
之
ニ
付
、
明
後
十
五
日
よ
り
往
来
留

候
旨
触
有
之
、

閏
三
月
二
五
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
玄
関
・
虎
の
間
・
実
検
の

間
造
営
に
つ
き
、
作
事
奉
行
が
こ
れ
ら
の
部
屋
と
表
式

台
の
「
木
図
」
を
提
出
し
た
と
の
報
告
を
う
け
る
。

２２９
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
閏
三
月
二
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
三

閏
三
月
二
七
日

前
田
治
脩
、
江
戸
藩
邸
（
本
郷
邸
）
の
「
高
山
亭
」
修
復

を
許
可
す
る
。
あ
わ
せ
て
金
沢
城
二
ノ
丸
玄
関
等
の「
木

図
」
を
近
習
御
用
三
宅
正
直
へ
渡
し
、
前
々
の
通
り
そ

の
造
営
を
命
じ
る
。

２３０
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
閏
三
月
二
七
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
三

四
月
一
二
日

家
老
役
松
平
康
済
（
大
弐
）、
江
戸
藩
邸
（
本
郷
邸
）
の「
高

山
亭
」
を
見
分
す
る
。



八
二

２３１
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
四
月
一
二
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
三

四
月
一
四
日

前
田
治
脩
、
江
戸
藩
邸
（
本
郷
邸
）
の
「
高
山
亭
」
修
復

に
つ
き
、
重
教
の
意
向
を
確
認
し
、
絵
図
通
り
行
う
こ

と
を
指
示
す
る
。

２３２
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
四
月
一
四
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
三

＊
四
月こ

の
月
以
前
、
金
沢
城
辰
巳
櫓
下
の
石
垣
普
請
用
の
貯

石
が
払
底
す
る
。
普
請
奉
行
藤
田
安
栄
・
浅
加
居
郷
、
今

後
予
定
さ
れ
る
辰
巳
櫓
続
シ
ノ
ギ
角
の
積
み
直
し
の
た

め
、
戸
室
山
で
の
石
切
再
開
を
要
請
す
る
。

２３３
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

御
城
御
造
営
以
来
、御
石
垣
所
々
御
普
請
就
被

仰
付
候
、往
古
ゟ
戸

（
河
北
郡
）

室
山
ゟ
中
山
村
領
等
江
中
出
有
之
候
大
角
石
并
平
石
、地
車
を
以
、

年
々
引
寄
、夫
々
御
用
相
立
申
候
、然
処
、右
角
石
之
分
、最
早
中
山
ニ

茂
無
御
座
、当
時
辰
巳
御
櫓
台
御
石
垣
角
之
手
之
分
者
過
分
折
レ
、角

石
茂
無
御
座
ニ
付
、随
分
古
角
石
為
作
直
并
高
御
石
垣
下
ニ
御
座
候
、

御
貯
用
石
之
内
ゟ
大
キ
成
石
角
石
ニ
作
立
、先
手
合
申
候
、右
御
貯
用

石
茂
此
度
ニ
而
遣
ヒ
切
、最
早
無
之
、先
達
而
被
仰
渡
候
、同
続
し
の
き

角
之
方
、平
孕
所
等
積
直
御
用
ニ
者
、角
石
之
手
当
テ
無
御
座
候
、其

上
此
所
者
両
角
等
折
レ
石
、過
分
御
座
候
、元
来
角
之
手
、左
右
之
孕

強
茂
角
石
等
過
分
ニ
折
レ
候
故
、自
ラ
平
積
之
方
ひ
ゞ
き
孕
出
申
候
、

依
之
御
石
出
方
穴
生
手
前
段
々
詮
義
仕
候
所
、明
和
元
年
十
一
月
中

山
ゟ
戸
室
本
山
迄
之
道
繕
り
御
入
用
方
中
勘
図
り
帳
面
、并
紙
面
茂



安
永
二
年

八
三

先
奉
行
中
ゟ
指
出
置
候
旨
、則
御
道
具
代
等
之
銀
高
弐
拾
弐
貫
目
余

之
図
り
御
座
候
、尤
此
度
道
繕
被
仰
付
候
者
、地
車
を
以
引
出
候
義
故
、

往
古
之
道
幅
五
間
迄
無
御
座
候
而
も
大
概
三
間
計
ニ
し
て
、間
数
弐

千
六
百
四
拾
間
余
ニ
道
作
候
得
者
、地
車
運
并
山
方
人
馬
共
往
来
指
支

間
敷
、其
上
幅
弐
間
充
、右
間
数
之
通
、相
減
シ
候
而
、町
在
之
者
共
へ

入
札
ニ
申
付
候
ハ
ヽ
、過
分
銀
高
相
減
可
申
と
奉
存
候
間
、往
古
之
通
、

道
筋
所
々
江
五
間
幅
之
印
左
右
ニ
大
石
ヲ
伏
立
置
候
者
、後
々
之
為
ニ

茂
相
成
可
申
候
、且
又
戸
室
山
御
丁
場
ヲ
開
、角
石
等
切
立
候
義
、就

中
急
ニ
者
難
仕
共
、上
士
中
ゟ
掘
出
候
新
石
者
、其
侭
積
立
ニ
ハ
和
ニ

御
座
候
、年
月
雨
風
ニ
合
置
候
得
者
、石
堅
ク
宜
相
成
申
候
間
、角
石
并

平
石
分
ゟ
年
々
切
立
置
候
ハ
ヽ
、追
々
御
石
垣
方
御
用
ニ
相
立
可
申

候
、尤
本
山
ニ
往
古
之
出
残
角
石
拾
石
計
茂
御
座
候
、并
谷
合
等
ニ
顕

（
ら
さ
脱
）

レ
年
々
風
雨
ニ
さ
れ
居
申
候
石
御
座
候
間
、指
急
申
石
之
分
者
、彼
等

ヲ
拵
、追
々
地
車
ニ
て
為
引
寄
可
申
候
間
、早
速
被
仰
渡
御
座
候
様
仕

度
奉
存
候
、被
仰
渡
次
第
、夫
々
用
意
申
付
度
奉
存
候
、以
上
、

（

安

栄

）

四
月

藤
田
八
郎
兵
衛

（
居
郷
）

浅
加
隼
人

（
政
行
）

本
多
安
房
守
様

（
孝
昌
）

前
田
駿
河
守
様

【
解
説
】
金
沢
城
本
丸
辰
巳
櫓
下
の
石
垣
修
復
が
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
五

月
以
前
に
完
了
し
た
と
の
徴
証
が
あ
る
（
後
掲
）。
そ
こ
で
本
史
料
の
年

代
を
同
年
以
前
と
推
定
し
、
仮
に
こ
こ
に
掲
出
し
た
。

五
月
一
日

前
田
治
脩
、金
沢
城
二
ノ
丸
玄
関
・
虎
の
間
造
営
に
つ
き
、

三
規
式
の
挙
行
や
棟
札
に
関
す
る
事
項
を
指
示
す
る
。

２３４
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
五
月
朔
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四



八
四

五
月
一
七
日

前
田
治
脩
、
江
戸
藩
邸
（
本
郷
邸
）
の
「
高
山
亭
」
の
飾

り
等
を
見
分
す
る
。

２３５
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
五
月
一
七
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四

五
月
二
七
日

こ
の
日
以
前
、
金
沢
城
本
丸
辰
巳
櫓
下
、
石
垣
の
修
復

完
了
す
る
。

２３６
「
頭
書
日
記
」
安
永
二
年
五
月
二
七
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
辰
巳
御
櫓
下
石
垣
積
直
出
来
、
依
之
役
小
者
へ
御
酒
被
下
之
、

２３７
「
御
城
高
石
垣
之
事
等
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
金
沢

城
郭
史
料
』

安
永
二
年
、辰
巳
御
櫓
台
下
御
普
請
也
、小
角
之
方
ゟ
崩
候
、崩
候
所

迄
御
普
請
、其
下
者
昔
之
通
也
、右
御
櫓
台
、往
古
築
候
節
カ
ヽ
ミ
等

有
之
上
へ
、右
御
普
請
之
節
、又
か
ゞ
ミ
等
付
弥
見
分
悪
敷
相
成
候
、

ケ
様
之
出
角
ハ
六
ケ
敷
ま
た
不
思
義
ニ
出
来
、絵
図
等
も
無
之
躰
ニ
候
、

五
月
二
七
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
大
式
台
・
虎
の
間
等
に
つ
き
、

木
造
始
を
行
い
、
次
い
で
七
月
四
日
、
柱
立
を
行
う
。

２３８
「
頭
書
日
記
」
安
永
二
年
五
月
二
七
日
条
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
蔵

一
、
御
大
式
台
・
虎
之
間
等
御
造
営
ニ
付
、
今
日
木
作
初
御
規
式

有
之
、
祭
主
御
扶
持
方
大
工
松
田
与
助
、
長
袴
ニ
て
勤
之
、

御
普
請
懸
之
御
役
人
并
御
城
代
初
、
定
番
頭
以
下
壱
人
充
、

御
先
例
之
通
罷
出
、
御
祝
之
赤
飯
・
御
吸
物
・
御
酒
被
下
、

町
人
等
へ
於
御
作
事
所
前
々
之
通
被
下
之
、

２３９
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
六
月
一
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四



安
永
二
年

八
五

七
月
一
三
日

前
田
治
脩
、
金
沢
の
金
谷
「
七
匹
立
之
厩
」
完
成
の
知

ら
せ
を
う
け
る
。

２４０
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
七
月
一
三
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四

七
月
二
五
日

前
田
治
脩
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
、
同
月
二
八
日
、
江
戸

城
に
登
る
。
次
い
で
八
月
一
日
、
江
戸
を
発
ち
、
同
月

一
三
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

２４１
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
七
月
二
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四



八
六

２４２
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
二
年
七
月
二
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
康
福
）

上
使
松
平
周
防
守（

前
田
治
脩
）

銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

右
、
御
暇
被

仰
出
候
ニ
付
被
遣
之
、

２４３
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
二
年
七
月
二
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

御
暇

（
前
田
治
脩
）

御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

一
、
御
白
書
院
江

渡
御
、
月
次
之
御
礼
四
品
以
上
、

而
、

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（康

済
）

巻
物
五

松
平
大
弐

（
保
之
）

同

篠
原
織
部

２４４
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
安
永
二
年
七
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加

越
能
文
庫
蔵

（
一
、
御
）

御
本
丸
ゟ

（
康
福
）

西
ノ
丸
ゟ
（
正
允
）

□
□
暇
之
上
使
松
平
周
防
守
殿
、阿
部
豊
後
守
殿
ヲ
以
、両
御
丸



安
永
二
年

八
七

ゟ
如
御
例
御
拝
領
物
有
之
、同
廿
八
日
、為
御
礼
御
登
城
、

（
貞
通
）

（
康
済
）

御
目
見
被

仰
上
、御
家
来
玉
井
主
税
・
松
平
大
弐

（
保
之
）

御
目
見

篠
原
織
部

被

仰
付
、

２４５
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
八
月
朔
日
条
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵

『
太
梁
公
日
記
』
第
四

２４６
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
二
年
八
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

（
能
脱
）

一
、
今
日
、加
賀
守
様
御
機
嫌
江
戸

御
発
駕
之
旨
、同
八
日
告
来
、

２４７
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
八
月
一
三
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四



八
八

２４８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
二
年
八
月
一
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
九
半
時
、
御
機
嫌
克

御
着
城
被
遊
、
夜
前（
越
中
国
）

石
動
御
泊

り
、
夜
八
時
之
御
供
揃
、
諸
向
六
半
時
揃
、
御
着
御
礼
御
使

（
正
直
）

人
持
組
多
賀
織
人
、

２４９
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
七
月
二
五
日
）

（
康
福
）

同
日
、
上
使
御
老
中
松
平
周
防
守
殿
を
以
、
御
国
許
江
之
御
暇
被

（
正
允
）

蒙
仰
、
御
例
之
通
御
拝
領
、
西
御
丸
ゟ
も
阿
部
豊
後
守
殿
を

以
、
御
例
之
通
御
拝
領
、

廿
八
日
、御
登

城
、御
礼
被

仰
上
、御
懇
之

上
意
、御
鷹
・
御
馬

（
康
済
）

（
保
之
）

御
拝
領
、松
平
大
弐
・
篠
原
織
部

御
目
見
等
都
而
御
例
之
通
、

八
月
朔
日
、

当
公
御
発
駕
、
姫
川
満
水
ニ
付
、
九
日
昼
頃
迄
（
越糸

魚後
国
）川
ニ
御
逗
留
、
同
日
夜
江
懸
、（
越
中
国
）
境
江

御
着
、

十
三
日
、
昨
夜
（
越
中
国
）

今
石
動

御
泊
、
今
昼
八
時
前
、
御
着

城
、
御

（
正
直
）

作
法
前
々
之
通
、
御
帰
国
御
礼
之
御
使
人
持
組
多
賀
織
人
、

年
寄
中
席
ニ
而
夫
々
之
通
、
巻
物
二
・
御
羽
織
一
ツ
被
下
之
、

（
政
行
）

（
直
暢
）

御
用
番
本
多
安
房
守
殿
演
達
、
披
露
御
大
小
将
脇
田
伊
織
、

曁
御
目
見
被

仰
付
直
ニ
発
足
、
十
月
三
日
帰
、



安
永
二
年

八
九

八
月
二
日

普
請
奉
行
藤
田
安
栄
、
奉
行
・
穴
生
・
扶
持
人
石
切
ら

の
河
北
郡
田
上
村
・
中
山
村
等
へ
の
止
宿
に
つ
き
村
方

に
協
力
を
命
じ
る
。

２５０
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

（
マ
マ
）

（
河
北
郡
）

一
、
戸
室
山
ゟ
御
丁
場
ゟ
中
山
迄
道
作
リ
之
儀
、被
仰
渡
候
間
、町

（
藤
田
安
栄
）

在
入
札
之
儀
、於
御
普
請
会
所
八
郎
兵
衛
殿
被
仰
渡
候
事
、

今
般
戸
室
山
御
石
丁
場
為
御
用
御
道
具
調
奉
行
并
渡
奉
行
、

（
河
北
郡
）

曁
穴
生
・
御
扶
持
人
石
切
等
、右
御
用
罷
越
候
節
、田
上
村
・
中

山
村
等
於
所
々
致
止
宿
候
儀
茂
有
之
候
間
、其
節
手
寄
次
第

宿
申
付
候
条
、小
家
見
苦
敷
儀
者
勿
論
無
構
候
条
、不
指
支
様

兼
而
被
申
渡
置
候
様
致
度
、如
此
御
座
候
、以
上
、

八
月
二
日

藤
田
八
郎
兵
衛

奥
村
左
太
夫
様

（
朱
書
）

「
右
、
安
永
二
年
」

八
月
二
八
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
玄
関
・
虎
の
間
・
実
検
の

間
等
の
「
木
図
」
を
受
け
取
る
。

２５１
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
八
月
二
八
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四

【
解
説
】『
金
沢
城
総
合
年
表

後
編
』
で
は
八
月
二
七
日
と
し
た
が
、
右
の

通
り
こ
れ
を
八
月
二
八
日
と
訂
正
す
る
。

八
月
二
九
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
玄
関
の
高
彫
花
鳥
の
絵
図
を
確
認

す
る
。

２５２
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
八
月
二
九
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四



九
〇

九
月
二
一
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
「
用
之
間
」
の
横
庭
に
庭

籠
・
泉
水
を
設
け
る
よ
う
命
じ
る
。

２５３
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
九
月
二
一
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四

九
月
二
六
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
に
て
庭
籠
・
泉
水
造
営
を
開
始
す
る
。

２５４
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
九
月
二
六
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四

九
月
二
七
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
虎
の
間
の
上
棟
式
を
行
う
。

２５５
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
九
月
二
七
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
四

一
〇
月
六
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸「
用
之
間
」の
横
庭
の
庭
籠
・

泉
水
へ
水
を
掛
け
、
仮
屋
根
を
取
払
う
。
前
田
治
脩
、
泉

水
に
カ
モ
・
ア
ヒ
ル
を
放
つ
。

２５６
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
一
〇
月
六
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
五



安
永
二
年

九
一

一
〇
月
九
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
「
用
之
間
」
の
横
庭
の
庭

籠
お
よ
び
植
木
の
配
置
を
直
さ
せ
る
。

２５７
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
一
〇
月
九
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
五

一
〇
月
一
〇
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
「
用
之
間
」
の
横
庭
の
庭
籠

の
整
備
を
開
始
す
る
。
次
い
で
同
月
一
五
日
に
完
成
し
、

前
田
治
脩
、
白
鴈
等
を
放
つ
。

２５８
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
一
〇
月
一
〇
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
五

２５９
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
一
〇
月
一
五
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
五

一
〇
月
一
一
日

金
沢
城
内
、
穎
姫
（
前
田
重
教
の
娘
。
治
脩
の
養
女
）
居
間

の
欄
間
が
完
成
す
る
。

２６０
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
一
〇
月
一
一
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
五



九
二

一
〇
月
一
三
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
の
玄
関
・
虎
の
間
の
格
子

天
井
金
具
等
の
絵
図
を
確
認
す
る
。

２６１
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
一
〇
月
一
三
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
五

一
一
月
一
日

金
沢
城
内
「
鞠
場
」
の
「
土
台
切
石
」、
前
日
ま
で
に
完

成
す
る
。
こ
の
日
か
ら
柱
等
を
建
て
始
め
、
同
日
暮
頃

に
は
屋
根
が
完
成
す
る
。

２６２
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
一
一
月
朔
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
五

一
一
月
二
日

穎
姫
（
前
田
重
教
の
娘
。
治
脩
の
養
女
）、
金
沢
城
二
ノ
丸

広
式
へ
移
徙
す
る
。

２６３
「
太
梁
公
日
記
」安
永
二
年
一
一
月
二
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
五



安
永
二
年

九
三

一
二
月
二
三
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
「
用
之
間
」
縁
頬
に
で
き

た
爐
に
つ
き
、「
ヒ
ツ
石
」の
上
を
塗
る
よ
う
検
討
さ
せ
る
。

２６４
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
一
二
月
二
三
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
五

一
二
月
二
四
日

前
田
治
脩
、
穎
姫
（
前
田
重
教
の
娘
。
治
脩
の
養
女
）
の
金

沢
城
二
ノ
丸
広
式
移
徙
後
の
金
谷
に
つ
き
、
今
後
の
呼

称
を
「
御
殿
」
・
「
広
式
」
・
「
部
屋
」
い
ず
れ
に
す

る
か
、
年
寄
役
に
検
討
を
指
示
す
る
。

２６５
「
太
梁
公
日
記
」
安
永
二
年
一
二
月
二
四
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
蔵
『
太
梁

公
日
記
』
第
五



九
四

こ
の
年

加
賀
藩
、
河
北
郡
中
山
村
か
ら
戸
室
山
ま
で
の
石
引
道

の
修
繕
を
、
町
方
に
請
け
負
わ
せ
た
と
い
う
。

２６６
「
戸
室
山
初
年
号
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
戸

室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報
告
書
』
Ⅰ

安
永
二
年
御
達
之
趣
ハ
、道
幅
三
間
計
ニ
シ
テ
、間
数
弐
千
六
百
四
十

間
余
為
作
、町
在
之
者
入
札
ニ
而
出
来
之
儀
、御
達
有
之
候
、且
土
中

よ
り
堀
出
候
石
、其
侭
積
立
ニ
ハ
和
ニ
御
座
候
、年
月
風
雨
ニ
あ
い
置

（

正

木

）

候
得
者
、石
堅
ク
相
成
候
与
調
有
之
候
、夫
者
甚
左
衛
門
等
甚
心
得
違
、

左
様
な
れ
ハ
新
石
ハ
御
用
ニ
不
立
と
云
も
の
ニ
候
、初
心
之
内
ハ
必

つ
用
仕
候
得
共
、是
ニ
茂
不
限
文
面
能
心
ヲ
付
味
へ
き
事
候
、右
ハ
不

都
合
之
申
分
、前
後
之
分
別
茂
な
く
筆
ニ
ま
か
せ
て
調
タ
ル
者
也
、

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

二
月
一
六
日

前
田
治
脩
、
蓮
池
の
「
弓
の
寄
せ
」
完
成
と
の
報
告
を

う
け
る
。

２６７
「
太
梁
公
日
記
」安
永
三
年
二
月
一
六
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
五

二
月
一
七
日

前
田
治
脩
、
舞
台
・
物
置
・
寝
間
の
方
の
雪
垣
を
取
り

払
わ
せ
る
。
ま
た
、
京
都
か
ら
届
い
た
金
沢
城
二
ノ
丸

玄
関
の
若
松
下
絵
の
描
き
直
し
を
命
じ
る
。

２６８
「
太
梁
公
日
記
」安
永
三
年
二
月
一
七
日
条

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

蔵
『
太
梁
公
日
記
』
第
五



安
永
二
年
〜
安
永
三
年

九
五

五
月
一
六
日

金
沢
城
二
ノ
丸
表
式
台
等
が
竣
工
す
る
。

２６９
「
毎
日
帳
書
抜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

安
永
三
年
五
月
十
六
日

（
横
山
隆
達
）

一
、
表
御
式
台
等
出
来
ニ
付
、
一
統
布
上
下
着
用
、
河
内
守
初
恐

悦
申
上
、
御
吸
物
・
御
酒
頂
戴
被
仰
付
、

２７０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
三
年
五
月
一
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、
諸
頭
御
用
番
、
或
ハ
筆
頭
一
役
ゟ
壱
人
宛
、
御
城
江

（

長

連

起

）

御
呼
出
、
左
之
通
御
用
番
九
郎
左
衛
門
殿
被
仰
述
、

御
城
御
造
営
ニ
付
、
御
家
中
之
面
々
ゟ
指
出
候
人
足
を
以
、

今
度
表
御
式
台
等
出
来
、

御
喜
悦
被
思
召
候
旨
、
拙
者
共

迄
被

仰
出
候
、
此
段
申
達
候
事
、

右
之
趣
、
被
得
其
意
、
同
役
中
伝
達
、
組
支
配
之
面
々
江
可

被
申
聞
候
、
組
等
之
内
才
許
有
之
人
々
ハ
、
其
支
配
江
も
不

相
洩
様
ニ
可
被
申
談
事
、

五
月

２７１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
三
年
五
月
一
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
般
御
表
式
台
等
御
出
来
ニ
付
、
左
之
通
拝
領
物
被
仰
付
、

（
奉
行
）

晒
布
三
疋
・
白
銀
五
枚

御
作
事
主
付（

信
道
）

御
内
々
ニ
而
白
銀
五
枚
・
御
紋
付
御
上
下
二
具

湯
原
典
膳

晒
布
三
疋

御
作
事
奉
行（

明

氏

）

御
内
々
ニ
而
白
銀
三
枚
・
御
紋
付
御
上
下
二
具

土
方
勘
左
衛
門

２７２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

写

御
城
御
造
営
ニ
付
、
御
家
中
之
面
々
ゟ
指
出
候
人
足
を
以
、
今
度

表
御
式
台
等
出
来
、

御
喜
悦
ニ
被
思
召
候
旨
、
拙
者
共
迄
被

仰
出
候
、
此
段
申
達
候
事
、

右
之
趣
、
被
得
其
意
、
同
役
中
伝
達
、
組
支
配
之
面
々
江
可
被
申

聞
候
、
且
又
組
等
之
内
、
才
許
有
之
人
々
者
其
支
配
江
茂
不
相
洩

申
聞
候
様
、
可
被
申
談
事
、

五
月



九
六

右
、
本
紙
御
相
組
へ
御
廻
シ
、
五
月
十
九
日
也
、

２７３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

御
城
御
造
営
ニ
付
、
指
出
候
人
足
を
以
、
今
度
表
御
式
台
等
就

御
出
来
、

御
喜
悦
ニ
被

思
召
候
旨
、
御
覚
書
を
以
被

仰
渡
、

奉
得
其
意
難
有
仕
合
奉
存
候
、
相
組
中
へ
相
達
候
処
、
難
有
仕
合

ニ
奉
存
候
段
申
越
候
、
依
之
私
ゟ
一
紙
を
以
御
請
申
上
候
、
以
上
、

甲
午
五
月
廿
二
日

御
名
御
判

（

連

起

）

長
九
郎
左
衛
門
殿竪

物
奉
書
也
、

２７４
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

表
御
式
台
等
御
普
請
、
当
十
六
日
出
来
ニ
付
、
出
仕
之
面
々
前
々

之
通
、
表
御
式
台
ゟ
罷
出
、
虎
之
御
間
ニ
溜
申
筈
ニ
候
間
、
此
段

御
組
等
へ
御
申
談
被
成
候
事
、

五
月
廿
一
日

五
月
廿
八
日

右
御
書
立
、
御
相
組
へ
御
廻
シ
之
事
、

附
リ
、
文
言
前
之
通
り
、

七
月
一
一
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
し
、
同
月
二
三
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
。
次
い
で
同
月
二
八
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参

勤
の
挨
拶
を
す
る
。

２７５
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
三
年
七
月
一
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
五
時
過
之
御
供
揃
ニ
而
、
五
半
過
、

御
機
嫌
克
御
発

駕
被
遊
候
事
、

２７６
富
田
貞
直
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
七
月
）

十
一
日

一
、
今
日
、

御
機
嫌
能

御
発
駕
被
為
遊
候
、
御
式
台
階
上
迄

御
見
送
り
罷
出
申
候
、

２７７
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
三
年
七
月
二
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
辰
下
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

参
勤

（
前
田
治
脩
）

銀
五
十
枚

巻
物
二
十

松
平
加
賀
守

一
、
御
白
書
院
江

渡
御
、
月
次
之
御
礼
四
品
以
上
、

而
、

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（貞

通
）

手
綱
廿
筋

銀
馬
代

玉
井
主
税

（
明
教
）

同

西
尾
隼
人



安
永
三
年

九
七

２７８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（

武

元

）

前
月
廿
三
日
、御
機
嫌
能
御
著
府
、廿
七
日
ニ

上
使
松
平
右
近
将
監

殿
を
以
、被
為
蒙

上
意
、廿
八
日
、御
登

城
、於
御
黒
書
院
御
礼

（
貞
通
）

（
明
教
）

被

仰
上
、殊
御
懇
之
上
意
、玉
井
主
税
・
西
尾
隼
人
御
目
見
被

仰

付
、重
畳
難
有
御
仕
合
被
思
召
候
段
、
御
書
を
以
被

仰
下
候
事
、

別
紙
之
通
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（

連

起

）

八
月
廿
七
日

長
九
郎
左
衛
門

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

（
勇
次
）

青
山
将
監
殿

（
秀
昶
）

寺
西
弾
正
殿

（
孝
慈
）

前
田
数
馬
殿

（
定
昌
）

三
田
村
内
匠
殿

留
主
居

迄

２７９
「
三
守
御
譜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
安
永
三
年
）

七
月
十
一
日
、金
沢

御
発
駕
、同
廿
三
日
、江
戸

御
着
、廿
七
日
、

（

武

元

）

上
使
松
平
右
近
将
監
ヲ
以
テ
被
為
蒙

上
意
、廿
八
日
、
御
登
城
、

（
貞
通
）

於
御
黒
書
院
御
礼
被

仰
上
、御
懇
之

上
意
、玉
井
主
税
・
西
尾

（
明
教
）

隼
人

御
目
見
被

仰
付
、此
時
御
供
西
尾
隼
人
、

一
一
月
一
日

加
賀
藩
、
金
谷
屋
敷
の
普
請
を
開
始
す
る
。
そ
の
た
め

金
沢
城
内
の
諸
役
所
を
一
時
、
長
連
起
（
九
郎
左
衛
門
）

宅
に
移
す
。

２８０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
三
年
一
一
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
ゟ
金
谷
御
家
鋪
御
普
請
ニ
付
、
年
寄
中
初
諸
役
所
、
長

（

連

起

）

九
郎
左
衛
門
宅
御
用
屋
敷
ニ
相
成
候
、

２８１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
安
永
三
年
一
一
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

今
般
金
谷
御
屋
敷
御
殿
向
御
普
請
有
之
候
ニ
付
、
御
留
主
中
当
分
、

（

長

連

起

）

於
九
郎
左
衛
門
宅
年
寄
中
初
御
用
取
捌
候
筈
ニ
付
、
来
月
二
日
ゟ

御
用
番
致
出
席
候
条
、
御
用
之
人
々
彼
宅
江
罷
出
可
申
候
、
且
又

諸
役
人
九
郎
左
衛
門
宅
大
門
内
横
二
枚
開
ゟ
往
来
之
筈
ニ
候
、
右

二
枚
開
ゟ
内
万
端
最
前
越
後
屋
敷
之
振
ニ
候
、

御
城
方

御
勝
手
方

御
家
老
中
等
席

御
用
所

御
倹
約
所

宗
門
所

御
横
目
所



九
八

御
祐
筆
所

右
之
諸
席
等
間
囲
も
致
出
来
候
、
諸
役
所
留
帳
等
、
明
廿
八

日
ゟ
勝
手
次
第
指
遣
可
申
候
、

右
之
趣
、
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

十
月
廿
七
日

一
、
右
之
趣
ニ
候
処
、
御
様
子
有
之
由
ニ
而
、
十
二
月
四
日
ゟ
二

之
御
丸
ニ
相
成
、
九
郎
左
衛
門
宅
止
メ
ニ
相
成
候
事
、

２８２
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
奥
村
尚
寛
）

十
月
廿
七
日
、
左
之
通
、
御
用
番
助
右
衛
門
殿
被
仰
聞
候
旨
等
、

御
横
目
廻
状
有
之
、

今
般
金
谷
御
屋
敷

御
殿
向
御
普
請
有
之
候
ニ
付
、御
留
守
中
当

（

長

連

起

）

分
於
九
郎
左
衛
門
宅
、年
寄
中
初
御
用
取
捌
候
筈
ニ
付
、来
月
二

日
ゟ
御
用
番
致
出
席
候
条
、御
用
之
人
々
ハ
彼
宅
江
罷
出
可
申
候
、

且
又
諸
役
人
中
、九
郎
左
衛
門
宅
大
門
之
内
横
二
枚
開
ゟ
往
来

之
筈
ニ
候
、右
二
枚
開
ゟ
内
万
端
最
前
越
後
屋
敷
之
振
合
ニ
候
、

御
城
方
御
勝
手
方
席

御
家
老
中
等
席

御
用
所

御
倹
約
所

宗
門
所

御
横
目
所

御
祐
筆
溜

右
之
諸
席
等
間
囲
も
致
出
来
候
、
諸
役
所
留
帳
等
明
廿
八
日

ゟ
勝
手
次
第
指
遣
可
申
候
、

右
之
趣
、
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

十
月
廿
七
日

一
二
月
一
八
日

幕
府
、
前
田
治
脩
の
家
臣
一
人
に
叙
爵
を
認
め
、
次
い

で
長
連
起
（
九
郎
左
衛
門
）、
従
五
位
下
大
隅
守
に
叙
任

さ
れ
る
。

２８３
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
正
月
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
旧
臘
十
八
日
、
諸
大
夫
御
願
之
通
被
仰
出
候
ニ
付
、
御
使
不

（
俊
明
）

破
和
平
御
使
番
、
廿
一
日
江
戸
発
足
、
今
日
参
着
、
明
七
日
、

御
使
相
勤
候
事
、
長
九
郎
左
衛
門

大
隅
守
ニ
改
、

２８４
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
正
月
一
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
右
御
弘
、
今
日
物
頭
並
以
上
登

城
之
事
、

（
横
山
隆
達
）

但
、
宝
暦
七
年
河
内
守
殿
諸
大
夫
之
節
、
御
弘
も
出
仕
以

（
本
多
政
行
）

（
奥
村
修
古
）

上
、
寛
延
二
年
安
房
守
殿
・
丹
後
守
殿
之
節
ハ
、
頭
分
以

上
御
弘
有
之
事
、

旧
臘
十
七
日
、御
老
中
方
依
御
奉
書
、翌
十
八
日
、御
登

城

被
遊
候
所
、於
御
白
書
院
御
老
中
御
列
座
、御
願
之
通
御
家
来

（

武

元

）

諸
大
夫
被
仰
付
候
旨
、御
用
番
松
平
右
近
将
監
殿
被
仰
述
、誠



安
永
三
年
〜
安
永
四
年

九
九

（

連

起

）

以
難
有
御
仕
合
被

思
召
候
、依
之
長
九
郎
左
衛
門
儀
、大
隅

守
与
御
改
被
成
候
、此
段
何
茂
江
可
申
聞
旨
、
御
意
ニ
候
事
、

２８５
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

旧
臘
十
七
日
、
御
老
中
方
依
御
奉
書
、
翌
十
八
日
、

御
登

城

被
遊
候
処
、
於
御
白
書
院
御
老
中
御
列
座
、
御
願
之
通
御
家
来
諸

（

武

元

）

太
夫
被

仰
付
旨
、
御
用
番
松
平
右
近
将
監
殿
被

仰
述
、
誠
以

（

連

起

）

難
有
御
仕
合
被

思
召
候
、
依
之
長
九
郎
左
衛
門
儀
、
大
隅
守
与

御
改
被
成
候
、
此
段
何
茂
江
可
申
聞
旨
御
意
候
事
、

（
明
教
）

別
紙
西
尾
隼
人
等
ゟ
之
紙
面
之
写
、
指
進
候
条
、
可
有
御
承
知
候
、

以
上
、

正
月
十
三
日

長
大
隅
守

御
相
組
中
殿

承
知
仕
候
、

２８６
「
御
年
表
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
十
二
月
十
八
日
、
御
登
城
、
諸
大
夫
御
願
之
通
被
仰
出
、
長

（

連

起

）

（
マ
マ
）

九
郎
左
衛
門
叙
爵
被
仰
付
、
大
隅
守
起
連
ト
改
ラ
ル
、

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
鼠
多
門
続
櫓
台
の
石
垣
の
積
み
直
し

を
命
じ
る
。

２８７
「
御
城
高
石
垣
之
事
等
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
金
沢

城
郭
史
料
』

安
永
三
年
、鼠
多
御
門
続
御
櫓
台
積
直
シ
被
仰
付
候
処
、出
来
無
間

茂
孕
、地
震
ニ
大
孕
、文
化
年
中
崩
申
候
、右
積
直
様
甚
不
宜
、角
石
ハ

石
垣
之
柱
ニ
候
、然
所
角
石
之
外
面
ニ
て
石
口
持
せ
、内
ノ
方
ハ
か
き

取
或
ハ
栗
石
ヲ
指
置
候
故
、丈
夫
ニ
持
申
所
な
く
故
、右
の
こ
と
く
ニ

候
、ケ
様
ニ
弱
キ
ヲ
好
候
事
根
元
不
知
故
ニ
候
、木
ニ
而
致
候
て
も
堪

（

穿

鑿

）

申
程
も
有
之
候
、御
上
ハ
難
有
も
の
ニ
て
御
せ
ん
さ
く
も
な
き
物
也
、

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

二
月
二
二
日
（
な
い
し
二
四
日
）

加
賀
藩
、金
沢
城
内
の
石
垣
普
請
を
当
年
か
ら
二
〜
三
年

停
止
し
、戸
室
山
の
石
材
切
出
の
み
の
実
施
を
決
定
す
る
。

２８８
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

付
札
御
普
請
奉
行
江

御
城
中
御
石
垣
方
御
普
請
、
今
年
ゟ
二
三
年
御
猶
予
被
成
、
戸

室
山
ゟ
石
切
出
候
義
迄
可
被

仰
付
候
、
依
而
定
銀
弐
拾
貫
目

之
半
減
を
以
右
御
用
相
弁
、
相
残
候
拾
貫
目
与
除
銀
弐
拾
貫
目
、



一
〇
〇

（
長
穹
）

都
合
三
十
貫
目
外
入
用
候
条
、
村
井
又
兵
衛
可
被
任
指
図
候
、

且
又
穴
生
御
扶
持
人
石
切
等
之
内
、
別
御
用
申
渡
候
義
茂
可
有

之
候
条
、
是
亦
又
兵
衛
指
図
次
第
可
被
相
心
得
候
事
、

（
安
永
四
年
）未

二
月
廿
二
日

但
、
安
永
四
年
被
仰
渡
也
、

【
解
説
】「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
に
も
本
史
料
が
採
録
さ
れ
る
が
、

同
文
の
た
め
割
愛
し
た
（「
未
二
月
廿
二
日
」
付
）。
な
お
、
金
沢
市
立
玉

川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」
の
該
当
箇
所
に
は

日
付
が
「
未
二
月
廿
四
日
」
と
あ
る
。

四
月
一
三
日

前
田
治
脩
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
同
月
一
五
日
、
江

戸
城
に
登
る
。
次
い
で
同
月
二
一
日
、
江
戸
を
発
ち
、
五

月
四
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

２８９
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
四
年
四
月
一
三
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
康
福
）

上
使
松
平
周
防
守（

前
田
治
脩
）

銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

右
、
御
暇
就
被

仰
出
候
被
遣
之
、

２９０
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
四
年
四
月
一
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

御
暇

（
前
田
治
脩
）

御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（明

教
）

巻
物
五

西
尾
隼
人

（
織
部
保
之
）

同

篠
原
縫
殿

２９１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
五
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
出
仕
之
面
々
江
左
之
通
御
用
番
演
述
、

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
前
月
十
三
日
、
御
国
許
江
之
御
暇
上
使
松
平（
康
福
）

周
防

（
正
允
）

守
殿
、
西
ノ
御
丸
上
使
阿
部
豊
後
守
殿
を
以
、
御
例
之
通
御

拝
領
物
、
十
五
日
、
為
御
礼
御
登
城
、

御
目
見
被

仰
上
、

（
明
教
）

（
保
之
）

御
手
自
御
熨
斗
鮑
御
頂
戴
、
且
西
尾
隼
人
・
篠
原
織
部
御
目

見
も
被
仰
付
、
恐
悦
御
事
ニ
候
、

２９２
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
五
月
四
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
加
賀
守
様
、
前
月
廿
一
日
、
江
戸
御
発
駕
、
夜
前
（
越
中
国
）

今
石
動
御

泊
ニ
而
、
今
日
八
時
、
御
機
嫌
克
御
着
城
被
遊
、
為
御
礼
江

（
孝
博
）

戸
表
江
之
御
使
人
持
前
田
主
計
、
七
時
過
発
足
、

２９３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵



安
永
四
年

一
〇
一

当
四
日
、
（
越
中
国
）

今
石
動
ゟ

御
着
城
之
筈
候
之
条
、

御
着
之
御
様
子

被
承
合
被
登
城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
、
御

用
番
宅
迄
使
者
を
以
可
申
越
候
、
以
上
、

（
隆
振
）

五
月
三
日

奥
村
主
水

御
相
組
中
殿

奉
得
其
意
候

２９４
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
四
月
）

（
康
福
）

十
三
日
、

上
使
御
老
中
松
平
周
防
守
殿
を
以
、

御
国
許
江
之

御
暇
被

仰
出
、
御
例
之
通
白
銀
等
御
拝
領
、
従

（
徳
川
家
基
）

（
正
允
）

大
納
言
様
も

上
使
御
老
中
阿
部
豊
後
守
殿
を
以
蒙

上
意
、

御
例
之
通
御
拝
領
物
有
之
、

五
月
四
日
、
前
月
廿
一
日
、
江
戸

御
発
駕
、
昨
夜
（
越
中
国
）

今
石
動

御

泊
、
今
四
日
八
時
、

御
帰
城
、
御
作
法
前
々
之
通
、
且
江

（
孝
博
）

戸
表
江
之
御
礼
使
人
持
組
前
田
主
計
、

御
目
見
・
拝
領
物

御
例
之
通
ニ
而
、
七
時
前
発
足
、

五
月
二
七
日

前
田
重
教
、
湯
治
の
た
め
の
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
六

月
一
日
、
江
戸
城
に
登
る
。
次
い
で
八
月
二
三
日
、
江

戸
を
発
ち
、九
月
五
日
、金
沢
に
到
着
、金
谷
御
殿
へ
入
る
。

２９５
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
四
年
五
月
二
七
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（

直

朗

）

上
使
井
伊
兵
部
少
輔

（
前
田
重
教
）

松
平
肥
前
守

右
、
病
気
ニ
付
、
国
許
加
州
温
泉
江
入
湯
養
生
仕
度
段
、
願

之
通
御
暇
被
下
之
旨
、
被

仰
遣
之
、

２９６
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
四
年
六
月
朔
日
条

国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

（
徳
川
家
治
）

（
徳
川
家
基
）

公
方
様
・

大
納
言
様

出
御
、

国
許
江
湯
治
御
暇

（
前
田
重
教
）

御
馬
被
下

隠
居

松
平
肥
前
守

２９７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
六
月
一
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
、
頭
分
以
上
登

城
、
左
之
通
御
弘
有
之
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
痛
所
為
御
保
養
、御
国
許
温
泉
江

御
入
湯
之
儀
、

（
直
朗
）

御
願
被
成
候
処
、前
月
廿
七
日
、
上
使
御
奏
者
番
井
伊
兵
部

（
三
〇
日
）

少
輔
殿
を
以
、御
願
之
通
被

仰
出
、且
又
同
晦
日
、依
御
奉
書

当
朔
日
、押
而
御
登
城
被
成
候
処
、於
御
黒
書
院
御
湯
治
御
暇
之

御
礼
被

仰
上
、
御
懇
之
被
為
蒙

上
意
、其
上
御
馬
御
拝

領
被
成
、重
畳
難
有
御
仕
合

思
召
候
、此
段
可
申
聞
旨
、

御
両
殿
様
被

仰
出
候
、



一
〇
二

六
月
十
一
日

２９８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
八
月
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
中
将
様
御
帰
国
ニ
付
、
御
泊
付
、

十
四
日
振
御
泊
付

江
戸

（
朱
書
）

「
三
リ
十
丁
」

蕨（
武
蔵
国
）

御
中
休

（
朱
書
）

「
二
リ
廿
八
丁
」

大（
武
蔵
国
）宮

御
小
休

（
朱
書
）「
八
月
廿
三
日
」
上（武蔵
国
）尾（

朱
書
）「
二
リ
」（
朱
書
）

「
〆
八
リ
十
二
丁
」

御
泊

（
中
略
）

（
朱
書
）「
七
日
」

（
朱
書
）

「
五
日
八
過

御
着
城
ニ
被
成
」
金
沢

２９９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
罷
出
人
々
（
マ
マ
）

ハ
者
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
今
四
日
、

御
着
之
段
、
昨
日
相
触
候
処
、
相
延
、
明
五

日
夕
、

御
着
之
旨
重
而
申
来
候
条
、
明
後
六
日
四
時
過
、
被
致

登

城
、
御
祝
詞
等
可
被
申
上
候
、
以
上
、

（
長
穹
）

九
月
四
日

村
井
又
兵
衛

御
相
組
中
殿

奉
得
其
意
候

３００
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
九
月
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
夜
前（
河
北
郡
）

津
幡
御
泊
ニ
而
、
中
将
様
益
御
機
嫌
克
御
着
城
、
金
谷

（
前
田
治
脩
）

御
殿
江
御
着
被
遊
候
、
加
賀
守
様
御
玄
関
迄
御
出
迎
、
年
寄

中
等
七
拾
間
御
門
之
内
、
御
奏
者
番
・
組
頭
・
新
番
頭
・
御

歩
頭
・
御
小
将
番
頭
御
使
番
罷
出
、
八
時
過
、
御
着
城
、

３０１
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
六
月
）

六
日
、
左
之
通
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
国
許
温
泉
江
御
湯
治
、

御
願

組
外
御
番
頭

（

之

盛

）

之
通
前
月
廿
七
日
被

仰
出
候
ニ
付
、従

岩
田
勘
右
衛
門

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
御
礼
使
今
日
被

仰
付
、
同
八
日
発
、
御
例
之
通

五
日
之
内
発
ニ
付
、
白
銀
五
枚
・
御
羽
織
一
拝
領
、

（
中
略
）

（
孝
昌
）

十
一
日
、御
用
番
前
田
駿
河
守
殿
ゟ
一
昨
日
之
依
御
廻
文
、今
朝
五

時
過
、頭
分
以
上
布
上
下
着
用
登

城
、御
帳
ニ
付
、柳
之
御
間

列
居
之
処
、御
年
寄
衆
御
列
座
、左
之
通
御
用
番
御
演
述
、依

之
御
用
番
宅
江
為
御
祝
詞
相
勤
候
様
、例
之
通
被
仰
談
有
之
、

中
将
様
御
国
許
温
泉
江

御
痛
所
為
御
保
養
御
入
湯
之
義
、

（

直

朗

）

御
願
之
通
前
月
廿
七
日
、

上
使
御
奏
者
番
井
伊
兵
部
少
輔

（
三
〇
日
）

殿
を
以
被

仰
出
、
且
又
同
晦
日
依

御
奉
書
、
当
月
朔
日
、



安
永
四
年

一
〇
三

押
而
御
登

城
被
成
候
処
、
於
御
黒
書
院
御
湯
治
御
暇
之
御

礼
被

仰
上
、
御
懇
之
被
為
蒙

上
意
、
其
上
御
馬
御
拝
領
、

重
畳
難
有
御
仕
合

思
召
候
、
此
段
可
申
聞
旨
、
従

（
前
田
重
教
・
治
脩
）

御
両
殿
様
被

仰
出
候
、

（
中
略
）

（
九
月
）

五
日
、
八
時
過
、

中
将
様

御
着
、
依
之
二
之
御
丸
も
終
日
布
上
下
着
用
、
且

（
定
昌
）

江
戸
江
之
御
礼
使
人
持
組
三
田
村
内
匠
、
於
金
谷

御
殿

御
目
見
被

仰
付
、
二
之
御
丸
年
寄
衆
於
席
紗
綾
二
巻
拝
領
、

追
付
発
足
、
従

加
賀
守
様
も
右
御
礼
御
使
寄
合
神
谷

（

守

叔

）

紋
左
衛
門
、
今
日
発
足
、

３０２
「
御
年
表
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
八
月
廿
三
日
、
湯
治
御
願
ニ
而
、
中
将
様
江
戸
御
発
駕
、
九

月
五
日
、
金
沢
江
御
帰
着
、
金
谷
御
殿
ニ
被
為
入
、

八
月
一
九
日

加
賀
藩
、金
谷
御
殿
の
前
田
重
教
御
座
所
へ
の
変
更
に
と

も
な
い
、金
谷
御
殿
七
十
間
門
内
を
二
ノ
丸
格
に
改
め
る
。

３０３
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
四
年
九
月
二
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

付
札
御
横
目
江（

拾
）

金
谷
七
間
間
両
御
門
之
内
、
三
ノ
御
丸
格
合
ニ
順
候
得
共
、

今
般

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
座
所
ニ
相
成
、
御
門
ノ
内
手
狭
ニ
而
、
供
之
人
数

込
合
可
申
候
間
、
二
ノ
御
丸
格
合
ニ
召
連
可
申
候
、
且
又
御

近
習
之
外
、
右
両
御
門
続

玉
泉
院
様
丸
等
ニ
役
所
有
之

人
々
ハ
、
格
別
二
ノ
御
丸
江
相
詰
候
、
役
人
押
有
之
候
共
、

急
御
用
之
外
、
右
両
御
門
往
来
指
扣
、
石
川
・
河
北
両
御
門

等
往
来
候
様
、
一
統
可
被
申
談
候
事
、

八
月
十
九
日

３０４
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

金
谷
七
拾
間
両
御
門
之
内
、三
之
御
丸
格
合
ニ
准
シ
候
得
共
、今
般

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
座
所
ニ
相
成
、御
門
内
手
狭
ニ
而
供
之
人
数
込
合
可
申

候
間
、二
之

御
丸
格
合
ニ
召
連
可
申
候
、且
又
御
近
習
之
外
、右

両
御
門
続
玉
泉
院
様
丸
等
ニ
役
所
有
之
人
々
者
、格
別
二
之

御

丸
江
相
詰
候
、役
人
押
有
之
候
共
、急
御
用
之
外
右
両
御
門
往
来
指

扣
、河
北
・
石
川
両
御
門
等
致
往
来
候
様
、一
統
可
申
談
候
事
、

八
月
十
九
日



一
〇
四

九
月
一
三
日

前
田
重
教
・
治
脩
、
新
た
に
造
営
し
た
金
沢
城
二
ノ
丸

虎
の
間
・
実
検
の
間
・
表
式
台
を
見
分
す
る
。

３０５
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記
」

録
拾
壱
』

（
九
月
一
三
日
）

同
日
、
七
時
過
、

（
前
田
重
教
・
治
脩
）

御
両
殿
様
御
同
道
、
虎
之
御
間
・
実
検
之
御
間
・
表
御
式
台

江

御
出
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
ハ
始
而

御
覧
、

但
、
御
式
台
御
番
頭
等
不
及
列
居
、
唐
紙
建
切
之
事
、

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
谷
御
殿
の
修
復
を
行
う
。

３０６
富
田
貞
直
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

△
中
将
様
御
国
許
江
被
為
入
候
に
付
、
金
谷
御
修
覆
方
等
御
用
戸

（
守
勝
）

田
与
一
郎
申
談
相
勤
候
様
被
仰
渡
、
折
々
金
谷
御
殿
江
も
罷
出

取
捌
之
御
用
有
之
由
、

【
解
説
】
右
は
富
田
貞
直
「
覚
書
」
安
永
四
年
正
月
四
日
条
の
付
記
。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

三
月
一
〇
日

河
北
郡
田
島
村
の
戸
室
山
石
切
丁
場
で
の
石
切
が
開
始

さ
れ
る
。

３０７
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

河
北
郡
田
島
村
領
戸
室
山
於
御
丁
場
ニ
御
用
石
切
立
、
当
十
日
ゟ

為
取
掛
候
ニ
付
、
御
丁
場
之
内
、
柴
・
杪
為
苅
取
候
条
、
去
年
之

通
不
指
支
様
夫
々
御
申
渡
可
有
之
候
、
以
上
、

三
月
六
日

御
普
請
会
所

御
算
用
場

（
朱
書
）

「
今
年
御
算
用
場
へ
申
遣
候
儀
、
一
昨
御
用
へ
相
聞
江
候
、
去
年

之
紙
面
ニ
当
年
ゟ
与
調
遣
置
候
ヘ
ハ
、
御
用
相
済
候
迄
、
御
算

用
場
不
及
懸
合
候
、
且
又
最
早
石
割
御
用
、
如
先
規
御
丁
場
一

山
、
田
し
ま
村
へ
指
預
、
番
人
申
付
候
節
ハ
、
尤
此
段
御
城
代

ニ
御
達
、
御
算
用
場
へ
も
申
談
候
事
也
、
山
役
銀
上
納
之
義
者
、

右
山
荒
山
と
申
も
の
ニ
候
得
者
、
御
算
用
場
ニ
而
二
年
山
役
銀

に
致
上
納
与
か
、
御
格
有
之
義
、
其
時
之
詮
義
之
事
、」



安
永
四
年
〜
安
永
五
年

一
〇
五

【
解
説
】
年
代
比
定
は
、普
請
奉
行
金
森
成
章
に
よ
る「
安
永
五
年
ゟ
戸
室
山

於
御
丁
場

御
本
丸
シ
ノ
キ
角
高
御
石
垣
御
用
之
大
角
石
等
段
々
切
立

候
」と
の
言
及（「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」）や
、木
越
隆
三「
戸
室

石
切
丁
場
の
歴
史
と
石
引
道
の
管
理
」（『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報
告

書
』Ⅱ
、石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所
、二
〇
一
三
年
）二
五
二
頁
の
記
述
に

拠
る
。

四
月
二
〇
日

加
賀
藩
、
越
中
国
で
の
前
田
重
教
の
鷹
狩
に
と
も
な
い
、

戸
室
山
で
の
石
切
を
中
断
し
、
金
沢
城
へ
の
石
引
の
み

を
命
じ
る
。

３０８
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

今
般
戸
室
山
石
引
出
之
儀
被
仰
渡
、
其
用
意
方
夫
々
申
渡
候
、
然

処（前
田
重
教
）

中
将
様
越
中
筋
へ
御
鷹
野
被
為
入
候
ニ
付
、
御
人
指
支
候
ニ
付
、

山
之
手
石
切
出
之
義
、
暫
相
見
合
候
様
重
而
被
仰
渡
受
取
置
候
、

役
小
者
五
拾
六
人
之
内
、
三
十
人
割
場
江
相
通
シ
、
残
二
十
六
人

之
高
を
以
、
先
中
山
筋
道
繕
り
、
少
充
ニ
而
茂
申
付
、
追
而
役
小

者
相
渡
次
第
御
石
引
出
、
蓮
池
車
橋
下
水
留
土
居
御
石
垣
、
去
年

積
残
不
足
石
、
為
引
出
積
立
申
渡
度
奉
存
候
、
右
御
普
請
所
難
積

置
所
々
御
座
候
間
、
御
達
申
上
候
、
以
上
、

（
安
永
五
年
）

（
章
直
）

申
四
月
廿
日

岡
田
八
兵
衛

（
成
章
）

金
森
猪
之
助

（
居
郷
）

浅
加
隼
人

（
政
行
）

本
多
安
房
守
様

（
孝
昌
）

前
田
駿
河
守
様

五
月
一
一
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
し
、
同
月
二
四
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
。
同
月
二
八
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤
の
挨

拶
を
す
る
。

３０９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
ハ
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

当
十
一
日
、

御
発
駕
之
筈
候
条
、
十
日
九
時
ゟ
八
時
迄
之
内
被

登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
者
、
御
用
番
宅

迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
連
起
）

五
月
六
日

長
大
隅
守



一
〇
六

（
半
切
奉
書
包

先
之
内
也
、

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

奉
得
其
意
候

―
―
―
―

寺
西
様
・
前
田
様
御
名
無
之
事
、

―
―
―
―

金
沢
参
勤
之
御
留
守
也
、

右
、
御
添
紙
面
ニ
而
青
山
様
へ
為
持
被
遣
ル
、

３１０
富
田
貞
直
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

五
月
十
一
日

一
、
御
機
嫌
能

御
発
駕
、
御
供
御
供
揃
朝
五
時

３１１
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
五
年
五
月
二
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

参
勤

（
前
田
治
脩
）

銀
五
十
枚

巻
物
廿

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（厚

曹
）

繮
二
十
筋

銀
馬
代

大
音
帯
刀

（
康
済
）

同

松
平
大
弐

３１２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
五
月
）

（
勝
清
）

前
月
廿
四
日
、御
機
嫌
能
御
着
府
、廿
七
日
、上
使
板
倉
佐
渡
守
殿
を

以
、被
為
蒙
上
意
、廿
八
日
、御
登

城
、於
御
黒
書
院
御
礼
被

仰
上
、

（
厚
曹
）

（
康
済
）

殊
ニ
御
懇
之

上
意
、大
音
帯
刀
・
松
平
大
弐

御
目
見
被

仰
付
、

重
畳
難
有
御
仕
合
ニ
被

思
召
候
段
、御
書
を
以
被

仰
下
候
事
、

３１３
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
五
月
）

十
一
日
、
九
時
前

御
発
駕
、
廿
四
日

御
着
府
、

３１４
「
三
守
御
譜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
安
永
五
年
）

五
月
十
一
日
、
金
沢

御
立
、
同
廿
四
日
、
江
戸

御
着
、
同
廿

（
勝
清
）

七
日
、
上
使
板
倉
佐
渡
守
、
廿
八
日
、
御
登
城
、
御
目
見
被

（
厚
曹
）

（
康
済
）

仰
上
、
大
音
帯
刀
・
松
平
大
弐

御
目
見
、
此
時
西
丸（
以
下
欠
）

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）

三
月
二
五
日

前
田
治
脩
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
四
月
一
日
、
江
戸

城
に
登
る
。
次
い
で
同
月
一
一
日
、
江
戸
を
発
ち
、
同

月
二
三
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

３１５
「
廻
状
留
」
安
永
六
年
三
月
二
五
日
条
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

（
康
福
）

上
使
松
平
周
防
守（

前
田
治
脩
）

縮
緬
三
十
巻

銀
百
枚

松
平
加
賀
守



安
永
五
年
〜
安
永
六
年

一
〇
七

右
、
就
御
暇
被
遣
之
、

３１６
「
廻
状
留
」
安
永
六
年
四
月
朔
日
条
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

（
徳
川
家
治
）

（
徳
川
家
基
）

一
、
公
方
様
・

大
納
言
様
御
一
同

出
御
、
月
次
之
御
礼
相
済
、

御
黒
書
院

御
暇

（
前
田
治
脩
）

御
鷹
二
居

御
馬
二
疋

松
平
加
賀
守
丹
後

御
白
書
院

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（厚

曹
）

縮
緬
五
巻

二
人大

音
帯
刀
玄
蕃

（
康
済
）

同
断

松
平
大
弐

３１７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
九
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
康
福
）

去
月
廿
五
日
、

上
使
松
平
周
防
守
殿
を
以
、
御
国
許
江
之
御
暇

被

仰
出
、
白
銀
・
御
巻
物
御
拝
領
、
従

（
徳
川
家
基
）

（
正
允
）

大
納
言
様
茂

上
使
阿
部
豊
後
守
殿
を
以
、
御
拝
領
物
被
成
候
、

右
為
御
礼
当
朔
日
、

御
登

城
被
成
候
処
、
於

御
黒
書
院

（
厚
曹
）

御
目
見
、
御
懇
之
上
意
、
殊
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、
大
音
帯
刀
・

（
康
済
）

松
平
大
弐

御
前
江
被

召
出
、
其
上
御
巻
物
頂
戴
之
、
重
畳
難

有
御
仕
合
候
旨
、
拙
者
と
も
迄
以
御
書
被

仰
下
候
事
、

今
日
於

御
城
御
用
番
御
渡
之
別
紙
、
相
廻
し
申
候
、
以
上
、

（
易
直
）

四
月
十
五
日

今
枝
刑
部

（
政
行
）

本
多
安
房
様

御
名

御
廻
状
并
別
紙
之
趣

致
承
知
候
、

（
当
昆
）

成
瀬
主
計
様

（
孝
博
）

前
田
主
計
様

（
政
賢
）

（

忠

順

）

横
山
又
五
様

竹
田
五
郎
左
衛
門
様
也
、

〆
六
人

３１８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
一
九
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

当
廿
三
日
、
（
越
中
国
）

今
石
動
ゟ

御
着
城
之
筈
ニ
候
条
、

御
着
之
御
様
子
被
承
合
登

城
、
可
被

相
伺
御
機
嫌
候
、
若
御
着
七
時
以
後
ニ
候
者
、
翌
日
四
時
頃
ゟ
九

時
頃
迄
之
内
、
可
被
罷
出
候
、
病
気
等
之
面
々
者
、
御
用
番
宅
迄

以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
政
行
）

四
月
廿
日

本
多
安
房
守

御
名

奉
得
其
意
候

青
山
殿

三
田
村
殿

篠
原
殿



一
〇
八

青
木
殿

津
田
殿

池
田
殿

松
崎
殿

別
紙
之
通
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

四
月
廿
一
日

長
大
隅
守

御
名

奉
得
其
意
候

―
―
―
―

（
政
礼
）

御
別

横
山
多
宮
殿

（
秀
昶
）

寺
西
弾
正
殿

奉
得
其
意
候

―
―
―
―

―
―
―
―

３１９
富
田
貞
直
「
覚
書
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
四
月
）

廿
三
日

一
、
御
機
嫌
能

御
帰
国
、
無
異
に
而

御
供
相
勤
罷
帰
事
、

３２０
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
三
月
二
五
日
）

（
康
福
）

同
日
、
於
江
戸

上
使
御
老
中
松
平
周
防
守
殿
を
以
、
御
国
許
江

之
御
暇
被
蒙

仰
、
御
例
之
通
御
拝
領
、
従
西
御
丸
も

上

（
正
允
）

使
御
老
中
阿
部
豊
後
守
殿
を
以
御
拝
領
有
之
、
但
、
三
月
中

御
暇
被

仰
出
候
様
依
而
被

仰
込
、
本
文
之
通
、

（
中
略
）

（
四
月
）

廿
三
日
、

江
戸
御
発
駕
、今
廿
三
日
朝
五
半
時
、
御
帰
城
、且

昨
夜
（
越
中
国
）

今
石
動

御
泊
、同
夜
四
時
過

御
発
駕
也
、御
作
法
都

（
直
房
）

而
前
々
之
通
り
、江
戸
表
江
御
礼
之
御
使
人
多
賀
逸
角
御
目

見
、於
御
年
寄
席
御
羽
織
・
御
巻
物
拝
領
、披
露
御
大
小
将
、

３２１
「
三
守
御
譜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
安
永
）

同
六
丁
酉
年
三
月
十
六
日
、暑
気
御
痛
、四
月
中
旬
ニ
モ
御
暇
被

仰
出
候
而
ハ
、
御
旅
中
ニ
テ
暑
気
催
時
分
ニ
モ
相
成
候
間
、
四
月

（

輝

高

）

へ
入
、

御
暇
被
下
置
候
様
ニ
ト
御
願
書
付
、
松
平
右
京
大
夫
へ

（

正

諠

）

御
指
出
被
成
候
処
、同
廿
二
日
、聞
番
被
召
呼
、岡
田
太
郎
右
衛
門

罷
越
候
処
、
先
達
テ
御
願
書
御
指
出
候
ニ
付
テ
、
近
々
上
使
被
成

下
、
来
月
朔
日
、

御
暇
之
御
礼
被

仰
上
候
御
沙
汰
之
旨
、
内

（
康
福
）

意
被
仰
聞
、同
廿
五
日
、上
使
松
平
周
防
守
ヲ
以
テ
、
御
暇
被

（
正
允
）

仰
出
、
西
丸
ヨ
リ
阿
部
豊
後
守
ヲ
以
テ
、

御
拝
領
物
等
如

御

（
厚
曹
）

（
康
済
）

例
、
四
月
朔
日
、
御
暇
之
御
礼
被

仰
上
大
音
帯
刀
・
松
平
大
弐

拝
謁
、同
十
一
日
、江
戸

御
発
駕
、同
廿
三
日
、金
沢

御
帰
城
、

三
月
二
七
日



安
永
六
年

一
〇
九

加
賀
藩
、
金
沢
城
本
丸
高
石
垣
の
孕
所
に
つ
き
、
石
取

除
の
普
請
等
を
指
示
す
る
。

３２２
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

一
、
高
石
垣
し
の
き
角
孕
所
等
御
普
請
之
儀
、
江
戸
表
江

御
調

（
村
井
又
兵
衛
長
穹
）

之
上
、
帳
面
之
通
被
仰
出
候
段
、
御
用
番
八
兵
衛
殿
被
仰

渡
候
ニ
付
、
此
段
御
扶
持
人
石
切
等
へ
申
渡
候
事
、

付
札

御
普
請
奉
行
へ

高
御
石
垣
孕
所
之
儀
、
且
役
小
者
増
三
拾
人
之
内
、
弐
拾
人

役
小
者
拾
人
者
日
用
被
相
雇
、
定
銀
外
を
以
賃
金
相
渡
義
等
、

先
達
而
被
申
聞
候
趣
承
届
候
条
、
石
取
除
御
普
請
等
并
日
用

之
儀
、
各
紙
面
之
通
可
被
相
心
得
事
、

（
安
永
六
年
）酉

三
月
廿
七
日

【
解
説
】「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
の
後
段
に
、
編
者
後
藤
彦
三
郎

に
よ
る
「
シ
ノ
キ
角
御
石
垣
、
安
永
六
年
よ
り
取
除
置
」
と
の
付
記
あ
り
。

一
二
月
一
七
日

幕
府
、
前
田
治
脩
の
家
臣
二
人
に
叙
爵
を
認
め
、
次
い

で
前
田
直
方
（
三
左
衛
門
）
が
従
五
位
下
土
佐
守
、
奥
村

尚
寛
（
助
右
衛
門
）
が
従
五
位
下
河
内
守
に
叙
任
さ
れ
る
。

３２３
「
三
守
御
譜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
安
永
六
年
）

十
二
月
十
七
日
、
前
田
三
左
衛
門
直
方
・
奥
村
助
右
衛
門
尚
寛
叙

爵
、
三
左
衛
門
ハ
土
佐
守
、
助
右
衛
門
ハ
河
内
守
ト
改
メ
サ
セ
ラ

（
隆
達
）

（
孝
昌
）

ル
、
横
山
河
内
守
・
前
田
駿
河
守
卒
ス
ル
故
也
、
〇
此
時
、
御
在

（
利
尚
）

国
ニ
付
、
御
名
代
前
田
大
和
守
殿
、
〇
湯
廿
六
日
ト
ス
、
十
二
月

廿
八
日
、
御
弘
、
触
留
ニ
ア
リ
、
十
七
日
ト
ス
、

３２４
「
御
年
表
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
十
二
月
廿
六
日
、
前
田
三
左
衛
門
叙
爵
、
土
佐
守
直
方
、
奥

村
助
右
衛
門
叙
爵
、
河
内
守
尚
寛
、

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
東
ノ
丸
中
櫓
下
シ
ノ
キ
角
の
高
石
垣

普
請
の
た
め
、
角
石
を
戸
室
山
か
ら
地
車
を
も
っ
て
引

き
出
す
よ
う
通
達
す
る
。

３２５
「
戸
室
山
初
年
号
等
留
帳
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
戸

室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報
告
書
』
Ⅰ

一
、
安
永
六
年
、
東
之

御
丸
中
御
櫓
下
シ
ノ
キ
角
高
御
石
垣
御

普
請
之
儀
御
達
、
則
同
年
被
仰
出
候
、
就
夫
右
御
手
当
テ
之

角
石
無
御
座
に
付
、
戸
室
山
ゟ
地
車
ヲ
以
引
出
申
候
儀
御
達
、



一
一
〇

新
道
之
儀
茂
夫
々
御
聞
届
、
道
幅
之
儀
等
之
儀
、
御
算
用
場

掛
合
有
之
、
相
極
候
事
、

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

正
月普

請
奉
行
金
森
成
章
・
岡
田
章
直
、
金
沢
城
東
ノ
丸
中

櫓
下
シ
ノ
キ
角
の
高
石
垣
普
請
の
た
め
、
消
雪
次
第
、
戸

室
山
か
ら
石
材
を
搬
送
し
て
石
垣
修
復
を
行
う
こ
と
を

上
申
す
る
。

３２６
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

高
御
石
垣
続
中
櫓
下
し
の
き
角
脇
第
一
之
孕
所
、坪
高
八
拾
壱
坪
計

之
所
石
取
除
之
儀
、先
達
而
略
絵
図
紙
面
を
以
、御
届
申
上
置
候
通

被
仰
渡
夫
々
申
渡
、裏
詰
栗
石
等
、旧
臘
十
月
廿
七
日
切
石
ケ
所
八

十
八
坪
計
為
取
除
、一
先
為
相
仕
廻
申
候
、依
而
当
春
雪
消
次
第
せ

り
込
候
而
、今
年
中
ニ
も
積
立
取
懸
候
様
及
詮
義
候
所
、去
年
取
除
候

八
十
八
坪
計
之
所
ハ
、天
平
均
上
ハ
石
故
、人
足
茂
人
少
ニ
而
事
済
候

得
共
、角
之
方
ハ
平
積
石
与
ハ
格
別
大
石
、其
上
次
第
取
下
り
候
ニ
付

迄
ハ
、石
与
違
引
上
石
等
手
遠
ニ
相
成
候
故
、今
七
十
人
相
増
、此
丁

場
ニ
而
以
上
百
人
計
請
取
不
申
而
者
御
不
益
之
筋
御
座
候
、尤
人
少
ニ

而
年
久
相
懸
候
得
者
、当
時
御
人
馬
ニ
而
者
御
〻不
益
之
様
ニ
相
見
へ
申

候
得
共
、決
算
之
上
、万
端
御
不
手
ニ
相
成
申
候
、其
上
右
丁
場
者

御
城
中
第
一
之
高
ミ
ニ
而
見
込
茂
如
何
御
座
候
故
、可
成
程
者
指
急

申
付
度
所
ニ
御
座
候
、惣
而
近
年
諸
品
御
道
具
并
持
籠
苧
綱
等
之
類

第
一
繰
々
古
物
ニ
新
物
取
交
召
仕
候
故
、御
不
益
無
御
座
候
、人
足

数
少
ク
年
久
相
懸
候
得
者
、前
々
之
古
物
朽
損
候
而
、自
ラ
其
年
之
新

物
多
相
成
、御
銀
之
方
ニ
而
御
不
益
至
極
相
成
申
候
、曁
積
立
前
桟
橋

足
代
仕
懸
、先
年
辰
巳
御
櫓
台
御
普
請
之
節
之
仕
懸
と
ハ
か
ら
く
ミ

も
違
達
申
候
段
、正
木
甚
左
衛
門
申
聞
候
、右
足
代
材
木
を
以
組
立

候
故
、手
長
ク
掛
置
候
得
者
、度
々
加
修
復
等
候
故
、弥
御
か
ね
相
増

申
候
、私
共
於
手
合
ハ
、人
銀
共
前
後
御
不
益
無
御
座
候
様
図
方
申

渡
候
、去
年
者
戸
室
山
并
中
山
ゟ
御
石
引
出
、曁
御
石
垣
堀
立
等
為
御

用
、都
合
百
人
充
受
取
候
得
共
、今
年
者
前
文
之
通
御
座
候
間
、御
石

垣
堀
立
之
方
増
七
十
人
、右
三
ケ
所
惣
人
高

〻旧
〻冬
〻被
〻仰
〻渡
〻候
百
七
十
人
充
受
取
申
度

奉
存
候
、乍
併
旧
冬
被
仰
渡
候
通
、弥
御
人
支
ニ
而
右
人
高
程
難
相
渡

御
座
候
ハ
ヽ
、重
而
御
詮
義
之
上
、増
人
相
渡
候
様
仕
度
奉
存
候
、



安
永
六
年
〜
安
永
七
年

一
一
一

一
、
去
春〻暮
略
絵
図
相
記
、懸
御
目
ニ
置
候
朱
引
之
外
、根
石
ゟ
弐
間

計
上
へ
之
方
、少
々
孕
相
見
へ
申
候
、右
当
時
御
普
請
ニ
付
、

二
重
塀
引
除
上
ゟ
見
請
申
候
所
、右
孕
相
見
江
積
方
之
様
ニ

も
見
請
候
間
、先
達
而
御
届
不
申
候
、尤
下
ゟ
ハ
さ
の
ミ
目
立

不
申
候
得
共
、此
度
取
除
候
石
見
分
仕
候
所
、往
古
出
来
候
節
、

積
立
は
か
行
第
一
ニ
仕
候
哉
、積
石
大
方
小
石
共
打
交
居
申

故
、少
々
之
孕
所
茂
難
捨
置
、依
而
此
度
席
ニ
右
ケ
所
繰
返
シ

ニ
積
立
申
付
度
奉
存
候
、左
候
て
ハ
、弥
御
人
高
ニ
相
成
候
間
、

こ
た
へ
候
義
も
如
何
有
之
候
哉
与
、重
而
詮
義
仕
候
所
、大
地

震
等
之
不
時
成
義
無
之
候
ハ
、当
分
堪
可
申
旨
、穴
生
申
聞
候

間
、先
此
度
ハ
其
通
ニ
指
置
可
申
被
奉
存
候
、

一
、
し
の
き
角
御
普
請
御
用
之
石
并
平
石
、去
々
年
以
来
、於
戸
室

山
追
々
出
来
為
仕
候
石
出
方
、御
家
中
役
小
者

御
定
夫
付
之

儀
、人
持
組
御
馬
廻
組
両
下
奉
行
へ
申
渡
置
候
、右
人
足
図
り

出
来
之
上
、道
作
等
夫
々
詮
義
之
趣
并
御
普
請
御
用
之
諸
品
御

道
具
等
、桟
橋
足
代
図
り
戸
室
山
ゟ
石
引
出
方
御
入
用
等
惣
図

り
、追
而
帳
面
相
調
指
出
可
申
候
、去
年
中
山
ゟ
九
十
八
石
新

石
為
引
出
置
候
間
、堀
立
次
第
、此
新
石
ニ
古
石
宜
分
為
交
合

根
へ
り
積
立
可
申
付
与
奉
存
候
、勿
論
当
時
大
御
普
請
所
之
義
、

其
上
戸
室
山
よ
り
角
石
等
引
出
候
ニ
付
、只
今
迄
之
定
銀
高
ニ

而
者
、中
々
御
図
方
行
届
不
申
候
間
、兼
而
是
等
之
趣
、御
聞
届

御
座
候
様
仕
度
奉
存
候
、勿
論
雪
消
次
第
、戸
室
山
石
切
出
候

義
者
前
々
之
通
、可
申
付
と
奉
存
候
、以
上
、

（
安
永
七
年
）

（
成
章
）

戌
正
月

金
森
猪
之
助

（
章
直
）

岡
田
八
兵
衛

（
居
郷
）

浅
加
隼
人

（
政
行
）

本
多
安
房
守
様

三
月
一
九
日

前
田
治
脩
、
村
井
長
穹
（
又
兵
衛
）
を
金
沢
城
代
に
任
命

す
る
。

３２７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
七
年
三
月
一
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
長
穹
）

一
、

御
城
代

村
井
又
兵
衛

３２８
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

（
三
月
）

十
九
日
、
左
之
通
被

仰
付
、

（
連
起
）

公
義
御
用

長
大
隅
守

（
長
穹
）

御
城
代

村
井
又
兵
衛



一
一
二

五
月
一
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
し
、
同
月
一
四
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
。
次
い
で
六
月
一
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤

の
挨
拶
を
す
る
。

３２９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
罷
出
人
々
ハ
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

（
五
月
）

（
四
月
）

来
月
朔
日
、

御
発
駕
之
筈
ニ
候
条
、
当
廿
九
日
九
時
ゟ
八
時
迄

之
内
被
登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
御
用

番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
事
、

３３０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
七
年
五
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
九
半
時
前
之
御
供
揃
ニ
而
、
八
半
過
、
御
機
嫌
克

御

発
駕
被
遊
、（
河
北
郡
）

津
幡
御
泊
、

３３１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
七
年
五
月
二
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
当
十
三
日
、
御
着
府
之
筈
之
処
、
一
日
御
滞
留
ニ
而
、
十
四

日
昼
過
、

御
機
嫌
克
御
着
府
被
遊
候
段
申
来
、

３３２
「
廻
状
留
」
安
永
七
年
六
月
朔
日
条

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

御
黒
書
院

参
勤

（
前
田
治
脩
）

縐
紗
二
十
巻

銀
五
拾
枚

松
平
加
賀
守
対
馬

（
中
略
）

御
白
書
院

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（政

均
）

手
綱
二
十
筋

銀
馬
代

二
人本

多
刑
部
玄
蕃

（
明
教
）

同
断

西
尾
隼
人
相
模

３３３
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
七
年
六
月
八
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
勝
清
）

一
、
前
月
廿
五
日
、
上
使
板
倉
佐
渡
守
殿
御
本
丸

御
老
中
、
但
、
御
参
向

之
節
ハ
西
ノ
丸
ゟ
此
事
、
御
出
前
々
之
通
御
作
法
相
済
、
朔

日
、

御
登
城
被
成
、

御
目
見
被

仰
上
候
、
御
供
御
家

（
政
均
）

（
明
教
）

老
本
多
刑
部
・
西
尾
隼
人
御
目
見
被

仰
付
、

３３４
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
前
月
十
四
日
、
御
機
嫌
能
御
着
府
、
同
廿
五
日
、
以

上
使

（
勝
清
）

板
倉
佐
渡
守
殿
被
為
蒙

上
意
、
去
朔
日
、

御
登

城
、

（
政
均
）

於
御
黒
書
院
御
礼
被

仰
上
、殊
御
懇
之
上
意
、本
多
刑
部
・

（
明
教
）

西
尾
隼
人

御
目
見
被

仰
付
、
重
畳
難
有
御
仕
合
被
思
召

候
段
、

御
書
を
以
被

仰
付
候
事
、

（
奥
村
尚
寛
）

今
日
、於

御
城
河
内
守
殿
御
渡
之
別
紙
一
通
相
廻
之
申
候
、以
上
、

六
月
十
五
日

御
名



安
永
七
年

一
一
三

（
政
本
）

津
田
玄
蕃
様

（
当
昆
）

成
瀬
主
計
様

（
為
章
）

不
破
左
京
様

（
康
済
）

松
平
大
弐
様

（

忠

順

）

竹
田
五
郎
左
衛
門
様

３３５
「
政
隣
記
」
一
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

記

録
拾
壱
』

五
月
朔
日
、
夕
八
半
時
、
御
発
駕
、（
河
北
郡
）

津
幡

御
泊
、
十
四
日
江
戸

御
着
、

九
月
四
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
尾
坂
門
の
普
請
を
開
始
し
、
こ
の
日

以
降
、
同
所
の
往
来
を
禁
止
す
る
。
次
い
で
一
〇
月
一

日
か
ら
同
所
の
往
来
を
許
可
す
る
。

３３６
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

付
札
御
横
目
江

尾
坂
御
門
御
普
請
就
被

仰
付
候
、
来
月
四
日
ゟ
往
来
指
留
候
条
、

前
々
之
通
、
夫
々
可
申
談
候
事
、

八
月
廿
九
日

右
、
今
枝
様
ゟ
廻
状
ニ
而
、
成
瀬
様
ゟ
就
到
来
写
、
御
相
組
相
廻

候
、
御
筆
頭
方
へ
も
御
添
御
紙
面
ニ
而
遣
候
事
、

３３７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

付
札
御
横
目
江

尾
坂
御
門
御
普
請
中
、
往
来
指
留
置
候
得
と
も
、
来
月
朔
日
ゟ
往

来
不
差
支
候
条
、
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

九
月
廿
四
日

別
紙
御
横
目
所
ゟ
就
到
来
、
相
廻
之
申
候
、
以
上
、

（
易
直
）

九
月
廿
五
日

今
枝
刑
部

御
筆
頭
ニ御

名
様

御
廻
状
并
別
紙
之
趣
、
致
承
知
候
、

―
―
―
―
―

―
―
―
―
―

右
写
、
御
相
組
中
へ
相
廻
申
候
、

九
月
一
三
日

前
田
斉
敬
（
教
千
代
。
重
教
の
子
）、
金
沢
城
二
ノ
丸
に
て

生
ま
れ
る
。

３３８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
七
年
九
月
一
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
夕
六
過
、於
二
之
御
丸

若
君
様
御
誕
生
、御
母
マ
ス
青
山
大

膳
亮
家

来
用
人
金
井

与
兵
衛
娘

、十
九
日
御
七
夜
ニ
付
、於
二
ノ
丸
御
能
養
老
・
吉
野



一
一
四

静
・
猩
々
、年
寄
中
等
江
御
吸
物
被
下
、御
近
習
頭
中
同
断
、御

（
前
田
重
教
）
ミ
チ

名
従
中
将
様
教
千
代
様
与
被
進
候
、殿
付
ニ
可
唱
旨
被

仰
出
、

九
月加

賀
藩
、
戸
室
山
（
石
切
丁
場
）
か
ら
河
北
郡
中
山
村
へ

の
石
引
道
に
つ
き
、「
山
手
之
方
」
へ
の
付
け
替
え
を
許

可
す
る
（
翌
年
「
新
道
」
完
成
）。

３３９
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

一
、
安
永
五
年
ゟ
戸
室
山
於
御
丁
場

御
本
丸
シ
ノ
キ
角
高
御
石

垣
御
用
之
大
角
石
等
、段
々
切
立
候
、右
為
御
用
山
奉
行
多
分

弐
人
充
相
詰
、御
扶
持
人
石
切
茂
弐
人
充
、二
十
人
石
切

御

城
中
御
用
之
様
子
ニ
て
七
、八
人
、拾
人
ニ
て
相
詰
、五
日
目

（
河
北
郡
）

〳
〵
致
交
代
候
、役
小
者
為
手
伝
受
取
、田
島
村
百
姓
相
雇
召

仕
、此
節
之
御
丁
場
者
、御
門
内
山
ノ
手
中
壇
ニ
大
石
有
之
、

此
度
割
立
角
石
等
ニ
仕
、又
水
丁
場
烏
帽
子
石
下
壇
ニ
大
石

有
之
、是
等
割
夫
々
角
石
等
ニ
切
立
申
候
、往
古
烏
帽
子
石
辺

山
高
キ
所
迄
堀
立
等
致
候
程
ニ
候
所
、如
何
詮
義
ニ
て
、右
大

石
殊
ニ
手
寄
も
甚
宜
所
取
残
置
候
哉
、不
審
ニ
候
、扨
大
角
石

等
出
来
ニ
付
、地
車
を
以
引
出
候
図
ニ
候
所
、御
石
釣
道
之
義

者
、
御
定
茂
有
之
候
所
、百
ケ
年
余
御
石
出
方
致
中
絶
候
故
、

道
は
ゝ
所
ニ
寄
段
々
せ
は
り
指
支
候
ニ
付
、御
算
用
場
懸
置

合
之
上
、弥
五
間
幅
相
極
候
趣
左
ニ
調
置
、

（
河
北
郡
）

一
、
戸
室
山
道
之
内
新
保
村
領
等
之
内
、道
附
替
之
儀
御
達
申
上
、

往
古
之
道
難
所
ニ
而
、中
々
地
車
難
運
道
ニ
而
候
、深
キ
谷
ニ
而
、

金
沢
之
方
よ
り
ハ
中
程
迄
一
文
字
ニ
下
り
、夫
ゟ
南
原
宮
横
迄

上
り
坂
ニ
而
、引
石
ニ
者
甚
六
ケ
敷
道
ニ
て
、此
所
ゟ
地
車
引
申

時
ハ
、道
幅
尤
広
ケ
候
得
者
、御
入
用
多
相
懸
、非
其
耳
引
方
ニ

甚
除
取
、旁
以
山
手
之
方
ニ
新
道
付
候
義
御
達
也
、昔
ハ
ケ
様
難

所
ゟ
大
石
等
釣
出
候
事
、戦
国
之
者
故
、能
ク
弁
シ
候
哉
、其
所

各
難
知
候
、山
奉
行
大
キ
ニ
骨
折
候
与
相
見
へ
、甚
証
拠
ハ
御
座

山
迄
度
々

利
長
公

利
常
公

被
為
入
候
所
ヲ
考
候
得
者
、大
勢
之
儀
不

一
通
様
ニ
被
存
候
、弱
キ
者
ハ
多
ク
死
候
由
及
承
候
、然
者
六
ケ

敷
義
者
相
知
レ
申
候
、釣
石
者
大
真
棒
ニ
横
指
之
棒
指
候
得
者
、

大
躰
石
之
高
サ
極
り
茂
有
之
、右
者
巻
持
と
申
者
ニ
候
、地
ヲ
は

き
難
釣
大
石
ハ
、修
羅
ニ
而
理
不
尽
ニ
大
勢
ニ
而
引
タ
ル
と
見
へ

た
り
、重
キ
も
の
故
大
ニ
六
ケ
敷
候
、戦
国
之
人
ハ
上
ゟ
下
之
根

気
強
キ
筈
也
、人
気
ハ
次
第
ニ
衰
候
与
相
見
江
候
、



安
永
七
年

一
一
五

（
河
北
郡
）

一
、
清
水
村
上
ミ
之
方
、
古
道
江
入
口
ゟ
右
之
方
北
松
高
迄
、
是

又
右
同
様
ニ
新
道
也
、
此
新
道
下
古
道
也
、
右
古
道
茂
坂
勝

ニ
而
、
車
は
こ
ひ
不
弁
利
ニ
付
、
一
集
ニ
新
道
之
此
達
也
、

（
朱
書
）

「
〇
」

御
本
丸
高
御
石
垣
し
の
き
角
積
方
之
儀
、
最
早
角
石
無
御
座

候
ニ
付
、
積
方
当
廿
日
切
為
相
止
メ
、
跡
御
縮
方
之
義
、
竹

垣
申
付
置
候
、
且
又

御
本
丸
御
番
所
へ
御
普
請
相
止
メ
候

段
、
被
仰
渡
可
被
下
候
、
右
之
趣
、
御
届
申
上
置
候
、
将
又

九
拾
間
土
居
崩
所
御
用
石
等
為
持
申
候
、

右
等
之
趣
、
御
届
申
上
候
、
以
上
、

（
成
章
）

九
月

金
森
猪
之
助

（
政
行
）

本
多
安
房
守
様

（
長
穹
）

村
井
又
兵
衛
様

（
河
北
郡
）

戸
室
山
御
石
丁
場
ゟ
中
山
迄
之
間
、
只
今
迄
之
道
難
所
ニ
而
御
石

（
河
北
郡
）

難
引
出
候
ニ
付
、
南
原
村
・
新
保
村
領
等
、
山
之
手
方
江
道
付
替

度
旨
、
各
紙
面
を
以
被
申
聞
候
趣
、
無
拠
儀
ニ
付
承
届
候
、
乍
然

田
地
等
へ
相
障
候
間
、
右
道
下
ニ
相
成
候
田
地
等
、
別
紙
之
通
、

御
石
引
出
御
用
中
者
役
銀
之
内
を
以
可
被
請
高
候
、
此
段
被
得
其

意
、
地
子
米
銀
高
之
儀
者
、
御
算
用
場
可
被
承
合
候
、
以
上
、

（
安
永
七
年
）戌

九
月
廿
八
日

本
多
安
房
守

印

村
井
又
兵
衛

印

御
普
請
奉
行
中

今
般
戸
室
山
ゟ
御
用
石
出
候
ニ
付
、道
附
替
并
右
道
之
内
修
復
之

（
カ
）

義
、入
札
ニ
被
申
付
候
条
、今
明
日
之
内
、町
中
江
相
触
り
人
有
之

候
者
、来
月
四
日
切
指
出
可
申
旨
、御
紙
面
之
趣
致
承
知
候
、以
上
、

（
三
〇
日
）

九
月
晦
日

町
会
所

御
普
請
会
所

戸
室
山
石
引
道
附
替
新
道
田
畠
等
、道
境
本
杭
為
打
候
ニ
付
、明
十

三
日
当
場
よ
り
役
人
指
出
可
申
旨
致
承
知
、夫
々
申
渡
置
候
、以
上
、

十
月
十
二
日

御
算
用
場

御
普
請
会
所

右
ニ
付
、
十
三
日
、
穴
生
正
木
甚
左
衛
門
、
且
御
扶
持
人
石
切
等

（
河
北
郡
）

罷
出
、
南
森
下
村
金
七
、
是
ハ
十
村
也
、
村
々
肝
煎
等
罷
出
、
人
々

領
境
杭
木
打
、
田
畠
山
歩
数
等
相
極
メ
候
事
、

右
、立
会
領
境
相
極
候
ニ
付
、御
算
用
場
承
合
候
所
、左
之
通
候
事
、

道
下
ニ
相
成
候
田
地
等
御
算
用
場
ゟ
書
出
候
写

一
、
弐
百
四
拾
歩

田
地

新
保
村
領

高
ニ
シ
テ
壱
石
弐
斗



一
一
六

一
、
長
百
八
拾
九
間

山

同
村
領

幅
五
間
此
役山銀
弐
拾
目

一
、
弐
百
歩

田
地

南
原
村
領

高
ニ
シ
テ
壱
石

一
、
長
百
九
拾
四
間

山

同
村
領

幅
五
間

此
山
銀
十
五
匁

一
、
千
百
六
十
歩

新
開
歩
数

（
河
北
郡
）

田
島
村
・
清
水
村

南
原
村
・
若
松
村
領

高
ニ
シ
テ
五
石
八
斗

一
、
長
四
拾
五
間

山

田
島
村
領

幅
五
間此

山
役
銀
拾
五
匁

高
ニ
シ
テ
八
石

山
役
銀
ニ
シ
テ
四
拾
五
匁

右
、
御
算
用
場
ゟ
書
出
之
通
、
毎
年
十
二
月
朔
日
ゟ
五
日
迄
之
米

平
均
直
段
を
以
、
切
手
仕
立
、
南
森
下
村
十
村
手
代
切
手
役
所
へ

持
参
致
候
、
毎
年
如
此
、

一
、
戸
室
山
道
大
田
切
等
新
道
附
替
等
之
儀
、
夫
々
入
札
ニ
被
仰

付
候
所
、
大
工
金
浦
屋
八
兵
衛
与
申
者
、
下
札
ニ
付
、
此
者

へ
被
仰
渡
候
、
此
者
ハ
辰
巳
御
櫓
台
桟
橋
茂
仕
、
町
会
所
ニ

て
縮
方
茂
相
済
候
者
ニ
候
得
共
、
正
木
甚
左
衛
門
与
別
懇
ニ

而
、
風
聞
甚
不
宜
候
、
日
用
頭
之
儀
者
御
様
子
も
有
之
者
、

ケ
様
之
御
用
ハ
可
申
付
事
候
、
時
節
与
ハ
申
な
か
ら
取
捌
方

悪
敷
相
見
へ
候
、
其
道
ヲ
糺
シ
申
付
度
事
ニ
候
、

一
、
右
新
道
御
用
等
、
正
月
廿
日
よ
り
取
掛
候
事
、
御
用
中
役
人

見
廻
り
之
事
、

（
朱
書
）

「
但
、右
道
附
替
之
儀
者
、大
キ
成
御
用
ニ
候
、然
処
、役
人
見
廻

り
申
義
者
、余
り
ゆ
る
か
せ
成
事
候
、毎
日
詰
切
致
指
図
申
義

ニ
候
所
無
其
儀
、八
兵
衛
へ
ま
か
せ
候
事
、甚
不
審
千
万
也
、

第
一
御
縮
方
立
兼
申
義
、如
何
之
詮
義
ニ
候
哉
、不
審
而
已
ニ

候
、兎
角
穏
成
時
節
故
、如
此
ニ
て
相
済
候
与
相
見
江
候
、」

３４０
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

（
河
北
郡
）

戸
室
山
御
丁
場
ゟ
中
山
迄
之
間
、
只
今
迄
之
道
難
所
ニ
而
御
石
難

（
河
北
郡
）

（
河
北
郡
）

引
出
候
ニ
付
、
南
原
村
・
新
保
村
等
山
手
之
方
江
道
付
替
度
旨
、

各
紙
面
を
以
被
申
聞
候
趣
、
無
拠
義
ニ
付
承
届
候
、
乍
然
田
地
等

江
相
障
候
間
、
右
道
下
ニ
相
成
候
田
地
等
、
別
紙
之
通
御
石
引
出

候
御
用
中
者
、
役
銀
之
内
可
被
請
高
候
、
此
段
被
得
其
意
、
地
子

銀
高
之
儀
者
御
算
用
場
可
被
承
合
候
、
以
上
、



安
永
七
年

一
一
七

（
安
永
七
年
）

（
政
行
）

戌
九
月
廿
八
日

本
多
安
房
守
印

（
長
穹
）

村
井
又
兵
衛
印

御
普
請
奉
行
中

但
、
安
永
七
年
被
仰
渡
也
、

道
下
ニ
相
成
候
田
地
等
御
算
用
場
ゟ
書
出
候
写

一
、
弐
百
四
拾
歩

田
地

新
保
村
領

高
ニ
シ
テ
壱
石
弐
斗

一
、
長
百
八
拾
九
間

山

同
村
領

此
山
銀
弐
拾
目

一
、
弐
百
歩

田
地

南
原
村
領

高
ニ
シ
テ
壱
石

一
、
長
百
九
拾
四
間

山

同
村
領

幅
五
間

此
山
役
銀
拾
五
匁

一
、
千
百
六
拾
歩

新
開
歩
数

（
河
北
郡
）

田
島
村
・

南
原
村
・

（
河
北
郡
）

（
河
北
郡
）

清
水
村

若
松
村
領

高
ニ
シ
テ
五
石
八
斗

一
、
長
四
拾
五
間

山

田
島
村
領

幅
五
間

此
山
役
銀
拾
匁

高
ニ
シ
テ
八
石

山
役
銀
〆
四
拾
五
匁

以
上
、
但
、毎
暮
御
渡
シ
之
地
子
米
代
此
分
ニ
御
座
候
、

一
、
安
永
八
年
、穴
生
・
山
奉
行
・
道
奉
行
兼
帯
可
相
勤
旨
被
仰
渡
、

一
、
同
年
右
新
道
出
来
、戸
室
山
ゟ
大
角
石
等
地
車
を
以
引
出
候
事
、

但
、右
ニ
付
御
石
道
幅
之
義
、且
地
車
起
本
此
次
ニ
相
調
申
候
、

一
二
月
一
八
日

幕
府
、
前
田
治
脩
が
斉
敬
（
教
千
代
）
を
嫡
子
と
し
て
迎

え
る
こ
と
を
許
可
す
る
。

３４１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
安
永
七
年
一
二
月
二
六
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
早
飛
脚
到
来
、
左
之
通
申
来
、

今
十
八
日
、御
登
城
被
成
候
様
、昨
日
御
老
中
方
御
連
名
之
依

御
奉
書
、今
日
、御
登
城
被
成
候
所
、於
御
白
書
院
御
縁
頬

教

千
代
様
御
養
子
ニ
被
成
、
御
嫡
子
御
願
之
通
被

仰
出
候
段
、

（

輝

高

）

御
老
中
方
御
列
座
、松
平
右
京
大
夫
殿
御
演
述
、難
有
被

思

召
候
、此
段
被
仰
聞
候
、松
平
之
御
称
号
、且
是
以
後
万
端
勝
丸

様
御
振
合
御
同
様
、相
心
得
可
申
候
、頭
分
以
上
何
も
江
可
申



一
一
八

聞
旨
、拙
者
共

御
前
江
被

召
出
候
、御
意
御
座
候
、先
以
目

（
存
候
カ
）

出
度
御
儀
、恐
悦
之
至
御
同
意
奉
□
□
、恐
惶
謹
言
、

（
明
教
）

十
二
月
十
八
日

西
尾
隼
人

（
政
均
）

本
多
刑
部

（
政
行
）

（
連
起
）

本
多
安
房
守
様

長
大
隅
守
様

（
直
方
）

（
尚
寛
）

前
田
土
佐
守
様

奥
村
河
内
守
様

（
隆
振
）

（
長
穹
）

奥
村
主
水
様

村
井
又
兵
衛
様

（
貞
一
）

（
方
穀
）

前
田
図
書
様

伴
八
矢
様

（
厚
曹
）

（
保
之
）

大
音
帯
刀
様

篠
原
織
部
様

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
高
石
垣
普
請
の
費
用
不
足
の
た
め
、
定

銀
額
の
見
直
し
を
行
う
。

３４２
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

御
城
中
御
石
垣
方
御
普
請
、
定
銀
四
拾
貫
目
之
内
弐
拾
貫
目
、
右

御
用
相
弁
、
残
る
弐
拾
貫
目
者
除
置
候
様
申
渡
置
候
処
、
今
年
ゟ

高
御
石
垣
御
普
請
御
入
用
不
足
ニ
付
、
除
銀
之
内
ゟ
相
弁
度
趣
、

若
除
銀
難
相
渡
候
者
、
役
銀
之
内
ゟ
拾
六
貫
目
増
銀
被
致
度
之
段
、

各
紙
面
之
趣
承
届
候
条
、
役
銀
之
内
ゟ
足
銀
可
有
之
候
、
尤
除
銀

之
分
只
今
迄
之
通
全
可
被
除
置
候
事
、

（
安
永
七
年
）戌

三
月
十
七
日

但
、
安
永
七
年
被
仰
渡
也
、

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

二
月
一
四
日

普
請
奉
行
金
森
成
章
、
戸
室
山
か
ら
の
石
材
の
搬
送
に

と
も
な
い
、
戸
室
山
か
ら
小
立
野
出
町
ま
で
の
道
筋
整

備
を
命
じ
る
。

３４３
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

今
般
御
用
石
、河
北
郡
戸
室
山
ゟ
引
出
候
ニ
付
、同
所
ゟ
小
立
野
出

町
迄
道
筋
為
作
申
候
、右
出
来
次
第
、大
石
等
引
出
候
間
、山
中
下
り

坂
ニ
而
ハ
、地
車
難
指
留
候
間
、右
道
筋
往
来
之
百
姓
共
気
遣
可
仕
、

其
上
牛
馬
口
牽
不
申
躰
、且
所
々
於
休
場
古
沓
道
之
内
江
捨
置
御
石

運
指
支
候
条
、右
等
之
趣
無
之
様
、早
速
夫
々
御
申
渡
可
被
成
候
、

一
、
御
石
出
シ
道
者
、往
古
ゟ
道
幅
五
間
ニ
而
、則
山
中
等
所
々
ニ
其



安
永
七
年
〜
安
永
八
年

一
一
九

道
幅
形
合
以
有
之
候
、就
夫
上
田
上
村
領
等
之
内
、両
方
ゟ
田

地
自
ラ
仕
出
候
哉
、悉
ク
道
狭
ク
相
成
、其
上
道
之
内
茂
近
年

田
ヲ
仕
出
候
所
茂
有
之
躰
ニ
而
、所
々
有
之
候
間
、右
辺
才
許
之

十
村
御
指
出
シ
、道
幅
見
分
仕
候
様
致
度
、如
此
御
座
候
、以
上
、

（
成
章
）

二
月
十
四
日

金
森
猪
之
助

御
算
用
場

御
奉
行
中
様

【
解
説
】
年
代
は
当
該
通
達
に
対
応
す
る
十
村
の
上
申
書（「
河
北
郡
戸
室
山

開
之
事
等
留
帳
」所
収
）が「
亥
二
月
」付
で
あ
る
こ
と
、金
森
成
章（
猪
之

助
）の
普
請
奉
行
在
任
年
代
の
以
上
二
点
か
ら
、安
永
八
年（
一
七
七
九
）と

推
認
で
き
る
。

三
月
一
六
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
橋
爪
門
外
橋
・
鼠
多
門
外
橋
の
懸
直

し
を
開
始
す
る
。
こ
の
日
以
降
、
橋
爪
門
外
橋
は
四
月

一
日
ま
で
、
鼠
多
門
外
橋
は
四
月
一
一
日
ま
で
往
来
を

禁
止
す
る
。

３４４
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
一
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

付
札御
横
目
江

橋
爪
御
門
外
橋
当
十
六
日
ゟ
掛
直
、
来
月
朔
日
ゟ
往
来
之
事
、

一
、
玉
泉
院
様
丸
鼠
多
門
外
橋
、
同
日
ゟ
掛
直
、
来
月
十
一
日
ゟ

往
来
之
事
、
掛
直
候
ニ
付
、
御
普
請
中
往
来
指
留
候
事
、

右
両
所
橋
御
普
請
中
、
往
来
橋
留
候
、
鶴
之
丸
よ
り
往
来
等
之
儀
、

先
達
而
申
渡
候
通
、
相
心
得
候
様
夫
々
へ
可
被
申
談
候
之
事
、

三
月
十
一
日

三
月普

請
奉
行
浅
加
居
郷
、
河
北
郡
上
田
上
村
領
で
狭
く
な
っ

た
石
引
道
に
つ
い
て
詮
議
し
、
村
方
と
論
争
に
な
る
。

３４５
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

今
般
戸
室
山
ゟ
御
用
大
石
等
為
出
候
に
付
、先
達
而
紙
面
を
以
申

（
河
北
郡
）

進
候
所
、夫
々
御
申
渡
之
旨
致
承
知
候
、且
又
上
田
上
村
領
等
之
内
、

道
せ
は
く
相
成
居
申
趣
申
進
候
所
、改
作
奉
行
中
之
紙
面
并
十
村

共
ゟ
之
小
紙
共
御
指
越
ニ
候
得
共
、戸
室
山
ゟ
石
釣
道
者
、往
古
ゟ

五
間
幅
、則
山
中
等
ニ
其
形
今
以
有
之
候
、安
永
新
道
具
地
車
を
以

為
引
出
候
ニ
付
、道
幅
五
間
迄
無
之
而
茂
御
用
相
済
候
得
共
、右
地

車
者
新
格
之
義
、万
端
往
古
之
御
格
ヲ
本
文
ニ
相
立
候
ニ
付
、安
永



一
二
〇

（
河
北
郡
）

二
年
御
承
知
之
通
、道
幅
五
間
ニ
相
改
、則
戸
室
山
ゟ
中
山
迄
者
道

作
候
ニ
付
、所
々
五
間
幅
印
石
ヲ
相
建
置
申
候
、此
度
中
山
ゟ
小
立

野
出
町
迄
道
作
り
申
付
候
ニ
付
、先
日
一
往
申
進
候
、都
而
道
せ
は

ヒ
キ

く
両
方
田
畠
道
之
所
々
者
、引
石
ニ
て
も
指
支
候
而
風
与
田
縁
等
へ

も
相
障
可
申
義
茂
難
計
候
、左
之
時
分
百
姓
共
彼
是
申
合
候
而
者
、

御
用
方
指
支
候
間
、五
間
幅
之
印
ハ
建
置
、何
分
当
時
之
道
幅
ニ
而

為
相
弁
可
申
候
得
共
、至
而
せ
は
き
所
者
指
支
候
、宝
暦
年
中
以
来
、

雨
水
除
之
溝
之
内
江
田
植
付
候
て
、郷
割
指
支
候
ケ
所
茂
有
之
候
、

譬
新
開
キ
相
成
候
て
も
ケ
様
之
所
者
指
支
候
条
、近
々
之
内
役
人

御
指
出
、今
一
往
見
分
御
申
付
可
被
成
候
、其
砌
此
方
役
人
茂
為
立

会
可
申
談
候
、尤
日
限
之
義
者
追
而
可
申
進
候
、以
上
、

（
居
郷
）

三
月
十
二
日

浅
加
隼
人

（
純
孝
）

前
田
兵
部
様

（

定

明

）

小
堀
牛
右
衛
門
様

河
北
郡
戸
室
山
ゟ
御
用
石
為
御
引
候
に
付
、右
山
ゟ
小
立
野
出
町
道

幅
五
間
ニ
而
則
山
中
、二
年
戸
室
山
ゟ
中
山
迄
道
作
申
付
之
砌
、五
間

幅
之
段
者

御
城
代
へ
申
上
、則
其
御
場
へ
も
同
年
六
月
廿
六
日
、委

曲
紙
面
を
以
申
進
候
所
、御
承
知
之
段
御
返
書
致
到
来
候
、同
七
月
廿

日
、戸
室
山
ゟ
小
立
野
出
町
之
道
幅
五
間
ニ
付
、追
々
五
間
幅
之
印
石

相
建
候
趣
茂
申
進
置
候
、然
処
此
度
上
田
上
村
領
等
之
道
幅
之
儀
ニ

付
、十
村
共
よ
り
小
紙
指
出
候
趣
ニ
而
者
、安
永
二
年
御
承
知
之
御
返

書
与
ハ
相
違
之
様
ニ
相
見
へ
申
候
、万
治
年
中
前
後
釣
石
之
時
分
之

槙
棒
・
長
棒
壱
間
計
、横
指
之
棒
長
サ
三
間
計
ニ
候
、右
ニ
大
人
数
を

以
為
釣
運
候
而
者
、当
時
上
田
上
村
領
等
之
道
幅
ニ
而
者
悉
ク
指
支
申

候
、右
万
治
年
中
以
来
戸
室
山
ゟ
石
釣
出
致
中
絶
候
故
、右
五
間
幅
之

内
、新
開
欤
、又
ハ
自
ラ
仕
出
候
哉
、都
而
改
作
方
之
様
子
者
於
此
方

手
合
難
相
知
候
得
共
、所
々
五
間
幅
之
形
有
之
、右
槙
棒
間
数
等
ゟ
引

合
候
而
ハ
、上
田
上
村
領
等
之
内
、当
時
之
道
幅
ニ
而
者
指
支
申
候
、曁

（
河
北
郡
）

上
野
村
者
五
間
幅
之
道
ニ
相
成
申
候
、上
田
上
村
等
領
ニ
限
り
、道
せ

は
く
候
様
子
、今
一
往
御
詮
義
之
上
、御
申
聞
可
被
成
候
、

一
、
如
往
古
大
石
等
釣
出
候
儀
、本
文
ニ
候
得
共
、悉
ク
御
入
用
相
掛
、

其
上
道
幅
茂
五
間
無
之
て
ハ
、指
支
万
端
御
不
益
ニ
付
、御
造
営

以
来
者
等
ニ
所
々
道
幅
形
チ
今
以
有
之
候
処
、上
田
上
村
等
領
之

内
、両
方
ゟ
田
地
自
ラ
仕
出
シ
候
哉
、道
幅
狭
ク
相
成
申
ニ
付
、

指
支
申
所
茂
有
之
候
間
、詮
義
仕
可
申
上
旨
、先
達
而
被
仰
渡
候

ニ
付
、其
節
村
方
詮
義
仕
候
所
、右
道
幅
之
内
ヲ
求
而
御
田
地
ニ

仕
出
シ
申
義
ニ
而
ハ
無
御
座
候
得
共
、所
ニ
寄
川
等
へ
崩
落
申
、

所
々
自
然
与
狭
ク
成
可
申
哉
之
旨
申
聞
候
に
付
、其
段
先
達
而
小



安
永
八
年

一
二
一

紙
を
以
申
上
置
候
、然
処
、今
般
ハ
被
仰
渡
候
ハ
、右
ニ
付
先
年
茂

御
詮
儀
之
上
、道
幅
五
間
ニ
相
極
り
申
義
、承
知
仕
罷
在
候
所
、

先
頃
小
紙
之
趣
ニ
て
ハ
相
違
之
義
与
被
仰
渡
候
ニ
付
、重
而
村
役

人
共
手
前
詮
義
仕
候
所
、百
姓
共
方
ゟ
求
而
道
幅
之
内
ヲ
せ
は

め
申
儀
ニ
而
者
無
御
座
候
得
共
、右
申
上
候
通
、自
ラ
道
幅
せ
は

く
相
成
申
候
、併
道
幅
之
義
者
、古
来
ゟ

御
定
茂
御
座
候
義
ニ

御
座
候
得
者
、只
今
彼
是
申
上
候
義
無
御
座
候
、
御
定
之
通
、

相
心
得
可
申
旨
申
聞
候
に
付
、重
而
小
紙
を
以
申
上
候
、以
上
、

（
安
永
八
年
）

（
河
北
郡
）

亥
三
月

御
所
村
長
左
衛
門
跡
組
当
分
才
許

少
次
右
衛
門

判

御
改
作

御
奉
行
所

今
般
戸
室
山
ゟ
御
用
石
引
出
候
ニ
付
、
先
達
而
御
普
請
奉
行
ゟ
之

紙
面
御
渡
ニ
付
、
則
十
村
共
へ
申
渡
、
石
引
出
候
時
分
、
不
指
支

様
申
付
候
処
、
重
而
御
普
請
奉
行
浅
加
隼
人
ゟ
之
紙
面
御
渡
に
付
、

猶
又
十
村
共
江
申
渡
候
所
、
上
田
上
村
才
許
之
十
村
ゟ
別
紙
小
紙

指
出
候
ニ
付
、
御
達
申
候
、
尤
石
引
出
候
節
不
指
支
様
申
渡
候
、

彼
是
不
申
出
様
申
付
置
候
、
御
普
請
会
所
役
人
罷
出
見
分
有
之
節

者
、
才
許
之
十
村
茂
罷
出
候
様
申
渡
置
候
間
、
右
役
人
罷
出
候
日

限
、
先
達
而
申
越
候
様
致
度
候
、
以
上
、

三
月
廿
二
日

御
用
番

（

直

清

）

遠
藤
次
左
衛
門

小
泉
四
郎
兵
衛

御
算
用
場

追
而
浅
加
隼
人
ゟ
之
紙
面
致
返
却
候
、
以
上
、

先
達
而
戸
室
山
ゟ
御
用
石
引
出
候
道
幅
、上
田
上
村
領
等
之
内
狭
ク

相
成
居
申
様
子
ニ
付
、今
一
往
可
遂
詮
義
旨
、重
而
被
申
聞
、則
改
作

奉
行
与
猶
更
遂
詮
議
候
所
、別
紙
両
通
指
出
候
ニ
付
相
達
候
、以
上
、

四
月
廿
四
日

御
算
用
場

御
普
請
会
所

（
朱
書
）

「
一
、
右
道
幅
見
分
之
義
、御
算
用
場
へ
申
遣
シ
、十
村
罷
出
、致

見
分
治
定
之
儀
、留
帳
ニ
も
不
見
へ
候
、留
洩
候
哉
、又
切
取
候

哉
、其
程
無
覚
束
候
、右
紙
面
ニ
て
大
躰
致
治
定
居
申
候
事
ニ

候
、」

四
月
一
八
日

前
田
治
脩
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
、
同
月
二
一
日
、
江
戸

城
に
登
る
。
次
い
で
同
月
二
二
日
、
江
戸
を
発
ち
、
五



一
二
二

月
六
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

３４６
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
八
年
四
月
一
八
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
意
次
）

上
使
田
沼
主
殿
頭（

前
田
治
脩
）

（
銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

右
、
就
御
暇
被
仰
出
候
被
遣
之
、

３４７
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
八
年
四
月
二
一
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
黒
書
院
江

出
御
、

御
暇

（
前
田
治
脩
）

（
御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（政

均
）

巻
物
五

本
多
刑
部

（
明
教
）

同

西
尾
隼
人

３４８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
安
永
八
年
四
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加

越
能
文
庫
蔵

十
八
日

（
意
次
）

一
、
御
国
江
之
御
暇
上
使
、
御
老
中
田
沼
主
殿
頭
殿
を
以
、
御
例

之
通
御
拝
領
物
有
之
事
、

廿
一
日

（
政
均
）

（
明
教
）

一
、
今
日
御
暇
之
御
礼
御
登
城
、
御
家
老
本
多
刑
部
・
西
尾
隼
人

御
目
見
被

仰
付
、
翌
廿
二
日
昼
、
江
戸
御
発
駕
之
旨
申
来
、

３４９
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」安
永
八
年
五
月
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
夜
前（
河
北
郡
）

津
幡
御
泊
、
今
朝
六
半
時
、
御
機
嫌
克

御
着
城
、
御

礼
使
人
持
上
坂
両
左
衛
門
、
九
時
過
発
足
之
事
、

３５０
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
一
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
者
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

当
六
日
、（
河
北
郡
）

津
幡
ゟ

御
着
城
之
筈
ニ
候
条
、
御
着
之
御
様
子
被
承

合
登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
者
御
用
番
宅

迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
隆
振
）

五
月
四
日

奥
村
主
水

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

奉
得
其
意
候
、
私
儀
気
配
不
宜
役
引

仕
罷
在
候
付
、
難
罷
出
御
座
候
、

御
相
組
中
殿

明
和
九
年
之
御
触
帳
ニ

宜
御
下
書
之
扣
有
之
、

３５１
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
四
月
）

（
意
次
）

今
月
十
八
日
、

上
使
御
老
中
田
沼
主
殿
頭
殿
を
以
御
国
許
江
之

御
暇
被

仰
出
、
御
例
之
通
御
拝
領
物
有
之
、

同
廿
二
日
江
戸

御
発
駕
、五
月
四
日

御
帰
城
之
筈
ニ
候
処
、

六
日
御
帰
城
ニ
相
成
候
事
、但
、（
越
中
国
）
境
ヨ
リ
御
泊
相
延
、如
本
文
、

（
中
略
）

（
五
月
）

六
日
、
前
月
廿
二
日
、江
戸

御
発
駕
、昨
夜（
河
北
郡
）

津
幡
御
泊
、今
朝
六
半



安
永
八
年

一
二
三

時
頃
、御
帰

城
、御
作
法
前
々
之
通
、江
戸
表
江
之
御
使
上
坂

両
左
衛
門
御
目
見
、其
後
於
御
年
寄
衆
席
、御
例
之
通
御
羽
織

一
・
白
紗
綾
二
巻
拝
領
、披
露
御
大
小
将
、其
上
ニ
而
追
付
発
出
、

五
月
一
日

加
賀
藩
、
前
田
斉
敬
（
教
千
代
）
の
た
め
に
、
こ
の
日
か

ら
同
月
五
日
ま
で
金
沢
城
七
十
間
門
内
に
幟
を
立
て
る
。

３５２
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
四
月
）

廿
五
日
、（
中
略
）

（
前
田
斉
敬
）

教
千
代
様
御
の
ぼ
り
、七
十
間
御
門
内
ニ
建
候
、来
月
朔
日
ゟ

五
日
迄
、御
家
中
并
町
方
共
男
女
見
物
、男
子
ハ
十
五
才
以
下

七
十
間
御
門
ゟ
入
、金
谷
御
門
江
出
候
事
、

（

斉

）

右
、
中
村
万
右
衛
門
申
聞
候
由
、
御
横
目
中
廻
状
有
之
、

五
月
一
五
日

前
田
重
教
、前
田
治
脩
を
金
谷
へ
招
待
す
る
。同
月
一
六

日
、治
脩
、重
教
を
金
沢
城
二
ノ
丸
へ
招
き
饗
応
す
る
。

３５３
「
御
年
表
」
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
五
月
十
五
日
、
金
谷
へ
加
賀
守
様
御
招
請
、

（
前
田
重
教
）

同
十
六
日
、
二
御
丸
江

中
将
様
御
招
請
、
三
汁
九
菜
、
翁

立
御
能
被

仰
付
、

六
月
上
旬

加
賀
藩
、
金
沢
城
本
丸
高
石
垣
（
南
面
シ
ノ
ギ
角
）
の
石

垣
修
復
に
用
い
る
石
材
の
河
北
郡
中
山
村
か
ら
の
搬
出

を
開
始
す
る
。

３５４
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

（
河
北
郡
）

一
、
中
山
道
繕
之
事
、

一
、
五
月
廿
六
日
、
シ
ノ
キ
角
御
石
垣
御
用
之
角
石
、
戸
室
山
ゟ

引
出
候
様
被
仰
渡
、

一
、
中
山
よ
り
平
石
引
出
候
事
、

覚

一
、
弐
人

御
石
先
払

足
軽

右
、
中
山
ゟ
御
石
引
出
候
ニ
付
、
当
月
四
日
ゟ
懸
渡
可
被
成

也
、
尤

御
城
代
へ
御
達
申
置
候
、
以
上
、

（
章
直
）

六
月
二
日

岡
田
八
兵
衛

印

割
場
御
奉
行
中
様



一
二
四

一
、
御
城
代
へ
之
御
入
略
、

覚

一
、
弐
人
充

御
石
才
許
并
御
道
具
御
縮
方
御
扶
持
人
石
切

一
、
四
人
充

御
石
道
中
才
許
割
場
附
足
軽

一
、
弐
人
充

人
足
し
ら
べ
御
石
取
遣
棟
取
二
十
人
石
切

一
、
弐
人
充

右
下
才
許
此
分
前
々
ゟ
功
者
成
役
小
者
之
内

定
懸
ル
、

一
、
弐
人
充

日
用
頭

御
雇
御
用
縮
方

一
日
中
勘
図
り

一
、
拾
匁
五
分
計

木
や
り
人
賃
銀

右
之
通
、
仕
法
相
調
指
上
申
候
、
御
用
引
人
足
御
門
方
不
指

支
様
仕
度
奉
存
候
、
以
上
、

奥
源
左
衛
門

六
月
三
日

後
藤
用
助

正
木
甚
左
衛
門

岡
田
八
兵
衛
様

（
成
章
）

金
森
猪
之
助
様

（
居
郷
）

浅
加
隼
人
様

（
朱
書
）

「
右
御
達
紙
面
之
内
、御
扶
持
人
石
切
之
勤
向
先
、右
之
通
ニ
而
可

有
之
哉
、割
場
附
足
軽
御
石
才
許
と
有
之
ハ
、如
何
之
詮
義
候
哉
、

才
許
仕
候
得
者
、御
石
ニ
故
障
有
之
節
ハ
、不
取
捌
て
ハ
相
成
申

ま
し
く
、御
石
取
捌
ハ
御
扶
持
人
石
切
、二
十
人
石
切
有
之
、惣

御
縮
方
山
奉
行
仕
ル
也
、御
扶
持
人
石
切
と
足
軽
之
勤
向
不
相

分
候
、足
軽
之
勤
方
ハ
外
何
ニ
も
な
く
、往
来
之
士
中
へ
御
石
ニ

而
御
座
候
段
、相
達
候
得
者
宜
、此
外
ニ
勤
方
無
之
所
、右
之
趣
ハ

合
点
不
参
、其
節
如
何
之
詮
義
ニ
候
哉
、且
二
十
人
石
切
人
足
し

ら
へ
と
有
之
候
得
共
、役
小
者
ハ
石
切
ニ
し
ら
へ
さ
せ
候
、日
用

ハ
則
日
用
頭
罷
出
、小
才
許
出
候
得
者
、小
才
許
し
ら
へ
申
筈
、是

又
如
何
之
詮
義
ニ
候
哉
、石
切
下
才
許
此
分
前
々
ゟ
功
者
成
役
小

者
之
内
定
懸
ル
と
有
之
候
得
共
、下
才
許
と
申
茂
不
相
分
名
目
ニ

候
、石
切
迄
ニ
て
ハ
不
行
届
ニ
付
、定
役
小
者
い
つ
と
て
も
加
へ

申
也
、不
残
日
用
ニ
て
引
出
候
て
も
、羽
留
持
手
木
仕
ヒ
等
、役
小

者
ハ
右
日
用
ニ
相
成
、日
用
頭
懸
渡
シ
、尤
此
方
ゟ
も
日
用
頭
へ

申
渡
シ
召
仕
也
、無
左
て
ハ
羽
留
抔
指
支
候
事
も
有
之
故
也
、巌

月
成
時
節
ゆ
へ
、不
相
分
文
面
ニ
て
も
弁
シ
申
候
と
奉
存
候
事
、

一
、
シ
ノ
キ
角
積
立
候
角
石
大
ノ
分
、大
躰
八
丈
七
尺
計
可
有
之

候
、尤
大
地
車
ニ
付
引
出
候
大
地
車
床
四
ツ
輪
ニ
て
、目
形
中

勘
三
百
貫
目
可
有
之
候
、扨
此
車
ニ
右
之
大
角
石
ヲ
付
、戸
室



安
永
八
年

一
二
五

山
ゟ
引
出
候
処
、甚
車
は
こ
ひ
方
あ
し
く
、日
数
十
日
計
ニ
而

御
城
入
仕
候
、御
入
用
中
勘
五
貫
目
計
と
相
図
り
候
、山
中

所
々
ニ
可
割
木
仮
車
杭
組
立
候
得
共
、中
々
思
ふ
様
ニ
用
ニ
不

立
、扨
牛
坂
辺
へ
参
り
候
所
、町
中
ゟ
手
伝
人
多
ク
参
り
引
候

処
、余
大
人
数
ニ
て
引
ス
キ
、田
ノ
中
江
引
込
、大
キ
ニ
除
取
、

や
つ
と
十
日
ニ
て
御
城
入
仕
、不
興
之
事
候
、右
御
城
入
之
日

ハ
、甚
左
衛
門
方
へ
皆
々
祝
ニ
参
り
候
様
ニ
夫
々
申
入
候
得

共
、壱
人
も
不
参
躰
、石
切
も
大
キ
ニ
に
く
ミ
、新
道
谷
へ
落

シ
可
申
と
工
ミ
候
由
候
得
共
、無
難

御
城
入
仕
候
、何
ニ
と

申
て
も
浅
加
の
み
込
居
申
候
ゆ
へ
ニ
候
、小
ノ
地
車
ニ
仕
法

シ
テ
付
引
候
ハ
ヽ
、大
キ
ニ
弁
利
可
有
之
処
、大
地
車
ニ
付
候

故
六
ケ
敷
、是
も
手
馴
不
申
ゆ
へ
也
、功
者
ニ
相
成
候
得
者
、

勝
手
次
第
弁
利
出
来
申
も
の
也
、右
大
地
く
る
ま
、鶴
丸
材
木

入
小
屋
之
内
ニ
指
置
候
、後
々
可
用
品
ニ
て
ハ
な
く
、小
ノ
地

車
ハ
弁
利
至
極
之
品
ニ
候
、其
品
ニ
当
テ
幾
重
ニ
も
工
夫
可
有

之
事
候
、一
様
ニ
心
得
候
て
ハ
、物
事
相
違
す
る
も
の
也
、」

高
御
石
垣
続
し
の
き
角
等
御
用
之
角
石
、安
永
五
年
ゟ
戸
室
山
於
丁

場
、段
々
出
来
仕
ニ
付
、当
春
よ
り
引
出
方
取
掛
様
被
仰
渡
候
所
、人

銀
御
指
支
ニ
付
、日
後
ニ
相
成
、六
月
上
旬
ゟ
人
足
を
以
引
出
申
候
、

右
角
石
ハ
、行
間
角
梁
間
角
入
角
与
三
段
ニ
割
立
置
申
候
、右
之
内

大
之
分
暫
見
合
引
出
候
様
、先
達
而
被
仰
渡
奉
得
其
意
候
、盆
前
後

に
中
之
方
ゟ
引
出
申
候
所
、次
第
短
日
ニ
相
向
、其
上
雨
降
候
節
者
、

迚
も
道
方
惣
躰
あ
し
く
、難
引
出
御
座
候
間
、何
卒
大
ノ
分
も
交
合
、

只
今
之
内
、二
、三
石
も
引
出
置
候
ハ
ヽ
、御
石
垣
角
之
手
積
立
之

石
配
宜
、丈
夫
ニ
相
成
申
候
、尤
大
之
分
町
引
之
節
、何
卒
繰
合
、朝

之
内
ニ
も
引
入
候
ハ
ヽ
、町
往
来
も
少
ク
可
有
御
座
候
与
奉
存
候
、

依
而
山
引
之
内
ニ
人
足
遣
ヒ
方
、少
々
増
も
相
懸
可
申
候
得
共
、随

分
取
計
、御
不
益
無
御
座
様
繰
合
申
度
奉
存
候
、右
等
之
趣
相
伺
申

候
間
、早
速
被
仰
渡
候
様
仕
度
奉
存
候
、以
上
、

七
月
廿
二
日

穴
生
五
人

（

邦

昌

）

篠
原
左
次
右
衛
門
様

金
森
猪
之
助
様

浅
加
隼
人
様

（
朱
書
）

「
右
文
面
之
内
繰
合
、朝
之
内
ニ
も
引
入
候
ハ
ヽ
、往
来
少
ク
抔
与
調

有
之
候
得
共
、御
用
石
引
出
候
処
、何
レ
ヘ
兼
候
而
朝
之
内
抔
者
相

達
候
哉
、左
様
ニ
而
く
り
合
候
て
ハ
、決
而
出
町
辺
ニ
指
置
申
義
と

相
見
へ
候
、然
者
夜
番
人
も
指
置
不
申
候
て
は
、御
縮
方
不
相
立
、

奉
行
衆
へ
紙
面
ニ
も
お
よ
ひ
申
ま
し
く
、御
達
ニ
て
相
達
可
然
事



一
二
六

候
、岡
田
八
兵
衛
御
屋
敷
方
不
調
法
ニ
て
御
指
除
、篠
原
左
次
右
衛

門
殿
代
り
也
、篠
原
殿
ハ
才
智
有
之
人
ニ
て
殊
ニ
軍
学
達
者
之
由
、

夫
故
能
人
ヲ
仕
ヒ
被
申
、下
々
あ
り
か
た
か
り
申
候
、甚
左
衛
門
娘

未
気
ニ
不
入
候
得
共
、元
来
発
明
成
者
故
、母
衣
み
だ
し
候
事
ハ
無

之
候
、三
家
之
者
御
用
立
候
ハ
ヽ
、大
キ
ニ
可
被
用
所
人
々
、小
児

の
こ
と
く
ゆ
へ
無
是
非
事
候
、シ
ノ
キ
角
御
石
垣
、安
永
六
年
ゟ
取

除
置
、角
石
出
来
引
出
シ
迄
其
侭
ニ
仕
置
候
事
、世
上
風
聞
有
之
候
、

フ
キ

尤
成
哉
、譬
ハ
屋
ね
葺
申
候
と
て
、板
之
用
意
な
く
取
掛
ハ
不
相

成
、板
用
意
致
取
懸
候
、甚
目
立
候
所
、ケ
様
ニ
仕
置
候
ハ
甚
不
詮

義
取
さ
た
尤
也
、是
皆
浅
加
与
甚
左
衛
門
と
申
談
仕
タ
ル
事
也
、」

八
月
七
日

こ
の
日
以
前
、
河
北
郡
田
上
村
か
ら
金
沢
城
中
へ
松
木

三
三
本
が
納
入
さ
れ
る
。

３５５
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

覚

一
、
四
百
七
拾
八
匁

文
丁
銀

松
木
長
六
間
ゟ
七
間
迄

目
廻
三
尺
五
寸
ゟ
四
尺
五
寸
迄

木
数
三
十
三
本
持
届
請
負
賃
銀

（
河
北
郡
）

右
、
田
上
村
山
ゟ

御
城
中
迄
、
松
木
持
届
請
負
賃
銀
如
此
御
座

候
、
尤
日
用
頭
へ
之
口
銭
者
図
銀
之
内
を
以
相
渡
申
候
、
被
仰
付

候
ハ
ヽ
御
請
可
仕
候
、
以
上
、

（
安
永
八
年
）亥

八
月
七
日

川
上
新
町
上
山
屋与

三
右
衛
門

印

御
普
請
会
所

（
朱
書
）

「
右
松
木
、シ
ノ
キ
角
高
御
石
垣
桟
橋
御
用
之
松
木
ゟ
品
方
少
ク

故
、専
六
寸
角
物
等
継
立
用
ヒ
候
様
子
ニ
候
、夫
故
桟
橋
勾
倍
大

キ
ニ
強
ク
相
懸
、上
り
兼
候
程
ニ
有
之
由
、石
ハ
機
具
車
梶
ニ
而

巻
上
候
躰
ニ
而
、左
候
て
ハ
は
か
取
不
申
、釣
レ
か
た
き
石
ハ
巻

上
、釣
レ
申
石
ハ
成
た
け
為
釣
候
得
者
、大
キ
ニ
は
か
取
申
事
候
、

短
キ
木
ヲ
以
能
致
出
来
候
、是
ハ
石
切
清
六
・
弥
左
衛
門
と
申
者
、

功
者
成
者
故
ニ
而
一
通
り
之
者
ハ
出
来
不
申
事
候
、足
代
も
如
何

致
候
哉
、一
切
留
等
も
無
之
故
、盲
人
之
杖
な
き
こ
と
く
ニ
候
、

（
後
藤
）

彦
三
郎
随
分
相
考
留
置
候
得
共
、中
々
洩
勝
と
相
見
へ
候
、家
柄

不
相
応
、ら
く
ニ
相
勤
タ
ル
も
の
ニ
候
、子
孫
之
義
も
無
貧
着
と

ハ
此
事
ニ
候
、且
桟
橋
之
儀
者
、別
而
入
念
第
一
ニ
候
、子
細
ハ
人

命
ニ
懸
り
候
得
者
、如
何
に
も
丈
夫
ニ
可
仕
事
候
、悉
ク
念
ヲ
入



安
永
八
年
〜
安
永
九
年

一
二
七

候
上
、自
然
之
事
ハ
無
是
非
事
候
、能
々
心
入
有
之
事
候
、御
焼

失
後
ゟ
近
来
迄
ハ
、石
切
之
内
ニ
も
実
義
功
者
成
者
有
之
、御
扶

持
人
石
切
之
内
ニ
も
勿
論
実
義
者
有
之
候
得
共
、皆
々
致
病
死
、

当
時
ハ
若
キ
者
計
ニ
相
成
、若
キ
内
ニ
も
後
々
御
用
ニ
も
可
相
立

者
ハ
致
病
死
、当
時
ハ
大
キ
ニ
衰
候
、時
節
有
之
者
と
見
へ
た
り
、

一
、
桟
橋
足
代
仮
小
屋
仮
垣
、宝
暦
九
年
以
前
者
、悉
皆
御
作
事

所
ゟ
致
出
来
候
得
共
、右
九
年
後
ハ
悉
皆
御
石
垣
手
合
ニ
て

（
カ
）

出
来
ニ
候
ゑ
は
、功
者
成
者
共
有
之
故
ニ
候
、右
シ
ノ
キ
角

続
三
ノ
角
等

御
石
垣
、近
年
之
内
御
普
請
被
仰
付
図
ニ
付
、石
切
出
、石
引

等
都
而
其
御
手
当
ニ
候
、今
夏
、右
高
御
石
垣
惣
図
り
仕
、桟

橋
足
代
吉
三
郎
工
夫
を
以
、夫
々
絵
図
仕
置
候
、今
更
先
規

立
戻
り
、御
作
事
所
ニ
て
出
来
茂
口
惜
故
、工
夫
仕
、絵
図
仕

置
候
、是
を
以
仕
候
得
者
、全
出
来
可
仕
、猶
更
諸
事
相
考
申

事
候
、大
キ
成
事
故
、不
一
通
下
役
人
も
少
骨
之
有
之
者
ハ
、

夫
々
遂
詮
義
申
義
ニ
候
、只
和
順
第
一
ニ
シ
テ
不
取
捌
て
ハ

不
合
、人
和
平
、殊
ニ
大
御
普
請
之
事
、猶
更
心
得
無
之
て
ハ

不
合
、甚
左
衛
門
等
之
取
捌
方
ニ
て
ハ
人
気
崩
、甚
御
用
後

レ
ニ
も
相
成
候
、兎
角
取
捌
方
ハ
色
々
有
之
も
の
ニ
て
六
ケ

敷
も
の
ニ
候
、都
而
之
義
有
ノ
侭
書
置
申
候
、後
々
手
本
ニ

仕
、可
相
考
事
候
、」

右
、
安
永
八
年
御
用
向
、

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

二
月
八
日

加
賀
藩
士
中
村
斉
、
同
高
田
種
褒
に
金
谷
御
殿
蝶
の
間

廊
下
に
て
殺
害
さ
れ
る
。
次
い
で
同
月
一
五
日
、
加
賀

藩
、
高
田
種
褒
に
切
腹
を
命
じ
る
。

３５６
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
二
月
）

（
注
記
）

八
日
、
於
金
谷

御
殿
中
村
万
右
衛
門「
実
名
斉
シトヒ
、領
八
百
石
、

金
谷
御
近
習
御
用
、御
用
部
屋
勤
仕
、年
四
十
九
才
、定
番
頭

（
注
記
）

並
」を
高
田
善
蔵「
実
名
種
褒
タ
ネ
ヒ
サ
、領
五
百
石
、御
大
小

（
有
裕
）

将
組
ニ
而
金
谷
御
表
小
将
勤
方
、年
二
十
三
歳
、不
破
半
蔵
組
、

（
値
房
）

当
時
半
蔵
在
江
戸
ニ
付
江
守
平
馬
支
配
、尤
勤
仕
向
ハ
金
谷

御
表
小
将
御
番
頭
支
配
也
」儀
、切
殺
候
一
件
左
之
通
、

高
田
善
蔵
儀
、今
八
日
昼
九
時
ゟ
可
罷
出
御
番
ニ
候
処
、四
時

過
金
谷
御
殿
江
出
候
ニ
付
、何
故
早
く
出
候
哉
与
仲
間
之
御
表



一
二
八

小
将
中
等
尋
候
処
、少
御
用
之
趣
有
之
、早
く
出
候
段
及
答
、一

通
り
如
例
物
語
等
致
し
、暫
有
之
御
用
部
屋
江
罷
越
、戸
田

（
勝
芳
）

与
一
郎
等
列
座
之
内
中
村
万
右
衛
門
江
向
ひ
、於
別
席
得
御
意

度
旨
申
述
候
ニ
付
、万
右
衛
門
何
御
用
ニ
候
哉
と
出
候
処
、蝶
之

御
間
廊
下
ニ
而
善
蔵
儀
脇
指
を
抜
、万
右
衛
門
之
右
腰
腹
ゟ
突

貫
き
、其
侭
乗
懸
り
留
メ
も
半
刺
候
処
へ
、万
右
衛
門
之
立
声

ニ
而
戸
田
与
一
郎
等
駈
付
押
ヘ
候
故
、留
メ
ハ
全
く
不
刺
、于
時

与
一
郎
如
何
之
趣
与
詞
を
懸
候
処
、善
蔵
血
刀
鞘
ニ
納
之
、御

（

友

守

）

表
小
将
横
目
山
本
九
郎
大
夫
趣
意
相
尋
候
処
、答
不
分
明
ニ
付
、

御
表
小
将
溜
江
同
道
い
た
し
罷
越
候
、其
内
支
配
頭
江
守
平
馬
・

（
秀
幹
）

同
組
御
大
小
将
番
頭
河
地
才
記
罷
越
、趣
意
尋
候
処
、勤
柄
之

義
ニ
付
各
様
江
難
申
述
段
相
答
、依
之
御
表
小
将
御
番
頭
・
同
御

横
目
立
合
、段
々
意
恨
之
趣
尋
有
之
、其
訳
不
詳
ニ
知
、但
、極

密
を
以
趣
意
申
聞
候
共
、又
私
義
致
乱
心
候
而
万
右
衛
門
を
及

切
害
候
外
ニ
意
恨
無
之
、全
私
乱
心
ト
迄
申
聞
候
共
云
々
不
詳
、

（
中
略
）

（
本
多
政
行
）

一
、
同
月
十
三
日
、
於
御
席
御
用
番
安
房
守
殿
、
江
守
平
馬
江
左

之
紙
御
渡
之
、

不
破
半
蔵
組

高
田
善
蔵

善
蔵
儀
、
当
八
日
於
金
谷

御
殿
中
村
万
右
衛
門
を
脇
指
を
以
突

伏
候
処
、
万
右
衛
門
右
手
疵
ニ
而
依
相
果
候
、
切
腹
被

仰
付
、

二
月
十
五
日

以
上

高
田
善
蔵
儀
、
明
後
十
五
日
及
暮
、
切
腹
被

仰
付
候
間
、
被
得

其
意
、
為
検
使
御
手
前
并
同
役
之
内
壱
人
被
申
談
、
御
番
頭
壱
人

（

忠

順

）

同
道
、
竹
田
五
郎
左
衛
門
宅
江
可
被
相
越
候
、
其
節
武
田（

信

古

）

喜
左
衛

（
直
敬
）

（
政
朝
）

門
・
坂
井
要
人
、
且
園
田
一
兵
衛
・
山
本
九
郎
大
夫
内
壱
人
、
御

横
目
も
両
人
罷
出
候
様
ニ
申
渡
候
、
以
上
、

庚
子
二
月
十
三
日

本
多
安
房
守

印

（
保
之
）

篠
原
織
部

印

（
明
教
）

西
尾
隼
人

印

（
厚
曹
）

大
音
帯
刀

印

（
方
穀
）

江
戸

伴

八
矢

（
貞
一
）

前
田
図
書

印

（
政
均
）

本
多
刑
部

印

（
孝
友
）

前
田
大
炊

印

（
隆
従
）

横
山
求
馬

印

（
長
穹
）

村
井
又
兵
衛

痛



安
永
九
年

一
二
九

（
隆
振
）

奥
村
主
水

印

（
尚
寛
）

奥
村
河
内
守

印

（
直
方
）

前
田
土
佐
守

痛

（
連
起
）

長

大
隅
守

印

江
守
平
馬
殿

二
月
一
八
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
本
丸
高
石
垣
（
シ
ノ
ギ
角
）
の
石
垣
修

復
に
着
手
す
る
。
次
い
で
五
月
六
日
、
戸
室
山
か
ら
城

中
へ
の
石
垣
搬
出
を
開
始
し
、
同
年
一
〇
月
、
同
所
の

修
復
完
了
す
る
。

３５７
「
河
北
郡
戸
室
山
開
之
事
等
留
帳
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫

蔵
『
戸
室
石
切
丁
場
確
認
調
査
報

告
書
』
Ⅰ

御
城
中
高
御
石
垣
し
の
き
角
御
石
垣
御
普
請
、当
十
八
日
ゟ
為
取
懸

申
候
間
、御
届
申
上
候
、且
又
取
掛
候
ニ
付
、御
用
懸
之
者
共
、去
年
之

通
、御
普
請
中
毎
日

御
本
丸
出
入
為
仕
候
間
、穴
生
ゟ
断
次
第
不
指

支
様

御
本
丸
御
番
所
江
被
仰
渡
御
座
候
様
仕
度
奉
存
候
、以
上
、

（
居
郷
）

二
月
三
日

浅
加
隼
人

（
政
行
）

本
多
安
房
守
様

（
長
穹
）

村
井
又
兵
衛
様

一
、
御
用
向
色
々
有
之
候
得
共
、為
構
義
に
て
無
之
ニ
付
、略
仕
候
事
、

（
安
永
九
年
）

（
成
章
）

一
、
四
月
四
日
、
浅
加
隼
人
殿
御
指
除
被
仰
渡
、
金
森
猪
之
助
殿

御
免
除
被
仰
渡
候
事
、

（
朱
書
）

「
世
上
風
聞
之
通
ニ
而
浅
加
殿
等
不
詮
義
ニ
候
、
御
城
代
之
義

も
風
聞
仕
、
御
普
請
奉
行
ゟ
御
達
申
候
と
て
、
得
与
御
詮
義

も
な
く
、
御
聞
届
ハ
御
未
熟
と
申
事
候
得
共
、
甚
左
衛
門
ハ

最
初
者
御
普
請
事
軽
ニ
仕
置
、
段
々
大
キ
成
所
へ
い
た
ら
せ

候
ゆ
へ
如
何
ニ
候
、
甚
左
衛
門
大
不
調
法
ニ
候
、」

一
、
御
普
請
所
、
定
番
頭
衆
等
見
廻
り
之
儀
略
仕
、

一
、
御
普
請
所
、
又
兵
衛
殿
御
見
分
之
事
、

一
、
五
月
ゟ
、
戸
室
山
ゟ
御
城
中
へ
御
石
引
入
之
事
、

日
用
頭
へ
申
渡
候
趣
、
左
之
通
、

当
月
六
日
ゟ
、
戸
室
山
ゟ
御
石
引
御
用
相
初
候
条
、
惣
而

仕
法
之
儀
者
、
去
年
之
通
可
相
心
得
事
、

一
、
木
や
り
人
先
正
味
三
人
充
、
御
雇
日
用
之
内
ゟ
可
被
指
出
候
、

同
様
之
日
用
ニ
付
、
別
入
ハ
相
定
不
申
候
、
尤
前
月
分
翌
日

朔
日
、
平
日
用
高
ニ
相
置
可
申
事
、

一
、
毎
日
御
用
日
用
人
高
帳
面
ニ
記
、
山
方
へ
持
参
可
有
之
事
、



一
三
〇

一
、
木
や
り
人
壱
人
充
、
御
石
車
元
ヲ
は
な
れ
不
申
、
尤
車
指
引

之
様
子
得
与
見
届
、
羽
留
打
手
木
仕
ヒ
共
之
指
図
ヲ
請
、
木

や
り
之
声
掛
引
致
候
様
、
堅
ク
申
付
、
無
左
候
而
ハ
綱
引
人

足
混
雑
い
た
し
候
事
、

一
、
御
石
引
中
惣
而
御
道
具
途
中
在
家
へ
預
候
共
、
家
数
少
ク
、

譬
ハ
只
今
迄
二
軒
へ
預
置
候
ハ
ヽ
、
一
軒
相
成
候
様
、
才
料

之
者
等
へ
可
申
付
候
事
、

一
、
御
石
車
付
致
候
迄
、
み
の
笠
等
指
置
申
間
敷
事
、

一
、
此
度
長
サ
壱
丈
四
寸
角
ヲ
作
立
、
薄
か
ね
巻
ニ
致
、
大
手
木

相
渡
候
条
、
惣
而
坂
ニ
或
ハ
車
落
入
等
之
節
、
所
々
ニ
て
此

大
手
木
を
以
取
遣
、
随
分
小
手
木
折
不
申
様
、
夫
々
可
申
付
、

尤
右
大
手
木
石
之
上
ニ
弐
挺
充
の
せ
来
候
事
、

一
、
小
坂
ニ
而
車
ニ
扣
綱
付
手
引
、
無
油
断
可
致
候
、
無
左
迄
過

テ
人
等
有
之
共
、
不
及
貧
着
候
事
、

右
等
之
趣
、
今
年
者
格
別
申
渡
置
候
間
、
不
相
洩
様
夫
々
可

被
申
付
候
、
尤
指
掛
夫
々
可
及
指
図
候
、
以
上
、

（
安
永
九
年
）子

五
月

穴
生
五
人

日
用
頭

吉
助
殿

同

七
左
衛
門
殿

（
朱
書
）

「
一
、
同
月
六
日
ゟ
日
々
御
石
引
出
候
、是
迄
役
小
者
ニ
而
茂
御
石

引
出
候
事
、引
石
夫
付
等
極
為
引
可
申
所
、其
義
な
く
日
用
と
て

夫
図
り
な
く
て
ハ
御
石
引
法
も
相
立
不
申
、如
何
之
詮
義
ニ
候
哉
、

根
元
不
極
故
、甚
混
雑
之
躰
、或
時
ハ
地
車
ニ
平
石
五
石
付
為
引
、

車
ニ
五
石
付
申
時
ニ
ハ
甚
除
取
申
事
候
、然
処
一
向
引
ケ
不
申
、日

用
と
茂
も
大
キ
ニ
よ
ハ
り
、追
々
逃
去
、車
ニ
下
役
人
ま
て
ニ
相
成

候
事
も
有
之
、無
利
成
仕
法
故
、軽
キ
者
其
日
之
償
ヲ
捨
帰
り
候

事
、不
便
成
事
候
、日
用
頭
致
詮
義
候
得
共
、大
勢
之
事
無
是
非
不

興
ニ
候
、物
ノ
初
ハ
ケ
様
成
も
の
ニ
て
も
可
有
之
候
得
共
、地
車
ハ

御
焼
失
後
ゟ
取
扱
申
品
ニ
て
、大
躰
夫
付
も
承
知
有
之
筈
ニ
候
所
、

左
様
之
事
も
な
く
故
、不
縮
ニ
相
聞
へ
、山
中
な
れ
ハ
こ
そ
先
ケ

様
之
族
ニ
て
も
相
済
申
義
、少
非
道
之
取
捌
ニ
相
聞
へ
候
、右
之
族

故
、御
石
引
ゟ
山
奉
行
等
帰
り
候
刻
限
、夜
四
時
ゟ
五
時
頃
迄
ニ

人
々
致
帰
宅
、暁
七
時
ゟ
罷
越
候
、休
息
之
間
も
な
く
、大
暑
之
時

分
、人
々
疲
申
事
候
、甚
左
衛
門
暁
七
時
ニ
罷
越
居
申
、元
気
者
ニ

候
、或
時
者
新
柵
御
門
、夜
五
時
頃
ニ
引
入
、御
普
請
会
所
高
挑
灯

ヲ
立
、引
入
申
候
、何
与
甚
左
衛
門
心
得
居
申
候
哉
、普
請
之
儀

者

公
辺
へ
ひ
ゞ
き
申
事
、其
上
夜
中
石
引
過
テ
人
難
計
不
興
ニ

候
、此
事
篠
原
殿
被
聞
、早
速
右
様
之
義
無
之
様
候
、御
指
留
候
所
、



安
永
九
年

一
三
一

甚
左
衛
門
不
き
げ
ん
ニ
候
、大
法
ヲ
不
知
て
は
ケ
様
之
も
の
ニ
候
、

人
々
能
相
勤
候
、前
段
ニ
調
置
候
通
候
、実
義
故
相
勤
事
也
、

右
之
通
ニ
て
ハ
中
々
勤
兼
申
事
候
、物
ノ
初
り
ハ
法
ヲ
第
一
ニ

不
仕
て
ハ
崩
安
ク
、夫
故
大
キ
ニ
こ
ん
ざ
つ
つ
な
き
故
也
、甚
左

衛
門
根
気
無
シ
候
故
欤
、五
十
歳
余
ニ
て
致
病
死
候
、吉
左
衛
門

者
猶
更
非
道
故
、人
々
に
く
ミ
申
候
、夫
故
家
亡
候
与
相
見
へ
候
、

大
勢
引
仕
捌
之
時
ハ
甚
心
得
有
之
事
、善
悪
共
ニ
山
奉
行
之
取

捌
ニ
候
得
者
、少
も
無
利
成
捌
ハ
不
相
成
、石
引
抔
ハ
御
用
ニ
て

も
、一
統
和
順
至
極
な
く
て
ハ
能
不
相
弁
も
の
ニ
候
、

（
後
藤
）

右
等
之
趣
、
彦
三
郎
有
増
致
会
得
候
故
、
下
々
致
心
腹
致
出
精

候
、
御
石
引
夫
付
年
々
相
録
シ
、
其
法
極
メ
置
、
文
化
十
年
堀

殿
尋
有
之
、
委
曲
調
指
出
シ
、
彦
三
郎
工
夫
之
趣
も

御
城
代

へ
御
達
有
之
筈
ニ
候
、
此
一
巻
ハ
御
石
引
夫
付
帳
面
ニ
委
調
置

候
ニ
付
、
大
略
仕
候
事
、」

一
、
右
高
御
石
垣
御
普
請
、
十
月
出
来
仕
候
事
、
御
城
代
等
御
見

分
之
義
此
所
ニ
略
ス
、

３５８
「
御
城
高
石
垣
之
事
等
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵
『
金
沢
城

郭
史
料
』

大
シ
ノ
キ
角
、安
永
九
年
御
出
来
也
、曲
尺
ノ
手
ハ
能
合
候
、平
積
不

宜
、角
石
配
り
不
宜
、其
上
角
石
割
合
も
違
、旁
以
段
々
打
損
シ
候
、

（
丈
脱
カ
）

石
も
至
て
堅
宜
石
ニ
て
な
く
少
和
成
方
夫
故
也
、高
石
垣
之
角
石
ハ

悉
ク
堅
キ
石
不
仕
て
ハ
果
而
折
レ
申
也
、青
石
ニ
安
永
之
比
も
十
分

堅
石
無
之
中
分
之
石
故
也
、中
山
へ
万
治
之
比
迄
ニ
釣
出
有
之
青
石

抔
ハ
大
ヒ
ニ
堅
ク
宜
石
也
、当
時
も
中
々
左
様
ニ
宜
石
と
申
ハ
な
く
、

小
屋
向
ニ
有
之
青
石
御
造
営
之
節
敷
石
ニ
割
立
候
、是
程
之
青
石
ハ

無
之
候
、昔
ハ
宜
石
沢
山
有
之
躰
ニ
候
、段
々
払
底
相
成
候
、高
石
垣

之
角
石
ハ
く
れ
〳
〵
十
分
堅
キ
ヲ
用
ゆ
へ
し
、

【
解
説
】
浅
加
居
郷（
隼
人
）・
金
森
成
章（
猪
之
助
）、い
ず
れ
も
安
永
九
年（
一

七
八
〇
）四
月
四
日
に
普
請
奉
行
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る（「
諸
頭
系
譜
」）。

二
月
二
四
日

金
沢
城
内
作
事
所
の
木
挽
小
屋
が
焼
失
す
る
。

３５９
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
二
月
）

廿
四
日
、暁
八
時
過
、金
沢
御
廓
内
御
作
事
所
之
内
、木
挽
小
屋
四
間

ニ
十
二
間
之
御
長
屋
焼
失
、七
時
過
鎮
、
御
姫
様
御
立
退
無
之
、

五
月
一
日

加
賀
藩
、
前
田
斉
敬
（
教
千
代
）
の
た
め
に
、
こ
の
日
か

ら
同
月
五
日
ま
で
金
沢
城
七
十
間
門
内
に
幟
を
立
て
る
。



一
三
二

３６０
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
二
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
斉
敬
）

教
千
代
様
御
の
ほ
り
、
七
拾
間
御
門
内
ニ
相
建
候
、
来
月
朔
日
ゟ

五
日
迄
、
御
家
中
并
町
方
共
男
女
見
物
之
儀
御
申
渡
、
且
男
子
者

十
五
歳
以
下
ニ
候
、
七
拾
間
御
門
ゟ
入
、
金
谷
御
門
江
出
申
筈
ニ

候
条
、
夫
々
御
申
渡
可
被
成
候
事
、

四
月

別
紙
御
横
目
所
ゟ
到
来
ニ
付
、
相
廻
之
申
候
、
有
無
之
儀
ハ
人
々

ゟ
直
ニ
御
横
目
所
迄
可
被
仰
達
候
、
以
上
、

（
三
〇
日
）

（
易
直
）

四
月
晦
日

今
枝
刑
部

御
名
様

御
廻
状
并
別
紙

両
通
之
趣
致
承
知
候
、

津
田
様

一
一
月
二
八
日

加
賀
藩
、
普
請
奉
行
に
対
し
、
来
年
の
金
沢
城
内
の
石

垣
普
請
の
取
り
止
め
と
、
戸
室
山
か
ら
の
石
材
の
切
り

出
し
続
行
を
命
じ
る
。

３６１
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

付
札
御
普
請
奉
行
江

御
城
中
御
石
垣
御
普
請
、
来
年
者
可
被
指
止
候
、
戸
室
山
ゟ
石

切
出
候
義
迄
、
只
今
迄
之
通
可
被
相
心
得
候
、
御
石
垣
方
定
銀

之
内
拾
貫
目
ニ
而
石
切
出
相
弁
、
残
拾
貫
目
之
分
者
除
置
、
最

前
ゟ
之
弐
拾
貫
目
与
同
様
可
被
相
心
得
候
事
、

（
安
永
九
年
）子

十
一
月
廿
八
日

但
、
安
永
九
年
、

天
明
元
年
（
安
永
一
〇
年
。
一
七
八
一
）

三
月
一
一
日

加
賀
藩
、
前
田
重
教
発
駕
後
、
金
谷
門
・
七
十
間
門
内

を
二
ノ
丸
格
か
ら
三
ノ
丸
格
と
す
る
こ
と
を
通
達
す
る
。

３６２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

写御
横
目
江

金
谷
七
十
間
両
御
門
之
内
、
二
ノ

御
丸
格
合
ニ
相
心
得
候
様
申

渡
置
候
得
共
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
発
駕
以
後
者
、
最
前
之
通
ニ
相
心
得
候
様
、
一
統
可
被

申
談
候
事
、

三
月
十
一
日

別
紙
之
通
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、



安
永
九
年
〜
天
明
元
年
（
安
永
一
〇
年
）

一
三
三

（
連
起
）

三
月
十
二
日

長
大
隅
守

御
相
組
中
殿

奉
得
其
意
候

三
月
一
三
日

前
田
重
教
、
金
沢
を
発
ち
、
同
月
二
五
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
。
次
い
で
四
月
一
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤

の
挨
拶
を
す
る
。

３６３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
ハ
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
当
十
三
日
、

御
発
駕
之
筈
ニ
候
条
、
十
一
日
四
時
ゟ
九

時
迄
之
内
被
登

城
、

御
発
駕
之
御
祝
詞
并
可
被
相
伺

御
機

嫌
候
、
且
又

御
発
駕
御
当
日
登

城
、

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
へ
恐
悦
可
被
申
上
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
御
用
番
宅
迄

以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
隆
従
）

三
月
四
日

横
山
求
馬

御
相
組
殿
付

奉
得
其
意
候

３６４
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
安
永
一
〇
年
三
月
一
三
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
中
将
様
、
今
日
御
発
駕
被
遊
候
、
今
暁
御
泊（
越
中
国
）

高
岡
之
事
、

３６５
「
江
戸
幕
府
日
記
」
安
永
一
〇
年
四
月
朔
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
巳
后
刻
、
御
白
書
院
江

出
御
、

（
中
略
）

参
府

（
前
田
重
教
）

（
銀
三
十
枚

巻
物
十

松
平
肥
前
守

３６６
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
天
明
元
年
四
月
一
一
日
条
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
今
日
、
頭
分
以
上
布
上
下
登
城
之
所
、
去
月
廿
五
日
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
機
嫌
克
御
着
、
御
老
中
方
御
廻
勤
被
成
候
所
、
同

（
意
次
）

廿
九
日
、

上
使
老
中
田
沼
主
殿
頭
殿
ヲ
以
、
被
蒙

上
意
、

為
御
礼
去
ル
朔
日
、御
登
城
之
所
、於
御
黒

（
書
院
）

御
目
見
、

（
保
之
）

御
懇
之
被
蒙

上
意
、
御
供
之
御
家
老
篠
原
織
部
御
目
見
、

３６７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
途
中
御
機
嫌
能
、
前
月
廿
五
日
、
御
着
府
被
遊
候
処
、

同
廿
九
日
、
以

（
意
次
）

上
使
田
沼
主
殿
頭
殿
御
懇
之
被
為
蒙
上
意
、
且
又
当
朔
日
、

御

登

城
被
遊
、
於
御
白
書
院

御
参
府
之
御
礼
被

仰
上
、
御
懇

之
被
為
蒙

上
意
、
重
畳
難
有

御
仕
合
被

思
召
候
、
此
段
何

茂
江
可
申
聞
旨
被

仰
出
候
事
、



一
三
四

御
相
組
江
写
御
廻
之
事
、

別
紙
之
趣
、
可
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

四
月
廿
四
日

長
大
隅
守
印

御
相
組
中
殿
御
判

３６８
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
三
月
）

十
三
日
、
五
時
過
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様

御
発
駕
、

（
中
略
）

廿
五
日
、
前
記
十
三
日
ニ
有
之
通
ニ
候
処
、

中
将
様
今
夜
之（
武
蔵
国
）
蕨
御
泊
御
止
ニ
相
成
、昨
夜
（
同
上
）

桶
川
御
泊
よ
り

直
ニ
今
日
暮
頃
、江
戸
御
着
、御
上
邸
ニ
被
成

御
座
、御
出

入
之
御
旗
本
衆
等
為
御
待
受
、朝
ゟ

御
出
之
処
、余
り

御

着
御
遅
キ
故
、暮
少
前
ニ
御
退
出
、尤
昼
二
汁
五
菜
御
料
理
出
、

（
中
略
）

（
四
月
）

朔
日
、
陰
、
申
刻
ゟ
微
雨
、
昨
日
御
老
中
方
依
御
奉
書
、

中
将
様
今
朝
六
半
時
、
御
供
揃
ニ
而

御
登

城
、
御
参
府

之
御
礼
被
仰
上
、
御
下
り
御
老
中
方
御
廻
勤
、

三
月
二
三
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
ち
、
四
月
六
日
、
江
戸
に
到
着

す
る
。
次
い
で
同
月
二
一
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤

の
挨
拶
を
す
る
。

３６９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
ハ
、其
段
名
之
下
可
被
書
記
候
、以
上
、

当
廿
三
日
、

御
発
駕
之
筈
候
条
、
廿
二
日
四
時
ゟ
九
時
迄
之
内

被
登

城
、
可
被
相
伺

御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
御
用
番

宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
隆
従
）

三
月
十
七
日

横
山
求
馬

御
相
組
中
殿

奉
得
其
意
候

３７０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
安
永
一
〇
年
三
月
二
三
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
五
半
時
御
供
揃
ニ
而
、
九
時
過
御
発
駕
、（
越
中
国
）

石
動
夜
五
時

御
着
之
由
、

３７１
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
元
年
四
月
二
一
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
今
巳
上
刻
、
御
黒
書
院

出
御
、

参
勤

（
前
田
治
脩
）

（
銀
五
十
枚

巻
物
二
十

松
平
加
賀
守

（
中
略
）



天
明
元
年
（
安
永
一
〇
年
）

一
三
五

松
平
加
賀
守
家
来（

尚
寛
）

（
手
綱
二
十
筋

銀
馬
代

奥
村
河
内
守

（
保
之
）

同

篠
原
織
部

３７２
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
天
明
元
年
四
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

一
、
当
六
日
、

加
賀
守
様
御
機
嫌
克
御
参
府
、
当
日
御
不
快
ニ

付
、
御
使
者
勤
段
々
御
快
、
同
十
三
日
、
御
廻
勤
被
遊
候
所
、

（

輝

高

）

同
十
九
日
、
上
使
松
平
右
京
大
夫
殿
を
以
、
被
蒙

上
意
、

為
御
礼
廿
一
日
、
御
登
城
、
御
礼
被

仰
上
、
御
供
之
御
家

（
尚
寛
）

（
保
之
）

老
奥
村
河
内
守
・
篠
原
織
部

御
目
見
被

仰
付
旨
申
来
、

３７３
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
三
月
）

廿
三
日
、
九
時
頃
、

御
発
駕
、
御
作
法
前
々
之
通
、

（
中
略
）

（
四
月
）

六
日
、
七
時
、

御
着
府
、
御
痛
押
而

御
参
勤
ニ
付
、
御
登

城
、
御
廻
勤
も
無
之
、

（
五
月
）

朔
日
、（
中
略
）

江
戸
ゟ
来
状
、
左
之
通
申
来
、

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
、
前
月
十
三
日

御
参
府
後
初
而
御
老
中
方
御
廻

（

輝

高

）

勤
、同
十
九
日
、
上
使
御
老
中
松
平
右
京
大
夫
殿
を
以
、

御
懇
之
被
為
蒙

上
意
、
同
廿
一
日
、
御
登

城
、
御
参
勤

之
御
礼
被

仰
上
、
都
而
御
例
之
通
被
為
済
候
事
、

七
月
二
〇
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
広
式
の
普
請
を
開
始
す
る
。
次

い
で
同
月
二
四
日
に
地
搗
き
等
、
同
月
二
八
日
に
柱
立

を
行
い
、
一
〇
月
四
日
に
完
了
す
る
。
以
後
、
建
物
の

修
復
を
行
い
、
一
一
月
一
五
日
に
完
了
す
る
。

３７４
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
七
月
）

廿
日
、
奥
向
普
請
地
平
均
、
今
日
ゟ
申
付
、
廿
四
日
ヨ
リ
地
搗
等
、

廿
八
日
柱
立
、
十
月
四
日
皆
済
、
夫
ヨ
リ
是
迄
有
之
家
修
理

ニ
取
懸
、
十
一
月
十
五
日
全
済
、

一
一
月
一
五
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
の
広
式
機
能
を
新
し
く
完
成

し
た
広
式
（「
新
造
之
奥
之
間
」）
へ
移
す
。

３７５
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
一
一
月
）

十
五
日
、
新
造
之
奥
之
間
江
今
日
引
移
候
ニ
付
、
如
古
例
白
粥
祝
、

（
注
記
）

右
造
立
之
節
懸
り
候
大
工
等
江
料
理
「
一
汁
三
菜
・
酒
肴
二

品
、
都
合
大
工
等
廿
五
人
也
」、
為
祝
棟
取
九
兵
衛
江
ハ
布



一
三
六

（
官
）

上
下
、其
外
重
立
候
大
工
六
人
江
金
百
疋
宛
、左
冠
仁
兵
衛
・

畳
屋
市
兵
衛
ヘ
白
銀
一
両
宛
差
遣
之
事
、

一
二
月
一
一
日

加
賀
藩
、
普
請
奉
行
に
対
し
、
来
年
の
金
沢
城
内
の
石

垣
普
請
の
取
り
止
め
と
、
戸
室
山
か
ら
の
石
材
の
切
り

出
し
続
行
を
命
じ
る
。

３７６
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵
『
金
沢
城
石

垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

（
付
札
御
普
請
奉
行
江
）

同
御
石
垣
方
普
請
、
来
年
茂
被
指
止
メ
、
戸
室
山
石
切
出
候
義
迄

被

仰
付
候
条
、
諸
事
去
年
之
通
可
被
相
心
得
候
事
、

（
天
明
元
年
）丑

十
二
月
十
一
日

但
、
天
明
元
年
也
、

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

三
月
七
日

加
賀
藩
、
前
田
重
教
帰
国
後
、
金
谷
門
・
七
十
間
門
内

を
三
ノ
丸
格
か
ら
二
ノ
丸
格
と
す
る
こ
と
を
通
達
す
る
。

３７７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

金
谷
七
拾
間
両
御
門
之
内
、
三
之
御
丸
格
合
ニ
相
心
得
候
之
様
申

渡
置
候
得
共
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様

御
帰
殿
之
上
ハ
、最
前
申
渡
置
候
通
、二
之
御
丸
格
合
ニ

可
被
相
心
得
候
、且
又
御
近
習
之
外
、右
両
御
門
往
来
之
儀
も
最
前

申
渡
置
候
通
相
心
得
可
申
候
、右
之
趣
、一
統
可
被
申
談
候
事
、

三
月
七
日

別
紙
之
趣
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

三
月
七
日

長
大
隅
守

（
政
礼
）

横
山
多
宮
殿

奉
得
其
意
候

御
相
組
中
殿

【
解
説
】『
金
沢
城
総
合
年
表

後
編
』
で
は
三
月
九
日
と
し
た
が
、
右
の
通

り
こ
れ
を
三
月
七
日
と
訂
正
す
る
。

三
月
一
一
日

前
田
重
教
、
江
戸
を
発
し
、
同
月
二
三
日
、
金
沢
城
に

到
着
、
金
谷
御
殿
へ
入
る
。

３７８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
二
年
三
月
二
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
夜
前
、
（
越
中
国
）

今
石
動
御
泊
ニ
而
、
今
日
七
時
、

御
機
嫌
克



天
明
元
年
（
安
永
一
〇
年
）
〜
天
明
二
年

一
三
七

（
前
田
重
教
）

（
孝
敬
）

中
将
様
金
谷
御
殿
江
御
着
城
、
御
礼
使
人
持
前
田
内
蔵
助
、

暮
合
発
足
、
如
例
御
巻
物
二
・
御
羽
織
拝
領
仕
候
事
、

３７９

富
田
貞
章
「
袂
草
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
三
月
）

廿
三
日（前

田
重
教
）

一
、
中
将
様
御
帰
殿
、

３８０
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
三
月
）

十
一
日
、
今
朝
六
半
時
、
御
供
揃
ニ
而
五
半
時
頃
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様

御
発
駕
、廿
二
日
（
越
中
国
）

今
石
動
御
泊
、廿
三
日
七
時
頃
金

沢
金
谷

御
殿
江
御
着
、江
戸
江
之
御
礼
御
使
人
持
組
前
田

（
孝
敬
）

内
蔵
助
、
御
目
見
之
後
、二
之
御
丸
於
御
年
寄
衆
席
、紗
綾

二
巻
拝
領
、披
露
御
大
小
将
、
而
追
付
発
足
、四
月
七
日
江
戸

着
、廿
八
日
登

城
、五
月
七
日
御
返
翰
渡
、翌
八
日
昼
発
帰
、

但
、
御
着
之
節
、
金
谷
ヘ
罷
出
候
人
々
等
、
去
春
之
通

御

着
之
上
、
頭
分
以
上
登

城
、
恐
悦
之
御
帳
ニ
附
退
出
、

三
月
二
七
日

前
田
治
脩
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
、
四
月
一
日
、
江
戸
城

に
登
る
。
次
い
で
同
月
二
日
、
江
戸
を
発
し
、
同
月
一

三
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

３８１
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
二
年
三
月
二
七
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
忠
友
）

上
使
水
野
出
羽
守（

前
田
治
脩
）

（
銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

右
、
就
御
暇
被
遣
之
、

３８２
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
二
年
四
月
朔
日
条

国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
蔵

御
黒
書
院

御
暇

（
前
田
治
脩
）

御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

御
白
書
院

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（

尚
寛
）

巻
物
五

奥
村
河
内
守

（
厚
曹
）

同

大
音
帯
刀

３８３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
忠
友
）

前
月
廿
七
日
、以

上
使
水
野
出
羽
守
殿
御
国
許
江
之
御
暇
被

仰

（
徳
川
家
斉
）

（
忠
孝
）

出
、白
銀
・
御
巻
物
御
拝
領
、従

若
君
様
も
以
上
使
鳥
居
丹
波
守
殿

御
巻
物
御
拝
領
、当
朔
日
、右
為
御
礼

御
登

城
被
成
候
処
、於

御
黒
書
院

御
目
見
、御
懇
之

上
意
、殊
ニ
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、且

（
尚
寛
）

（
厚
曹
）

又
奥
村
河
内
守
・
大
音
帯
刀
御
前
江
被

召
出
、其
上
御
巻
物
頂
戴
之
、



一
三
八

重
畳
難
有
御
仕
合
ニ
候
旨
、拙
者
共
江
以

御
書
被

仰
下
候
事
、

四
月

３８４
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
二
年
四
月
一
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
夜
前（
越
中
国
）

石
動
御
泊
り
ニ
而
、
今
日
五
半
時
過
、
御
機
嫌
克

御

（
為
章
）

着
城
、
御
使
人
持
不
破
彦
三
、
同
日
七
過
発
足
仕
候
事
、

３８５

富
田
貞
章
「
袂
草
」
金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
四
月
）

十
三
日

一
、
御
帰
城
、

暁
七
時
御
登
城
、

３８６
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
三
月
）

（
忠
友
）

廿
七
日
、
八
時
頃
、

上
使
御
老
中
水
野
出
羽
守
殿
を
以
御
帰
国

御
暇
被

仰
出
、
御
例
之
通
御
拝
領
物
、
従

西
御
丸
も

（
忠
孝
）

上
使
御
老
中
鳥
居
丹
波
守
殿
を
以
御
例
之
通
御
拝
領
物
有
之
、

（
中
略
）

（
四
月
）

朔
日
、
快
天
、
昨
日
依
御
奉
書
今
朝

御
登

城
、
御
暇
之
御
礼

被

仰
上
、
御
懇
之
被
為
蒙

上
意
、
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領

等
御
例
之
通
、（

尚
寛
）

（
厚
曹
）

右
ニ
付
、奥
村
河
内
守
殿
・
大
音
帯
刀
殿
登

城
、是
又
御
例

之
通

御
目
見
、紗
綾
五
巻
宛
拝
領
、西
御
丸
江
も
被
罷
出
、

御
老
中
謁
ニ
而
退
出
、直
ニ
両
御
老
中
・
若
年
寄
中
ヘ
為
御
礼

廻
勤
、右

御
城
等
為
聞
番
代
同
道
、卯
上
刻
出
、未
上
刻
帰
、

（
中
略
）

（
四
月
）

二
日
、
陰
雨
昼
ゟ
晴
、
今
朝
御
老
中
方
御
廻
勤
、

御
帰
殿
之
上
、

午
八
刻
頃

御
発
駕
、
十
三
日
御
帰
城
、

（
中
略
）

（
四
月
）

同
月
十
三
日
、

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
、
前
夜
（
越
中
国
）

今
石
動
御
泊
、
同
夜
四
時
御
供
揃
ニ
而

御
立
、
今
十
三
日
朝
四
時
、御
帰

城
、
御
礼
之
御
使
不
破

（
為
章
）

彦
三
、
御
目
見
如
前
々
、於
御
年
寄
席
御
羽
織
・
巻
物
拝
領
、

七
月
二
八
日

前
田
斉
広
（
亀
万
千
。
重
教
の
子
）、
金
谷
御
殿
広
式
に
て

生
ま
れ
る
。

３８７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
四
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

今
般
金
谷
御
広
式
ニ
お
ゐ
て
、

マ

チ

若
子
様
御
誕
生
、
御
名
亀
万
千
殿
与

被
称
、
殿
付
ニ
唱
候
様
、
従

（
前
田
重
教
）

中
将
様
被

仰
出
候
事
、

八
月
十
五
日



天
明
二
年

一
三
九

（
易
直
）

今
枝
刑
部
殿
ゟ
之
廻
状
等
両
通
写
相
廻
之
申
候
、
先
々
御
順
達
可

被
成
候
、
以
上
、

八
月
十
五
日

御
名

御
相
組
中
様

３８８
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
二

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
弐
』

（
七
月
）

（
注
記
）

一
、
今
廿
八
日
、
金
谷
於

御
広
式

藤
姫
様
御
袋
之
方
「
青
山

（
幸
完
）

大
膳
亮
殿
御
家
来
山
脇
次
右
衛
門
妹
お
ミ
を
」
御
安
産
、
御

（

奉

方

）

男
子
御
出
生
、
御
箆
役
中
島
誠
左
衛
門
江
被

仰
付
、
八
月

十
五
日
御
弘
有
之
、
互
見
、
且
御
七
夜
御
祝
八
月
六
日
有
之
、

御
名
右
誠
左
衛
門
指
上
候
様
被

仰
出
、
則
上
之
候
事
、

（
中
略
）

（
八
月
）

十
五
日
、左
之
趣
今
日
於
御
横
目
所
披
見
申
談
有
之
、追
而
定
番
頭
ゟ

も
如
例
廻
状
出
、今
般
金
谷
於
御
広
式

若
子
様
御
誕
生
、御
名
、

亀
万
千
殿
与
被
称
、
殿
付
ニ
唱
候
様
、
従

（
前
田
重
教
）

中
将
様
被

仰
出
候
事
、

八
月
十
五
日

一
二
月
二
六
日

加
賀
藩
、
普
請
奉
行
に
対
し
、
来
年
の
金
沢
城
内
の
石

垣
普
請
の
取
り
止
め
と
、
戸
室
山
か
ら
の
石
材
の
切
り

出
し
続
行
を
命
じ
る
。

３８９
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

（
付
札
御
普
請
奉
行
江
）

同御
石
垣
方
御
普
請
、
来
年
茂
被
指
止
メ
、
戸
室
山
石
切
出
候
義
迄

被

仰
付
候
条
、
拾
貫
目
ニ
而
被
相
弁
、
諸
事
今
年
之
通
可
被
相

心
得
候
事
、

（
天
明
二
年
）

寅
十
二
月
廿
六
日

但
、
天
明
二
年
也
、

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
広
式
橘
の
間
の
普
請
を
行
う
。

３９０
「
観
樹
公
言
行
録
」
『
御
夜
話
集
』
下
編

一
、
天
明
二
年
二
の
御
丸
御
広
式
橘
の
御
間
御
普
請
の
節
、
同
御

広
式
御
三
の
間
に
て
御
騎
射
の
御
遊
び
事
の
時
分
、
其
辺
の

御
敷
居
御
畳
よ
り
少
し
高
く
な
り
、
幼
少
之
御
居
間
方
の
者

折
々
つ
ま
づ
き
候
故
、
御
足
障
に
不
成
や
う
に
と
、
其
座
に

て
御
附
の
人
々
談
合
候
を
御
聞
被
遊
、
そ
れ
は
其
敷
居
を
下

け
る
が
よ
ろ
し
き
と
御
意
被
遊
候
、
御
五
歳
の

時
也
、



一
四
〇

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

二
月
一
七
日
（
一
九
日
）

加
賀
藩
、
去
る
正
月
一
一
日
、
年
寄
役
本
多
政
行
（
安
房

守
）
の
橋
爪
門
通
過
の
際
、
三
輪
政
倚
ら
門
番
六
名
が

全
員
出
払
っ
て
い
た
こ
と
を
咎
め
、
こ
の
日
、
閉
門
・

遠
慮
を
命
じ
る
。

３９１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
三
年
二
月
一
七
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
本
多
政
行
）

一
、
先
頃
橋
爪
於
御
番
所
当
番
之
節
、
於
御
番
所
安
房
守
殿
江
時

宜
相
洩
、
御
番
所
明
ケ
候
ニ
付
、
今
日
左
之
通
被
仰
渡
、

（
政
倚
）

閉
門

橋
爪
御
門
四
番
組
三
輪
縫
殿

（
直
政
）

同
断

井
上
逸
角

金
子
権
右
衛
門

遠
慮

大
石
弥
三
郎

中
村
（
八
兵
衛
正
一
）

八

急
度
指
扣

同
断

辻
五
郎
助

３９２
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
二
月
）

十
九
日
、
於
金
沢
左
之
通
被

仰
付
、

（
政
倚
）

閉
門

御
馬
廻
組
三
輪
縫
殿

（
直
政
）

遠
慮

井
上
逸
角

（
正
一
）

附
記
、
逸
角
等
四
人
焼
飯
給
候
ニ
付
、
張
番
縫
殿

五
郎
助
致
し
候
内
、
五
郎
助
小
用
ニ
罷
立
候

中
村
八
兵
衛

（
本
多
政
行
）

跡
、
縫
殿
用
事
有
之
立
違
候
而
、
張
番
暫
欠
候

内
ニ
安
房
守
殿
御
通
過
与
云
々
、

大
石
弥
三
郎

金
子
新
兵
衛

急
度
指
扣

辻
五
郎
助

右
人
々
、
正
月
十
一
日
橋
爪
御
門
当
番
之
処
、
御
城
代
本
多

安
房
守
殿
御
番
所
前
御
通
之
節
、
御
番
所
ニ
不
在
合
ニ
付
言

上
之
処
、
右
之
通
被
仰
出
、
附
翌
年
四
月
十
五
日
御
免
許
、

可
為
互
見
、
但
、
十
七
日
ニ
記
有
、

三
月
一
五
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
し
、
江
戸
へ
向
か
う
。
次
い
で

同
月
二
六
日
、
江
戸
に
到
着
し
、
四
月
一
日
、
江
戸
城

に
登
り
、
参
勤
の
挨
拶
を
す
る
。

３９３
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
三
年
三
月
一
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
九
時
之
御
供
揃
ニ
而
、七
つ
三
部
、
御
機
嫌
克

御
発
駕
被
遊
、

３９４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
三
年
四
月
朔
日
条

国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

御
黒
書
院



天
明
三
年

一
四
一

（
中
略
）

参
勤

（
前
田
治
脩
）

（
銀
五
拾
枚

巻
物
二
十

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

御
白
書
院

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（隆

振
）

繮
二
十
筋

奥
村
主
水

（
貞
一
）

同

前
田
図
書

３９５
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
広
明
）

前
月
廿
六
日
、御
機
嫌
克

御
着
府
、廿
八
日
、上
使
久
世
大
和
守
殿

を
以
、被
為
蒙

上
意
、当
朔
日
、御
登

城
、於
御
黒
書
院
御
礼
被

（
隆
振
）

（
貞
一
）

仰
上
、殊
ニ
御
懇
之

上
意
、奥
村
主
水
・
前
田
図
書
御
目
見
被

仰

付
、重
畳
難
有
御
仕
合
思
召
候
段
、
御
書
を
以
被

仰
下
候
事
、

（
易
直
）

御
用
番
御
渡
之
別
紙
、
今
枝
刑
部
ゟ
就
到
来
、
写
進
之
候
、
御
披

見
後
先
々
江
御
廻
、
落
着
ゟ
御
返
可
被
成
候
、
以
上
、

（
勇
次
）

四
月
十
六
日

青
山
将
監

（

秀

一

）

寺
西
九
左
衛
門
様

致
承
知
候
、

（
孝
慈
）

前
田
数
馬
様

致
承
知
候
、

（
定
昌
）

三
田
村
内
匠
様

同

（
一
公
）

篠
原
帯
刀
様

同

（
正
路
）

青
木
新
兵
衛
様

同

（
保
和
）

津
田
外
記
様

同

（

盛

式

）

佐
久
間
与
左
衛
門
様

同

（

直

烈

）

遠
藤
両
左
衛
門
様

同

（

直

種

）

堀
平
次
右
衛
門
様

同

（
政
寛
）

横
山
多
門
様

致
承
知
候
、

３９６
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
三
年
四
月
一
〇
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
前
月
廿
六
日
、
御
機
嫌
克
御
参
府
被
遊
、
廿
八
日
、
両
御
丸

（
広
明
）

ゟ
上
使
御
老
中
久
世
大
和
守
殿
を
以
、
被
蒙

上
意
、
当
朔

日
、
為

御
礼
御
登
城
、
御
礼
被

仰
上
旨
、
今
日
告
来
、

３９７
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
三
月
）

十
五
日
、
七
時
過
、
金
沢

御
発
駕
、

（
前
田
斉
敬
）

教
千
代
様
為
御
見
立
御
式
台
階
上
迄
御
出
、

（
中
略
）

廿
六
日
、
九
時
前
、
御
着
府
、
追
付
御
供
揃
ニ
而
御
老
中
方
御
廻

勤
、
若
御
年
寄
衆
江
之
御
届
者
、
自
分
為
聞
番
代
御
使
者
相

勤
、
且
御
待
請
御
客
衆
等
御
料
理
出
、
其
外
御
作
法
如
前
々
、



一
四
二

（
中
略
）

（
四
月
）

朔
日
、
陰
（
中
略
）

一
、
昨
日
御
老
中
方
御
連
名
之
依
御
奉
書
、今
朝
御
登

城
、御
参

府
之
御
礼
被

仰
上
、御
懇
之
被
為
蒙

上
意
、都
而
御
例
之
通
、

御
献
上
物
御
太
刀
・
金
馬
代
、御
老
中
等
御
配
り
茂
前
々
之
通
、

（
隆
振
）

（
貞
一
）

右
ニ
付
、随
駕
之
臣
奥
村
主
水
殿
・
前
田
図
書
殿
、御
先
江
登

城
、
御
目
見
被
仰
付
、御
太
刀
・
銀
馬
代
献
上
之
、西
御
丸
并
御

老
中
等
十
二
家
江
も
持
参
、自
分
為
聞
番
代
御
城
等
江
同
道
、

五
月
一
日

加
賀
藩
、
前
田
斉
広
（
亀
万
千
）
の
た
め
に
、
こ
の
日
か

ら
同
月
五
日
ま
で
金
沢
城
七
十
間
門
内
に
幟
を
立
て
る
。

３９８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
斉
広
）

亀
万
千
殿
御
の
ほ
り
、
七
拾
間
御
門
内
ニ
相
立
候
、
来
月
朔
日
ゟ

五
日
迄
、
御
家
中
并
町
方
共
男
女
拝
見
之
儀
御
申
渡
、
但
、
男
子

者
拾
五
歳
以
下
ニ
候
、
都
而
拝
見
人
七
拾
間
御
門
ゟ
入
、
金
谷
御

門
へ
出
申
筈
候
条
、
夫
々
御
申
渡
可
被
成
候
事
、

四
月

五
月
四
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
石
川
門
等
の
普
請
御
用
主
附
に
、
篠

原
茂
承
・
大
野
定
暁
を
任
命
す
る
。

３９９
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

（
付
札
御
普
請
奉
行
江
）

同

（
茂
承
）

石
川
御
門
等
御
普
請
ニ
付
、右
御
用
主
付
篠
原
勘
左
衛
門
・
大

（
定
暁
）

野
仁
兵
衛
被
仰
渡
候
条
、被
得
其
意
、諸
事
可
被
申
談
候
事
、

五
月
四
日

但
、
天
明
三
年
也
、

九
月
八
日

加
賀
藩
、
前
田
重
教
発
駕
後
、
金
谷
門
・
七
十
間
門
内

を
二
ノ
丸
格
か
ら
三
ノ
丸
格
と
す
る
こ
と
を
通
達
す
る
。

４００
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

写御
横
目
江

金
谷
七
十
間
両
御
門
内
、
二
ノ

（
前
田
重
教
）

御
丸
格
合
相
心
得
候
様
申
渡
置
候
得
共
、

中
将
様
御
発
駕
以
後

ハ
、
最
前
之
通
ニ
相
心
得
候
様
ニ
一
統
可
被
申
談
事
、

九
月
八
日

別
紙
之
通
、
御
横
目
へ
申
渡
候
ニ
付
、
為
御
承
知
進
之
候
、
御
組



天
明
三
年

一
四
三

等
江
茂
御
触
可
被
成
候
、
以
上
、

（
長
穹
）

九
月
八
日

村
井
又
兵
衛

別
紙
之
趣
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

九
月
九
日

長
大
隅
守

御
相
組
中
殿

奉
得
其
意
候

九
月
一
一
日

前
田
重
教
、金
沢
を
発
し
、同
月
二
五
日
、江
戸
に
到
着
、

一
〇
月
一
日
、江
戸
城
に
登
り
、参
勤
の
挨
拶
を
す
る
。

４０１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
天
明
三
年
九
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加

越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
当
廿
五
日
、

中
将
様
御
機
嫌
克（
武
蔵
国
）

金
川
駅
ゟ
直
ニ
御
上
屋
敷

江
御
着
被
遊
、
即
日
、
御
老
中
方
御
勤
被
遊
、
廿
七
日
、

（
忠
友
）

上
使
老
中
格
水
野
出
羽
守
殿
を
以
、
上
意
有
之
事
、

４０２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
五
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
途
中
益

御
機
嫌
克
、
前
月
廿
五
日
、

御
着
府
被
遊

（
忠
友
）

候
処
、
同
廿
八
日
、
以

上
使
水
野
出
羽
守
殿
被
為
蒙

上
意
、

且
亦
当
朔
日
、

御
登
城
、
於
御
白
書
院
御
参
府
之
御
礼
被
仰
上
、

御
懇
之
被
為
蒙
上
意
、

（
徳
川
家
基
）

大
納
言
様
江
初
而
御
目
見
、
難
有
被
思
召
候
、
此
段
何
茂
江
可
申

聞
旨
、
被

仰
出
候
事
、

今
日
、
御
弘
ニ
付
、
為
御
祝
詞
、
今
日
中
御
用
番
宅
江
可
相
勤
候
、

且
亦
幼
少
病
気
等
ニ
而
登

城
無
之
面
々
者
、
御
弘
之
趣
、
向
寄

ゟ
伝
達
、
為
御
祝
詞
御
用
番
宅
迄
以
使
者
可
申
越
候
、
此
段
夫
々

可
被
申
談
候
事
、

十
月
十
五
日

４０３
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
三
年
一
〇
月
朔
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

一
、
今
巳
上
刻
、
御
白
書
院
江

出
御
、

参
府

（
前
田
重
教
）

（
銀
三
拾
枚

巻
物
十

隠
居

松
平
肥
前
守

４０４
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
九
月
）

十
一
日
、
五
半
時
頃
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
発
駕
、
但
、
御
日
図
廿
六
日
之
処
、（
武
蔵
国
）

品
川
御
泊
止
、

廿
五
日
江
戸
御
着
之
事
、
附
今
日
布
上
下
着
用
之
義
、
頭
分

御
見
立
之
義
、
其
外
都
而
御
横
目
廻
状
等
、
去
々
年

御
発

駕
前
之
通
ニ
付
略
ス
、



一
四
四

＊
こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
石
川
門
・
玉
泉
院
丸
二
重
塀
下
の
石

垣
積
直
し
を
命
じ
る
。

４０５
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
後
藤
文
庫
蔵

『
金
沢
城
郭
史
料
』

玉
泉
院
様
丸
之
内
二
重
塀
下
御
石
垣
押
直
積
替
之
儀
、

御
城
代

（
邦
昌
）

被
仰
渡
候
段
、
御
用
番
篠
原
左
次
右
衛
門
殿
被
仰
渡
候
事
、

【
解
説
】
年
代
は
記
事
の
位
置
よ
り
推
定
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

閏
正
月
一
九
日

前
田
重
教
、
湯
治
の
た
め
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
同
月

二
二
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
三
月
六
日
、
江
戸
を
発
し
、

同
一
五
日
、
金
沢
城
に
到
着
、
金
谷
御
殿
に
入
る
。

４０６
「
江
戸
幕
府
日
記
」天
明
四
年
閏
正
月
一
九
日
条

国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

（
勝
暁
）

上
使
板
倉
伊
勢
守（

前
田
重
教
）

隠
居

松
平
肥
前
守

右
、
国
許
江
湯
治
御
暇
付
被
遣
之
、

４０７
「
江
戸
幕
府
日
記
」天
明
四
年
閏
正
月
二
二
日
条

国
立
公
文
書
館

内
閣
文
庫
蔵

一
、
今
巳
下
刻
、
御
黒
書
院

出
御
、

国
許
江
湯
治
御
暇

（
前
田
重
教
）

御
馬
被
下

隠
居

松
平
肥
前
守

４０８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
勝
暁
）

前
月
十
九
日
、

上
使
御
奏
者
番
板
倉
伊
勢
守
殿
を
以
、
御
願
之

通
被
仰
出
、
且
亦
依

御
奉
書
同
廿
二
日
、
御
登

城
被
成
候
之

処
、於

御
黒
書
院
御
暇
之
御
礼
被

仰
上
、
御
懇
之
被
為
蒙

上
意
、
其
上
御
馬
御
拝
領
被
成
、
重
畳
難
有
御
仕
合
思
召
候
、
此

段
何
茂
江
可
申
聞
旨
、

御
両
殿
様
被
仰
出
候
事
、

二
月
七
日

４０９
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
四
年
三
月
一
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

一
、
中
将
様
当
六
日
、
江
戸
御
発
駕
ニ
而
、
夜
前（
越
中
国
）

滑
川
御
泊
ニ
而
、

今
暁
九
時
、
御
機
嫌
克
金
谷
御
殿
江
御
着
被
遊
候
、
御
礼
使

（
恒
固
）

ハ
翌
十
六
日
、
前
田
権
佐
発
足
仕
候
事
、
四
半
時
発
足
、

４１０
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
重
教
）

今
日
、

中
将
様

御
着
之
筈
、
伺
御
機
嫌
之
儀
等
申
触
候
得
共
、

明
日
御
着
ニ
而
可
有
之
茂
相
知
不
申
候
之
間
、
若
明
日
ニ
候
者
、
先

達
相
触
候
通
相
心
得
、
尤
明
日
七
時
以
後
相
成
候
者
、
明
後
日
四



天
明
三
年
〜
天
明
四
年

一
四
五

時
ゟ
九
時
迄
之
内
、
登
城
可
有
之
筈
候
事
、

（
易
直
）

御
横
目
所
ゟ
之
別
紙
壱
結
両
通
、
今
枝
刑
部
ゟ
就
到
来
、
写
進
之

候
、
御
披
見
後
先
々
江
御
廻
、
落
着
ゟ
御
返
可
被
成
候
、
以
上
、

（
勇
次
）

三
月
十
五
日

青
山
将
監

御
相
組
中
様

御
廻
状
之
趣

致
承
知
候
、

４１１
「
三
守
御
譜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
朱
書
）

「
江
戸
御
発
駕
、
同
十
六
日
、
金
沢
」

（
天
明
四
年
） （

朱
書
）

「
六
日
」

（
朱
書
）
三
月「
〻

〻

〻
」

十
六
日
、
重
教
公

御
帰
着
、

４１２
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
二
月
）

（
前
田
孝
友
）

七
日
、
一
昨
日
御
用
番
大
炊
殿
依
御
廻
文
、今
朝
頭
分
以
上
布
上
下

着
用
登

城
、於
柳
之
御
間
御
年
寄
衆
等
御
列
座
、大
炊
殿
左
之

通
御
演
述
、依
之
為
恐
悦
登

城
之
人
々
御
用
番
宅
江
参
出
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
痛
所
為
御
保
養
御
国
許
温
泉
江
御
入
湯
之
義
、
御

（
閏
正
月
）

（
勝
暁
）

願
被
成
候
処
、
前
月
十
九
日
、

上
使
御
奏
者
番
板
倉
伊
勢

守
殿
を
以
御
願
之
通
被

仰
出
、
且
又
依
御
奉
書
、
同
廿
二

日
、
御
登

城
被
成
候
処
、
於
御
黒
書
院
御
暇
之
御
礼
被

仰
上
、
御
懇
之
被
為
蒙
上
意
、
其
上
御
馬
御
拝
領
被
成
、
重

畳
難
有
御
仕
合

思
召
候
、
此
段
何
茂
江
可
申
聞
旨
従

御
両
殿
被

仰
出
候
事
、

二
月
七
日

（
中
略
）

（
三
月
）

十
五
日
、
夜
九
時
頃
、

中
将
様
金
谷
江
御
帰
殿
、昨
十
四
日
夜（
越
中
国
）

滑
川
駅
御
泊
ゟ
直
ニ
御

帰

着
也
、且
江
戸
表
江
為
御
礼
被
指
出
候
御
使
人
持
組
前
田

（
恒
固
）

権
佐

御
目
見
被

仰
付
、二
之
御
丸
於
御
用
番
席
紗
綾
二

巻
・
御
羽
織
拝
領
、披
露
御
大
小
将
、将
又

御
着
ニ
付
、此
間

迄
ニ
出
候
御
横
目
廻
状
、曁
諸
頭
等
御
待
請
ニ
罷
出
、為
恐
悦
二

之
御
丸
江
翌
十
六
日
登

城
も
前
々
之
通
ニ
付
、留
略
之
、

三
月
五
日

加
賀
藩
、
前
田
重
教
帰
国
後
、
金
谷
門
・
七
十
間
門
内

を
三
ノ
丸
格
か
ら
二
ノ
丸
格
と
す
る
こ
と
を
通
達
す
る
。

４１３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

金
谷
七
拾
間
両
御
門
之
内
、三
之
御
丸
格
合
ニ
相
心
得
候
様
申
渡
置

（
前
田
重
教
）

候
得
共
、
中
将
様
御
帰
殿
之
上
者
、最
前
申
渡
置
候
通
、二
之
御
丸

格
合
ニ
可
被
相
心
得
候
、且
又
御
近
習
之
外
、右
両
御
門
往
来
之
儀
茂
、

最
前
申
渡
置
候
通
相
心
得
可
申
候
、右
之
趣
、一
統
可
被
申
談
候
事
、

三
月
五
日



一
四
六

別
紙
両
通
之
趣
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

三
月
七
日

長
大
隅
守

御
相
組
中
殿

御
名
殿

奉
得
其
意
候

別
紙
之
通
、
御
横
目
江
申
渡
候
ニ
付
、
為
御
承
知
進
之
候
、
御
組

等
江
も
御
触
可
被
成
候
、
以
上
、

（
政
行
）

三
月
七
日

本
多
安
房
守

三
月
一
三
日

前
田
治
脩
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
る
。
同
月
一
五
日
、
江

戸
城
に
登
る
。
次
い
で
同
月
一
九
日
、
江
戸
を
発
し
、
四

月
一
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

４１４
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
四
年
三
月
一
三
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
忠
友
）

上
使
水
野
出
羽
守（

前
田
治
脩
）

銀
百
枚

巻
物
二
十

松
平
加
賀
守

右
、
御
暇
被

仰
出
候
付
被
遣
之
、

４１５
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
四
年
三
月
一
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

御
黒
書
院
江

出
御
、

御
暇

（
前
田
治
脩
）

御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（政

均
）

巻
物
五

本
多
刑
部

（
貞
一
）

同

前
田
図
書

４１６
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
忠
友
）

当
十
三
日
、
以

上
使
水
野
出
羽
守
殿
御
国
許
江
之
御
暇
被

仰

出
、
白
銀
・
御
巻
物
御
拝
領
、
従

（
徳
川
家
基
）

（
忠
孝
）

大
納
言
様
茂
以

上
使
鳥
居
丹
波
守
殿
御
巻
物
御
拝
領
、
同
十
五

日
、
右
為
御
礼

御
登

城
被
成
候
処
、
於
御
黒
書
院
御
目
見
、

（
政
均
）

御
懇
之

上
意
、
殊
ニ
御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、
且
又
本
多
刑
部
・

（
貞
一
）

前
田
図
書

御
前
江
被

召
出
、
其
上
御
巻
物
頂
戴
之
、
重
畳
難

有
御
仕
合
ニ
候
旨
、
拙
者
共
江
以

御
書
被

仰
下
候
事
、

三
月

別
紙
之
趣
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

三
月
廿
二
日

長
大
隅
守

御
相
組
中
殿

御
名
殿

奉
得
其
意
候

４１７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵



天
明
四
年

一
四
七

猶
以
、
難
罷
出
人
々
ハ
、
其
段
名
下
可
被
書
記
候
、
以
上
、

明
後
朔
日
、
御
着
城
筈
ニ
候
条
、
御
着
之
御
様
子
被
承
合
登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
若

御
着
七
時
以
後
ニ
候
者
、
翌
二

日
四
時
ゟ
九
時
迄
之
内
、
可
被
罷
出
候
、
病
気
等
之
面
々
者
、
御

用
番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、

一
、
明
後
朔
日
、例
月
之
出
仕
相
止
候
条
、可
被
得
其
意
候
、以
上
、

（
連
起
）

三
月
廿
八
日

長
大
隅
守

御
相
組
中
殿

御
名

奉
得
其
意
候

青
山
新
兵
衛
殿

奉
得
其
意
候
、
私
儀
痛
所
御

座
候
ニ
付
、
難
罷
出
奉
存
候
、

（

直

種

）

堀
平
次
右
衛
門
殿

奉
得
其
意
候
、
私
儀
気
配
相
滞

罷
在
候
ニ
付
、
難
罷
出
奉
存
候
、

４１８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
四
年
四
月
朔
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
夜
前
五
時
之
御
供
揃
ニ
而
、
今
日
四
半
過
、（
越
中
国
）

高
岡
之
駅
ゟ
御

（
孝
理
）

機
嫌
克

御
着
城
被
遊
、
御
礼
使
前
田
兵
庫
、

４１９
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
三
月
）

（
忠
友
）

今
月
十
三
日
、
上
使
御
老
中
水
野
出
羽
守
殿
を
以
、御
国
許
江
之

御
暇
被
蒙

仰
、御
例
之
通
御
拝
領
物
、従

西
丸
も

上
使

（

空

白

）殿
を
以
、御
例
之
通
御
拝
領
物
、且
前
日
依
御
奉
書
、

同
十
五
日
、御
登

城
、於
御
黒
書
院
御
暇
之
御
礼
被

仰
上
、

（
政
均
）

（
貞
一
）

御
懇
之

上
意
、御
鷹
・
御
馬
御
拝
領
、本
多
刑
部
・
前
田
図
書

御
目
見
等
被

仰
付
、且
当
月
十
九
日
、江
戸

御
発
駕
、

（
四
）三月
朔
日
金
沢
御
帰
城
之
筈
候
旨
、追
々
江
戸
ゟ
申
来
候
事
、

五
月
一
日

加
賀
藩
、
前
田
斉
広
（
亀
万
千
）
の
た
め
に
、
こ
の
日
か

ら
同
月
五
日
ま
で
金
沢
城
七
十
間
門
内
に
幟
を
立
て
る
。

４２０
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
六
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
斉
広
）

亀
万
千
殿
御
の
ほ
り
、七
十
間
御
門
内
ニ
相
立
候
、来
月
朔
日
ゟ
五

日
迄
拝
見
之
儀
御
申
渡
、且
男
子
者
十
五
歳
以
下
候
、都
而
拝
見
人
七

十
間
御
門
ゟ
入
、金
谷
御
門
江
出
申
筈
ニ
候
条
、御
申
渡
可
被
成
候
事
、

四
月

八
月
二
七
日

前
田
斉
敬
（
教
千
代
）、
金
沢
城
二
ノ
丸
に
移
る
。

４２１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
四
年
八
月
二
七
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
斉
敬
）

一
、
今
日
ゟ
教
千
代
様
二
ノ
御
丸
江
御
引
移
被
遊
候
事
、



一
四
八

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

二
月
一
一
日

こ
の
日
以
前
、
前
田
斉
敬
（
教
千
代
）、
金
沢
城
二
ノ
丸

式
台
等
を
訪
れ
、
家
臣
に
松
竹
梅
・
鶴
・
富
士
山
等
を

描
か
せ
る
。

４２２
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
二
月
）

十
一
日
、（
中
略
）

（
前
田
斉
敬
）

教
千
代
様
、
去
年
以
来
折
々
為
御
遊
慰
、
二
之
御
丸
御
式
台
等
江

御
出
、詰
人
姓
名
抔

御
尋
之
義
も
有
之
候
処
、春
来
ハ
度
々

御
出
、
詰
人
江
絵
被

仰
付
義
折
々
有
之
、
各
多
分
松
或
者

（
帷
正
）

竹
・
梅
・
鶴
等
調
上
之
、
御
大
小
将
横
目
中
村
九
兵
衛
者
絵

を
書
候
ニ
付
伺
候
処
、
弁
慶
与

御
好
ニ
付
、
則
調
上
之
、

（
保
）

自
分
ハ
富
士
山
・
三
穂
松
原
調
之
、
料
紙
等
者
御
抱
守
持
参

也
、
右
御
礼
ニ
者
不
及
段
、
御
抱
守
中
申
談
、

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
江
之
御
礼
ニ
も
不
及
段
、御
近
習
頭
申
談
也
、且
今
月

（

善

勝

）

十
二
日
御
出
之
節
者
、当
番
御
大
小
将
戸
田
五
左
衛
門
与
御
抱

守
与
脊
競
被

仰
付
、此
後
度
々
右
絵
等
被

仰
付
候
義
有
之
、

二
月
一
五
日

前
田
治
脩
と
婚
約
し
た
法
梁
院（
俊
姫
。元
大
聖
寺
藩
主
前

田
利
道
の
娘
）、金
沢
城
へ
到
着
し
、二
ノ
丸
広
式
へ
入
る
。

４２３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

当
十
五
日
、

俊
姫
様
御
引
移
ニ
付
、
出
仕
之
面
々
退
出
遅
相
成
候
而
者
、

御

城
中
等
可
混
雑
候
条
、
右
出
仕
之
面
々
揃
刻
限
五
時
迄
ニ
相
揃
候

様
、
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

前
々
ゟ
被

仰
出
候
、
御
法
度
之
品
、
曁
御
定
書
之
趣
、
急
度
可

被
相
守
候
、
尤
与
力
家
来
等
厳
重
ニ
可
被
申
渡
候
、
以
上
、

（
連
起
）

二
月
十
日

長
大
隅
守

御
名
殿

御
判

青
山
殿

―
―
―

―
―
―

―
―
―

４２４
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
二
月
）

十
五
日
、（
中
略
）



天
明
五
年

一
四
九

俊
姫
様
、
一
昨
十
三
日
、
（
江
沼
郡
）

大
聖
寺
表
御
発
輿
、
同
夜（
能
美
郡
）

小
松
梅

林
院
ニ
御
止
宿
、
十
四
日
夜（
石
川
郡
）

松
任
ニ
御
止
宿
、
今
十
五
日
九

時
前
、
金
谷

御
広
式
江
御
着
之
上
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
・
俊
姫
様
・
藤
姫
様
御
盃
事
等
之
御
次
第
（
中
略
）

右
御
膳
、
夫
ゟ
御
能
見
物
、
暮
前
二
之
御
丸
御
広
式
江
御
移

被
遊
候
、

五
月
一
日

加
賀
藩
、
前
田
斉
広
（
亀
万
千
）
の
た
め
に
、
こ
の
日
か

ら
同
月
五
日
ま
で
金
沢
城
七
十
間
門
内
に
幟
を
立
て
る
。

４２５
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
七
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
斉
広
）

亀
万
千
殿
御
の
ほ
り
、
七
拾
間
御
門
内
ニ
相
建
候
、
来
月
朔
日
ゟ

五
日
迄
、
拝
見
之
儀
御
申
渡
、
但
、
男
子
ハ
十
五
歳
以
下
ニ
候
、

都
而
拝
見
人
七
拾
間
御
門
ゟ
入
、金
谷
御
門
江
出
申
筈
候
条
、夫
々

御
申
渡
可
被
成
候
、
以
上
、

（
定
国
）

四
月

佐
々
木
孫
兵
衛

御
横
目
衆
中

七
月
一
一
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
東
ノ
丸
境
門
の
鍵
紛
失
に
つ
き
、
金

沢
城
本
丸
の
番
人
一
一
名
に
遠
慮
を
命
じ
る
。

４２６
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
五
年
七
月
一
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
左
之
通
遠
慮
被

仰
付
、

（
資
愛
）

（
倫
郷
）

伴
七
兵
衛
組

伴
七
兵
衛
組

松
田
治
右
衛
門
組

（
勝
興
）

（
善
陣
）

松
宮
吉
兵
衛

佐
藤
清
蔵
○

金
岩
嘉
大
夫

松
田
治
右
衛
門
組

松
田
治
右
衛
門
組

松
田
治
右
衛
門
組

（
広
知
）

永
井
儀
右
衛
門

丹
羽
久
大
夫

多
田
直
記

松
田
治
右
衛
門
組

伴
組

松
田
治
右
衛
門
組

（

守

永

）

（
是
政
）

（
佳
柄
）

駒
井
浅
右
衛
門

横
地
善
助

河
合（
左
）右膳
○

伴
組

伴
組

（
致
広
）

（
貞
寛
）

青
木
善
大
夫
○

熊
谷
半
蔵

右
、御
本
丸
番
人
定
番
御
馬
廻
十
一
人
、御
番
所
江
御
作
事
所

ゟ
預
置
候
、鍵
紛
失
ニ
付
、遠
慮
被
仰
付
、朝
昼
ノ
当
番
人
也
、

４２７
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
七
月
）

十
一
日
、（
中
略
）

御
本
丸
御
番
人
定
番
御
馬
廻
十
一
人
、

（
資
愛
）

（

守

永

）

伴
七
兵
衛
組

駒
井
浅
右
衛
門

永
井
儀
右
衛
門

松
宮

（
勝
興
）

（
致
広
）

（
熊
）

（
貞
寛
）

吉
兵
衛

青
木
善
大
夫

能
谷
半
蔵



一
五
〇

（
是
政
）

佐
藤
清
蔵

横
地
善
助

（

倫

郷

）

（
広
知
）

（
佳
柄
）

（
善
陣
）

松
田
治
右
衛
門
組

丹
羽
久
大
夫

河
合（
左
）右膳

金
岩
嘉
大
夫

多
田
直
丞

右
、
東
丸
境
御
門
鍵
致
紛
失
、
不
念
之
趣
ニ
付
、
今
十
一
日

遠
慮
被
仰
付
、
但
、
右
鍵
者
御
本
丸
御
番
所
預
り
之
処
、
当

番
之
節
紛
失
故
也
、

九
月
一
二
日

加
賀
藩
、
金
沢
堂
形
の
畑
を
、
元
通
り
の
明
地
と
す
る

よ
う
命
じ
る
。

４２８
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
九
月
）

十
二
日
、（
中
略
）

堂
形
新
畑
苅
毀
、
暫
時
之
内
如
元
明
地
ニ
被

仰
付
、
依
之

大
豆
・
小
豆
拾
ひ
悦
申
者
も
有
之
、
但
、
花
屋
清
左
衛
門
請

地
ニ
仕
、
大
豆
・
小
豆
作
り
置
候
処
、
右
之
通
ニ
而
損
分
、

剰
清
左
衛
門
追
込
ニ
被

仰
付
、

九
月
二
八
日

加
賀
藩
、穴
生
方
御
徒
並
奥
源
左
衛
門
お
よ
び
石
切
足
軽

正
木
吉
左
衛
門
・
坂
井
孫
助（
孫
六
）を
召
し
放
ち
と
す
る
。

４２９
「
袖
裏
雑
記
」
三
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

〇
九
月
廿
七
日
、
左
之
通
伺
済
、（
中
略
）

〇
穴
生
奥
源
左
衛
門
御
知
行
被

召
放
、
同
正
木
吉
左
衛
門
・
御

扶
持
人
石
切
坂
井
孫
助
御
扶
持
被
召
放
、
三
人
共
不
届
之
趣
有

之
旨
之
被

仰
出
也
、

４３０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
五
年
九
月
二
八
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

四
拾
俵

穴
生

正
木
吉
左
衛
門

御
扶
持
被
召
放

御
知
行
七
拾
石

穴
生

奥
源
左
衛
門

４３１
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
九
月
）

廿
八
日
、（
中
略
）

不
届
之
趣
有
之
ニ
付
、
御
知
行
等

被

召
放
、

穴
生
方

御
歩
並

奥
源
左
衛
門

七
十
石

三
十
俵

正
木
吉
左
衛
門

石
切
足
軽

坂
井
孫
六

九
月
二
九
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
内
の
倹
約
所
を
廃
止
し
、
そ
の
職
務

を
御
用
所
に
引
き
継
が
せ
る
。



天
明
五
年
〜
天
明
六
年

一
五
一

４３２
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
五
年
九
月
二
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

廿
九
日

一
、
今
日
ゟ
御
倹
約
所
御
指
止
被
成
候
、
於
御
用
所
取
捌
可
仕
旨

被
仰
渡
、（信

道
）

（

正

方

）

（

忠

郷

）

湯
原
典
膳

芝
山
十
郎
左
衛
門

松
田
清
左
衛
門

（
定
暁
）

（

安

村

）

（
以
陣
）

大
野
仁
兵
衛

小
川
八
左
衛
門

上
月
数
馬

（
政
明
）

有
賀
甚
兵
衛

４３３
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
九
月
三
〇
日
）

金
城
御
倹
約
所
、
今
晦
日
ゟ
被
指
止
、於
御
用
所
御
副
印
押
候
様
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
ゟ
此
間
被

仰
出
、

江
戸
御
倹
約
所
者
、
十
月
九
日
ゟ
被
指
止
、
是
又
御
用
所
ニ
而
御

副
印
押
之
、

【
解
説
】
天
明
五
年
九
月
は
大
の
月
で
あ
る
。「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
に

従
え
ば
倹
約
所
の
廃
止
は
九
月
三
〇
日
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
「
諸
事
被

仰
出
日
記
」
に
拠
り
こ
れ
を
九
月
二
九
日
と
す
る
。

一
〇
月
一
一
日

前
田
重
教
、
金
沢
城
石
川
門
の
普
請
を
中
止
し
、
湯
原

信
道
・
河
野
通
堅
を
主
附
と
し
て
二
ノ
丸
菱
櫓
の
造
営

を
命
じ
る
。

４３４
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
一
〇
月
一
一
日
）

同
日
、
石
川
御
門
御
普
請
相
止
、
二
之
御
丸
菱
御
櫓
御
造
営
被

仰
出
、

４３５
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

（
付
札
御
普
請
奉
行
江
）

同
石
川
御
門
等
御
普
請
所
御
指
止
メ
、
二
之

御
丸
菱
御
櫓
御
造

（
信
道
）

（
通
堅
）

営
ニ
付
、
右
主
付
湯
原
典
膳
・
河
野
弥
次
郎
被

仰
付
候
旨
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
ゟ
被

仰
出
候
条
、
被
得
其
意
、
諸
事
可
被
申
談
候
事
、

（
天
明
五
年
）

巳
十
月
十
一
日

但
、
天
明
五
年
、

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

正
月
六
日

前
田
重
教
、
金
沢
城
二
ノ
丸
に
近
々
移
る
意
向
を
示
す
。

４３６
「
袖
裏
雑
記
」
三
一
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

近
々
〇
（
前
田
重
教
）

中
将
様

二
御
丸
へ
御
引
移

（
前
田
治
脩
）

加
賀
守
様
金
谷
御
引
越
之
義
、
正
月
六
日
被

仰
出
有
之
、



一
五
二

４３７
「
袖
裏
雑
記
」
三
一
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
治
脩
）

〇
加
賀
守
様
御
退
身
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
御
再
勤
御
政
務
御
取
捌
御
願
之
趣
、
委
曲

御
親
翰

（
本
多
政
行
）

ニ
御
認
、正
月
五
日
、年
寄
中
御
前
へ
被
召
御
渡
、安
房
守
・

（
前
田
直
方
）

土
佐
守
金
谷
江
罷
出
申
上
候
様
被

仰
付
、
段
々

御
意
之

趣
有
之
、
則
同
夕
罷
出
候
処
、
明
日
可
罷
出
旨
被

仰
出
、

六
日
七
半
時
過
、
両
人
金
谷
江
罷
出
候
処
、

中
将
様
御
前
へ
被
召
、
則
右

御
親
翰
指
上
御
口
上
之
趣
申

上
候
処
、

公
辺
向
さ
へ
相
済
候
ハ
ヽ
兎
も
角
も
と

御
意
、

其
外

御
意
之
趣
共
有
之
、
右
ゟ
直
ニ

二
御
丸
へ
両
人
共

罷
出
、
右

御
意
之
趣
申
上
候
処
、
早
速
被

聞
召
届
難
有

被

思
召
旨
等
御
礼
之
趣

御
意
、
安
房
守
重
而
金
谷
江
罷

出
、
其
趣
申
上
、
尚
又

御
意
之
趣
共
有
之
、

【
解
説
】
前
田
重
教
の
藩
主
復
帰
・
二
ノ
丸
移
徙
と
も
に
実
現
し
て
い
な
い
。

三
月
七
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
造
営
の
た
め
、
家
臣
の
上
納
す
る
人

夫
賃
金
を
減
額
す
る
。

４３８
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
三
月
）

（
前
田
孝
友
）

七
日
、
於
金
沢
左
之
通
御
用
番
大
炊
殿
御
廻
状
出
、

御
家
中
一
統
指
上
来
候

御
城
御
造
営
人
足
賃
銀
、
於
御
作

事
所
召
仕
候
日
用
賃
銀
、
壱
人
ニ
付
三
分
宛
相
減
候
間
、
右

人
足
賃
銀
上
納
、
向
後
壱
人
分
八
分
宛
之
図
り
を
以
指
上
可

申
候
、
尤
人
数
ハ
是
迄
之
通
ニ
候
事
、

五
月
一
日

加
賀
藩
、
前
田
斉
広
（
亀
万
千
）
の
た
め
に
、
こ
の
日
か

ら
同
月
五
日
ま
で
金
沢
城
七
十
間
門
内
に
幟
を
立
て
る
。

４３９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
斉
広
）

亀
万
千
殿
御
幟
、
七
十
間
御
門
内
ニ
相
建
候
付
、
来
月
朔
日
ゟ
五

日
迄
、
拝
見
之
儀
御
申
渡
、
但
、
男
子
者
十
五
歳
以
下
ニ
候
、
都

而
拝
見
人
七
十
間
御
門
ゟ
入
、金
谷
御
門
ゟ
出
申
筈
ニ
候
条
、夫
々

御
申
渡
可
被
成
事
、

四
月

４４０
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
五
月
）

朔
日
、（
中
略
）

亀
万
千
殿
御
の
ほ
り
相
建
候
義
、
都
而
去
年
之
通
、



天
明
六
年

一
五
三

六
月
一
二
日

前
藩
主
前
田
重
教
、
金
谷
御
殿
に
て
没
す
る
。
同
月
二

六
日
、
宝
円
寺
に
て
葬
儀
が
行
わ
れ
る
。

４４１
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
六
年
六
月
一
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
夜
九
過
、
重
而
頭
分
以
上
、
伺
御
機
嫌
登

城
有
之
所
、

（
前
田
重
教
）

中
将
様
、
御
療
養
不
被
為
叶
、
今
夜
亥
中
刻
、

御
逝
去
被

（
長
連
起
）

遊
候
旨
、
御
用
番
大
隅
守
殿
演
述
、
実
ハ
今
朝
四
時
、
御
逝

去
被
遊
候
、
御
年
四
拾
六
歳
、

４４２
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

御
遺
骸
当
廿
六
日
暁
天
丑
之
刻
、

御
出
棺
、
宝
円
寺
江
被
為

入
候
節
、
各
儀
、

（
厚
曹
）

大
音
帯
刀
下
屋
敷
前
ゟ
拙
者
下
屋
敷
方
江
懸
ケ
被

罷
出
可
有
蹲

踞
事
、

一
、
従
者
も
随
分
致
減
少
、
馬
・
乗
物
惣
供
之
分
ハ
、
鷹
匠
町
之

方
小
路
之
内
ニ
被

差
置
、
若
党
壱
人
、
草
履
取
壱
人
、
鑓

持
蹲
踞
之
辺
ニ
差
置
、

御
通
り
近
ク
成
候
者
、
近
辺
之
小

路
之
内
警
固
之
後
ニ
為
扣
置
可
被
申
候
、
御
棺
御
通
以
後
被

退
散
候
刻
、
致
混
雑
不
作
法
無
之
様
、
列
之
通
段
々
退
去
有

之
、
尤
騒
敷
無
之
様
各
可
被
申
談
事
、

一
、
家
来
共
指
置
候
所
江
御
歩
横
目
并
足
軽
横
目
罷
出
、
万
端
致

差
引
申
筈
ニ
候
条
、
指
図
次
第
相
心
得
候
様
、
家
来
共
江
急

度
可
被
申
付
事
、

一
、
蹲
踞
之
前
ニ
人
々
提
灯
一
張
宛
指
置
可
被
申
候
事
、

一
、
右
被
罷
出
候
刻
、服
之
儀
常
之
帷
子
、常
之
布
上
下
可
有
着
用
事
、

一
、
宝
円
寺
請
取
之
火
消
者
、
人
数
等
為
相
詰
置
候
、
町
屋
之
前

ニ
可
有
蹲
踞
事
、

但
、
服
右
同
断
、

一
、
蹲
踞
之
場
所
等
、難
被
心
得
儀
も
候
者
、御
横
目
江
可
被
承
合
事
、

一
、
寺
社
御
奉
行
・
公
事
場
御
奉
行
・
御
算
用
場
奉
行
・
御
奏
者

番
ハ
、
罷
出
候
所
違
候
故
、
別
ニ
申
談
候
事
、

一
、
御
葬
式
御
用
、
且
病
気
等
ニ
而
難
被

罷
出
面
々
者
、
其
段

名
之
下
ニ
可
被
書
記
事
、

右
之
趣
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
孝
友
）

六
月
十
九
日

前
田
大
炊

御
名
殿

奉
得
其
意
候

（
道
柯
）

前
田
左
膳
殿

（
知
周
）

前
田
修
理
殿

（
当
義
）

成
瀬
内
蔵
助
殿



一
五
四

（
勇
次
）

青
山
将
監
殿

（

秀

一

）

寺
西
九
左
衛
門
殿

（
質
直
）

奥
村
左
京
殿

（
純
孝
）

前
田
兵
部
殿

（
恒
固
）

前
田
権
佐
殿

（
孝
理
）

前
田
兵
庫
殿

（
孝
敬
）

前
田
内
蔵
太
殿

（
道
孝
）

前
田
主
膳
殿

（
文
質
）

山
崎
庄
兵
衛
殿

（
方
穀
）

伴
八
矢
殿

（
貞
通
）

玉
井
主
税
殿

（
直
房
）

多
賀
逸
角
殿

（
秀
豊
）

深
美
兵
庫
殿

（
定
昌
）

三
田
村
内
匠
殿

（
忠
周
）

竹
田
源
太
郎
殿

永
原
市
正
殿

上
坂
両
左
衛
門
殿

（
安
定
）

多
賀
帯
刀
殿

（
政
恒
）

本
多
内
記
殿

（
通
直
）

小
幡
雅
楽
助
殿

（
孝
倍
）

永
原
将
監
殿

（
一
寧
）

岡
島
市
正
殿

津
田
源
右
衛
門
殿

（
貞
章
）

富
田
織
人
殿

（
正
路
）

青
木
新
兵
衛
殿

（
彰
信
）

奥
野
主
馬
殿

（
定
国
）

佐
々
木
兵
庫
殿

（
通
久
）

小
幡
九
兵
衛
殿

（
清
一
）

篠
島
左
京
殿

（
以
俊
）

葛
巻
蔵
人
殿

（
康
在
）

松
平
隼
人
殿

（
察
孝
）

庄
田
兵
庫
殿

（
寛
氏
）

石
野
主
殿
助
殿

（
和
康
）

松
平
源
次
郎
殿

（
顕
忠
）

中
川
清
次
郎
殿

（
政
挙
）

本
多
采
女
殿

（
保
和
）

津
田
外
記
殿

別
紙
之
通
、
可
申
談
旨
、
御
葬
送
等
御
奉
行
大
炊
殿
被

仰
聞
候



天
明
六
年

一
五
五

条
、
被
成
御
承
知
御
同
席
、
御
伝
達
可
被
成
候
、
以
上
、

六
月
十
九
日

御
横
目

何
茂
致
承
知
候
、

（
政
寛
）

人
持
衆
中

横
山
蔵
人

４４３
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
六
年
六
月
二
〇
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
政
庸
）

上
使
島
田
次
兵
衛

加
賀
守
隠
居

（
前
田
重
教
）

粕
漬
鯛
一
箱

松
平
肥
前
守

右
、
於
加
州
病
気
不
相
勝
候
ニ
付
、
為

御
尋
被
遣
候
旨
、

（
牧
野
貞
長
）

（
忠
休
）

於
御
右
筆
部
屋
縁
頬
越
中
守
申
渡
之
、
酒
井
石
見
守
侍
座
、

４４４
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
六
年
六
月
二
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

廿
六
日

一
、
今
日
、
御
葬
式
於
宝
円
寺
御
執
行
、
夜
八
時
、
金
谷
御
殿
御

出
棺
、
六
時
過
、
御
寺
江
御
着
棺
之
事
、
金
谷
御
殿
ニ
為
御

（
定
国
）

（

之

龍

）

（
カ
）

縮
佐
々
木
兵
庫
・
岡
田
助
右
衛
門
・
樫
田
折
之
助
相
残
り
、

廿
六
日

一
、
昼
九
時
前
、
御
寺
御
出
棺
、
野
田
御
廟
江
被
為
移
候
、
一
統

御
供
人
、
夜
五
半
頃
、
罷
帰
候
事
、

同
日

（
前
田
治
脩
）

一
、
加
賀
守
様
、
御
寺
江
ハ
御
棺
ゟ
御
先
江
被
為
入
御
待
請
、
夫

ゟ
野
田
江
も
御
跡
ゟ
被
為
入
候
事
、

４４５
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
六
年
六
月
二
六
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
凉
朝
）

上
使
秋
元
但
馬
守（

前
田
治
脩
）

銀
五
拾
枚

松
平
加
賀
守

（
前
田
重
教
）

右
、
隠
居
肥
前
守
卒
去
ニ
付
、
為
御
香
奠
被
遣
之
、

４４６
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
六
月
）

（
長
連
起
）

十
二
日
、
御
用
番
大
隅
守
殿
ゟ

（
前
田
重
教
）

暁
天

九
時
過

ゟ
御

指
引
、

実
ハ

四
ツ

四
歩

御
落

命
也
、

十
三
日

夜
之

内
ヨ
リ

十
四
日

暁
天

御
入

棺
、

同
日

七
時

ニ
重

御
入

棺
、

中
将
様
頃
日
御
気
色
御
勝
不
被
成
候
処
、
夜
前
ゟ
御
指
引
も

被
為
在
候
条
、
追
付
登

城
御
機
嫌
可
相
伺
旨
、
頭
分
以
上

江
一
役
連
名
之
御
廻
状
有
之
、
重
而
御
指
重
り
ニ
付
、
右
同

様
之
御
廻
状
有
之
候
事
、

（
景
順
）

右
ニ
付
、
二
之
御
丸
御
表
小
将
児
島
伊
三
郎
江
早
打
御
使
被

仰
付
、
御
前
様
江
御
容
子
被

仰
進
、
且
御
指
重
之
段
、

（

作

則

）

公
辺
江
御
届
之
早
打
御
使
御
大
小
将
菊
池
九
右
衛
門
江
被

仰
渡
、
小
払
金
七
十
両
御
貸
渡
、
於
御
次
白
銀
五
枚
・
御

目
録
拝
領
、
且
御
医
師
御
願
も
兼
之
、
申
下
刻
発
出
、
且
就

（
定
泰
）

御
大
切
早
打
御
使
御
大
小
将
馬
渕
友
之
進
江
被
仰
渡
、
同
夜

子
上
刻
発
出
、
拝
領
物
等
九
右
衛
門
同
断
、



一
五
六

同
夜
亥
中
刻
、
就
御
逝
去

公
辺
御
届
早
打
御
使
御
使
番
青
木

（

貞

幹

）

（

義

知

）

与
右
衛
門
、
為
扣
指
副
御
馬
廻
組
栂
四
郎
左
衛
門
、

御
前
様
江
御
悔
被

仰
進
候
早
打
御
使
御
近
習
御
使
番
山
路

（

昌

澄

）

忠
左
衛
門
江
被

仰
渡
、
同
夜
子
下
刻
発
出
、

前
記
有
之
頭
分
以
上
最
初
之
登

城
者
、
暮
頃
ニ
而
御
帳
ニ
附
、
各

退
出
、
重
而
御
指
重
ニ
付
而
之
登

城
者
夜
九
時
登

城
、
御

帳
附
候
処
、
御
指
留
ニ
而
柳
之
御
間
列
居
申
談
有
之
、
御
年

寄
衆
御
列
座
、
左
之
通
御
用
番
御
演
述
、

中
将
様
御
気
色
不
被
為
叶
御
療
養
、
今
暁
亥
ノ
中
刻
、
被
遊

御
逝
去
候
、此
段
申
達
候
、右
之
趣
組
支
配
之
人
々
江
茂
夫
々

可
被
申
聞
候
事
、

六
月
十
二
日

一
、
左
之
趣
御
横
目
中
申
談
有
之
、

為
伺
御
機
嫌
明
十
三
日
可
有
五
時
登

城
候
、
病
気
等

之
人
々
者
御
用
番
宅
迄
以
使
者
可
申
越
候
、
且
又
今
晩

登

城
無
之
人
々
并
退
出
之
面
々
江
者
演
述
之
趣
、

夫
々
向
寄
ゟ
可
有
伝
達
候
事
、

一
、
平
士
者
相
伺
御
機
嫌
候
ニ
及
不
申
事
、

一
、
御
先
祖
様
方
御
忌
日
御
寺
江
参
詣
之
儀
も
当
分
指
控
可

申
事
、

一
、
頭
分
以
上
之
人
々
者
此
砌
之
義
ニ
候
間
、
居
屋
敷
之
大

門
を
閉
、
小
門
ゟ
出
入
、
小
門
無
之
者
ハ
大
門
閉
寄
候

而
可
然
候
、
年
寄
中
等
も
右
之
通
ニ
候
事
、

右
之
趣
、
夫
々
可
被
申
談
候
、
以
上
、

六
月
十
二
日

長
大
隅
守

御
横
目
中

右
之
趣
ニ
付
、
夫
々
頭
々
ゟ
組
・
支
配
江
廻
状
出
之
、

付
札御
横
目
へ

覚

一
、
普
請
并
鳴
物
・
高
声
等
遠
慮
之
事
、

一
、
諸
殺
生
無
用
之
事
、

一
、
御
家
中
さ
か
や
き
可
為
遠
慮
候
、
又
者
者
及
其
義
申
間

敷
事
、

一
、
不
及
申
候
得
共
、
此
砌
之
儀
ニ
候
条
、
火
之
元
之
儀
別

而
入
念
可
申
事
、

右
之
趣
被
得
其
意
、
組
・
支
配
之
人
々
江
可
被
申
渡
候
、

組
等
之
内
裁
許
有
之
人
々
者
其
支
配
江
も
是
又
夫
々
申

聞
候
様
可
被
申
渡
候
、
日
数
之
儀
ハ
追
而
可
申
達
候
事
、

右
之
趣
夫
々
可
被
申
談
候
事
、



天
明
六
年

一
五
七

六
月
十
二
日

右
、
御
用
番
大
隅
守
殿
被
仰
聞
候
旨
等
、
御
横
目
ゟ
役
名
廻

状
有
之
、

今
夜
ゟ
御
葬
式
迄
、宝
円
寺
出
家
中
七
人
宛
昼
夜
詰
切
、和
尚
時
々

被
罷
出
候
事
、

中
将
様
御
法
号
泰
雲
院
殿
故
正
四
位
羽
林
中
郎
将
仁
山
彭
寿
大
居
士

覚

一
、
今
般
御
家
中
普
請
御
三
十
五
日
過
候
者
不
苦
候
事
、

一
、
諸
殺
生
・
鳴
物
五
十
日
過
候
者
不
苦
候
事
、

一
、
鉄
砲
稽
古
之
義
も
五
十
日
過
候
者
不
苦
候
事
、

一
、
御
家
来
精
進
五
十
日
た
る
へ
き
事
、

七
月
十
三

日
互
見

一
、
年
寄
中
且
又
御
近
習
相
勤
候
人
々
者
さ
か
や
き
五
十
日
、

其
外
ハ
御
三
十
五
日
過
候
者
さ
か
や
き
そ
り
可
申
事
、

一
、
頭
分
以
上
之
人
々
居
屋
敷
之
大
門
閉
候
儀
、
御
葬
式
相

済
候
翌
日
ゟ
可
為
常
之
通
事
、

六
月覚

一
、
頭
分
以
上
伺
御
機
嫌
、
今
月
廿
七
日
・
七
月
九
日
・
同

廿
九
日

右
日
限
登

城
、
幼
少
・
病
気
等
ニ
而
登

城
無
之

人
々
者
御
用
番
宅
迄
以
使
者
可
相
伺
事
、
但
、
御
近
習

之
面
々
者
拙
者
共
於
席
可
相
伺
御
機
嫌
事
、

一
、
八
月
朔
日
迄
、
例
月
出
仕
無
之
事
、
但
、
出
勤
之
面
々

布
上
下
ニ
不
及
候
、
平
士
も
尤
可
為
常
服
候
事
、

六
月
十
三
日

長
大
隅
守

右
、
頭
分
以
上
江
御
触
有
之
、
組
・
支
配
江
夫
々
廻
状
出
、

但
、
頭
々
御
用
番
一
名
ニ
而
同
役
中
可
有
伝
達
旨
之
御
文
面

之
事
、

（
中
略
）

廿
六
日
、前
記
之
通
、昨
夜
五
半
時
之
御
供
揃
ニ
而
、今
暁
八
半
時
、

（
前
田
重
教
）

泰
雲
院
様
金
谷

御
殿
御
出
棺
、朝
六
半
時
前
、宝
円
寺
江
御
着

棺
、御
巡
道
等
御
葬
式
四
時
前
相
済
、夫
ゟ
御
廟
所
江
之
御
出
棺
、

但
、
御
寺
詰
頭
分
以
上
御
出
向
、
山
門
之
外
向
テ
左
之
方
江

御
奏
者
番
初
頭
分
列
居
、
御
年
寄
衆
者
右
之
方
江
被
罷
出
、

一
、
本
堂
ニ
被
為
入
候
内
、
本
堂
上
御
白
幕
之
外
ニ
右
面
々
列
居
、

一
、
御
寺
ゟ
野
田
江
御
出
棺
之
節
者
、
惣
門
之
外
、
御
先
手
番
下

之
方
江
御
年
寄
衆
御
見
送
ニ
被
罷
出
候
ニ
付
、
其
後
ロ
之
方

江
御
奏
者
番
初
諸
頭
御
見
送
ニ
罷
出
、



一
五
八

九
月
一
五
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
し
、
同
月
二
七
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
。
次
い
で
閏
一
〇
月
一
五
日
、
江
戸
城
に
登
り
、

参
勤
の
挨
拶
を
す
る
。

４４７
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
者
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

当
十
五
日
、

御
発
駕
之
筈
ニ
候
条
、
十
四
日
四
時
ゟ
九
時
迄
之

内
被
登

城
、
可
被
相
窺
御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
者
、
御
用

番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
事
、

一
、
当
十
五
日
、
例
月
出
仕
者
相
止
候
事
、

右
之
趣
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
隆
従
）

九
月
九
日

横
山
山
城

御
名
殿

奉
得
其
意
候

御
相
組
中
殿

右
、
御
登

城
之
節
、

御
城
ニ
而
御
用
番
ゟ
御
請
取
被
遊
事
、

４４８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
六
年
九
月
一
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
九
時
、御
機
嫌
克

御
発
駕
、（
越
中
国
）

今
石
動
御
泊
、夜
五
時
過

（

貴

忠

）

（

正

方

）

御
着
之
□
、御
道
中
奉
行
松
原
元
右
衛
門
・
芝
山
十
郎
左
衛
門
、

（
孝
尚
）

（

政

乂

）

会
所
奉
行
永
原
清
大
夫
、割
場
奉
行
高
畠
源
右
衛
門
・
三
品
・

（

政

員

）

（
昌
久
）

（
秀
政
）

今
村
五
郎
兵
衛
・
池
田
左
兵
衛
・
窪
田
左
平
、

４４９
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」
天
明
六
年
一
〇
月
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
前
月
廿
七
日
、
御
機
嫌
克
御
着
府
被
遊
、
同
日
、
御
老
中
方

（
忠
意
）

御
廻
勤
被
成
候
所
、
当
三
日
、
上
使
御
老
中
鳥
居
丹
波
守
殿

を
以
、
被
蒙

上
意
候
、
為
御
礼
御
登
城
之
所
、

御
喪
中

ニ
付
、

御
目
見
無
之
、
老
中
江
致
謁
御
退
出
之
由
申
来
、

４５０
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
八
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

ケ
ツ

（
忠
意
）

前
月
廿
七
日
、御
機
嫌
克
御
着
府
、当
三
日
、
上
使
鳥
居
丹
波
守
殿

を
以
被
蒙

上
意
、難
有

思
召
候
、此
度
之

上
使
者

公
義
御

朦
中
、殊
ニ

御
出
棺
以
前
之
義
ニ
候
へ
者
、甚
御
用
御
繁
多
ニ
も
可

有
御
座
処
、
上
使
を
以
被
蒙

上
意
候
段
、誠
ニ

思
召
懸
も
無

御
座
義
、別
而
忝
御
儀
ニ
思
召
候
旨
、拙
者
共
迄
被

仰
出
候
事
、

十
月

（
本
多
政
成
）

右
、
御
用
番
玄
蕃
助
様
ゟ
到
来
ニ
付
、
御
廻
状
を
以
御
相
組
御
筆

頭
江
御
触
出
之
事
、
外
ニ
両
通
写
相
調
、
小
松
御
城
番
へ
も
被
遣
、

４５１
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
九
月
）

十
五
日
、
五
時
御
供
揃
ニ
而
九
時
前
、
益
御
機
嫌
克

御
発
駕
、

御
作
法
前
々
之
通
、



天
明
六
年
〜
天
明
七
年

一
五
九

（
前
田
斉
敬
）

教
千
代
様
御
式
台
階
下
迄
御
送
之
事
、

（
中
略
）

廿
七
日
、
今
日
九
半
時
、
御
機
嫌
克
御
着
府
、
夕
方
御
老
中
方
御

廻
勤
、
但
、
公
辺
御
凶
事
中
ニ
付
、
一
統
常
服
之
事
、

（
中
略
）

（
閏
一
〇
月
）

（
松
平
容
頌
）

十
五
日
、
五
時
過
、
御
供
揃
ニ
而
御
登

城
、
御
下
り
直
ニ
肥
後
守

様
江
被
為
入
、
八
半
時
頃
、
御
帰
館
、
但
、
今
日
御
参
府
後

初
而
之
御
登

城
也
、

閏
一
〇
月
二
五
日

加
賀
藩
、
一
一
月
二
日
の
前
田
斉
敬
（
教
千
代
。
重
教
の

子
）
の
金
谷
移
徙
、
以
後
同
地
の
「
金
谷
御
殿
」
改
称

を
通
達
す
る
。

４５２
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
六
年
一
一
月
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
前
田
斉
敬
）

一
、
今
日
、
教
千
代
様
、
金
谷

御
殿
江
御
引
移
被
遊
候
事
、

４５３
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
三

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
三
』

（
閏
一
〇
月
）

廿
五
日
、（
中
略
）

於
金
沢
、
左
之
通
御
横
目
所
ニ
而
申
談
有
之
、

来
月
二
日
、

（
前
田
斉
敬
）

教
千
代
様
金
谷
江
御
引
移
之
上
、
金
谷

御
殿
与
相
唱
候

（
村
井
長
穹
）

様
、

御
城
代
又
兵
衛
殿
被
仰
聞
候
事
、

【
解
説
】『
金
沢
城
総
合
年
表

後
編
』
で
は
、
前
田
斉
敬
の
移
徙
を
閏
一
〇

月
二
日
と
し
た
が
、
右
の
通
り
こ
れ
を
一
一
月
二
日
と
訂
正
す
る
。

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

二
月
二
七
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
石
川
門
の
普
請
開
始
に
つ
き
、
岡
田

正
諠
・
河
野
通
堅
を
御
用
主
附
（
菱
櫓
御
用
兼
帯
）
に
任

命
す
る
。

４５４
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

付
札
御
普
請
奉
行
江

石
川
御
門
御
普
請
、
最
前
之
通
相
初
候
様
被

仰
出
候
、
右
御

（

正

諠

）

（
通
堅
）

用
主
付
岡
田
太
郎
右
衛
門
・
河
野
弥
次
郎
菱
御
櫓
兼
帯
相
勤
候

条
、
可
被
得
其
意
候
事
、

（
天
明
七
年
）未

二
月
廿
七
日

但
、
天
明
七
年
、



一
六
〇

三
月
一
三
日

前
田
治
脩
、
帰
国
を
許
可
さ
れ
、
同
月
一
五
日
、
江
戸

城
に
登
る
。
次
い
で
同
月
二
六
日
、
江
戸
を
発
し
、
四

月
九
日
、
金
沢
城
に
到
着
す
る
。

４５５
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
七
年
三
月
一
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
昨
日
江
戸
表
ゟ
早
飛
脚
到
来
、
当
十
三
日
、
御
暇
被
進
、
十

五
日
、

御
礼
被
仰
上
候
者
、
当
廿
六
日
、
御
発
駕
可
被
遊

旨
被

仰
出
候
旨
申
来
、
依
之
御
留
主
詰
之
人
々
、
明
十
二

日
、
発
足
可
仕
旨
被

仰
渡
、

４５６
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
七
年
三
月
一
三
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

（
貞
長
）

上
使
牧
野
越
中
守（

前
田
治
脩
）

銀
百
枚

巻
物
三
十

松
平
加
賀
守

右
、
就
御
暇
被
遣
之
、

４５７
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
七
年
三
月
一
五
日
条

国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

御
黒
書
院

御
暇

（
前
田
治
脩
）

（
御
鷹
御
馬
被
下

松
平
加
賀
守

御
白
書
院

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（孝

友
）

巻
物
五

前
田
大
炊

（
時
純
）

同

伊
藤
内
膳

４５８
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
七
年
三
月
二
三
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
貞
長
）

一
、
当
十
三
日
、上
使
牧
野
越
中
守
殿
老
中
を
以
、如
御
例
白
銀
百

□
・
時
服
三
十
御
拝
領
、御
国
許
江
之
御
暇
被
進
、為
御
礼
十

（
孝
友
）

五
日
、御
登
城
、
御
目
見
被

仰
上
、御
家
来
前
田
大
炊
・
伊

（
時
純
）

藤
内
膳
御
目
見
被

仰
付
候
旨
、今
日
中
飛
脚
到
来
、

４５９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
九
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

猶
以
、難
被
罷
出
人
々
者
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

明
後
九
日
、

御
着
城
之
筈
ニ
候
条
、

御
着
之
御
様
子
被
承
合

登

城
、
可
被
相
伺
御
機
嫌
候
、
若

御
着
七
時
以
後
ニ
候
ハ
ヽ
、

翌
十
日
四
時
ゟ
九
時
迄
之
内
、
可
被
罷
出
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
、

御
用
番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越
候
、
以
上
、

（
政
行
）

四
月
七
日

本
多
安
房
守

御
名
殿

奉
得
其
意
候

御
相
組
中
殿

４６０
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
七
年
四
月
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
夜
前
、（
河
北
郡
）

津
幡
御
泊
ニ
而
、
今
昼
四
半
過
、
御
機
嫌
克
御



天
明
七
年

一
六
一

帰
城
被
遊
、
追
付
宝
円
寺
并
野
田
御
廟
参
被
遊
候
、
御
着
御

（
純
孝
）

礼
使
江
戸
表
江
前
田
兵
部
被
遣
候
、

但
、（
河
北
郡
）

森
下
ゟ
少
々
御
不
例
ニ
付
、
御
寺
御
参
詣
御
延
引
被

遊
旨
被

仰
出
、

４６１
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
三
月
）

（
貞
長
）

十
三
日
、

上
使
御
老
中
牧
野
越
中
守
殿
を
以
、
御
国
許
ヘ
之
御

暇
被
蒙

仰
、
御
例
之
通
白
銀
百
枚
・
御
巻
物
三
十
巻
御
拝

領
、
諸
事
御
都
合
能
相
済
、

上
使
御
退
出
後
追
付
御
老
中

御
勤
、
若
年
寄
中
江
ハ
聞
番
御
使
相
勤
、
且
就
上
使
頭
分
以

上
并
御
給
事
役
ハ
熨
斗
目
、
御
式
台
取
次
役
ハ
服
紗
小
袖
・

布
上
下
着
用
、
附
、
今
日
詮
議
之
趣
有
之
ニ
付
記
置
、

十
五
日
、
依
御
奉
書
御
登

城
、
御
暇
之
御
礼
被

仰
上
、

御

懇
之
被
為
蒙

上
意
、
御
鷹
二
・
御
馬
二
御
拝
領
、
御
下
り

直
ニ
御
大
老
・
御
老
中
・
若
御
年
寄
中
へ
御
勤
、
且
又
御
家

（
孝
友
）

（
時
純
）

老
両
人
、
前
田
大
炊
殿
・
伊
藤
内
膳
殿
登

城

御
目
見
、

巻
物
拝
領
、
是
又
為
御
礼
御
大
老
等
廻
勤
前
々
之
通
、

（
中
略
）

廿
六
日
、（
中
略
）
今
日
七
時
頃
、
御
上
邸
御
発
駕
、
御
下
邸
御

立
寄
、
夜
五
半
時
頃
、（
武
蔵
国
）

浦
輪
駅
御
泊
宿
江
御
着
、

（
中
略
）

（
四
月
）

九
日
、
微
雨
巳
刻
ゟ
晴
、
朝
六
時
御
供
揃
ニ
而
同
刻
過

御
立
、

（
津
田
政
隣
）

（
河
北
郡
）

森
下
御
小
休
、
九
時
過
、

御
帰
城
、
但
、
自
分
御
先
抜
ニ

付
、
六
時
頃
発
、
御
小
休
所
見
分
、
直
ニ

御
城
へ
出
、

御
着
之
上
御
用
番
於
御
席
恐
悦
申
述
、
追
付
致
帰
家
候
事
、

四
月
二
二
日

加
賀
藩
、「
御
城
御
普
請
方
御
用
」
岡
田
正
諠
・
河
野
通

堅
の
う
ち
、
河
野
を
槻
尾
直
道
に
交
代
さ
せ
る
。

４６２
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
七
年
四
月
二
二
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
通
堅
）

一
、
御
城
御
普
請
方
御
用
河
野
弥
次
郎
代
り
、
定
両
御
番
頭
槻
尾

（
直
道
）

（

正

諠

）

甚
助
被
仰
渡
、
御
馬
廻
頭
岡
田
太
郎
右
衛
門
如
元
、

四
月
二
五
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
石
川
門
普
請
の
た
め
、
こ
の
日
以
降
、

河
北
門
か
ら
の
出
入
り
を
命
じ
る
。

４６３
「
御
触
并
御
返
書
留
」
二
九
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

付
札
御
横
目
江

石
川
御
門
御
普
請
就
被

仰
付
候
、
当
廿
五
日
ゟ
往
来
指
留
候



一
六
二

条
、

御
城
中
御
番
人
、
且
又
就
御
用
罷
出
候
面
々
、
河
北
御
門

ゟ
往
来
之
筈
ニ
候
条
、
一
統
不
相
洩
様
可
被
申
談
候
事
、

四
月

付
札
御
横
目
江

石
川
御
門
御
普
請
就
被

仰
付
候
、
都
而
河
北
御
門
往
来
ニ
相
成

候
、
若
火
事
之
節
、
右
御
門
近
ニ
而
指
支
可
申
候
間
、
火
事
之
時

分
迄
手
寄
之
人
々
ハ
、
土
橋
御
門
ゟ
致
往
来
、
従
者
等
甚
右
衛
門

坂
御
門
坂
下
ニ
残
置
可
申
候
、
西
丁
口
ゟ
土
橋
御
門
江
相
通
候

人
々
ハ
、
御
宮
坂
下
ニ
相
残
シ
可
申
候
、
御
宮
坂
・
甚
右
衛
門
坂

両
御
門
ゟ
内
ハ
、
三
ノ
御
丸
御
定
之
人
数
迄
召
連
、
土
橋
御
門
通

罷
出
可
申
候
、
従
者
末
々
相
残
り
候
所
々
、
不
作
法
無
之
、
込
合

不
申
様
相
心
得
候
様
、
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

四
月

４６４
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
四
月
）

十
四
日
、（
中
略
）

付
札
御
横
目
江

石
川
御
門
御
普
請
就
被

仰
付
候
、都
而
河
北
御
門
往
来
ニ

相
成
候
、若
火
事
之
節
、右
御
門
迄
ニ
而
指
支
可
申
候
間
、火

事
之
時
分
迄
手
寄
之
人
々
ハ
土
橋
御
門
ゟ
致
往
来
、従
者
等

甚
右
衛
門
坂
御
門
坂
下
ニ
残
置
可
申
候
、西
丁
口
ゟ
土
橋
御

門
ヘ
相
通
候
人
々
ハ
御
宮
坂
下
ニ
相
残
可
申
候
、御
宮
坂
・
甚

右
衛
門
坂
両
御
門
ゟ
内
者
、三
之
御
丸
御
定
之
人
数
迄
召
連
、

土
橋
通
罷
出
可
申
候
、従
者
末
々
相
残
候
処
不
作
法
無
之
、込

合
不
申
様
相
心
得
候
様
、夫
々
可
被
申
談
候
事
、
四
月

（
本
多
政
行
）

右
、
当
月
廿
五
日
ゟ
往
来
之
筈
、
御
城
代
安
房
守
殿
被
仰
聞

候
旨
等
、
御
横
目
廻
状
昨
十
三
日
出
、

六
月金

沢
城
菱
櫓
が
竣
工
す
る
。
八
月
二
二
日
、
加
賀
藩
、
家

臣
に
祝
酒
等
を
与
え
る
。

４６５
「
三
守
御
譜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

（
天
明
七
年
）

六
月
、
菱
櫓
成
、
石
川
御
門
櫓
建
、
湯
、

４６６
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
八
月
一
八
日
）

同
日
、
左
之
通
、
於
御
横
目
所
披
見
、

今
般
菱
御
櫓
御
普
請
出
来
ニ
付
、当
廿
二
日
御
祝
被

仰
付
、

御
普
請
懸
之
人
々
、其
外
二
之
御
丸
詰
合
之
面
々
一
統
、御
吸

物
等
頂
戴
被

仰
付
候
条
、被
得
其
意
、夫
々
可
被
申
談
候
事
、

八
月
十
八
日



天
明
七
年

一
六
三

右
ニ
付
、廿
二
日

御
城
向
一
統
布
上
下
着
用
、但
、頂
戴
之
刻

迄
布
上
下
着
用
与
御
横
目
中
ゟ
重
而
申
談
有
之
候
事
、明
日
中

頂
戴
人
数
書
御
台
所
ヘ
指
出
候
様
、御
横
目
中
申
談
候
事
、

廿
二
日
、
前
記
之
通
ニ
付
、
御
普
請
懸
り
之
人
々
并
詰
合
之
人
々
、

御
吸
物
・
御
酒
等
、
正
月
十
九
日
御
鏡
直
御
雑
煮
頂
戴
之
振

を
以
夫
々
頂
戴
、
御
礼
御
台
所
奉
行
江
申
述
、
且
又
左
之
御

用
懸
之
人
々
左
之
通
拝
領
物
被
仰
付
、

御
意
之
趣
御
城
代

（
本
多
政
行
）

安
房
守
殿
御
演
述
、
御
目
録
御
渡
之
、
御
作
事
奉
行
以
下
江

者
御
目
録
者
御
用
人
相
渡
之
、

（

正

諠

）

泰
雲
院
様
被

仰
付
置
候

菱
御
櫓
、
何

も
情
ニ
入
相

勤
宜
敷
出
来
、

御
喜
悦
被

思
召
候
、
依

而
御
目
録
之

通
被
下
之
候
、

晒
布
三
疋

白
銀
五
枚

御
目
録

岡
田
太
郎
右
衛
門

（
通
堅
）

晒
布
三
疋

同

河
野
弥
次
郎

（
盛
昭
）

晒
布
二
疋
宛

御
目
録
御
作
事
奉
行

岩
田
内
蔵
助

（
祐
忠
）

脇
田
源
左
衛
門

（
秀
堅
）

寺
西
十
左
衛
門

八
講
布
二
疋
宛

御
目
録
御
作
事
横
目

小
塚
（
行
正
）

斎
宮

（

方

守

）

中
村
九
郎
右
衛
門

（
永
頼
）

内
作
事
奉
行

不
破
与
兵
衛

（
規
秀
）

当
時
六
月
廿
七
日
之
通
外
作
事
奉
行
也平
左
衛
門
事

岩
田
平
兵
衛

（
秀
一
）

在
江
戸
ニ
付
、
名
代
長
田
庄
大
夫

寺
内
吉
大
夫

（
伴
同
）

外
作
事
奉
行

小
篠
善
兵
衛

（
定
明
）

（
正
武
）

御
医
師
等
四
人
へ

之
御
意
之
趣
ハ
、

尤
少
々
相
違
有
之

筈
ニ
候
、

一
、
御
歩
並
以
上

御
酒
御
吸
物

ふ
か
し
・
御

取
肴
被
下
之
、

足
軽
以
下
江

者
赤
飯
被
下

之
候
事
、
但
、

頭
分
以
上
ヘ

ハ
御
取
肴
巻

鯣
、
平
士
以

下
江
者
裂
鯣

之
事
、

在
遠
所
ニ
付
名
代
大
野
平
助

副
田
左
次
馬

小
判
壱
両

御
目
録
御
医
師関
玄
廸

金
三
百
疋

同

不
破
瑞
允

同
二
百
疋

同

御
外
科今
井
元
昌

同
断

同

御
針
医矢
田
周
伯

小
判
三
両
宛

主
付
御
大
工

羽
田
与
三
右
衛
門

松
波
源
右
衛
門

笹
田
清
蔵

同
壱
両
宛

西
田
丈
助

山
上
善
五
郎

同
三
百
疋
宛

主
付
御
壁
塗

堀
越
吉
左
衛
門

堀
内
吉
左
衛
門

同
二
百
疋
宛

主
付扶
持
方
大
工
壱
人

同
壁
塗
壱
人

同
棟
梁
大
工
二
人

金
百
疋
宛

主
付屋
根
棟
梁
一
人

白
銀
一
枚
宛
御
大
工
頭
清
水
次
左
衛
門

同
留
書
棟
梁
一
人

同
清
水
多
四
郎

同
断

御
扶
持
方
大
工

金
七
百
疋

棟
梁
大
工
日
帳
役

加
人
之
者
壱
人



一
六
四

日
帳
役
一
人

大
工
肝
煎
四
人

同
断
大
工
小
屋

木
挽
肝
煎
一
人

縮
方
二
人

や
ね
棟
梁
一
人

同
大
工
壱
人

大
梁
肝
煎
一
人

同
壁
塗
一
人

日
用
頭

一
人

鳥
目
五
百
文
宛小
遣小
者
四
人

左
官
棟
梁
一
人

金
三
百
疋
宛
御
手
木
足
軽

伊
藤
弥
左
衛
門

白
銀
一
枚

岡
田
太
郎
右
衛
門
等
手
先

相
勤
候
定
番
御
歩

同
沢
辺
円
大
夫

高
橋
宅
右
衛
門

同
二
百
疋

唐
御
門
番
人
ゟ
御

普
請
所
入
口
縮
兼
帯

金
二
百
疋

同
断松

田
又
右
衛
門

足
軽
四
人

同
断
宛

同
断
留
書
足
軽
二
人

鳥
目
五
百
文
宛

岡
田
太
郎
右
衛
門
等
手
先

小
遣
小
者
二
人

同
百
疋
宛

御
普
請
所
見
廻

御
横
目
足
軽
六
人

御
作
事
奉
行
渡

小
遣
役
小
者
三
人

岡
田
太
郎
右
衛
門
等

手
先
取
次
足
軽
二
人

御
普
請
所
釜
小
屋

火
之
番
役
小
者
四
人

４６７
「
毎
日
帳
書
抜
」
三
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

天
明
七
年
八
月
廿
二
日

一
、
菱
御
櫓
御
普
請
御
成
就
ニ
付
、
今
日
、
御
祝
被
仰
付
、
二
御

丸
当
番
初
御
吸
物
・
御
酒
等
頂
戴
被
仰
付
候
事
、



天
明
七
年

一
六
五

八
月加

賀
藩
、
金
沢
城
石
川
門
の
普
請
を
開
始
す
る
（
斧
始
を
行
う
）。
次
い
で
翌
年
三
月
に
竣
工
す
る
。

４６８
「
金
沢
城
石
川
門
棟
札
」
『
重
要
文
化
財
金
沢
城
石
川
門
修
理
工
事
報
告
書
』

（
表
）

御
城
代

本
多
安
房
守
藤
原
政
行

村
井
又
兵
衛
平
長
穹

御
作
事
奉
行

岩
田
内
蔵
助
藤
原
盛
昭

高
畠
五
郎
兵
衛
藤
原
厚
定

脇
田
源
左
衛
門
藤
原
祐
忠

（
順
）

天
下
和
須

内
作
事
奉
行

不
破
興
兵
衛
源
永
頼

脇
田
瀬
兵
衛
藤
原
尚
尺

岩
田
兵
衛
源
規
秀

谷
猪
左
衛
門
似
直

御
大
工

清
水
次
左
衛
門
藤
原
峯
充

清
水
多
四
郎
藤
原
軌
克

菅
原
朝
臣
治
脩
公
御
代
三
之
御
丸
石
川
御
門
続
櫓
御
造
営
有
厳
命
而

天
明
七
年
未
八
月
執
斧
始
仝
八
年
申
三
月
依
御
成
就
奉
納
御
棟
札
天
水
雨
水
天
中
地

日
月
清
明御

造
営
奉
行

岡
田
太
郎
右
衛
門
源
正
誼

槻
尾
甚
助
源
直
敏

御
作
事
横
目

小
塚
斎
宮
橘
行
正

中
村
九
郎
右
衛
門
源
方
守

内
作
事
加
奉
行

寺
西
五
左
衛
門
藤
原
正
一

高
崎
十
右
衛
門
源
正
吉

御
大
工

羽
田
与
三
右
衛
門
藤
原
致
丈

松
波
源
右
衛
門
藤
原
貞
成

渡
部
武
左
衛
門
藤
原
政
盛

西
田
丈
助
藤
原
貞
久

篠
田
弥
助
藤
原
直
澄

（
裏
）

西
田
丈
助
藤
原
貞
久
謹
書



一
六
六

一
一
月
一
四
日

加
賀
藩
、
こ
の
日
以
降
、
金
沢
城
石
川
門
の
往
来
を
許

可
す
る
。

４６９
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
一
一
月
）

（
長
穹
）

三
日
、
左
之
通
御
城
代
村
井
又
兵
衛
殿
被
仰
聞
候
旨
等
、
御
横

目
廻
状
出
、

付
札
御
横
目
江

石
川
御
門
等
御
普
請
就
被

仰
付
候
、
往
来
指
留
置
候
処
、

御
普
請
出
来
い
た
し
候
ニ
付
、
当
月
十
四
日
九
つ
時
過
ゟ
往

来
指
支
不
申
候
条
、
一
統
不
相
洩
候
様
可
被
申
談
候
、
且
亦

右
御
普
請
中
、
若
火
事
之
節
、
手
寄
之
人
々
ハ
土
橋
御
門
ゟ

致
往
来
候
様
申
渡
置
候
得
共
、
右
同
日
ゟ
前
々
之
通
相
心
得

候
様
、
是
又
夫
々
可
被
申
談
候
事
、

十
一
月
三
日

こ
の
年

加
賀
藩
、
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
の
御
居
間
・
対
面
所
辺

り
の
「
御
住
居
替
」
を
命
じ
る
。

【
解
説
】
右
は
「
文
化
焼
失
以
前
二
の
丸
之
図
」（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加

越
能
文
庫
蔵
）
の
貼
紙
に
拠
る
。
す
な
わ
ち
、
御
居
間
廻
「
御
居
間
」
の

南
側
（
御
居
間
先
）
に
「
天
明
七
年
御
居
間
辺
御
住
居
替
被
仰
付
候
」、「
御

対
面
所
」
に
「
天
明
七
年
御
対
面
所
辺
御
住
居
替
被
仰
付
候
」
と
の
貼
紙

が
あ
る
。
そ
の
他
、
広
式
の
式
台
近
く
の
「
御
座
鋪
」
に
「
天
明
七
年
御

座
鋪
相
建
申
候
」、
菱
櫓
か
ら
五
十
軒
長
屋
の
北
に
か
け
て
「
天
明
七
年

菱
御
櫓
并
御
長
屋
六
間
相
建
申
候
」
と
の
貼
紙
が
あ
る
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

正
月
四
日

金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
に
て
小
火
あ
り
。

４７０
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
正
月
）

五
日
、
夜
前
、
御
用
所
与
御
台
所
境
之
御
廊
下
ニ
有
之
候
行
燈
不

残
燃
、
側
之
柱
曁
畳
も
焦
火
、
響
道
具
所
泊
番
坊
主
高
村
久

清
聞
付
之
見
廻
候
処
、
右
之
通
ニ
付
、
道
具
所
之
小
遣
小
者

申
談
、
早
速
水
を
懸
相
消
、
右
之
趣
当
番
組
頭
御
横
目
ゟ
委

曲
言
上
之
処
、
今
日
右
久
清
ヘ
金
小
判
三
両
、
小
遣
ヘ
鳥
目

三
貫
文
為
御
褒
美
被
下
之
、



天
明
七
年
〜
天
明
八
年

一
六
七

但
、
其
以
後
夜
中
一
時
ニ
両
度
宛
、
風
高
之
節
者
、
繁
々

二
之
御
丸
置
付
行
燈
之
辺
相
廻
り
可
申
旨
、
同
月
八
日

御
城
代
衆
ゟ
被
仰
渡
、
道
具
所
坊
主
・
小
遣
召
連
見
廻
り

候
筈
ニ
相
成
候
事
、

附
、
右
行
燈
以
前
ハ
鉄
行
燈
ニ
候
処
、
宝
暦
九
年
四
月
十

日
之
御
類
焼
ニ
而
焼
失
後
ハ
、
木
竹
之
行
燈
ニ
相
成
有
之

候
処
、
今
般
不
残
鉄
行
燈
ニ
被
仰
付
、

正
月
三
〇
日

加
賀
藩
京
都
藩
邸
、
類
焼
す
る
。

４７１
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
正
月
三
〇
日
）

晦
日
、
朝
六
時
前
、
京
都
川
東
建
仁
寺
町
ど
ん
ぐ
り
之
図
子
与
申

所
之
風
呂
屋
ヨ
リ
出
火
、
烈
風
及
大
火
、
四
条
川
西
仏
光
寺

弓
町
等
ヘ
火
飛
、
夫
ゟ
四
方
ヘ
火
移
リ
、
殊
大
風
起
リ
、
同

夜
九
時
過
、
此
方
様
御
邸
御
類
焼
、
御
土
蔵
ハ
不
残
無
別
条
、

翌
二
月
朔
日
昼
、

禁
裏
炎
上
、

（
光
格
天
皇
）

主
上
下
加
茂
ヘ
御
立
退
之
処
、
火
之
粉
烈
敷
ニ
付
、
上
加
茂

ヘ
御
立
退
、
夫
ヨ
リ
又
比
叡
山
ヘ

遷
幸
之
段
、
朔
日
申
刻

京
発
之
飛
脚
、
二
月
五
日
金
沢
着
告
来
、

正
月加

賀
藩
、金
沢
城
橋
爪
門
続
櫓
・
五
十
間
長
屋
の
普
請
に

つ
き
、今
井
矩
明
・
野
村
嘉
勲
を
御
用
主
附
に
任
命
す
る
。

４７２
「
文
禄
年
中
以
来
等
之
旧
記
」（
横
山
本
）
横
山
隆
昭
氏
蔵

『
金
沢
城

石
垣
構
築
技
術
史
料
』
Ⅰ

橋
爪
御
門
続
御
櫓
并
五
拾
間
御
長
屋
御
普
請
ニ
付
、
右
御
用
主
付

（
矩
明
）

（
嘉
勲
）

今
井
甚
兵
衛
・
野
村
与
三
兵
衛
被

仰
付
候
条
、
被
得
其
意
、
諸

事
可
被
申
談
候
事
、

（
天
明
八
年
）

申
正
月

但
、
天
明
八
年
、

４７３
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」秩
四
六（
今
井
矩
道
）
金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

ノ
リ
ア
キ
ラ

一
、
曽
祖
父

今
井
故
又
夢
矩
明

（
中
略
）（

天
明
）

同
八
年
二
月
、
橋
爪
御
門
続
御
櫓
并
五
拾
間
御
長
屋
御
造
営

主
付
御
用
被

仰
付
、（
下
略
）

４７４
「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」秩
四
三
六（
野
村
嘉
績
）
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

マ
ス
サ
タ

一
、
高
祖
父

野
村
故
与
三
兵
衛
嘉
勲

（
中
略
）（

天
明
）

同
八
年
、
橋
爪
御
門
続
并
五
拾
間
御
長
屋
御
普
請
中
、
右
御

用
主
付
被

仰
付
、（
下
略
）



一
六
八

二
月
二
八
日

前
田
治
脩
、
金
沢
城
内
を
見
分
す
る
。

４７５
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
二
月
）

廿
八
日
、八
半
時
頃
、御
城
中
為

御
巡
見
、奥
之
口
ゟ

御
出
、二

之
御
丸
唐
御
門
・
菱
御
櫓

御
覧
、夫
ゟ
橋
爪
御
門
・
土
橋
御

門
・
甚
右
衛
門
坂
迄

御
見
通
、河
北
御
門
・
尾
坂
口
迄

御

（
紺
）

見
通
、石
川
御
門
・
昆
屋
坂
新
柵

御
見
通
シ
、車
橋
高
石
垣

下

御
見
通
、水
之
手
御
門
・
東
之
丸
八
枚
戸
御
覧
、御
本
丸
・

薪
丸

御
立
帰
、埋
御
門
・
松
坂
御
門
・
玉
泉
院
様
丸
・
金
谷
御

門
・
堂
形
御
馬
場
御
入
口
ゟ

御
見
通
、
御
立
帰
り
、鼠
多

門
通
奥
之
口
ゟ

御
帰
殿
、但
、竹
之
間
跡
も

御
覧
、

（
政
行
）

右
ニ
付
、
御
城
代
本
多
安
房
守
殿
菱
御
櫓
迄
御
供
、
尤
御
普

（
貞
章
）

請
奉
行
・
御
作
事
奉
行
等
罷
出
、
且
富
田
織
人
等
御
近
習
頭

御
供
、
其
外
御
供
人
ハ
常

御
城
中
ヘ

御
出
之
節
之
通
御

行
列
也
、
御
玄
関
前

御
通
之
節
、
表
裏

御
式
台
前
ヘ
御

城
外

御
出
之
節
之
通
、
当
番
之
人
々
罷
出
、
但
、
富
田
織

人
等
常
服
之
侭
御
供
仕
候
事
、

三
月
六
日

前
田
治
脩
、
金
沢
を
発
し
、
同
月
一
八
日
、
江
戸
に
到

着
す
る
。
次
い
で
四
月
一
日
、
江
戸
城
に
登
り
、
参
勤

の
挨
拶
を
す
る
。

４７６
「
御
触
并
御
返
書
留
」
三
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

尚
以
、難
罷
出
人
々
者
、其
段
名
之
下
ニ
可
被
書
記
候
、以
上
、

当
六
日
、
御
発
駕
之
筈
候
条
、四
日
四
時
ゟ
九
時
迄
之
内
被
登

城
、
可
被
相
伺

御
機
嫌
候
、
病
気
等
之
面
々
ハ
、
御
用
番
宅
迄
以
使
者
可
被
申
越

候
、
以
上
、

（
政
成
）

三
月
朔
日

本
多
玄
蕃
助

（
政
寛
）

横
山
蔵
人
殿

奉
得
其
意
候

御
相
組
中
殿

右
御
触
、
今
日
御
登

城
之
上
御

受
取
之
通
、
則
青
山
様
江
被
遣
ル
、

別
紙
之
通
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

三
月
朔
日

長
大
隅
守

御
名
様

奉
得
其
意
候

御
相
組
殿

４７７
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
八
年
三
月
六
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
今
日
五
時
之
御
供
揃
ニ
而
、
五
半
時
、

御
機
嫌
克

御
発



天
明
八
年

一
六
九

駕
被
遊
候
、

４７８
「
江
戸
幕
府
日
記
」
天
明
八
年
四
月
朔
日
条

国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
蔵

御
黒
書
院

参
勤

（
前
田
治
脩
）

（
銀
五
拾
枚

巻
物
廿

松
平
加
賀
守

御
白
書
院

（
中
略
）

松
平
加
賀
守
家
来（

直
方
）

（
手
綱
二
十
筋

銀
馬
代

前
田
土
佐
守

（
保
之
）

同

篠
原
織
部

４７９
「
諸
事
被
仰
出
日
記
」天
明
八
年
四
月
一
五
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
貞
長
）

一
、
前
月
廿
八
日
、上
使
老
中
牧
野
備
後
守
殿
を
以
、被
蒙

上
意
、

為
御
礼
当
朔
日
、御
登
城
、於
御
座
之
間

御
礼
被
仰
上
、且
御

（
直
方
）

（
保
之
）

供
前
田
土
佐
守
・
篠
原
織
部
儀
も
御
目
見
被
仰
付
候
旨
、今
日

（
前
田
孝
友
）

出
仕
之
人
々
江
大
炊
殿
御
演
述
、当
座
之
恐
悦
ニ
而
相
済
候
事
、

４８０
「
御
触
并
御
返
書
留
」
三
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

去
月
十
八
日
、

御
機
嫌
能

（
貞
長
）

御
着
府
、同
廿
八
日
、以

上
使
牧
野
備
後
守
殿
被
為
蒙

上
意
、

当
朔
日
、
御
登

城
、於
御
黒
書
院

御
参
勤
之
御
礼
被
仰
上
、

（
直
方
）

（
保
之
）

殊

御
懇
之
上
意
、前
田
土
佐
守
・
篠
原
織
部

御
目
見
被

仰
付
、

重
畳
難
有
御
仕
合
被

思
召
候
段
、
御
書
を
以
被

仰
下
候
事
、

（
前
田
孝
友
）

今
日
、
於

御
城
御
用
番
大
炊
殿
御
渡
之
別
紙
写
、
相
廻
之
申
候
、

先
々
御
順
達
可
被
成
候
、
以
上
、

四
月
十
五
日

御
名

御
相
組
様

御
筆
頭
様

別
紙
之
通
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

五
月
朔
日

長
大
隅
守

御
名
殿

奉
得
其
意
候

御
相
組
殿

４８１
「
政
隣
記
（
耳
目
甄
録
）」
一
四

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
政
隣
記

耳
目
甄
録

拾
四
』

（
三
月
）

（
津
田
政
隣
）

六
日
、快
天
之
処
、巳
刻
ヨ
リ
陰
、折
々
微
雨
、夜
雨
降
続
、自
分
儀

今
朝
六
時
前
出
宅
、
御
城
ヘ
御
供
ニ
相
揃
、
但
、
六
時
過
御

供
揃
也
、

五
時
過
、
御
発
駕
、
年
寄
衆
等
前
々
之
通
被
罷
出
、

（
前
田
斉
敬
）

教
千
代
様
御
式
台
階
下
迄
御
送
、
今
日
御
近
習
騎
馬
本
役
使

（
政
平
）

番
久
能
吉
大
夫
・
御
大
小
将
御
番
頭
自
分
・
御
横
目
由
比

（
勝
文
）

陸
大
夫
、
御
玄
関
前
ゟ
歩
御
供
仕
、
河
北
御
門
之
外
ゟ
夫
々



一
七
〇

騎
馬
所
ヘ
乗
入
、（
河
北
郡
）

津
幡
御
中
休
迄
御
供
仕
事
、

（
中
略
）

十
八
日
、
辰
之
刻
ヨ
リ
微
雨
、
巳
刻
ゟ
雪
晴
朗
夜
、
今
暁
七
時
前
、

御
発
駕
、（
武
蔵
国
）
蕨
御
中
休
、
御
下
邸
御
立
寄
、
四
時
過
、
追
分

口
御
門
ゟ
奥
之
口
通

御
着
殿
、
自
分
蕨
ゟ
本
役
騎
馬
所
御

供
ニ
而
参
着
、
旅
装
之
侭
御
家
老
衆
席
ヘ
出
、
恐
悦
申
述
、

一
先
御
小
屋
ヘ
退
支
度
、
追
付
出
、
夜
四
時
過
、
御
小
屋
ヘ

帰
、

（
中
略
）

（
四
月
朔
日
）

同
日
、
朝
六
時
、
不
遅
御
供
揃
ニ
而
同
刻
過
、
御
登

城
、
御
下

り
御
老
中
方
御
勤
、
御
用
番
ニ
而
者

御
立
帰
積
御
礼
被

仰
述
、
四
時
過
、

御
帰
殿
、
御
供
自
分
罷
出
、
今
日
御
客

等
多
御
閙
ケ
敷
ニ
付
、
暫
御
小
屋
ニ
而
休
息
之
上

御
殿
ヘ

（
前
田
直
方
）

罷
出
、
且
左
之
通
於
御
席
頭
分
以
上
ヘ
土
佐
守
殿
御
演
述
拝

聴
之
、

而
於
竹
之
間
御
帳
ニ
付
恐
悦
申
上
候
事
、



天
明
八
年

一
七
一

三
月加

賀
藩
、
金
沢
城
橋
爪
門
続
櫓
の
普
請
を
開
始
す
る
。
次
い
で
一
一
月
に
竣
工
す
る
。

４８２
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」
天
明
九
年
二
月
二
一
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
橋
爪
御
門
続
御
櫓
御
棟
札
、
下
書
を
以
先
達
而
伺
之
通
り
相
調
候
様
ニ
与
、
昨
日
主
付
頭
中
御
申
渡
、
御
大
工
中
村
八
兵
衛
へ
調
筆

之
儀
申
渡
下
書
留
左
之
通
り
、

御
城
代

本
多
安
房
守
藤
原
政
行

村
井
又
兵
衛
平
長
穹

御
作
事
奉
行

高
畠
五
郎
兵
衛
菅
原
厚
定

小
寺
武
兵
衛
源
孝
泰

内
作
事
奉
行

谷
猪
左
衛
門
以
直

不
破
与
兵
衛
源
永
頼

脇
田
瀬
兵
衛
源
直
尺

松
野
源
左
衛
門
藤
原
泰
近

吉
田
甚
五
郎
掩

加
藤
甚
右
衛
門
藤
原
泰
豊

御
大
工
頭

（
峯
）

清
水
治
左
衛
門
藤
原
祭
充

清
水
多
四
郎
藤
原

克

天
下
和
順

菅
原
朝
臣
治
脩
公
御
代
二
之
御
丸
橋
爪
御
門
続
御
櫓
御
造
営
有
厳
命
而
天
明
八
年

春
三
月
御
普
請
相
始
同
年
冬
十
一
月
依
御
成
就
奉
納
御
棟
札
天
水
雨
水
天
中
地

日
月
清
明御

造
営
奉
行

今
井
甚
兵
衛
菅
原
矩
明

野
村
与
三
兵
衛
源
嘉
勲

御
作
事
横
目

小
塚
斎
宮
橘
行
正

中
村
九
郎
右
衛
門
源
方
守

内
作
事
奉
行

石
黒
善
九
郎
忠
文

中
村
甚
十
郎
平
武
敏

高
崎
十
右
衛
門
源
正
吉

御
大
工

松
波
源
右
衛
門
藤
原
貞
成

中
村
八
兵
衛
藤
原
知
之

高
橋
貞
右
衛
門
藤
原
孝
年

土
田
庄
蔵
藤
原
陳
之

右
御
棟
札
形
左
之
通
、

右
札
ノ
裏
左
江
寄
セ
左
之
通
相
調
ル
、

天
明
八
戊
申
十
二
月

藤
原
知
之
謹
書



一
七
二

４８３
「
袖
裏
雑
記
」
三
二
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

御
作
事
奉
行
江

御
大
工

〇
十
一
月
廿
七
日
最
早
不
及
指
扣
、
以
後
之
義

急
度
心
得
候
様
申
渡
、
其
段
江
戸
へ
申
上
、

羽
田
与
三
右
衛
門

篠
田
七
郎
兵
衛

渡
辺
武
左
衛
門

今
般
橋
爪
御
櫓
等
御
造
営
就
被

仰
付
候
、
大
工
人
数
入
札
ニ

被
申
付
候
処
、
町
大
工
徳
左
衛
門
等
五
人
組
合
之
者
落
札
ニ
候

処
、
其
節
与
三
右
衛
門
等
取
捌
之
義
ニ
付
、
委
曲
各
被
申
聞
候

趣
、
先
以
始
終
取
捌
方
不
都
合
之
義
、
役
前
不
相
応
之
至
ニ
候
、

依
之
与
三
右
衛
門
等
差
扣
罷
在
候
様
可
被
申
渡
候
事
、

（
天
明
八
年
）申
六
月
十
六
日

４８４
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
七
月
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

（
矩
明
）

一
、
橋
爪
御
櫓
、十
三
日
ヨ
リ
御
柱
立
御
聞
届
之
旨
、今
井
甚
兵
衛

等
ヨ
リ
被
申
渡
也
、

４８５
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
七
月
二
一
日
条
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

（
段
）

（
工
）

一
、
御
櫓
御
柱
立
見
分
い
た
す
也
、
石
叚
ノ
所
最
前
御
大
□
主
附

図
り
違
之
趣
、
松
波
源
右
衛
門
申
聞
也
、

４８６
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
一
一
月
二
九
日
条
金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
橋
爪
御
櫓
替
出
来
之
儀
、主
付
頭
衆
江
今
日
出
来
之
趣
相
達
也
、

４８７
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」
天
明
八
年
一
二
月
二
日
条

金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
橋
爪
御
櫓
御
棟
札
調
御
□
□
儀
、御
大
工
中
村
八
兵
衛
へ
申
渡
也
、

【
解
説
】
橋
爪
門
続
櫓
の
造
営
に
関
連
す
る
、
御
大
工
羽
田
与
三
右
衛
門
ら

処
罰
の
史
料
も
あ
わ
せ
て
掲
出
す
る
。

四
月
三
日

加
賀
藩
、
金
沢
城
橋
爪
門
続
き
の
櫓
台
修
復
の
た
め
、
こ

の
日
以
降
、
橋
爪
門
の
往
来
を
禁
止
す
る
。
次
い
で
修

復
完
了
に
と
も
な
い
、
六
月
一
三
日
以
降
、
同
所
の
往

来
を
許
可
す
る
。

４８８
「
御
触
并
御
返
書
留
」
三
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
金
沢
市
史
』
資
料
編
三

（
村
井
長
穹
）

別
紙
之
趣
、
夫
々
可
申
談
旨
、
御
城
代
又
兵
衛
殿
被
仰
聞
候
条
、

御
承
知
被
成
、
御
同
席
御
伝
達
可
被
成
候
、
以
上
、

三
月
廿
五
日

御
横
目

人
持
衆
中



天
明
八
年

一
七
三

付
札
御
横
目

橋
爪
御
門
続
御
櫓
台
御
石
垣
御
普
請
有
之
候
付
、
来
月
三
日
ゟ
往

来
指
留
候
間
、
二
之
御
丸
江
罷
出
候
人
々
、
鶴
之
丸
通
埋
御
門
ゟ

往
来
之
筈
ニ
候
条
、
此
段
夫
々
不
相
洩
様
可
被
申
談
候
事
、

但
、
三
ノ
御
丸
御
番
所
左
右
入
口
ゟ
供
之
人
数
、
二
之
御
丸

之
通
召
連
可
申
事
、

三
月
廿
四
日

別
紙
之
通
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

（
連
起
）

三
月
廿
六
日

長
大
隅
守

４８９
「
御
触
并
御
返
書
留
」
三
〇
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
蔵

『
金
沢
市
史
』
資
料
編
三

（
本
多
政
行
）

別
紙
之
趣
、
夫
々
可
申
談
旨
、

御
城
代
安
房
守
殿
被
仰
聞
候
条
、

御
承
知
被
成
、
御
同
席
御
伝
達
可
被
成
候
、
以
上
、

六
月
五
日

御
横
目

人
持
衆
中

附
札
御
横
目
江

橋
爪
御
門
続
御
櫓
台
御
石
垣
御
修
覆
出
来
に
付
、
当
十
三
日
ゟ
橋

爪
御
門
往
来
之
筈
候
条
、
此
段
不
相
洩
様
夫
々
可
被
申
談
事
、

但
、
右
御
櫓
御
普
請
中
、
御
門
内
外
足
代
等
有
之
狭
ク
候
条
、

往
来
之
人
々
指
障
不
申
様
、
家
来
末
々
迄
可
申
渡
候
、

六
月
四
日

４９０
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
六
月
九
日
条

金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
橋
爪
橋
出
来
之
由
也
、

四
月
一
九
日

こ
の
日
以
前
、
金
谷
御
殿
の
庭
園
の
整
備
が
完
了
す
る
。

４９１
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
四
月
一
九
日
条
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
金
谷
御
庭
成
就
、
御
勝
手
方
ゟ
御
渡
物
、
内
作
事
江
相
渡
也
、

六
月
二
〇
日

加
賀
藩
、
金
谷
御
殿
の
能
舞
台
等
の
撤
去
を
命
じ
る
。

４９２
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
六
月
二
〇
日
条
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
金
谷
御
舞
台
等
取
払
之
儀
、
御
城
代
ゟ
御
勝
手
方
へ
入
立
候

間
、
猶
更
御
達
申
様
ニ
与
被
仰
渡
也
、

七
月
二
一
日

金
沢
城
二
ノ
丸
広
式
式
台
脇
の
座
敷
が
出
来
す
る
。
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４９３
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
七
月
二
一
日
条
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
二
ノ
御
丸
御
広
式
御
式
台
脇
御
座
敷
出
来
、
表
向
引
渡
也
、

一
二
月
二
日

金
沢
城
五
十
間
長
屋
の
普
請
が
完
了
す
る
。

４９４
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
一
一
月
二
九
日
条
金
沢
市
立

玉
川
図
書

館
加
越
能
文
庫
蔵

一
、
五
拾
間
御
長
屋
棟
札
之
儀
、
御
長
屋
江
者
奉
納
無
之
与
主
付

頭
中
ゟ
被
申
談
也
、

４９５
「
高
畠
厚
定
職
事
日
記
」天
明
八
年
一
二
月
三
日
条
金
沢
市
立
玉
川

図
書
館
加
越
能

文
庫
蔵

一
、
昨
日
切
、
五
拾
間
御
長
屋
御
普
請
相
済
旨
、
昨
日
内
作
事
ゟ

届
儀
申
旨
申
聞
故
、
其
段
主
付
頭
中
へ
相
達
也
、

【
解
説
】
右
の
通
り
、
棟
札
へ
の
言
及
、「
相
済
」
の
文
言
か
ら
、
五
十
間
長

屋
の
普
請
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
完
了
と
見
な
し
た
が
、「
高
畠
厚

定
職
事
日
記
」
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
閏
六
月
二
八
日
条
に
「
五
拾
間

御
長
屋
今
日
切
出
来
」
等
と
見
え
る
の
で
、
こ
の
普
請
は
以
後
、
翌
年
閏

六
月
ま
で
継
続
的
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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